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例　　言

1．本書は、高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財一田村遺跡群－の発掘調査報告書15分冊

の内、第2分冊である。

2．調査は、運輸省第三港湾建設局の委託を受け、高知県教育委員会が実施した。調査期間は、

昭和54－58年度に発掘調査、昭和58－60年度に整理作業及び報告書作成を行い、7年間にわ

たった。

3．遺跡の名称としては、調査対象地の大部分から各時代の遺構、遺物を検出しており、調査

区も多いため、これを一括して田村遺跡群と呼ぶこととした。また、各調査区はLoc．1－

48と呼称した。

4．本書の作成にあたっては、本文執筆、図版作成、写真撮影等の作業を各調査区を担当した

調査員が行い、各時期、時代についても担当者を決め、これをまとめた。編集は高知県教育

委員会である。

5．発掘調査、整理作業及び報告書作成を通じて、顧問岡本健児教授（高知女子大学）には、

御指導、御助言をいただいた。記して感謝する次第である。

6．図中の方位はすべて磁北であ生標高は海抜高である。遺構図の縮尺は、竪穴住居址、掘

立柱建物址、柵列を点、その他の遺構、断面図及びセクション図を／塩とした。遺物実測図の縮

尺は、原則として土器については、縄文・弥生時代を兄、古墳時代以降を％、石器、金属器

を％、木器を％とした。写真図版は約％一％であるが縮尺不同である。

7．遺構の略号は、竪穴住居址－ST、掘立柱建物址－SB、土砿－SK、溝－SD、井戸－

SE、柵列－SA、水溜り状遺構一SP、性格不明遺構－SX、ピットーP、自然流路－S

Rとした。

8．調査期間を通じて多くの方々、諸機関に御協力、御援助をいただいた。各々の名称はあげ

ないが、記して感謝する次第である。

9．出土遺物その他の資料については、高知県教育委員会が保管の任にあたっている。
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Loc．16

】．位置と調査経過

Loc．16は、田村遺跡群の南半部、県道の西方に位置する調査区であり、字名は東松木と呼

ばれている。調査前は全面水田であり、休耕後に行った事前の表面採集では、遺物はほとんど

発見されなかったが、先に調査を行った、東に隣接するLoc．12・13では中世の遺構群が検出さ

れ、北に隣接するLoc．17・18では弥生時代前期の包含層と遺構群及び中世の遺構群が検出され

ておr上弥生時代前期と中世の遺跡の広がりが考えられた。また、同時期に調査を行った、西

に隣接するLoc．25においても、弥生時代前期と中世の遺構群が検出されている。

調査は昭和56年8月に開始され、まず遣物、遺構の検出範囲および遺構面の深さを知るため

に約60×100mの調査範囲に、幅4mのトレンチにより試掘調査を行った。試掘トレンチは20

mの中をグリッドラインに合わせて南北方向にA～Cの3本、東西方向にD～Iの6本、合計

9本を設定し、北より順次調査を行った。その結果、中央部から北にかけて、中世のピットが

検出され、弥生時代前期と中世の遺物が出土した。北半部は、遺構検出面までが浅く、北端部

では基盤となる礫層が耕作土下からみられる部分もあった。南半部は、礫層も深くなr上南端

部では、粘質土が厚く堆積しており礫層はみられない。遺構は非常に少なく、遣物も少数の出

土であったが、弥生時代前期の遺物が大半を占めていたので、調査区全体を全面発掘にするこ

ととした。

全面調査は、試掘調査に引き続き11月まで中世の遺構面を行い、他の調査区との関連に‘より

昭和57年1月～6月にかけて、弥生の遺構面の調査を行い完了した。調査面積は、弥生時代前

期と中世の面を合せて7，815mZである。

2．調査概要

Loc．16については、全面発掘を行ったが、南東の一部については遺構、遺物が検出されな

かったので排土置場とした。

検出された遺構は、弥生時代前期と中世一室町時代の2時期のものであり、同一面で重複す

る部分のある複合遺跡である。弥生時代前期の遺構としては竪穴住居址1棟、掘立柱建物址9

棟、土砿9基の他にピットが検出され、中世の遺構としては掘立柱建物址、土砿、井戸、溝な

どが検出されている。遺構の分布は、弥生時代前期では南半部にその中心があり、北部には掘

立柱建物址と土砿のみが検出された。中世の遺構については、中央部に井戸が検出され、これ

を中心として北半部に遺構が多く、南半部では少ない。中央部から北では、弥生時代前期と中

世の遺構検出面は、同一面であり浅い。

弥生時代前期の遺構の中で竪穴住居址は、調査区の南端部、南壁に半分ほどかかり検出され

た。北半分の調査終了後、残された南半分については、市道部分にあたるため、昭和57年度の
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終わりにLoc．15を調査する時点で同時に調査を行い完了した。掘立柱建物址は、重複関係にあ

るSBl・2が調査区の北西コーナーで検出されており、溝状土砿のSKl・2を伴っている。

SB3－9は、中央部から南に集中しており、棟方向はいずれもやや東に振っており、同じ方

向性をもっている。SB3は、調査区の中央部西壁にかかり検出されており、全体の規模は不

明である。またSB5は、調査区の南西よりに検出されており、西に隣接LSK6・7が位置

している。SB8は、STlの北に隣摸し検出されており、SK9と重複関係にある。

土鉱は全体で9基とやや少なく、SBlに伴うSKl・2以外は中央部から南に位置してい

る。形態、出土遺物からみればSK4は壷棺、SK6・7は土砿墓と考えられる。性格不明遺

構であるSXは、4基検出されており、SXl・2は調査の北東部に隣摸し、SX3・4は中

央部に隣接し発見された。SXlは不整形であるが、SX2～4は楕円形に近く、小竪穴状の

遺構と言える。

ピットは、調査区の南半部に散在し、検出されているが少数である。また調査区の中央部か

ら南東方向にかけて、大きく窪む地形がみられたが、埋土の違いなどもなく、自然地形である

と考えられる。

3．層序と出土遺物

Loc．16の基本層序は、次のとおりである。

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　暗褐色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

第Ⅴ層　茶褐色粘質土層

第Ⅵ層　褐色粘質土層

第Ⅶ層　黒褐色粘質土層

第Ⅷ層　暗茶褐色粘質土層

第Ⅸ層　明褐色粘質土層

第Ⅹ層　青灰色シルト層

第刀層　砂礫層

北半部から中央部にかけては、層位が薄く、第I層耕作土の直下に第Ⅶ層黒褐色粘質土層が

みられ、部分的には基盤である第刀層砂礫層上面の礫が面をなしてみられる。南半部では、第

II層から第Ⅷ層間の層序がみられ、特に第Ⅷ層は緩やかに低くなり、南端部では、地表下約1．5

mを測る。第Ⅲ層砂礫層もさらに傾斜を強め、第Ⅷ層との間に第Ⅸ層明褐色粘質土層、第Ⅹ層

青灰色シルト層が堆積する。

弥生時代前期の遺物包含層は、第Ⅶ層黒褐色粘質土層であり、北半部の一部を除き全面にみ
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られる。遺構は、第Ⅸ層明褐色粘質土層で検出されているが、北半部では、第Ⅲ層砂礫層上面

で検出されている。

包含層中からの遺物出土状況は、北半部ではSXl・2の検出されたE4－9とE4－10に

集中しており、遺構の上面では特に集中して発見された。壷、喪ともに集中しているのはE4

－10－16であり、次いでE4－10－17・21・22、E4－15－2に分布密度が高く、それに続い

てE4－9の中央部がある。これ以外は、散発的に出土する。中央部では、各グリッドともに

平均的に出土しているが、なかでもやはりSX3の検出面上面にかなりの集中がみられた。ま

たSX4からやや南の自然地形の落ち込みにかけては、南北方向に遺物が集中し出土しており、
＼

地形にそった2次堆積と考えられる。南半部では、掘立柱建物址の周辺部から散発的に出土し

ているが、南端部の竪穴住居址付近では、ほとんど遺物の出土はみられなかった。

包含層の出土遺物は、弥生時代前期前半、前期Iを中心として前期IIを含むものであり、北

半部の中世の遺物を除けばほとんど他の時期の遺物は混在せず、良好な単純包含層である。出

土した遺物の器種は、壷、喪、高杯、鉢、小型土器、紡錘車の他に、石器としては石斧、叩石、

砥石、石鉄がみられる。出土量は、非常に多く、コンテナケース50箱ほどである。なかでも壷、

婆は、多量に出土している。

壷は、口緑下に有段部をもたず口緑の外反もやや小さなもの（1－8）と有段部をもつもの

（9－68）があり、この中には段部が強く突帯状を呈するもの（60、63～65）、沈線を施すもの

（59）がみられる。また、（34、35、37、41、42、44、58）は小破片であり、段部が残されてい

ない。また、大型壷の口綾部は（37、39、41～43、53～57、60、62、64、66－68）があり、一（60、

62、64）には口綾部または有段部に刻目がみられる。胴部は、（69－84）であるが、すべて有段

部をもち、へラ描直線文、重弧文、八字文、斜行直線文が上胴部にみられる。（69）の小型壷は、

茶褐色を呈し、細砂粒を多く含む胎土をもち、他の土器の胎土との違いは明瞭であり、他地域

からの搬入品である。

婆には、口緑下に有段部をもつもの（127－143）、口緑下に貼付突帯をもち刻目を施すもの

（144～179、309～311）、口綾部外面を拡張し刻目を施すもの（180－206、312－316）、口綾部

下端に刻目を施すもの（207－259、317～319）、口綾部全面に刻目を施すもの（260～308、320、

321）、口縁部に刻目をもたないもの（322～340）の6種類がみられる。有段部をもつ婆には、

如意形に外反する口綾部をもつものの他に、大きく外反する口綾部、直立気味の口綾部をもつ

ものがあり、口緑下に突帯を貼付するものは1点みられる。刻目は口唇部外面に施されるが、

口唇部の上下端および有段部にも刻目を施すものが存在する。また、ロ綾部と有段部ともに刻

目をもたないものが3点存在する。口緑下に突帯を貼付するものは、口綾部よりやや下に突帯

を貼付するものと、口縁直下に突帯を貼付するものの2種類に分けられる。前者は、口綾部と

貼付突帯に刻目が施され、やや外反するか、直立する口綾部をもつものが多い。後者は、口緑

部直下に突帯を貼付しておr上　口唇部とつながり口綾部を形成するものがあり、口綾部外面を
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拡張し刻目を施すものとほとんど判別がつかない。口綾部の形態は、やや外反するもの、直立

もしくは僅かに内湾し終るものである。口緑部を拡張し刻目を施すものは、口唇部がナデによ

りやや凹む面をなし、上端部はやや上方へなで上げる。口綾部は、小さく外反するか、直立気

味のものが多く、刻目は細い傾向がみられる。口綾部の下端部に刻目を施すものは、これまで

のものに比べ如意形に外反する口綾部が多いが、小さく外反及び直立気味の口綾部もみられる。

刻目はやや細いものが多い。口綾部全面に刻目を施すものは、口唇部が丸味をおび如意形に外

反するが、小さく強く外反するものも多くみられる。刻目をもたない口綾部は、如意形に外反

するものが大半を占め、直立するものは、わずかに2点みられる。

窪の底部と思われるものは、（341～526）であり、多量に出土している。なかでも（520、521）

の2点は、強い上げ底を呈しており特徴的である。また、（522～526）は、底部に穿孔がみら

れ、甑と考えられる。

高杯は、3点（527－529）出土しているが、いずれも杯部と脚部の接合部である。

鉢は、19点（530～548）出土しており、小型の鉢は、口綾部が内湾するものと外反するもの

の2種類みられる。大型の鉢では、口綾部は緩やかに外反し有段部をもつもの、さらに段部に

刻目をもつものがみられる。

蓋は、5点（549～553）出土しているが、すべて口綾部の破片であり、緩やかに外反し終っ

ている。

小型土器（554）は、1点のみ出土しておr上底部に小さな棒状の刺突がみられる。

紡錘車は、6点（555－560）出土しているが、4点は土器片を転用しており、やはり小形で

ある。

石器の出土量は少なく、全部で15点である。出土状況は土器の分布に同じであr上　集中地点

はみられない。器種は石斧、叩石、石鉄、削器がみられる。石斧は、刃部のみを研磨し作出し

た小型石斧2点（561、562）のみであり、大型蛤刃石斧は出土していないが、1点（563）が緑

色岩の石斧末成品である。叩石は、砂岩（565）とチャート（566）の扁平礫を使用したもので

あり、端部および側辺部に敲打痕がみられる。砥石は（567）1点であr上砂岩製の表面のみを

使用したものである。石包丁も1点（568）のみで、直刃をもち、頁岩を使用する。削器は、チ

ャート（569）とサヌカイト（570）の2点であり、刃部は入念に調整されている。石鉄は、5

点（571－575）出土し、2点の磨製石鉄は頁岩を使用しており、他の3点はサヌカイトを使用

する凹基式の石鉄である。

4．遺構と遺物

竪穴住居址

S Tl
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STlは、調査区の南壁にかかっておr上北半分を昭和56年度に調査し、市道部分にかかる

南半分については昭和57年度に調査を行い、完掘された。住居址の検出面は、第Ⅸ層明褐色粘

質土層であるが、第Ⅷ層暗茶褐色粘質土中において若干の違いがみられ、不整形のプランが認

められた。南半部は、市道の下であ明覚乱を受けているのではないかと思われたが、完全に残

されておr上水路の影響により青灰色をおびていた。しかし、住居址の中心部は、幅2．5mの現

代の撹乱砿が東より重複しており、一部破壊されていた。

平面形は、円形を呈し、直径は9・7－10・2mを酢）、平均すれば10・02mである。深さは、北

半部がやや深く、南半部は浅くなっている。最新部は中央部で約21cmを掛目上壁高は北で18cm、

南で最も低い部分では6cmである。床面は、中央部が僅かに低くなるがほぼ平坦であ生南北

の壁高の差は、検出面が南へと低くなっているためである。壁は床面より直立し、非常にしっ

かりとしている。

埋土は、第Ⅶ層と同じ黒褐色粘質土であり、上部に比べ下部がやや薄く分層することができ

たが、その差は僅かなものであり、埋没状態の違いを示すとは考えられず、時間的差違も存在

しない。埋土の中面から床面にかけて炭化物の細片が散在し、床面のやや上面では、北東部に

50cmほどの範囲が2ヶ所、西南部では60×70cmの範囲に炭化物が面をなして検出された。これ

らの炭化物は、細片の集中であり、炭化材などのように形をもつものではない。床面直上の埋

土中には、部分的に明褐色粘質土の小さなブロックの混在がみられた。

柱穴は、壁の内側、約1・4mの位置に中央ピットを即）囲み、8個が検出された。柱穴は重複

関係もなく、床面上のピットは中央ピット及び壁のピットを除けば、柱穴の8個だけである。

柱間距離は、1・54～1・98mを測り、平均1・81mであ生きわめて整然と位置している。柱穴の

平面形は、円形を呈するP3・4・6・8と不定形で中に平場をもち、柱痕を残すPl・2・

5・7があ生円形の柱穴は直径21～24cmを測り、柱痕の直径も18～22cmを測るところから、

使用された柱は直径20cm前後と考えられる。深さは、5伽前後が3個あり、他は20～3（加を測る。

住居址の中央部には中央ピット（P20）が検出されているが、現代の撹乱砿に切られてお生

全体の形態は不明である。しかし、残された部分からみれば、径は86×84cm、深さ48cmの中心

部をもち、その北と東に、深さ12cmほどの浅い掘込みの一部が撹乱砿の北壁と南壁に残ってい

る。中央ピットの底は楕円形を呈し平坦面であ生残されている南壁は緩やかにしっかりと立

ち上がる。

柱穴と中央ピット以外には、住居址の壁上に11個のピット（P9～19）が検出されている。

これらの壁ピットは、10cm前後と浅く、中にはP17のように深さはなく、半円状に壁から張り

出すものがある。また、壁ピットは北から東の壁にかけて存在し、隣接し2個1組となるもの
l

が4組みられる。壁ピットの間隔は、1・2mから2・4mを抑）、位置的には内部の柱穴と対応し

ているが、その性格は不明である。
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第1表　STlピット計測表

No． 径（cm ） 深さ（cm ） 備　　 考 No． 径（cm ） 深さ（cm ） 備　　 考

P l 72 ×37 28 ．0 柱痕 あ り。 P 5 58 ×39 22 ．7 柱痕 あ り。

P 2 60 ×36 50 ．8 ／／ P 6 22 ×22 53 ．0

P 3 38 ×23 24 ．2 P 7 58 ×28 51 ．7 柱痕あ り。

P 4 24 ×24 24 ．1 P 8 26 ×21 18 ．9

柱穴、中央ピット、壁ピットのいずれの埋土も黒褐色粘質土であり、住居址自体の埋土と同

様であるが、若干色調が薄く、セクションでは分離された。住居址内の遺構は以上であり、壁

溝その他特殊な施設は発見されなかった。

出土遺物は、埋土中及び床面上でもあまり多くなかった。特に、北半部の出土量は、南半部

の％ほどであり非常に少ない。埋土中からは壷、婆片（576、577、580、584、588、590、597）が

出土しており、床面上からも（578、581～583、585、587、589、591、594－596）の壷と婆が出

土している。出土遺物の中で多量に出土し注目されるのは、紡錘車である。ほとんど大半が土

器片を転用した小型のもので、半分以上に欠損するものが多い。また穿孔の痕跡を残す末成品

も多く13点を数える。石器は、大形蛤刃石斧（908）、扁平両刃石斧（909）、局部磨製石斧（910）、

打製石斧（911）、叩石2点（914、917）、砥石4点（919、920、922、924）、磨製石鉄（929）と

その未成品（931）、管玉（935、936）、調整のある剥片（948）の合計15点が出土している。

出土状況は、床面上にPlとP8の間に砥石（920）1点が出土しており、中央ピットからは、

壁の立ち上がりに砥石2点（922、924）と石斧1点（910）、紡錘車3点（598、620、624）が出

土している。中央ピットの南1mの範囲には、紡錘車が15点集中し出土した。また、大形蛤刃

石斧（908）は、住居址の南西部の検出時にプラン上にかかり発見されており、管玉は2点（935、

936）西部の床面上に1．8mほど離れ出土している。

住居址は、現代の撹乱に切られるだけであり、他の重複関係もなく、柱穴も8個以外に検出

されていないので、建て替えもなく、時期的には前期Iに限定される。

掘立柱建物址

S BI

SBlは、調査区の北西コーナーにおいて、第II層下の第III層暗茶褐色粘質土層を検出面と

して発見された。検出面は、地表下約20cmと浅く、北半部は柱穴と付属する土砿が浅く、上面
■

を若干削平されていると思われる。

規模は、3×6間の南北棟であり、3．5×7．5mを測り、柱穴は整然と並んでいる。柱間距離

は、最短で1．10m、最長では1．52mを測り、平均1・25mとやや短い。棟方向は、N－460－Eと

大きく東へ振っている。柱穴は、円形もしくはやや楕円形をなし、最大で直径50cm、最小では

直径27cmを測り、平均は35－40cmである。深さは最も浅い柱穴で5cmであるが、平均的には15
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J

l

I

l

～20cmであり、貴も深いものは29・4cmを測る。柱穴の中でP9・12・13には柱痕がみられ、直

径10～20cmを測る。埋土はすべて第Ⅶ層黒褐色粘質土と同じ単一層である。

SBlの北半部は、SB2と重複しており、Pl・6では柱穴に切り合いがみられたが、検

出状態及び埋土中における明確な新旧関係はつかめず、同一の黒褐色粘質土が入っていた。他

にP7・15に切り合いがみられるが、SB2の柱穴ではなく、SBlの部分的な柱穴の建て番
l

えと考えられる。

付属施設としては、建物の南北に平行して溝状土鉱が2基検出されている。溝状土砿は、幅

0・5m前後、長さ3～4m前後を測r主柱穴から0．5－0．6mほど離れている。

柱穴からの出土遺物は少なく細片であり、図示できるものはなかったが、口緑下に突帯を貼

付し刻目を施すものが存在し、時期的には前期Iと考えられる。

第2表　SBlピット計測表

No． 琴 （cm ） 深 さ（cm） 備　　 考 No． 径 （cm ） 深 さ（cm ） 備　　 考

P l 50 ×38 11 ．5 重複関係 あ り P lO 54 ×50 28 ．1

P 2 28 ×28 11 ．9 P ll 34 ×30 18 ．0

P 3 33 ×28 5 ．7 P 12 34 ×32 29 ．4

P 4 43 ×34 14 ．2 P 13 45 ×35 17 ．0

P 5－ 27 ×27 7 ．7 P 14 48 ×38 18 ．9

P 6 46 ×30 6．2 重複関係 あ り P 15 35 ×31 22 ．7

P 7 35 ×33 20 ．5 P 16 43 ×43 24 ．2

P 8 48 ×40 20 ．9 P 17 39 ×37 ．22 ．9

P 9 50 ×40 18 ．2 P 18 43 ×37 15 ．5

S B2

SB2は、SBlと重複関係にあr上位置、検出面はSBlと同じである。規模は、3×6

間と考えられる東西棟であr上4・0×7・2mを測る。棟方向はN－400－Wである。柱穴は、SB

lとの重複部分ではほとんど検出されず、SBlの北半部より西へ3×3間の張り出しのよう

にみえる。この点については、SBlとSB2の新旧関係は不明であるが、重複部分の柱穴に

ついては2つの建物で共有したものがあると考えられる。柱間距離は、0．98－1．14mと短くS

Blと同様であるが、Pll～12間のみは1．82mと長くなっている。他の2m以上の柱間距離を測

るものについては、SBlの柱穴の存在を考えなければならない。なお、P7については東西方

向でややずれがみられるが、南北方向ではよく柱穴方向に並びSB2の柱穴としてよいであろう。

柱穴は、円形もしくは楕円形を呈し、直径27～48cmを測Y上平均的には35～45cmである。深

さは、5・5～25・2cmを測r上10cm前後の浅いものが多い。柱穴の重複はP4・9にSBlとの

切川合いがみられるだけである。柱痕を残す柱穴はなく、付属施設もみられない。

出土遺物は、SBlと同様に非常に少なく、図示できるものはなかったが、時期的には前期

Iと考えられる。
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第3表　SB2ピット計測表

No． 径（cm ） 深さ（cm ） 備　　 考 No． 径．（cm ） 深さ（cm ） 備　　 考

P l 35 ×33 12 ．6 P 8 40 ×32 14 ．4

P 2 42 ×34 16 ．9 P 9 41 ×38 10 ．5 重複関係 あり

P 3 48 ×36 16 ．3 P lO 40 ×34 9 ．8

P 4 47 ×37 21 ．9 重複関係 あ り P ll 32 ×32 16 ．0

P 5 40 ×36 8 ．2 P 12 37 ×33 7 ．0

P 6 30 ×27 5 ．5 P 13 42 ×34 25 ．2

P 7 26 ×24 7 ．8

S B3

SB3は、調査区の中央部、西壁にかかり検出されており、西へ広がるものである。検出面

は第Ⅷ層暗茶褐色粘質土層に第Ⅲ層砂礫層が混じる面であり、検出状況は不明瞭であった。

規模は、全体が検出されていないので不明であるが、南北または東西棟としても4×4間以

上の規模をもっており、P4～9間は8．32mを測る。棟方向は、南北棟と考えるならばN－360

－Eを測り、東へ振っている。柱間距離は、Pl～4の間では1・2m前後を測り、非常によく

揃っているが、P4～6とP8－9間はそれぞれ2．60mと3・16mを測り広くなっており、全体

では不規則である。柱穴は、円形であり直径25～52cmを測り、深さは、10cmから20cm前後を測

るものが多く、P8のみが32．6cmと深い。埋土は、第Ⅶ層と同じ黒褐色粘質土の単一層である。

また、柱穴の重複、付属施設などは存在しない。

出土遺物は、やはり少なく図示できるものはなかった。時期的には、若干の出土遺物、埋土、
ヽ

遺構検出面からみれば、前期Iと考えられる。

第4表　SB3ピット計測表

No． 径（cm ） 深 さ（cm ） 備　　 考 N o． 径（cm ） 深 さ（cm ） 備　　 考

P l 25 ×25 10 ．1 P 6 42 ×36 21 ．9

P 2 35 ×26 10 ．6 P 7 52 ×42 23 ．0

P 3 42 ×37 12 ．6 P 8 50 ×42 32 ．6

P 4 4 5×45 27 ．3 P 9 38 ×33 12 ．6

P 5 38 ×26 19 ．7 P lO 33×33 21 ．4

S B4

SB4は、SB3のやや南4．5mに位置してお

り、SB3と5の中間である。検出面は、SB

3と同じく第氾層砂礫層の混在する第Ⅷ層暗茶

褐色粘質土層上面である。

規模は、1×1間であり、Pl～2の3・92m

第5表　SB4ピット計測表

No． 径 （cm ） 深 さ（cm ） 備　　 考

P l 34 ×29 15 ．2

P 2 23×23 16 ．7

P 3 29×21 10 ．5

P 4 35 ×28 11 ．5

に比べP2～3、Pl～4間はそれぞれ2．30mと2．22mを測り短く、長方形を呈するがP3－
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4間は4．24mと長い。東西棟と考えるならば、棟方向はN－670－Eを示す。柱穴は、円形であ

り、21－35cmを測り、深さは、10～16cm前後と浅い。埋土は、第Ⅶ層と同じ黒褐色粘質土の単

一層である。

出土遺物は、ほとんどなかったが、埋土、遺構検出面からみれば、時期的には前期Iと考え

られる。

S B5

SB5は、調査区の南半中央部、やや西よりに位置している。検出面は、第Ⅸ層明褐色粘質

土層であるが、柱穴は、北半部では上層の第Ⅷ層暗茶褐色粘質土層中において検出されたが、

南半部では不明であr上　第Ⅸ層上面まで下げたところで検出された。第Ⅲ層砂礫層は、やや北

よ男頃斜を強めており、すでにみられない。

規模は、2×5間の南北棟であり、3．28×6．40mを測る。棟方向は、N－210－Eと東へ振っ

ており、柱穴は極めて整然としている。柱間距離は、1．2m前後を測り、1．5－1．7mとやや長い

部分もみられる。P1－5の間には、P2・4の2個の柱穴がそれぞれPl・3とP3・5の

間に存在しており、柱間にさらに柱を建てている。また、PlO～12の間には棟柱がみられない

が、P9－13の間に存在してお生　PlO～12による1間分は張り出しと考えられる。柱穴はほ

ぼ円形であるが、不定形のものも混じる。直径30－40cmを測r上深さは20cm前後が多いが、10

cm未満の柱穴も6個と多い。重複関係をもつ柱穴はP6のみであり、柱の建て替えと考えられる。

また、柱痕を残すものはP6とPllであり、直径8～15cmを測る。埋土は、第Ⅶ層と同じ単一の

黒褐色粘質土である。付属施設はみられないが、西にSK6・7の2基の土鉱が隣接している。

出土遺物は少なく、図示できるものはなかった。僅かに刻目をもつ口綾部が存在するのみで

あ生時期的には埋土、検出面からみても前期Iと考えられる。

第6表　SB5ピット計測表

No． 径 （cm） 深 さ（cm ） 備　　 考 No． 径 （cm ） 深 さ（cm ） 備 ．考

P l 67 ×40 19 ．2 P 9 35 ×31 14 ．5

P 2 33 ×30 18 ．5 P lO 40 ×35 8 ．0

P 3 42 ×30 22 ．5 P ll ．35×33 9 ．1

P 4 27 ×22 7 ．9 P 12 21 ×21 8 ．3

P 5 40 ×40 13 ．4 P 13 34 ×28 17 ．0

P 6 37 ×33 22 ．3 P 14 38 ×33 9 ．8

P 7 33 ×30 13 ．0 P 15 36 ×32 11 ．3

P 8 33 ×33 9 ．0 P 16 34 ×30 10 ．6

S B G

SB6は、SB5の東、約14mに位置する。検出面は、第Ⅸ層明褐色粘質土層であるが、基

盤の第刀層砂礫層が部分的にみられる。

規模は、1×3間の南北棟と考えられ、2．45×4．96mを測る。棟方向は、N－220－Eと東に
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振れており、北東と南東のコーナーの柱穴を欠いている。柱間距離は1．37mへ・1．99mと不規則

であるが、柱穴の並びはよく通っている。柱穴は円形であり、直径22－45cmと不揃いである。

重複関係がみられるのはP3のみであり、柱痕は、いずれの柱穴にも存在しない。埋土はやは

り第Ⅶ層と同じ単一の黒褐色粘質土層である。

出土土器は細片であり、少なく、図示できるものはなかった。時期的には埋土、検出面、棟

方向などからみて、前期Iと考えられる。

第7表　SB6ピット計測表

No． 径 （cm） 深 さ（cm ） 備　　 考 No． 径（cm） 深さ（cm ） 備　　 考

P l 25×25 9 ．3 P 4 36 ×32 21 ．7

P 2 45×43 23 ．8 P 5 30 ×30 14 ．0

P 3 44 ×40 24 ．8 P 6 22 ×22 6 ．4

S B7

SB7は、SB5の南東約5mに位置しており、南にSK9、東にSB8が隣摸している。

検出面は、第Ⅸ層明褐色粘質土層であり、SB5検出面に比べやや低くなっている。

規模は、1×5間と考えられ、3．9×6．4mを測る南北棟であり、棟方向は、N－210－Eと東

へ振っている。柱間距離は0．98－1．76mと差をもち、妻側のP1－2間は3・9mを測r上棟柱が

検出されなかった。柱穴は非常に不揃いであり、円形または不定形を呈し、直径は27～55cmを

測る。深さも8．9～36．9cmと不規則である。特に、P5はP2－4の方向から大きく内側にずれ

ており、SB7の柱穴と考えるには疑問が残る。埋土は、第Ⅶ層と同じ単一の黒褐色粘質土で

ある。付属施設および重複関係はみられない。

出土遺物はほとんどなかったが、時期的には、埋土、検出面から前期Iと考えられる。

第8表　SB7ピット計測表

No． 径（cm） 深 さ（cm） 備　　 考 No． 径（cm－） 深 さ（cm） 備　　 考

P l 30 ×30 11．9 P 6 55 ×48 36 ．9

P 2 48 ×4 5 17 ．0 P 7 40 ×31 8 ．9

P 3 42 ×38 15．7 P 8 31 ×27 24 ．2

P 4 52 ×21 10 ．3 P 9 27 ×24 15 ．0

P 5 60 ×55 11．2 P lO 36 ×36 10 ．0

S B8

SB8は、調査区の南端部に近く位置し、南にSTlが隣接し、東のSK9と一部重複して

いる。検出面は、第Ⅸ層明褐色粘質土層であり、SB7と同一面である。

規模は、3×5間の南北棟であり、4．16×7．92mを測る。棟方向は、N－330－Eと東に振っ

ており、極めて整然としている。柱間距離は、1．16～1．58mを測るが、P7～8間とP13～14

間は2．52m、1．92mと広い。P9～10間は2．46mと広いが、間に柱穴は検出されなかった。柱

穴は円形が多いが、やや方形に近いものが少数みられる。直径は、30～50cmの範囲に納まり、
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よく揃っている。深さは20～30cmが多く、20cm未満のやや浅い柱穴も存在する。重複関係をも

つ柱穴は、P12・13の2個があり、いずれもSK9と切り合っている。P13は、SK9の北壁

にあたっており、検出時には埋土の違いによる新旧関係は認めることができなかった。しかし、

P12はSK9の検出面には認められず、完掘後底面に発見されたことから、SK9がSB8を

切っており、SB8が古いことが判明した。埋土は第Ⅶ層と同じ単一の黒褐色粘質土であり、

付属施設はみられない。

出土遺物は、やはり少なく図示できるものはなかった。時期的には、埋土、検出面、棟方向

からみても、前期Iであるが、SK9との重複関係によれば古く、若干の時間差をもつと考え

られる。

第9表　SB8ピット計測表

1

1

1

1

N o． 径 （cm ） 深 さ （cm ） 備　　 考 No． 径 （cm ） 深 さ （cm ） 備　　 考

P l 4 5×38 1 4 ．4 P 9 4 2 ×42 2 4 ．2

P 2 38 ×30 2 1 ．4 P lO 3 0 ×28 2 2 ．7

P 3 4 1×38 2 2 ．3 P l l 3 4 ×40 1 8 ．7

P 4 4 9 ×44 3 0 ．0 P 1 2 30 ×30 8 ．0

P 5 4 0 ×32 2 3 ．4 P 1 3 35 ×35 1 3 ．6

P 6 58 ×48 2 3 ．5 P 14 4 1×41 1 6 ．4

P 7 48 ×43 3 2 ．9 P 1 5 37 ×37 1 2 ．4

P 8 38 ×31 2 2 ．4

S B9

SB9は、調査区南部の東壁に近い位置で検

出されている。検出面は、第Ⅸ層明褐色粘質土

層であるが、基盤の第Ⅲ層砂礫層の礫が多くみ

られる。標高は、他の遺構に比べやや高く6．3m

を測る。

第10表　SB gピット計測表

N o． 径 （cm ） 深 さ（cm ） 備　　 考

P l 3 7 ×24 1 6 ．5

P 2 3 2 ×28 2 1 ．5

P 3 2 7 ×23 6 ．9

P 4 2 8 ×28 1 3 ．8

規模は、1×1間であり、やや台形を呈し、棟方向は不明である。柱間距離は、1．71－2．22m

と広く、柱穴は円形であ生　直径23－37cm、深さは6．9－21．5cmを測る。埋土は第Ⅶ層と同じ

単一の黒褐色粘質土であr上重複関係、付属施設はみられない。

出土遺物はなかったが、埋土、検出面から、時期的には前期Iと考えられる。

土拡

S KI

SKlは、SK2と同じくSBlの北側に付属する土砿であり、検出面は、SBlと同じく

第Ⅷ層暗茶褐色粘質土層である。

平面形は、長い溝状であr上長さ3．28m、幅0．48mを測り、長軸方向はN－400－Wである。

深さは、全体的に浅く、最も深い東南端部で15cmを測り、北西部へと次第に浅くなり、約5cm
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を測る。北西端部は丸く終るが、東南端部は方形である。底面はほぼ平坦であるが、僅かに東

南へ深くなっている。壁はしっかりと立ち上がり、断面形は浅い逆台形を呈す。埋土は、第Ⅶ

層と同じ黒褐色粘質土であり、細分はできなかった。

遺物の出土状態は、検出面ですでに大半の遺物が出土しており、床面の遺物は少なく、南東

端部には自然礫が集中して出土した。出土遺物は、蛮のみであr上　口綾部（637～642）と底部

（643－646）である。石器は出土しなかった。時期的には、出土した聾の口緑部から前期Iに

含まれるが、（641）はやや新しい様相をもっている。

S K2

SKlと同じSBlの南側に付属する土砿である。第Ⅷ層暗茶褐色粘質土層として明確なプ

ランが確認された。検出面では遺物の出土はなく、SKlに比べ削平もなくよく残されている。

平面形は、長い溝状であり、中央部が僅かに広くなり、北西端部へ狭くなっている。長さは

3．89m、幅は0．56mを測り、北西端部は丸く終り、東南端部は方形を呈し終っている。長軸方

向はN－440－Wであり、深さは28cmを測り、底面はほぼ平坦であるが中央部がやや深い。東南

端部には、長さ30cmの平場をもっており、深さ20cmを測り底面に比べ13cmほど高い。断面形は

箱形を呈し、壁は垂直に立ち上がる。中央部の北、やや狭くなる部分では、壁が内湾し袋状の

断面形となる。埋土は第Ⅶ層黒褐色粘質土の単一層である。

遺物の出土状態は、南半部の底面に集中しており、埋土中からの出土はあ・まr）多くなかった。

また、北西端部と南半部から平場にかけて自然礫が集中し出土している。出土遺物は、SKl

と同様に蛮のみであr上　口綾部（647－652）と底部（653～656）が存在する。時期的には、出

土遺物もSKlと類似しており、同じく前期Iと考えられるが、如意形に外反する（649）はや

や新しい様相をもっており、前期IIに近いと思われる。

S K3

SK3は、調査区の中央部、SX4のやや南において検出された。検出面は、第Ⅸ層明褐色

粘質土層に第Ⅲ層砂礫層の礫が混在しており、プランの確認はやや不明瞭であった。

平面形は、長軸1．12m、短軸0．54mを測る楕円形であり、長軸方向はN－810－Eである。深

さは0．10mと非常に浅く、特に南半部は浅く南壁はほとんどみられない。底面は、平坦であり、

付属施設はなく、重複関係もみられない。

出土遺物はほとんどなく、窪底部（657）が1点図示できたのみであり、埋土、検出面を考え

れば、時期的には前期Iと思われる。

S K4

SK4は、調査区の中央部の西壁に近く、SB3の北西3．6mの位置に検出された。検出面
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は、第Ⅸ層明褐色粘質土層であり、第氾層砂礫層の礫がかなりみられる。

平面形は、長軸1．41m、短軸1．01mを測る楕円形を呈し、東へやや細くなっている。長軸方

向はN－810－Eとほぼ東西方向にある。深さは35cmを測り、東端部には地表面から8cmと浅い

小さな段部をもっている。底面は丸く、壁は緩やかに立ち上がり、断面形はゆるいU字形をな

す。埋土は第Ⅶ層と同じ単一の黒褐色粘質土である。

大型壷（661）は、下胴部を底面にへばりつけ、上胴部と口綾部を内部に崩れ落とした状況で

出土している。この他に、壷（660、662）、底部（663－666）、土器片転用の紡錘車（667）も出

土している。大型壷の出土状態からして、SK4は、壷棺埋葬の土砿ではないかと考えられる。

時期的には、前期Iと考えられるが、より新しい様相をもっている。

S K5

SK5は、中央部のやや東南よr上　SB3の東7．2mの位置に検出された。検出面は第Ⅸ層

明褐色粘質土層であり、やはり第刀層砂礫層の礫がみられる。

平面形は、ほぼ円形であり、長軸0．96m、短軸0．79mを測る。長軸方向はN－20－Eを測る。

深さは35cmを測り、周辺部に深さ8cmほどの小段をもち、断面形は逆台形を呈する。埋土は第Ⅶ

層と同じ黒褐色粘質土の単一層である。

出土遺物は少なく、壷底部（659）、婆口緑部（658）の2点に若干の細片である。時期的に

は、出土遺物、埋土などからやはり前期Iと考えられる。

S K6

SK6は、SB5の西に隣接して検出された。検出面は第Ⅷ層暗茶褐色粘質土層であr上　プ

ランはやや不明瞭であった。

平面形は、やや乱れた長方形であり、長軸3．19m、短軸0．92mを測る。長軸方向はN－430－

Eと東へ振っている。深さは∴最深部で0．35mを測り、ほぼ平坦な底面をもつ。北西端部には

直径35cmほどの小さな落ち込みがみられ、深さは38cmを測る。断面形は丸味をおびた底面に、

逆台形を呈する。埋土は、第Ⅶ層黒褐色粘質土をベースとしており、僅かな色調の違いにより

3層に分層された。遺物の出土状況は、床面よりやや浮いた状態でかなり出土しており、南半

部に集中していた。

出土遣物としては、壷（668～670）、婆（671－688）、鉢（689）、紡錘車（690）があり、石器

は、石包丁（927、928）、管玉（937）が出土しており、他に軽石（950－953）も出土している。

石包丁は、石材として四国では産出しない流紋岩質岩が使用されており、搬入品であることが

判明している。また、管玉は大きく欠損している。

SK6の性格としては、その形態、出土遺物などから土砿墓ではないかと考えられる。隣接

する同形態のSK7の燐分析の結果、土砿内の埋土から多量の燐が検出されている点からみれ
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ば、SK6も土砿墓としての可能性が強い。時期的には、出土遺物から、他の遺構と同じく前

期Iと考えられる。

S KI

SK7は、SK6の南に隣摸して検出されている。検出面は、SK6を検出した第Ⅷ層暗茶

褐色粘質土層では検出できず、下層の第Ⅸ層明褐色粘質土層上面において検出する事ができた。

平面形は、長方形を呈し、長軸2．17m、短軸1．12mを測り、SK6に比べやや短く、北壁が

やや張り出している。長軸方向はN－40－Eとほとんど磁北を向いている。床面は若干の起伏

をもつがほぼ平坦であり、壁は強く急角度で立ち上がる。特に、北壁は直立気味である。断面

形はしっかりとした箱形を呈し、深さは0．27mを測る。埋土は、第Ⅶ層と同じ黒褐色粘質土を

ベースとし、色調の違いにより3層に分層された。

出土遺物は少なく、床面上では南西コーナー付近に数点の細片が出土したのみであり、埋土

中からはほとんど出土しなかった。土砿の性格としては、その形態から、SK6と同じく土砿

墓と推定され、調査にあわせ実施した燐分析でも埋土中に多量の燐が含まれており、これを裏

付ける結果であった。時期的には、埋土、検出面からSK6と同時期として前期Iと考えたい。

S K8

SK8は、SB8の柱穴の内側において検出された。検出面は、SB8と同じく第Ⅸ層明褐

色粘質土層である。

平面形は、楕円形を呈し、長軸1．46m、短軸1．03mを測り、長軸方向はN－720－Wである。

深さは0．11mと浅く、底面は平坦であるが、東半部に深さ0．19mの落ち込みがみられる。壁の

立ち上がりはしっかりとしており、断面形は浅い逆台形である。埋土は、第Ⅶ層黒褐色粘質土

と同じであるが、西半部では底面から上、5cmほどに炭化物が集中してみられた。しかし、焼

土は検出されなかった。

出土遺物は少なく、婆片が数点出土したが細片であり図示できなかった。時期的には、遺物、

埋土、検出面などから前期Iと考えられるが、SB8との関係については不明である。

S K9

SK9は、STlの北に隣摸しており、SB8と重複関係にある。北にはSB7が隣摸して

いる。検出面は、第Ⅸ層明褐色粘質土層であるが、上層の第Ⅷ層暗茶褐色粘質土中において不

明瞭なプランとして認められたが、判別しがたい点が多く、第Ⅸ層まで下げて確認した。

平面形は、西へ広くなる長方形を呈し、長軸8．94m、短軸2．76mを測る大形の土鉱である。

長軸方向はN－620－Wと東西方向である。深さは0．23mと浅く、底面は平坦である。壁は垂直

に近く立ち上がり、断面形は浅い逆台形をなす。埋土は、第Ⅶ層と同じ黒褐色粘質土をベース
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とし、黄褐色粘質土の小ブロックを含む層と、やや色調の薄い層の3層に分層された。

遺物はやはり少なく、床面よりやや浮いた状態で、壷（691～693）、喪（694～698）、砥石

（923）が出土している。時期的には前期Iであるが、SB8との切り合い関係により、SK9

がより新しいことが判明している。

性格不明遺構

S XI

SXlは、調査区の北東部に位置し、SX2と隣接して検出された。検出面は、第Ⅸ層明褐

色粘質土層であるが薄く、第刀層砂礫層の礫が多量に混在している。また、検出面上において

も多量の遺物を出土している。
Lみ

平面形は染状を呈する不定形であり、長軸は5．65m、短軸は3．68mを測る。長軸方向はN－

830－Wである。深さは約10cmと浅く、床面はほぼ平坦である。床面には9個のピットが検出さ

れており、直径20～30cmを測るが、深さは10cmと浅くその性格は不明である。埋土は黒褐色粘

質土であr上　ピットの埋土は黒茶褐色粘質土である。

遺物は、埋土中から床面にかけて多量に出土してお生壷（699－710）、婆（711～751）、高杯

（752）、鉢（753－755）、蓋（756）がみられる。石器としては磨製石鉄（930）、打製石鉄（932）、

削器（938、942）が出土している。時期的には、やや新しい様相も含むが前期Iと考えられる。

一

l

l

l

I

l

S X2

SX2は、SXlの東に隣接して検出されており、検出面も同様に第Ⅸ層明褐色粘質土層で

ある。

平面形は、やや肩平な楕円形を呈し、長軸4．27m、短軸2．79mを測る。長軸方向はN－240－

Wであ生深さは0・2m前後を測り、床面は小さな起伏をもつ平坦面をなす。断面形は、浅い

皿状を呈し、南壁より小さな張り出しがみられる。床面上には中央部と南部に2個のピットが

検出されておr上直径は30cmと60cm、深さは10cmと18cmであり浅い。埋土は第Ⅶ層と同じ黒褐

色粘質土であり、ピットの埋土は黒茶褐色粘質土である。

遺物の出土状態は、埋土中より多量の出土をみたが、床面上では少なくなっており、壷（757

～766）、婆（767～793）、高杯（794）、蓋（795）、鉢（796）、紡錘車（797）が出土している。石

器では叩石（916）、チャート製の投弾（934）、削器（939）、軽石（954）がみられる。時期的に

は、前期IIとされる遺物が大半を占め、前期Iの遺物も存在するが、前期IIと考えられる。

S X3

SX3は、調査区の北半部やや西の位置に検出された。検出面は、第Ⅸ層明褐色粘質土層で
しみ

あり、第刀層砂礫層の礫が多くみられる。検出状態は、黒い染状であり、プランはあまり明確
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ではなかった。

平面形は、不整な楕円形を呈し、長軸3．28m、短軸2．62mを測る。長軸方向はN－280－Wと

やや西へ振っており、深さは0．18mである。床面は平坦であり、北東コーナーに細長く、深さ

8cmを測る小さな段をもつ。壁の立ち上がりは南北壁では緩やかであり、断面形は浅い皿状をな

す。埋土は、第Ⅶ層と同じ黒褐色粘質土の単一層である。

遺物は、埋土中及び床面上からも自然礫とともにかなり多量に出土しており、壷（798～806）、

蛮（807－820）、蓋（821～823）、小型土器（824）がみられる。石器は、磨製石斧の未成品と思

われる（913）、叩石（918）、削器（941）が出土している。時期的には、前期Iの遺物もみられ

るが、混入であり、前期IIと考えられる。

S X4

SX4は、SX3の南東4mに位置し、検出面は第Ⅸ層明褐色粘質土層であり、中世と同じ

検出面である。

平面形は、やはり不整な楕円形を呈し、長軸3．88m、短軸2・68mを測る。長軸方向はN－480

－Eとなり、深さは28cmを測る。床面は平坦であり、北東コーナーに小さな段部がみられ、深

さは9cmである。断面形は浅い逆台形をもち、壁はしっかりと立ち上がる。埋土は、第Ⅶ層と同

じ黒褐色粘質土層であり、床面上にかけて多量の遺物を出土し、礫も多くみられた。

出土遺物は、壷（825～842）、蛮（843～899）、鉢（900、901）、紡錘車（902、903）がみられ、

石器では小型石斧（912）、叩石（915）、砥石（921、925、926）、石鉄（933）、削器（940、943、

944）、剥片（945－947、949）が出土した。時期的には、前期IIの遺物が主体となっているので

前期IIと考えられ、前期Iの遺物もみられるが混入と思われる。

ピット

PI

Plは、E4－18－1に検出されており、直径36cmと大形である。深さも23cmと深く、埋土

は、黒褐色粘質土であり、壷（904）を出土している。

P2

P2は、E4－17－24に検出されており、直径21cm、深さ16cmを測る。埋土は、黒褐色粘質

土であり、婆（905）を出土している。

P3

P3は、E4－22－13に検出されており、直径21cm、深さ12cmを測る。埋土は、やや明るい

黒褐色粘質土であり、蛮（906）と高杯（907）を出土している。
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5．まとめ

Loc．16の調査では、竪穴住居址1棟、掘立柱建物址9棟、土砿9基とピットを検出したが、

包含層出土遺物、遺構検出面、埋土及び出土遺物などからみて、すべて弥生時代前期前半、す

なわち、前期I段階を主体とし一部前期II段階の遺構がみられる。また、これらの遺構は、西

のLoc．25、南のLoc．15で検出されている遺構群に続き、高知県内において発見されている弥

生集落では、現段階においては最古のものである。Loc．16の遺構の中心は、9棟ほど検出され

た掘立柱建物址であるが、規模不明のSB3と1×1間のSB4・5、さらにSBlと重複す

る東西棟のSB2を除けばすべて南北棟であり、東に振る同一の棟方向をもっている。方向性

の面をみれば、SBl・3も同じ方向性をもっているといえる。そしてその性格は、S Blは

3×6間、SB5は2×5間、SB8は3×5間とほぼ類似した規模、形態をもち、建物の占

める面積もそれぞれ33．9m2、19．9m2、38．0m2であり、あわせて柱穴の大きさ、柱間距離等から

観察してみてもこれを平地式の住居と考えざるを得ない。SB2・3・7についても同様に考

えられるが、SB6については規模も小さくその内答は不明である。ただ1×1間のS B4・

9は、その規模から倉庫と考えざるを得ないところであるが、高床式とするには柱穴が細く、

柱間距離も不揃いなのが疑問点であり、問題を残す。

STlは、直径10mと規模が大きく、多量の土器片転用による小型紡錘車の出土から、特殊

な用としての場所を考えさせる。また、中央ピットと床面上から出土している石斧は、きわめ

て縄文的なものであr上　田村遺跡群における弥生文化成立の中に、縄文文化の残影をみること

ができる。

土鉱では、SK4・6・7が壷棺と土砿墓と考えられ、前期前半においては集落内に墓城を

も含んでいることが判明した。

これらの遺構群の配置をみた時に、STlとSB8はきわめて接近しており、また、STl

と性格不明の土砿SK9も同じく接近してお生同時に共存したとは考えられない。SB8と

SK9においては、SK9が新しく、SB8が古いという重複関係があり、少なくとも前期I

の時期に2～3段階の時間差が存在する。また、SB5と、土砿墓と考えられるSK6・7の

配置もきわめて接近しており、共存は考えがたく、やはり前期I段階における時間差を表わし

ている。しかしながら現段階では、前期Iの時間差の中における遺構の共存関係を明確にする

ことはできないが、出土遺物、遺構の配置からみれば、住居址、土砿墓群に比べ、掘立柱建物

址は新しい傾向を示していると考えられるが、その細分については今後の検討課題である。
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第11表　竪穴住居地計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形 規　　 模
（m ）

主軸方向 柱　 穴 面　 積
（m z）

施　　 設 備考

第　 4　図 S T l 円　　 形 10 ．02 － 8 78 ．8
中央ピットお
よび壁ピット

第12表　掘立柱建物址計測表

挿 図番号 遺構番号

規　　　　　　　 模
棟 方 向 面　 積

（m Z）

備　 考

梁 （間）×桁（間） 梁　 ×　 桁（m ） 柱 間 距 離 （ふ）

第　 5　図 S B　 l 3 × 6 3 ．5 0×7 ．50 1．10～ 1 ．5 2（1．2 5） N －4 60－ E 2 6．3

第　 6　図 S B　 寧 3 × 6 4 ．0 0×7 ．20 0．98 ～1 ．1 4 N －4 00－ W 2 8．8

／／ S B　　 3 － － 1．06 －3 ．1 6 N －3 60－ E －

第　 7　図 S B　　 4 1 × 1 2 ．30×4 ．24 2．2 2－4 ．2 4 N －6 70－ E 9．8

／／ S B　　 5 2 × 5 3 ．28 ×6．40 0．7 2－1 ．5 0 N －2 10－ E 2 1．0

第　 8 ．図 S B　　 6 1 × 3 2．4 5× 4．96 1．37－ 1 ．99 N －2 20－ E 12．2

／／ S B　　 7 1 × 5 3 ．90× 6．40 0 ．9 8－ 1．7 6 N － 210－ E 2 5 ．0

第　 9　図 S B　　 8 3 × 5 4 ．16 ×7．92 1 ．1 6－ 1．5 8 N － 330－ E 3 3 ．0

！／ S B　　 9 1 × 1 2．00 ×2 ．22 1 ．7 1－2 ．22 － 4 ．4

第13表　土砿計測表

挿 図 番 号 遺 構 番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形
備　 寿

長　 径 短　 径 深　 さ

第 10 図 S K　 l 不 整 長 方 形 3 ．2 8 0 ．48 0 ．15 ．N －4 00－ W 逆 台　 形

／／ S K　 2 ／1 3 ．8 9 0 ．5 6 0 ．28 N －4 40－ W 箱　　 形

／／ S K　 3 楕 円　 形 1 ．12 0 ．54 0 ．10 N －8 10－ E 逆 台　 形

／／ S K　 4 1／ 1 ．4 1 1 ．0 1 0 ．35 N －8 10－ E U　 字 形

・第 1 1 図 S K　 5 円　　 形 0 ．9 6 ’0 ．79 0 ．3 5 N － 2 0－ E 逆 台　 形

／／ S K　 6 長 方 形 3 ．19 0 ．9 2 0 ．3 5 N －4 30－ E ／／

／／ S K　 7 ／／ 2 ．17 1 ．12 0 ．2 7 N － 4 0－ E 箱　　 形

／／ S K　 8 楕 円 形 1 ．4 6 1 ．03 0 ．11 N －7 20－ W 逆　 台　 形

第 12 図 S ，K　 9 長 方 形 8 ．9 4 2 ．7 6 0 ．2 3 N －6 20－ W ／／

－22－



第14表　包含層出土土器観察表

挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 球 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 第Ⅶ層 士苫E

10 ．4 小 さ く外 反 し、口縁端部 はや や面 外面 はへ ラ磨 きであ るが単位 は不

明。
内面 は磨耗 の ため不 明。指頭 圧痕
をわ ずか に残す 。

全体 にやや磨

（ 5 ．0 ） をなす 。頸 部 よ りやや 開 き有段 は 耗 す る。
み られな い。

2 ！／ ／／

10 ．9 短 く外反‘し、 口縁 端部 を丸 くお き 内外面 ともにへ ラ磨 きで あるが 、

（ 4 ．4 ） め る。頸部 よ り直線的 に開 き、有

段 は み られ ない。
単位 は不明 。

3 ／／ ／／

14 ．2

（ 3 ．0 ）

短 く、や や 強 く外 反 し、口緑端 部

は丸 くお さめ る。 頸部 は直立気 味

であ り、有段 はみ られ ない。

内外面 ともに磨耗 のため 不明 。 内外面 ともに

・器 面が剥 落す
る。

4 ／！ ／／

17 ．5 緩 やか に短 く外反 し、 口緑 端部 は 内外面 ともにへ ラ磨 きであ るが 、 胎 土はや や粗

（ 3 ．7 ） 丸 くお さめ る。有段 部は み られ な 単 位は不 明 。 く、焼成 も不

い。 内面はや や磨 耗す る。 良 。

5 ／／ ／／

15 ．1 短 く、やや 外 反 し、口緑端 部 は丸 内外面 ともにへ ラ磨 きであ るが 、 1 ～ 2 mm の砂

（ 6 ．6 ） くお さめ る。頸 部 は直線的 に開 き、
有段 部 はみ られな い。

単 位は不 明。 粒 を 多く含む。

6 ／／ ／／

14 ．6 やや 直線 的に 外反 し、 口緑端 部 は 内 外面 と もにへ ラ磨 きで あ り、横 内面 は大 きく

（ 7 ．5 ） 丸 くお さめ る。頸部 は直立 気味 に
開 き、有段 部 はみ られな い。

方 向の単位 が み られ る。 剥落 す る。

7 ／／ ／／

13 ．2 直線 的 に開 く頸部 に小 さ く外反す 内外面 ともに横方 向のへ ラ磨 きが 全体 に磨耗 が

（12 ．5 ） る口綾部 。上胴 部に 4 条、胴 部 中
央 に 2 条 のへ ラ描 沈線 がみ られ 、

その間 に 6 ～ 9 条の斜行 文 、そ の
上 に 9 本単 位の 沈線 を配す 。

み られる。 激 し く、表 面 ．

が小 さ く剥 落
す る。

8 ／／ ／／

15 ．7 緩や か に外反 し、 口緑端部 は面 を 内 外面 と もに横 方向 のへ ラ磨 きが 内面 の下部 は

（10 ．0 ） なす。上 胴部 に小 さな有段部 を も なされ 、内面 は 口綾部 、外 面は頸 磨 耗 が激 しい。

つ 。 部 に磨 きの単位 がみ られ る。

9 ／／ ／／

10 ．8 小 さ く外 反 し、口緑端 部は 丸 くお 内 外面 と もにへ ラ磨 きで あるが 、 1 ～ 2 mm の砂

（3 ．8 ） さめる。 口頸部 にへ ラ押 えに よる
不 明瞭 な段 部が み られる。

単位 は不 明。 粒 を多 く含む。

10 ／／ ／／

13 ．8

（ 4 ．3）

やや 直線 的に立 ち上が 年強 く外反
し、口緑端 部 は丸 くお さめ る。 口
頸部 にやや なだ らか な段 部が み ら

れ る。
／／

外面 はや や磨

耗 す る。

11 ／／ 11

11 ．4 やや 外反気 味に立 ち上 がる頸部 よ 口緑部 は内 外面 と もに若 干の指 頭

（ 5 ．2） l）、口綾部 は強 く外方へ 屈曲す る。

口緑端 部 は丸 くお さめ 口頸間 に有
段 部 を もつ 。

圧 痕 を残 しヨ コナ デ。

12 ！／ ／／

9 ．0 最 大径 を中央部やや 下方 に もち、 外面 はへ ラ磨 きであ るが 、単位 は 胎土は精選され

（10 ．7 ） よく張 っ た胴部か ら直線 的に浅 く 不 明。 内面 は磨 耗す る。 焼成も良好。1mm
立　　 が I　 口川音　　 豆 覗 長　 径 に 2 条 のへ ラ 削　 糸 、　 の ．心

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽく外 反す る。 口頸 間に有段 部 を も ／ヴ　0
上 胴部 には 3 － 4 条 1 組 の重弧 文

J　 y
や含み 1mm前後

－ つ。 を配す 。 ヽの雲母片も含む。

13 ／／ ／1

14 ．8 や や小 さ く外反 し、 口緑 端部 は丸 内外面 ともに磨 耗 し、部 分的 に剥

（ 2 ．2） くお さめ る。 口頸 間に有段 部 を も 牡 す る。内面 にはへ ラ磨 きの痕 跡

つ。 が み られ る。

14 ／1 ／／

16 ．0

（ 3 ．0 ）

直立気 味の 頸部 よ り緩や かに 外反
す る。口緑端 部 は面 をな し、 口頸

間に有段 部 を もつ 。

内外面 ともに ヨコナ デ。 1 ～ 2 mm の砂
粒 を少量含む。

15 ／／ ／！

15 ．7 直立気 味の頸 部 よ り緩や かに 外反 内外面 ともに ヨコナデ。 外面 には 有段 部下 に接

（ 3 ．5 ） す る。 口緑端 部は丸 くお さめ 、 口
頸 間 に有段部 をもつ 。

へ ラ磨 きの痕 跡が み られ る。 合痕 がみ とめ
られ る。

－23－



挿図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 第 Ⅶ　 層 ・＝土ご・冨E

14 ．7

（ 5 ．8 ）

やや 外反す る頸部 よ り直立 し強 く

外方 へ屈 曲す る口綾部 。端部 は丸
味 をお びた面 をな し、 口頸 間に有
段部 をもつ。

口綾部 は ヨ コナ デ。他 は不 明。 有段部 下 に接

合 痕 がみ とめ
られ る。

17 ／1 ／／

14 ．9 頸部 か ら口綾部 にか けて緩や か に 外面 にへ ラ磨 きの痕跡 がみ られ る 全体 にやや磨

（5 ．3 ） 外 反す る。端部 はやや 屈 曲 し丸 く

お さめ る。 ロ頸 間に 有段部 をもつ。
が 、内面 は磨耗 のた め不明 。 耗す る。

18 ！／ ／／

14 ．2 直 立気味 の頸部 よ り、 口綾 部は 強 外面 は全 面へ ラ磨 きだが 、ロ緑下

ヽヽ′　．．．」　　　　、　　　　　ヽ（4 ．8 ） へ　　　 る。端 吾 は　　 お に のみ ハ　 ロの早 止がみ られ る。
さめ、 ロ頸間 には低 い小 さな有段

部 をもつ 。

内面は磨 耗の ため不 明。

19 ／！ ／／

17 ．6 直線的 に小 さ く屈 曲す る口緑部 。 外 面は横 方向 のやや 細いへ ラ磨 き 有段 部 に接合

ヽ
（3 ．8 ） 端 部は　 くお さめ 口頸間 に　 段部 ‘が な されるが 、内面 は　 耗 のため 痕 がみ られ、

を もつ 。 不 明。 粘土 の接合 に
よ り有段 部 を

形 成す る。

20 ／／ ／／

17 ．1

（ 4 ．0 ）

直立す る頸部 よ り、 口綾部 は強 く

外方へ屈 曲す る。端 部は 面 をなし、

口頸間 に有段 部 を もつ。

内外面 と もに ナデ調 整の他は不明。 やや 磨耗 が激

しい。

2 1 ／1 ／／

16 ．8 短 く外 反す る 口綾部 。端部 は丸 く 外面は幅 の広 いへ ラ磨 きがみ られ 有段 部 よ り欠

（3 ．1 ） お．さめ 、 口頸 間に 有段部 を もつ 。 る。 内面は磨耗 に よ り不 明。 損 す る。

22 ／／ ／／

．17 ．8 口径 に比 して、やや 長 い口綾部 で 内外面 ともに ヨコナデ に、指頭圧 器厚 が厚 く、

（5 ．1） あ り、緩や かに 外反す る。端部 は

丸 くお さめ 、 ロ頸 間に 有段 部 を も

つ。

痕 を若 干残す 。 しっか りして

いる。有 段部
で欠損す る。

23 ／／ ／／

16 ．8 短 く直立 し、強 く外方へ 屈曲する。 内外面 にへ ラ磨 きの痕跡 が若干 み 有段 部 か ら欠

（2 ．8 ） 端部 は丸 くお さめ 、低 い有段部 を

もつ 。

られ る。 損 す る。

24 ／／ ／／

15 ．6 直 立 し、若 干 内湾気味 に開 く。 内 外面に横 方向 のへ ラ磨 きが な さ

（3 ．7 ） 端部 は丸 くお さめ 、ロ頸間 に有段
部 を もつ 。

れ る。

25 ／／ ／／

13 ．9 直 線的 に開 き、 ロ緑端 部 は面 をな 内外面 と もにへ ラ磨 きで あるが 、 1 mm 以下 の細

（3 ．5 ） す 。 口頸 間に しっか りとした　 段 方 向 ・単位 は不 明。　 段部 はやや 砂粒 を 多 く含
部 を もつ 。 器 壁が厚 く貼付 に よ り段部 を形成

す る。

む。

26 ／／ ／／

13 ．3 や や外 反 しつ つ直線 的に 開 く。 口緑部 は ヨコナデ。他 は不 明。有 1 － 3 mm の砂

（3 ．4 ） ロ緑端部 は　 味 をおびた面 をなす。 段 部はやや 器 壁が厚 く貼付 に よ り 粒 を多 く含む。
口頸間 に有段部 をもつ。 段 部を形 成す る。

2 7 ／／ ／／

18 ．8 短 くやや 外反 し開 く。 ロ緑端 部 は 内面に横 方向 のへ ラ磨 きが み られ

（2 ．6 ） 面 をな し、 口頸間 に有段部 をもつ。 るが、 外面は磨 耗 のため不 明。

28 ／／ ／／

14 ．0

（ 3 ．0 ）

緩やか に外 反 し開 く。 口緑 端部 は
丸 くお さめ 、 口頸 間に有段 部 を も

つ 。

内外面 ともに ナデ調 整。 有段 部 よ り欠

損す る。

29 ／1 ／／

18 ．3 直立気 味の頸 部 よ り短 く、直線 的 口綾部外 面は横 方 向、頸部 は縦方 口綾 部貼付 に

（3 ．2 ） に開 く。端部 は　 くお さめ 、 ロ頸 向のへ ラ　 きがな され るが 、単位 よ り肥厚 し、
間に有段 部 を もつ 。 は不 明。 内面 はナデ 調整。 有段 部・を形 成

す る。

30 ／／ ／／

17 ．5 直線 的に開 く頸部 よ り、や や 外反 口綾部 は ヨコナデ 。以下 は内外 面 焼 成良好 。

（7 ．0 ） し、　 き く珊 く口綾部　　 つ 。 と　 に縦　 口にナ デ調整 。　 段部
端 部 は丸 くお さめ 、 口頸 間に低 い

段 部 を もつ 。

はへ ラ押 圧 に より形 成す る。

－24－



挿図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

31 第 Ⅶ 層 ・＝土ご宣E

17 ．8 直立す る頸部 よ り小 さ く外反す る 内外面 ともに ヨコナ デ。 有段部 も 有段 部 にて 欠

（3 ．5 ） ロ緑部 。端部 は丸味 をお びた面 を
な し、低 い段部 をもつ。

強 いナ デに よ り低 く形成 され る。 損 。

32 ／／ ／／

16 ．6 頸部 か ら強 く外反す る 口綾部 。 口緑 部 内面に横 方向 のやや幅 広 の

（3 ．8 ） 端部 はやや 面 をな し、 口頸 間に低 へ ラ磨 き。外 面 もへ ラ磨 きがな さ
い段 部 を もつ。 れ るが方 向は不 明。有段 部 は洗練

に よ り、形 成 され る。

33 1／ ／／

14 ．0 直線 的に開 く頸部 よ り、な だ らか 内外 面 ともに丁 寧なナ デ調整 。 焼成良 好　 胎

（8 ．7） に外 反す る口綾部 。‾端部 は丸 くお
さめ 口頸間 に低 い段 部 を もつ 。

有段部 はへ ラ押圧 に よ り形成す る。 0土 も堅 致 であ

り、器 壁は 薄

い。

34 ／／ ／／

22 ．0 緩やか に外 反す る口綾部 。端部 は 内外面 ともにへ ラ磨 きであ るが、

（3 ．0 ） 丸 味 をおび た面 をなす。 方 向 ・単 位 は不明 。

3 5 ／／ ／／

22 ．0 大 きく直 線的 に開 く。 口緑 端部 は 内外面 と もに ナデ調 整。 内面 には

（2 ．2 ） 面 をなす 。 横 方向の パケ 目 を残 す。

36 ／／ ／1

19 ．0

（4 ．4 ）

直 線的 に開 く頸 部 よ り、やや 外 反

し開 く口綾部 。端 部 は丸 くお さめ 、

口頸 間に段 部 を もつ 。

内 外面 ともにナ デ調整 と思われる。 全体 に磨耗 す

る。

37 ／／ ／／

26 ．6 やや 外反 し、大 きく開 く口緑 部。 内面 に一部横 方向 のへ ラ磨 きがみ

（3 ．0 ） 端部 は丸 くお さめ る。 られ るが、 外面 は不 明 。

38 ／／ ／1

22 ．4 直立 気味の 頸部 よ り、直線的 に開 内外面 に横方 向の不 明瞭 なへ ラ磨 全 体 にかな り

（5 ．4 ） く口緑 部。端 部 は面 をな し、口頸 きがみ られ る。 口緑 部 の器壁 は厚 磨 耗す る。
間に 強い段部 をもつ。 く、貼 付に よ り有段 部 を形成する。

有段 部下 に強 い ヨコナデ 。

39 ／／ 1／

29 ．8

（ 2 ．6 ）

大 き く直線 的に開 く口綾部 で あ り

端 部 は面 をなす。 外面 に、右下 が
りの斜行 す る 4 本 の洗練 が一部 み

られ る。

内外面 ともに磨 耗 のため不 明。

40 1／ ／／

19 ．6 直 線的 に開 く頸 部 よ り、若 干外 反 外面 に ヨコナ デ。内 面は磨 耗の た

（6 ．4 ） し開 く口緑部 。端 部 は丸 くお さめ 、 め不 明。 有段部 はへ ラ庄痕 とヨコ
口頸間 に低い段 部 を もつ。 ナデ に よ り形成 。

4 1 ！／ ／／

26 ．4

（ 3 ．3 ）

やや 外反 し、開 く口綾部 。端 部は
丸味 をお ぴた面 をなす 。

内外 面に強 い ヨコナデ 。

42 ／／ ／／

25 ．0

（ 2 ．5）

直線 的に開 く口緑 部で あ り、端 部
は貼付 に よ りやや 肥厚 し、丸 味 を

おび た面 をなす。

内外面 ともに不明。 磨 耗が 激 し く
表 面が剥 落す

る。

43 ！／ ／／

（29 ．5 ） 直線的 に開 く頸部 。 口頸 間に段 部 外 面に若 干の ナデ調 整が な され る 口緑 端部 も欠

（10 ．2 ） を もち、有段 部のや や上 か ら直 線

的に屈 曲 し開 く。

以 外は不 明。 口縁部 は器壁 が厚 く、
貼付 に よ り有段 部 を形成す る。

損 して い る。

4 4 ／！ ／／

16 ．0

（ 3 ．0 ）

緩 やか に外 反 し、 口緑端部 は丸 味

をおび た面 をなす。
外面 はナ デ調整 。内 面は不 明。 やや 磨耗 が激

しい。

4 5 11 ／／

15 ．6

（4 ．5 ）

短 く外反 し、 開 く。 口縁端部 は 外

面 を丸 くナデ 、上端 はやや稜 をな
す。

内 外面 と もに不 明。 磨耗 が激 しい。

ー25－



1

1

挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 6 第 Ⅶ 層 －＝とご
璽E

19 ．0

（ 6 ．0 ）

頸部 よ り直立 し、短 く外反 し屈 曲

す る ロ綾 部。端 部 は丸味 をお びた

面 をなす 。 ロ頸間 に有段 を もつ 。

内 外面 と もにナテ調整 にへ ラ磨 き。

へ ラ磨 きは磨耗 に よ り不明 瞭。

1 ～ 2 mm の砂

粒 を多量 に含

む。

47 ／／ J／

18 ．4

（ 3 ．7 ）

緩やか に外 反す る口綾部 。端部 は

ナデ によ りや や凹 む面 をな し、 口
頸部 に有段 を もつ 。

ロ綾部 ヨコナ デ。

48 ／／ ／／

20 ．4

（ 3 ．9 ）

直線 的に 開 き、さ らにや や屈 曲 し

て開 く。 ロ緑端 部は面 をな し、 口

内外面 ともにナデ 調整 。 口緑部 は

貼付 に よ り肥厚 し、有段 部 を形成

断面 に接 合痕

がみ られ る。
頸 間に有段 をもつ。 す る。

4 9 ／／ ／／

20 ．8

（ 8 ．7 ）

緩や か に外反す る頸部 よ り緩やか

に 続 き外反す る 口綾部 。 口緑端部
は丸味 をおび た面 をな しロ頸間 に

ロ綾部 内 外面 は横 方向 のへ ラ磨 き。

頸部 外面 は タテパケ の後 、縦 方 向

のへ ラ磨 きが なされ る。有段 部 は

焼成 良好。 1

～ 2 mm の砂 粒
を多 く含 む。

有段 を もつ。 へ ラ押圧 お よび削 りに よ り形成す

る。

5 0 ／／ ／／

22 ．4

（ 3 ．8 ）

直 立気 味に立 ち上が り、や や強 く

屈 曲 し、開 く。 口緑端 部 はやや 凹

む面 をな し口頸間 に有段 を もつ 。

ロ綾 部 内外面 は横方 向のへ ラ磨 き

であ るが 、 内面 は単位 不 明。

51 11 1／

26 ．4

（ 4 ．3）

直立気 味に 立ち上 が り、屈曲 し開

く。 口緑端部 は丸 味 をおび た面 を

な し、 ロ頸 間に強 い有段 をもつ。

内外面 ともにへ ラ磨 きが な される

が 単位 は不 明。有段 部 にタテパ ケ
目が一 部み られ る。 口綾 部外面 に
貼付 に より段 部 を形成す る。

断 面に接 合痕

が み られ る。

52 ／／ ／／

18 ．0

（13 ．5 ）

緩や かに 外反 し立 ち上 が る頸部 よ

り、 口緑部 は小 さ く外反 し開 く。

口頸 間 に有段 を もち、頸部 には 5
本一 組 の斜行す るへ ラ描沈 線 を配

す 。

外面 は タテパケ の後に幅 広 の横 方

向 のへ ラ磨 きが な され 、内面 も同
じ く横方 向のへ ラ磨 きが なされる。

よ く磨 かれ て

い るが 、 内面
は磨耗 す る。

53 ／／ ／1

27 ．6

（ 4 ．1）

緩 やか に外反 し、 開 くロ緑部。

端 部 は面 をな し口頸間 に有段 を も

内外面 と もに器 面が剥 落 し不明。

外面に一 部へ ラ磨 きの痕跡 がみ ら

磨耗 が激しい。

つ。 れ る。

5 4 ／／

29 ．8 直線 的に 外傾 し立 ち上 が った後に 内外画 ともに横方 向のへ ラ磨 きが

／1

（5．5 ） 強 く屈曲 し開 く口緑部 。
端部 は丸 味 をおび た面 をな し、 口

頸部 に有段 を もつ。

な され る。

55 ／／ 11

19 ．6

（11 ．5 ）

緩や か に外反 す る頸 部 よ り、直 立

した後 に小 さ く外 反す る口綾部 。

内 外面 と もに磨 耗 してお り不 明。

口緑部 は貼付 に より器 壁が厚 く、
胎土 がもろく、

焼成不 良。
端 部は 丸 くお さめ 、 ロ頸 間に有段

悼 もつ 。

段 部 を形 成す る。

56 ！／ ／／

27 ．8

（11 ．4 ）

直立気 味に立 ち上 が る頸部 か ら短

く屈 曲 し開 く口緑 部。

ロ緑端 部は 丸味 をおび た面 をなし、

内外面 ともに丁寧 なへ ラ磨 きが な

され るが、単 位は不 明。 有段部 は

口綾部 の接合 に よ り形成 され 、へ

断 面に 2 ヶ所

の接 合痕 がみ
られ る。 器壁

口頸 間に有段 をもつ。 ラに よるナ デで調 整す る。 が かな り厚 い。

57 ／／ ／／

24 ．6 緩やか に外 反 し立 ち上 が り、口頸 ロ綾部 は強 い ヨコナデ。 以下 はナ 口頸部 内面 に

（10 ．3 ） 部か ら口緑 部に かけて 、強 く外反

し開 く。 ロ緑下 はナデ に よ り浅 い
沈線 状に な る。

デ調 整 をへ ラ磨 き。 黒斑 あ り。 口

綾 部断 面に接
合 痕が み られ

る。

5 8 ／1 ！／

2 3 ⊥8

（ 3 ．8 ）

直線 的に 開 く口綾部。端 部 は丸 く

お さめ る。

口緑部 ナ デ調整 。 器壁が きわめ

て厚 い。

59 ／J ／／

16 ．5 直 立す る頸部 よ り強 く屈 曲 し、開 外面 はやや 右上 が り、内面 は横方 焼成 は良好 。

（3 ．2 ） く。 口緑 端部 は丸 くお さめ 、 ロ頸

間に 2 条のへ ラ描沈 線 を廻 らす 。

向 のへ ラ磨 きを施す 。 胎土 は堅致 で

あ る。

6 0 ／／ ／／

29 ．5

（ 5 ．5）

直立す る頸部 か ら直線的 に開 く。

口緑端 部 は丸味 をおび た面をな し、

口頸 間に突 帯 を貼 付 し、刻 目を施
す。

内外面 ともに丁寧 なナデ調 整。 胎 土、焼 成 と

もに良好 。



挿図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

6 1 第 Ⅶ 層 ・＝ヒ・冨E

17 ．3

（ 4 ．1）

直立す る頸部 よ り、緩や かに 外反
し、 口緑 端部 は丸 くお さめ る。 口
頸 間に ナデ によ り低 い突帯 状 の有

段 を形成 す る。

口緑部 はナ デ調整 。

62 ／1 ／／

2 6 ．9

（3 ．9 ）

なめ らか に外 反 し、 開 く。 口緑端

部上 面 は丸味 をおび た面 をな し、
下端 に小 さな刻 目を施 す。 口頸 間

に刻 目を施 す突 帯 を貼付 し、直上
にへ ラ描 沈線 を配す。

内 外面 ともに磨 耗す る。 器 壁は厚 い。

63 ！／ ／／

12 ．8 直線 的に立 上 る頸 部 よ り短 く屈曲 外面 はへ ラ磨 きがな され るが　 単 ／／
（5 ．0 ） し、口緑端 部は丸 くお さめ る。 口

頸部 に突帯 気味 の有段部 をもつ 。
位は不 明。　　　　　 、

64 ／／ ／！

27 ．8 直線的 に開 き、やや 外反す る。 口 口緑部 内面 に横方 向のへ ラ磨 きが 焼成良 好　 堅
（6 ．1 ） 緑 端部 は丸味 をお びた面 をな し、

小 さ な刻 目を施 す 。口頸部 に突 帯
を貼付 し下端 を強 くナデ、 刻 目を

施 す。

一 部み られ る。外 面はナ デ調 整。 ヽ致 で ある。器
壁 も厚 い。

65 ／／ ／／

13 ．9 直 線的 に立 ち上 が る頸部 よ り強 く 口緑部 内外面 は ヨコナデ 。頸部 外

（．7 ．0 ） 外 反す る。 口緑 端部 はナデ に よ り

凹 む面 をな し、 口頸部 にナ デに よ
り突帯気 味 を呈 す る有段 を もつ。

面 は縦方 向のへ ラ磨 きを施 す。

66 ！1 1／

3 2．2 L直立 す る頸部か ら短 く外反す る。 内 外面 と もに横 方向 のへ ラ磨 きを 器壁 は厚 い。

（4 ．8 ） 口緑 端部 は面 をな し、有段 をもつ。 施す 。

67 ／／ ／1

38 ．8 やや 直線的 に開 き、 口緑端部 はナ 外面 は ヨコナデ 。内面 は ヨコパケ

（4 ．3） デ によ り凹 む面 をなす 。 口頸 間に
は 口緑外面 貼付 に よるなだ らか な
有段 がみ られ る。

をナ デ調整 。

68 ／！ ／1

38 ．4 直立気 味に立 ち上 が る頸 部 よ f上 内外 面 ともに横方 向のへ ラ磨 きが 内面 は磨 耗が

（22 ．3 ） 直線的 に強 く開 く。 口縁端 部 は小 施 される。 口緑部 は外面 貼付 に よ 激 し く、 口頸

さな面 をな し、 口頸間 に水平 な段

部 をもつ。

リ、や や肥厚 し、有段部 を形成 す

る。
部 に黒斑 がみ
られ る。

69 ／／ ！／
（7 ．1 ）

9 ．6

球 形の胴 部 であ り、最大径 を若 干
上 部に もつ。上 胴部 に 4 条、最 大

径 に 1 条を施 し、 その間 に 5 本 1
組 の重弧 文 を配 す。

内外面 ともに丁寧 なナデ調 整。 1 mm 以下 の砂
粒 を含み 、暗
茶褐 色を呈す。
在地 の土 器で
は な く搬 入品
で ある

70 ／／ ／1

－
よ く張 った胴部 を もち、胴 頸間 に 内外 面 ともにナ デ調整　 有段 下の

0
1 ～ 2 mm の砂

（5 ．0）

15 ．7

強 くナデ られ る有段部 、 その下に

2 条 、最大 径に 3 条のへ ラ描 沈線
を施 し、 その間 に 5 本 1 組 の斜行

文 を配 す。

Cl沈線 には接 続部 がみ られ る。 タ
粒 を多 く含 み 、
磨 耗す る。

71 ／／ ／／

－ しっか りした円板状 の底部 よ り貴 内外面 ともにナデ調 整 であ るが 1 ～ 2 mm の砂

（14 ．6 ）

19 ．8

8 ．1

大径 を中心 に もつ胴 部へ と立上 る。
上 胴部 には有段部をもち、段部下 と

最 大部 に 2 条のへ ラ描沈 線を施 し、
その間 に 3 本 1 組 の斜 行文 を配す。

か な り磨 耗す る。　　　　 ’ タ
粒 を多く含み、
軟 質で あ る。

7 2 ／1 ／／
（3 ．3 ）

上 胴部 片で あ り、胴 頸間 に有段部

が み られ る。段 部 の上 に 1 条の浅

いへ ラ描 沈線 を配す 。

内 外面 ともに ナデ調 整。

73 ／／ 11
（ 1 ．8 ）

有段 部 を もつ上 胴部 であ り、段部

の下 に 3 条のへ ラ描 洗練 を配す。

調整 は不 明。

74 ！／ ／／
（4 ∴1）

不 明瞭 な有段 を もつ上 胴部であり、
段部 の上 に 1 条 、下に 2 条 のへ ラ
描沈 線 をもち 、以 下に 2 本以上 の

沈線 に よる重弧文 を配す 。

内外面 ともにナ デ調整。

7 5 ！／ ／／

－
なだ らかに 張 った胴部 であ り、胴 胴 部外面 に右 下が りの横方 向 のへ 内外面 に里斑

（12 ．4 ）

20 ．9

頸間 に 4 条 、最大径 に 、や や乱 れ

たへ ラ描 沈線 をもつ 。
ラ磨 きが 部分 的に み られ る。 内面

はナデ調 整。
が み られ る。

－27－



挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

76 第 Ⅶ 層 ・＝ヒ冨E

（8 ．1 ）

28 ．9

よ く張 った胴部 であ り、わ ずか に

段部 を残す 。

内外 面 ともに磨耗 の ため不 明。 有段部 の下 に
黒斑が み られ

る。

7 7 11 ／／
（8 ．0 ）

有段 部 を もつ上 胴部 であ る。 頸部 外面 に横方 向のへ ラ磨 きが な

され る。

78 ／／ ／／

－
最 大径 をやや 上部 に もつ 、 よ く張 内 外面 ともに横 方向 のへ ラ磨 きが 下胴 部に大 き

（20 ．0 ）

28 ．1

った胴部 で ある。胴 頸間 にな だら なされ るが 、内面下部 は磨 耗する。 な黒斑 が み ら

か な有段 をもつ。 段部 はへ ラ押圧 をナ デに よ り形 成

され る。
れ る。

79 ／／ ／／

－
張 りの弱 い、やや偏 平 な胴部。 外 面はへ ラ磨 き を施 すが 、方向 は 磨耗 が激しい。

（12 ．5 ）

26 ．1

胴頸 間に削 り出 しに よる有段 を も

つ。

不 明。 内面 は剥 落 してお り不明 。

80 ／／ ／／

－
頸部 よ り、強く張 った胴部 。 胴部 外面 、有段 部 の下に横 方向 の

（10 ．9 ）

34 ．6

胴頸 間に有段 をもつ 。 へ ラ磨 き を施 す。 内面は ナデ調整。
指 頭庄痕 を残 す。

81 ／／ ／／

－
なだ らかに 張 りをみせ る胴部 。 内外面 ともに磨 耗す るが 、ナ デ調 重 弧文 と下部

（7 ．7 ）
浅い沈 線 をナデ によ り有段 部 を作

出 し、下 に 2 条 のへ ラ描 沈線 と2

本 1 組 の 4 cm 幅 の重弧文 を配 す。

撃 。 に小 さ く赤色
を呈す る部分

が み られ る。

82

－
直線 的に 内傾 し、立 ち上 が る頸部。 内外面 ともにへ ラ磨 きが な され る 頸 部 に黒斑が

／／ 1／
（13 ．0） 胴頸 間に有段 を もつ。 が 、内面の一 部 を除 き磨 耗す る。 み られ る。

8 3 11 ／！

－
直 線的 に内傾 し、立 ち上が る上胴 外面 は不 明瞭 なへ ラ磨 きが なされ

（11 ．0 ）
部 。胴頸 間に しっか りした有段 を

もつ。

るが 、 内面は磨耗 の ため不 明。

84 1／ ／／
（8 ．8 ）

48 ．0

なだ らかな張 りを もつ上胴 部。 胴

頸間 に強い有段 部 を もち、下 に 1
条のへ ラ描沈 線 を施 す。

内外面 ともに摩 耗 し不 明 。

8 5 1／ ／1
（2 ．2）

7 ．7

円板状 の平底 で ある。 外面 にへ ラ庄痕 、内面 に も、へ ラ

で削 った痕跡 がみ られ る。

2 － 3 mm の砂
粒 を多く含む。

86 ／／ ／／
（2．0 ）

7 ．2

平底 か ら大 き く開 き立 ち上が る。 外面 は一部へ ラ磨 きが み られ 、指

頭圧痕 を残 す。 内面は剥 落が 激 し

い。

87 ／／ ／／

－
平底 か ら、やや しゃ くれ をもち 、 外面 は横方 向のへ ラ磨 きがみ られ

（2 ．8 ）

9 ．1

大 き く開 く。 るが 、内面 は磨耗 の ため不 明。

88 ／／ ／／
（2 ．8 ）

7 ．9

平底 か ら、な だ らか に開 き、立 ち

上が る。

内外 面 ともにナ デ調整 。

8 9 ／／ ／／

－
円板 状の平 底か ら、 なだ らか に立 内 外面 ともに横方 向 のへ ラ磨 きが 断面 に接合痕

（2 ．9 ）

8 ．8

ち上 が る。 な され る。 がみ られ る。

90 1／ ／！
（3・．4 ）

7 ．6

円板 状 の平底か ら、内湾気 味に立

ち上が る。

内 外面 と もに磨 耗の ため不 明。

－28－

l



挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

9 1 第 Ⅶ 層 ・＝とご冨E
（4 ．2 ）

8 ．8

全体 にや や凹 む円板状 の底 部 よ り
大 きく開 きなが ら立 ち上が る。

内 外面 と もにナデ調 整。 断面 に接 合痕

が み られ る。

92 ！1 ／／

－
やや 丸味 をお び、 しゃ くれ る平底 外面 は、斜 めのへ ラ磨 きがみ られ 外面 に黒斑 が

（3 ．8 ）

7 ．9

で ある。 ヽ内面 はナデ 調整 。 み られ る。

93 ／／ ／1
（3 ．5）

8 ．1

しっか り とした厚 い円板 状 の平底
か ら、大 き く開 き、立 ち上が る。

内外面 ともに磨耗 して お り不 明。 断面 に接合 痕

がみ られ る。

94 ／／ ／／

－ 平底か ら、や や しゃ くれ、 内湾気 外面 は タテパ ケの後　 下 部 は横 方 外面 に黒斑 が

（4 ．2 ）

8 ．4

味に立 ち上 が る。 ヽ向、上 部 は縦方 向のへ ラ磨 きがな
され 、内面 は タテパケ調 整。

み られ る。

95 11 ／／
（2 ．6 ）

9 ．7

厚い 円板状 の平底 であ る。 外面 に、やや 斜め の タテパ ケ調整

の端部 がみ られ る。

96 ／／ ／／
（2 ．4 ）

10 ．0

全体 にや や 凹む平 底か ら、丸 味を．

おび た しゃ くれ を もつ 。
内外面 ともにナデ 調整。

97 ／／ ／／
（2 ．9 ）

10 ．0

内部が 、 なだ らか に湾 曲 し、 中央
部 がやや 薄 くな る円板状 の平底 。
内湾気 味に立 ち上 が る。

内外面 ともに磨 耗 してお り不 明。

9 8 ／／ 1／
（3 ．3 ）

10 ．2

平 底か ら、丸 くしゃ くれ をもち、

立 ち上 が る。
／／

9 9 ！／ ／／

－ しっか りした平底か ら小 さ くしゃ 外 面は横 方向 のへ ラ磨 きがな され

（4 ．9 ）

10 ．2

くれ、立 ち上 が る。 るが、 内面は磨 耗 のため不 明。

100 ／／ ／／

－ やや 小 さな平底 か ら丸 くしゃ くれ、 外面 に横方 向 のへ ラ磨 きがなされ

（4 ．3 ）

7 ．3

大 き く開 き、立 ち上 がる。 ヽ内面 はナ デ調整 。

10 1 ／／ ／／

－
平底 か らなだ らかに開 き、立 ち上 外面下 端に タテパ ケ 目を残 し　 左

（3 ．8 ）

8 ．1

が る。 ヽ上 が l）のへ ラ磨 き を施す 。内面 も

へ ラ磨 きを施 す。

102 ／／ ／／

－
中央 部がや や凹 む、 しっか りした 外面 はナデ調 整。 内面 には指頭 庄

（4 ．2）

9 ．1

底部 よ ．りなだ らか に立 ち上が る。 痕 を残 す。

103 ／！ 1！
（3 ．7）

8 ．5

平底 か らなだ らかに開 き、立 ち上

が る。

内外面 ともにナデ 調整 。 底 面 に黒斑 が
み られ る。

104 ／／ ／1
（4 ．5）

9 ．0

中央部 がやや 凹 む と思 われ 、なだ

らか に立 ち上が る。
外面 にへ ラ磨 きの痕 跡が みられ る。

10 5 ！／ ／／

－ や や 円板状 の厚 い平底 か ら内湾気 内外面 ともにナデ調 整　 指頭庄 痕

（4 ．5）

8 ．0

味に立 ち上 が る。 0を残す 。

－29－



挿 図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

106 第 Ⅶ 層 士苫E
（4 ．7）

9 ．9

中央部 がやや 凹 む円板 状の底 部か

ら内湾 しつ つ立 ち上が る。胴 部の
器壁 は薄 い。

内外 面 ともにナデ 調整 。 1 － 2 mm の砂
粒 を多く含む。

10 7 ／／ ！／
（3 ．9）

8 ．6

平底 か ら大 き く開 き立 ち上 が る。 内外 面 ともに磨耗 の ため不明 。

底部 脇の接 合面 が剥離 して お り、

パ ケ 目が み とめ られ る。

断面 に接合痕

がみ られ る。

108 ／／ ／1

－
非常 に厚 い円板 状の平 底か ら緩や 外面 はへ ラ磨 きが施 され、 内面 は 器壁 が厚 い。

（4 ．1 ）

10 ．4

か に内湾気 味 に立 ち上 が る。 ナデ 調整 。

109 ／／ ！／

－
中央部がや や 凹む平底 か ら小 さ く 外面 に タテパ ケが若干 み られ る。

（5 ．1 ）

8 ．2

しゃ くれ 、直線 的 に開 く。 内面 はナ デ調整 。

110 ／／ ／！
（6 ．3 ）

9 ．2

しっか りとした平底 か ら内湾気味

に 立ち上 が る。

内 外面 ともに磨耗 の ため不 明。

111 ／／ 1／

－
小 さ くしゃ くれ る平底 か ら、な だ 内 外面 と もにへ ラ磨 きがな され る 断面 に接合痕

（5 ．8 ）

10 ．1

らかに開 く。 が単 位は不 明。 がみ られ 、外
面 には黒斑 が

み られ る。

112 ／1 1／

－
円板 状 の平底か ら大 き く開 き、立 外面 に若干 の タテパ ケがみ られ 、 底面 に一部 、

（3 ．7 ）

12 ．2

ち上が る。 内面 はナ デ調整 。 黒斑 がみ られ

る。

113 ／1 ／1

－ 平 底か ら内 湾気味 に立 ち上 が り、 外 面は タテパ ケの後 、斜め のへ ラ 底面 に粗痕 が

（4 ．3 ）

11 ．0

開 く。 磨 きが施 され 、下端 にはノ＼ラ庄痕

が み られる。 内面 は器面が剥 落す
る。

1 ヶ所み られ
る。

114 1／ 1／

－
平底か ら、 しゃ くれ をもち、立 ち 外面はや や右 上が りと左上 が りの 断 面に接 合痕

（3 ．9）

12 ．5

上が る。 へ ラ磨 きを施 され 、下端 に タテパ

ケ を若 干残す 。 内面 はナ デ調整 。

が み られる。

115 ／／ ／／

－
か な り厚 い平底 か ら丸 味 をもち 、 外面 は横方 向のへ ラ磨 きが なされ

（4 ．2 ）

10 ．7

な だ らか に立 ち上 が る。 るが 、内面 は器面 が剥落 す る。

116 ／／ ／！

－ 平底 か ら、な だ らか に開 き、立 ち 外面 に右下 が りのへ ラ磨 きが施 さ 外面 に黒斑が

（4 ．4 ）

11 ．1

上が る。 れ るが、やや 磨耗 す る。内面 は器

面の剥 離が 激 しい。
み られ る。 ．

117 ／／ ／／

－
平底 か ら直線的 に開 き、立 ち上が 外面 は磨耗 し、若 干のへ ラ磨 き痕

（4 ．7 ）

9 ．4

る。 を残 す。下端 に は タテパ ケが 残 さ

れ る。内面 は器 面が剥 落す る。

1 18 ／／ ／／
（5 ．4 ）

10 ．3

中央部 がや や凹 む、非常 に厚 い平

底か ら大 き く開 き、立 ち上が る。

内外面 ともに磨耗 のた め不 明。

119 ！／ ／1

－
非常 に厚 い円板状 の平底 か ら、な 内外面 に 、若干 のへ ラ磨 き痕 を残 全体 にか な り

（5 ．0 ）

12 ．7

だ らかに立 ち上 がる。 す。 磨 耗す る。底
面に黒斑 が み

られ る‘。

120 ／／ ／／
（4 ．7）

10 ．2

中央部 がや や凹 む平底 か ら、なだ

らか に内 湾 し開 く。

内外面 ともに器面 が剥落 す る。 磨 耗が激 しい。

－30－



挿図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

121 第 Ⅶ 層 士璽E

－ 中央部 がやや 凹む 非常 に厚 い底部 外面 は下端 部に タテパ ケ を残 し 断面 に接合 痕

（6 ．1）

13 ．6

か ら直 線的 に開 く。 ヽ縦方 向のへ ラ磨 きが なされ る。
内面 は磨 耗 し、器 面が剥 落す る。

がみ られ る。

122 ／／ ／／

－
非常 に厚 い平 底か ら内湾 気味 に大 外面 、下 部 に横方 向のへ ラ磨 きが

（5 ．3 ）

11 ．0

き く開 き立 ち上が る。 ′ヽ施 され 、内面 はナ デ調整 。

123 ／／ ／／

－ 円板状 の平底 か ら直 線的 に開 き、 外面は横 方向 のへ ラ磨 きがなされ 外面下部 に 黒

（9 ．0 ）

9 ．7

立 ち上が る。 ヽ内面は磨 耗の ため器 面が剥落する。 斑 がみ られる。

124 11 1／
（5 ．8 ）－

15 ．5

中央部が 若干 凹む 円板状 の平底 か

ら内湾気 味に 立 ち上 が る。

内外面 ともにナデ調 整。

125 ／／ ／／

－ 周辺 部が 、やや 凹む 平底か ら、な 外面は部 分的 に横方 向のへ ラ磨 き

（9 ．5 ）

15 ．3

だ らか に立 ち上 が る。 が み られ る。 内面 はナデ調 整。

126 11 ／／

－ 中央部が 、‘やや 凹む 非常 に厚 い平 外 面はナ デ調 整 され 、底面 はへ ラ 外 面に黒斑 あ

（3 ．5 ）

12 ．0

底 であ る。 磨 きが施 され る。 r）。

127 ／1 婆

18 ．0

（ 2 ．9 ）

直 立 し、や や 開 く口緑部。端 部 は

ナ デに よ り拡 張 し外傾 す る面 をな
し、刻 目 を施す 。 口緑下部 に有段
部 を もつ 。

ロ緑 部 と段 部 は ヨコナデ。

128 ／／ ／J

20 ．4 直 線的 に開 き、小 さ く外反 す る。 口綾部 は ヨコナ デに よ るが 、下部

（4 ．6 ） 端部 は外傾 す る面 をな し、や や拡
張 され下端 に刻 目を施 す。 口緑下

部 に小 さな段部 をもち、下端 に刻
目を施す 。

は磨 耗 によ り不 明。

12 9 ／／ ／1

25 ．2 直立 し、端 部 はや や 強 く外 反す る。 口疲 部の 突帯上下 に指 頭圧痕 を残

（5 ．3 ） 口緑 直下 に突帯 を貼付 、ナ デに よ し、有段部 の間 は タテパ ケを施す。
リ外傾 す る面 をな し、刻 目を施す。

口緑 下 5 cm に有段 部 を もつ。

有段 部は接 合 によ り形 成す る。

130 ！／ ／／

27 ．0 やや 外反 し直立す る口緑部。端 部 口緑部 は ヨコナ デ。有段 部 の間は

（5 ．0） は丸 味 をお びた面 をな し、刻 目を 外面 タテパ ケ、 内面は 水平 と右上
施 す 。 口緑 下 5 cm に弱 い有段部 を
もつ 。

が l）の ヨコパ ケが施 される。

13 1 ／／ ／／

24 ．6 直立す る胴部 か ら、やや 外反す る 外面 は突帯 と有段部 の下 に粗 目の 有 段部 には 、

（12 ．9 ） 口緑部 。直下 に突 帯 を貼付、端 部 タテパ ケ。有段 部 の上部 と内面 は 7 mm と長い刻
を拡 張 し下端 に刻 目を施 す。

口緑下 9 cm にな だ らか な段 部 を も

つ。

ナ デ調 整。 目 をやや 斜め

に施 す 。

132 ／／ ／／

21 ．9 直立す る 口緑 部。端 部 はや や 凹む ロ綾部 および 、有段 部上 は ヨコナ

（7 ．2） 水平 な面 をな し、外端 に小 さな刻 デ に よ り仕上 げ、他 は タテパ ケ を
目を施 す。 口緑下 3 cm に低 い隆 起
帯状 の有段 を もつ 。

施 す。 内面は ナデ調 整。

133 JJ ／／

29 ．2 や や 外反 し直線的 に開 く。 口緑端 口緑部 と有段部 は ヨ コナ デに よ り

（5 ．6） 部は面 をな し、若干 外端 を拡張 し、 仕 上げ 、外面 は、 タテパ ケ、 内面
刻 目を施 す 。 口緑下 5 cm に有段 部

を もつ 。

は ヨコパ ケ であ る。

134 ／！ 11

19 ．9° 如意形 に外 反 し、強 く屈 曲す る。 外面 に右下が りの タテパ ケを施 し、 全 体 に磨 耗す

（8 ．4 ） 端 部 は下端 を丸 くお さめ 、刻 目 を
施 す。 上胴部 に弱 い有段 部をもつ。

口綾部 内面 は ヨコノ（ヶ で仕 上 る。 る。

135 ／／ ／／

28 ．4 大 き く緩やか に外 反す る。 口緑端 外面 はタテパ ケ を施 し、内面 はナ ロ緑部 外面に

（5 ．2 ） 部 は丸 くお さめ、 大 きめ の刻 目 を

施 す。 口緑下 5 cm に有段 部をもつ。

デ調整 。 黒斑 が み られ

る。

ー31－



挿図 番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

13 6 第 Ⅶ 層 無

27 ．0 如意 形に 強 く外 反す る 口綾部 。端 内面 は ヨコパケ の後 ヨコナデ 。外 磨 耗す る。

（3 ．3 ） 部 は丸 くお さめ 、下端 に刻 目を施
す 。口緑下 部 に沈線 に よ り若干 の
段部 がみ られ る。

面 も ヨコナ デ を施 す。

137 J／ ／／

2 3 ．4 上胴 部に有 段部 をもち直立 し、如 外面 は全面 に右下 が りの タテパ ケ

（11 ．5 ） 意形 に強 く外 反す る口綾部 。端部

は 丸 くお さめ 、上面 に刻 目 を施す。

が施 され 、内面 はナデ 調整 。

138 ／／ 1／

22 ．1

28 ．4

8 ．4

直 立気味 に立 ち上が る胴部 に短 く 口綾 部 は ヨコナデに よ り、外面 は 底部 か ら口緑

口意 多に　　　 る口録音　　 つ 。 が　 の タテパケ が吾分 白、にナ でのほ ほ、
端 部は丸 くお さめ刻 目を施 し、上
胴 部に しっか りした有段部 をもつ。

デ消 され る。 内面は ナデ調 整。 個体 。胴部 お

よび底面 に黒
斑が みられ る。

139 ／／ ／／

22 ．4 大 き く如 意形 に外 反す る口綾部 。 口緑 部は ヨ コナ デ。 外面 はタテハ ロ緑 か ら胴部

（12 ．5 ） 端 部は　　 な し、　 下端 に刻 ケ　 ナデ ご口整 し、　　 は 口緑下 に にか けて 黒斑
施 す。 口緑下 4 cm に しっか りした
有 段部 を もち、刻 目を施す 。

ヨコパ ケが施 され る。 が み られ る。

140 ／／ ／／

15 ．5 若 干内傾 し直 立す る。 口綾部 は短 口縁 部は ヨコナデ。 外面 はタテハ

・一・・一　ヽ・．‾

断面 に接合 痕

ヽ（5 ．1 ） くやや　 反 し、端部 はナデ に よ り ケ の後ナ デ調 整。 内面 もナ デ調 整。 が み られ る。
突出 させ 刻 目を施す 。 口緑 下 4 cm

に有段部 をもつ。

有段 部は接 合 に より形 成 され る。

141 ／／ ！／

17 ．9 直立 し口緑部 は短 く外反す る。端 ロ緑部 と有段部 は ヨヨナデ 。外面 口緑部 、有段

（4 ．8 ） 部 は 、ナデ によ り凹む面 をな し、 は タテパ ケの 子ナチ．調 整。　 面 は 部 ともに刻 目
口緑下 4 cm に有段部 をもつ 。 磨耗 に よ り不 明。 は み られない。

142 ／／ ／／

18 ．5 直立 し、 ロ緑 部 は短 く外反す る＿。 口綾部 と有段部 は ヨコナ デ。外 面

／／（10 ．3 ） 端 部 はナデ に よ り突　 気 味 とな り、 は タテパ ケ を　 し、内面 はナデ調
上端部 は稜 をなす 。 ロ‘緑 下 4 cm に

有段部 をもつ。
整。

14 3 ／！ ／／

21 ．0 直立 し、 ロ緑端部 外面 に突帯 を貼 ロ綾部 と．有段 部 は ヨコナ デ。 外面 口縁 部 、有段

（7 ．4 ） 付 し、外傾　 る面 をな 。 内面は は タテパ ケの後ナ デ調整 。内面 も 部 ともに刻 目
小 さな段 をな し、 口緑下 4 ．5 cm に

有段部 を もつ。

ナデ調 整。 はみられない。

胴部 に黒斑 が

み られ る。

144 ／／ ／／

3 5 ．8 大 き く外 反す る口綾部 直下 に断面 ロ緑部 は ヨ コナ デ。外面 タテパケ 、

（4 ．1 ） 三角 形の 突帯 を貼付す る。 口緑端

部 は面 をな し、外面 と突帯 に強 い
刻 目を施 す。

内面 ヨコパ ケの 後にナ デ調整 。

14 5 ／／ ／／

19 ．3 やや 外反 気味 に直立 す る口緑下 に 口綾 部 、特 に突 帯の上 下は 強 くヨ 口綾部 と突 帯

（3 ．8 ） 三　 形の しっか りした突帯 コナデ され、　　 は タテパ ケ、 の刻 目は 1 又
貼付 す る。 口緑端部 外面 と突帯 の

同位 置 に刻 目を施す 。

面 はナデ調 整 であ る。 に 同時に施 さ

れ た もの であ

る。

146 ／／ ／／

24 ．8 直 立す る 口緑 部で あ る。端 部 はわ 口綾部 と突帯 は ヨコナデ。 牡面 は

／1
（6 ．2 ） 、かに　 反 し、　 くお さめ る。口 縦 と右下 が りの斜め のパ ケ調整 。

緑 下に 断面三 角形 の しっか りした

突帯 を貼付 し、端部 と同位 置 に刻
目を施 す。

内面は ナデ調 整。

147 ／／ ／／

25 ．2 大 き く外反す る 口緑 部下 に、 断面 口綾部 と突帯 間は強 い ヨコナデ 。

1／
（4 ．1） 三　 形 の しっか りした突 帯 を貼 寸 面は細 い タ丁パ ケ。内面 はナ ナ

す る。 ロ緑端 部は丸 くお さめ 、突
帯 と同位 置 に刻 目を施す 。

調 整。

148 ／／ ／／

24 ．8 直立 し終 る口綾部 の直下 に断面 三 口緑部 は ヨコナデ によ り突 帯の下

／／
（5 ．9 ） 形のや や 呂ムい突 帯 を貼 、 る。 部 が凹む 。　　 は右下 が り、　 面

端 書は　　 おさめ　 突帯 とほぼ 百 は　　 ロのパ ケ諾 ・文で　 るが
ヽ位 置 に刻 目を施 す。 ヽ

耗 す る。

149 1／ ／／

22 ．1 直 立 した胴部 よ り直 線的 に開 く口 口綾 部 は ヨコナデ。 外面 はナデ調

（5 ．3 ） 綾 部。端 部 外面に突 帯 を貼付 し拡 整 であ るが 、内面 は磨 耗 のため不
張 、面 をなす 。上端 と突帯 下端 に
刻 目を施 す 。

明 。

150 ／／ ／／

r　28 ．9 直立す る胴部 よ り薄 くな り、短 く ロ綾部 は ヨコナデが み られ るが 、

（5 ．0 ） 屈 曲 し開 く。 口縁下 に 、か まぼこ
形の 突帯 を貼付 し、 口縁部 上端 と

突帯 に刻 目を施す 。

以 下は磨 耗 によ り不 明。

－32－
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19 ．5 直立 し、端 部 は丸 くお さめ る 口緑 ロ緑部 は ヨコナデ。 突帯以 下 にタ 断 面に接 合痕

（7 ．0 ） 部 の下 に薄 い突帯 を貼 付す る。 口 テパ ケ が若干 み られ るが 、磨 耗 す が み られ る。
綾部 上端 お よび突帯 に小 さな刻 目
を施 す。

る。内面 はナ デ調整 。

15 2 ／／ ／／

24 ．3 やや 内湾 気味 に開 く口緑部 に断面 口緑 部 は ヨコナ デ。 内外面 ともに 口緑 部上端 の

（3 ．8 ） 三角 形の 突帯 を貼付 し、外傾 す る

面 をなす 。 口綾部 上端 お よび突帯
に刻 目を施 す。

ナデ 調整 。 刻 日は小 さい。

15 3 ／／ ／／

23 ．1 やや 内湾す る胴部 か ら薄 く、短 く 口綾部 は ヨ コナ デ。外 面は タテハ 胴部 に黒斑 が

（8 ．4 ） 外反す る。 口緑下 に幅広 の突 帯 を ケの 後に粗 いナ デ調整 。内面 もナ み られ る。
貼付 し、刻 目を施 す。 デ調 整で ある。

154 ／／ ／／

19 ．3

（ 3 ．3 ）

や や 外反す る 口綾 部の 外端 を突帯

状につ まみ 出 し、刻 目を施す 。上
端 部 は稜 をな し、刻 目を施す 。

口綾部 は ヨ コナ デ。以下 不 明。 全体 に磨耗 す

る。

155 11 ／／

18 ．9 直立す る胴部 か ら、やや 外反す る 口綾部 は ヨコナデ 。外面 は突 帯下

（6 ．0 ） 口緑部 直下 に太 い断面三角 形 の突 に、 タテパ ケが 1 部み られ るが、
帯 を貼 付 し、刻 目を施す 。端部 か

ら突帯 にか けて 、丸 くお さめ る。
磨 耗す る。 内面 はナデ調 整。

156 ／！ ’／／

21 ．0 直線的 に外 反す る口綾部 直下 に突 口綾部 は ヨコナデ 。外面 は突帯 下

（2 ．4 ） 帯 を貼 付 し、下端 に刻 目を施す 。 に粗 い斜 めの パケ をナデ調 整 。内
端 部か ら突帯 にか けて 、ナデ に よ
り丸 くお さめ る。

面 もナ デ調整 であ る。

157 ／！ ／／

18 ．2 直立す る 口緑 部の 外面 に突帯 を貼 口綾部 は ヨコナデ 。内外面 ともに

（2 ．4 ） 付 し、口唇部 を拡 張、刻 目を施す。

口緑端部 は 外傾す る面 をな し、丸
くお さめ る。

ナデ調 整。

158 ／／ ／／

19 ．3 直線的 にやや 開 く口綾部 外面 に突 口唇部 に ヨコナデが 施 され る以 外 全体 に磨 耗す

（4 ．1 ） 帯 を貼付 し、 口唇部 を拡 張、刻 目

を施す 。

は不明 。 る。

159 ／／ 1／

17 ．0 直立す る 口緑部 のや や下 に断面三 口綾部 は ヨコナデ 。外面 は突帯下

（5 ．5 ） 角 形の 突帯 を水平 に貼付 し、刻 目 にタテパ ケ．。 内面 は磨 耗 に よ り不
を施す 。．口唇部 は丸 くお さめ る。 明 。

160 1／ ／／

2 3 ．9 直 立す る口緑部 のやや 下 に断面三 ロ綾 部は ヨコナデ。 以下 は磨 耗 の 突 帯下面 に明

（6 ．5 ） 角 形の太 い しっか りした突 帯 を貼
付 し、深 い刻 目を施 す。 口唇 部 は
丸 くお さめ る。

ため 不明 。 瞭 な貼付痕 を

残 す。

161 1／ ／／

16 ．4 直立 す る口緑部 外面 に、断面 三角 口綾部 は ヨ コナ デ。 内外面 ともに 突帯 に黒斑 が

（2 ．5 ） 形 の しっか りと した突 帯 を貼付 し、 ナデ 調整。刻 目はへ ラ状工具 に よ み られ る。

深 い刻 目を施す 。 口唇 部は凹 む面

をなす。

る。

162 ／／ ／／

20 ．8 やや 内湾気 味 に直立す る 口緑 部外 口唇部 は ヨコナ デ。突帯 の刻 目は

（4 ．6 ） 面 に、太 い しっか りと した突 帯 を パ ケ状 工具 に よ り施 され、突帯 下
貼付 す る。 には タテパ ケ、 内面は ナデ調 整で

あ る。

16 3 ／／ 11

19 ．3 直立 す る口緑部 外面 に、太 い しっ 口綾部 は ヨコナデ 。内 外面 もナデ

（4 ．1 ） か りとした突帯 を貼付 し、深 い刻
目を施 す。 口唇部 か ら突帯上 面は

ナデ に よ り凹む面 をなす。．

調整 。

164 ／／ ／／

21 ．5 直立 す る口綾部 外面 に断面三角 形 口綾部 は ヨコナデ 。外面 は タテハ

（4 ．2） の突 帯 を貼 付 し、 口唇部 を拡 張。 ケの後 にナ デ調整 。内面 もナ デ調
刻 目を施す 。 整で ある。

165 ／／ ／／

20 ．4 直立す る 口綾部 外面に 、太 い しっ 口緑部 は ヨコナデ 。内 外面 もナデ 焼成良 好。

（4 ．7 ） か r）とした突帯 を貼付 し、刻 目を
施 す 。口唇部 か ら突帯 はナデ に よ
り、や や外傾 す る面 をなす。

調 整。
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26 ．8 直立す る 口緑 部外 面に 断面三角 形 ロ緑部 は ヨコナデ 。外面 は縦方向、

（4 ．2 ） の突帯 を貼付 し、刻 目を施す 。 口

唇 部か ら突帯 をナ デ丸 くお さめ る。

内面 は横 方 向のナ デ調整 。

167 ／／ ／／

23 ．5 直立す る 口緑 部 の外端部 をナ デに ロ緑部 は ヨコナデ 。突帯 の下 にへ 突帯の 成形 に

（6 ．0 ） よ り突　 と し、深 い刻 目を　 。 ラ庄痕 がみ られ 、内　 面 ともにナ つ いては不明。
口唇部 は拡 張 し、凹む面 をなす。 デ調整 。

168 ／／ ／／

23 ．9 直立 し、やや 外 反す る口緑部 外面 口縁部 は ヨコナ デ。外面 は突 帯下

（6 ．0 ） に突　 を貼 寸し、口唇部 を拡張 し、 よ りタテパ ケ。　 面は ロ綾部 に ヨ
深い刻 目を施 す 。 コパ ケ、以下 はナ デ調整 。

16 9 ／／ ！／

20 ．3 直立 し、やや 外 反す る口綾部 の外 口緑部 は ヨコナデ 。以下 、 内外面 突帯 の成形 に

（4 ．3） 端部 をナデ に よ り突帯状 とし、刻

目を施 す。

ともにナデ調 整。 つい ては不明。

170 ／！ ／／

28 ．0 直立 し、短 く若干 開 く口緑部 外面 口綾部 は ヨコナデ 。外面 は タテハ

（7 ．7） に　 味 をおびた 突帯 を貼 寸し、深 ケが　 され るが 、　 耗　 る。　 面
い刻 目を施 す。 は磨耗 のた め不 明。

17 1 ／／ 1／

20 ．5 直立す る口緑部 外面に 突帯 を貼付 口縁部 は ヨコナデ 。内 外面 と もに

（2 ・？） し、浅い刻 目を施 す。 口唇部 は凹

む面 をなす 。

ナデ調 整。

17 2 ／／ ／／

17 ．7 直立 し、や や外 反す る口緑部 の外 口綾部 は ヨコナ デ。内 外面 と もに

（6 ．0 ） 端 をナデ に よ り突帯：とし、小 さな．

刻 目を施す 。

磨 耗 のため不 明 。

173 ／／ ／／

27 ．6 直立 し、や や 外反す る ロ綾部 外面 口綾部 は ヨ コナ デ。 内外面 ともに

（4 ．3 ） に丸 味 をおび た突帯 を貼付 し、下

方 よ り刻 目を施 す。

ナデ 調整 。

174 ／／ ／／

17 ．8 直 立す る 口緑 部の 外面に 突帯 を貼 口緑 部 は ヨコナデ。 突帯下 に指頭

（4 ．5 ） 寸し、 口唇部　 広張 、亥I　　 。 庄 一艮　 重　し、タ丁パ ケ　　 。
端 部は 内傾 し、小 さな刻 目を施す。 面 はナ デ調整 。

17 5 ／！ ／／

19 ．8 如 意形 に緩や かに 外反す るロ緑部。 口綾部 は ヨコナデ。 外面 は一部 に 全体 に磨 耗す

（7 ．1） 口唇部 はナ デに よ り 拡張 し、端 部 タテパ ケが み られ るが 、　 。 る。
に小 さな刻 目 を施 す。 面 は不 明。

176 ／／ ／／

21 ．4 内湾 し終 るロ緑部 外面 に突帯 を貼 ロ綾部 は ヨコナデ 。外面 は突帯 の 約 半休である。

（17 ．1） 、し、 口唇部　 広張　 る。端書 に 下 に ヨ コパ ケ。胴部 は　　 が りの
上 方か ら刻 目 を斜 めに施 す。 細 い タテパ ケ を施 す。 内面は ナデ

調 整。

177 ／／ ／！

20 ．2 直立す る口緑端部 を小 さ く外反 し、 口緑部 は ヨコナデ 。外面 はやや 粗

（4 ．3） 刻 目を施す 。 い タテパケ がみ られ、 内面は ナデ

調 整。

178 ／／ ／／

28 ．5 や や 内湾気 味に開 き、小 さ く外反 口緑部 は ヨコナデ 。内外 面 ともに

（4 ．1） る口緑端部 に突帯 を貼 付 し、上 ナデ調 整。突　 下部 に押圧 に よる
へ ラ、、工且 に　　 亥l 爪且艮が み　　　 さ　 に亥I のへ ラ

／　ヽす 。 ヽ状 工具 の痕が 残 されて いる。

179 ／／ ！／

33 ．7 直立す る 口緑 端部 をナデ に よ り内 ロ綾部 は ヨコナデ。 内外 面に指 頭 内面に黒斑 が

（4 ．5 ） 外面 に拡 張 し、 内端 は 内側 に 、外
端 は下 方 よ り刻 目を施す 。

圧痕 を残 し、ナデ調 整。 み られ る。

180 11 ／／

20 ．5 直立す る口緑端部 をナデ に よ り突 口綾部 ヨコナデ。 内外面 ともにナ

（5 ．1） 状 とな し、　 味 をお びた刻 目 を デ調整 。内面 口緑下 に指 頭庄痕 を
施 す 。内面 はやや 凹み 、稜 をなす。 残 す。
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1白．3

（4 ．7 ）

直立 し、下部 へ外 反 して開 く口綾
部 。 口唇部 をナデ に よ り拡張 、突
帯 とな し、刻 目を施 す。

口綾部 は ヨ コナ デ。他 は不 明。 全体 に磨耗 が

激 しい。

182 ！／ ／／

26 ．0 直立 し、小 さ く外 反 し開 く口綾部。 口綾部 内面 お よび 口唇部 は ヨコナ

（4 ．0 ） 口唇部 はナ デに よ り、やや 内 湾 し デ。外 面は刻 目の下 に指 頭圧痕 を
端は 失　 な　　　 端 に亥l が　 の　 テパ ケ

ヽす 。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0も指頭圧 痕 を残 し、 ヨコパ ケ 。

183 ／／ ／／

2 2 ．9 直 立 し、やや 外反す る 口綾 部。端 口綾部 は ヨコナデ。 外面 は縦 と横 口綾部 は胴部

（7 ．0 ） 部 は面 をな し、下方 よ り浅 い刻 目 方 向のパ ケ 目が交錯 して み られる。 に比 して薄 い。

を施 す。 内面は磨 耗す る。 外 面に 黒斑が

み られ る。

184 ／／ ／／

18 ．4 如意 形 に小 さ く外反す る 口綾 部。 口綾 部 は ヨコナデ。 外面 は タテハ

（6 ．9 ） 端部 はナ デに よ り丸 くお さめ、刻 ケ を施 され るが、磨耗 す る。 内面
目を施 す 。内面 は若干 凹む 。 は 口綾部 に ヨコパケ がみ られ 、胴

部 はナデ調 整 。

185 ／／ ／／

20 ．0 如意 形に小 さ く外反す る 口綾 部。 口綾 部は ヨ コナ デ。 外面 は不 明瞭 焼成 良好 。

‘（7 ．7） 端部 はナデ に よ り、 わずか に内湾 な タテパ ケ を施 され る。 内面は ナ
し、刻 目を施す 。 デ調 整。

186 ／1 ！／

18 ．8

（ 4 ．5）

直立 し、小 さ く外反す る 口緑部 。
端 部 外面 に突帯 を貼付 し、 口唇 部
を拡 張、刻 目を施 す。

口綾部 は ヨ∵コナ デ。他 は不 明。 全体 に磨耗 し

て いる。

187 ／／ ／／

25 ．7 直立す る胴 部か ら直線 的に外 反す 口緑部 お よび外面 口緑下 に ヨコナ

ナ／（4 ．7 ） る。端 部 はナデ によ り、わずか に

内湾 し、丸 くお さめ、刻 目を施す。
デ。他 は不 明。

188 ／／ ／／

21 ．3 如意形 に強 く外反 す る口緑部。 上 口綾部 は ヨコナデ 。外面 は タテ ハ 胴 部 内面に 黒

（6 ・？） 端 部 はナデ に よ り稜 をな し、 外面 ケ、内面 は ヨコパ ケが、一 部み ら 斑 がみ られる。
は丸 くお さめ、浅 い刻 目を施す 。 れ るが 、磨 耗 す る。

189 ／／ ／／

24 ．1 直立す る 口緑端 部 をナデ に よ り突 口緑部 お よび内外面 ともに ヨコナ

（3 ．0 ） 帯 状 とな し、刻 日を施す 。上端 部

は丸味 をお びた稜 をなす 。

デ を施す 。

190 11 ／／

16 ．4 外 反す る 口緑端 部 をナデ によ り拡 口綾部 は ヨコナデ 。 口緑下 外面 に 全体 に磨 耗が

（1 ．8 ） 張 、 口唇 部は 面 をな し、下端 部 に タテパ ケが若干 み られ る。内面 は 激 しい。 口径
下方 よ り、小 さな刻 目を施 す。 器 画が剥 離す る。 が小 さい。

19 1 ／／ ／！

2 1．8 如意 形に小 さ く外反す る 口綾 部。 口緑 部外 面に ヨ コナ デ。内 面は ヨ

（4 ．0） 端部 をナ デに よ り拡張 、突帯 状 を
な し、小 さな刻 目を施 す。

コパ ケが施 され 、以下 はナデ調整。

19 2 ！／ ／／

15 ．4 直立 す る胴 部 よ 年強 く屈 曲 し、短 口綾部 は ヨコナ デ。胴部 外面 に タ 口径 が小さい。

（3 ．0） く外反す る ロ綾部 。端部 はナ デに テパ ケがみ られ るが、磨 耗す る。
よ り面 をな し、浅 い刻 目を施 す。 内面 も磨耗 に よ り不 明 。‾

193 ／／ ／／

27 ．5 直立 し、小 さ く外反す る 口綾部 。 口綾部 は ヨコナデ 。 口緑 下外面 に 内面 に黒斑 が

（4 ：3） 端部 をナデ に よ り細 い突帯状 とな タテパ ケがみ られ るが 、内面 とも み られる。
し、小 さな刻 目を施 す 。 に磨耗 す る。

194 ／／ ／／

15 ．9

（ 4 ．2 ）

如意形 にやや 強 く外反す る口綾部。

端 部 は面 をな し、小 さな刻 目を密

に施す 。

口緑部 は ヨコナデ 。他 は不明 。 全 体 に磨 耗 が

激 しい。 口径

が小 さい。

195 ／／ ／／

25 ．5

（ 4 ．0 ）

緩 やか に外反 す る口綾部 のやや 下
部 に突 帯 を貼 付 し、強 く外方へ と

び出す 。深 い刻 目を施す 。

1 ～ 2 mm の砂
粒 を多く含み、
雲母 片 も若干

み られ る。
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挿 図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

196 第 Ⅶ 層 要

19 ．6 緩や かに 外反す る ロ縁端 部 を、ナ ロ綾部 は ヨ コナ デ。 内外面 もナデ

（4 ．6） デに よ りや や拡 張、丸 くお さめ 、

強 い刻 目を施す 。

調整 。

197 ／／ ／／

25 ．4 直立 す る胴部 よ り口綾 部 は、わず ロ綾 部 は．ヨ コ± デ。 外面 は口緑下

（6 ．3 ） か に　 反　 る。端 部　 ナデ に よ り に辞 め のパ ケ調 整。　　 は ヨコハ
突帯 気味 に拡張 し、刻 目を施 す 。 ケ が一部 み られるが 、 ともに磨耗

す る。

198 ／／ ／／

24 ．6 やや 内 湾気味 に直立 す る胴 部から、 口綾部 は ヨコナデ。 外面 は磨 耗 の

（5 ．0 ） やや　 反　 るロ綾部 。端部 は ため 、明。　　 に一 部 、斜 めのハ
す る面 をな し、刻 目 を施す 。 ケ調 整 がみ られ る。

199 」／ ／／

18 ．9 短 く如 意形 に外反す るロ綾部。埴 口緑部 は ヨコナデ。 外面 は ロ緑下
ヽ

（6 ．0 ） 吾 は　 をな し′、さ く　広張 、i く′、 に細 いタ丁パ ケが み られ 、　　 は
さな刻 目を密 に施す 。 ナ デ調 整。

200 ／！ ／／

25 ．7 如 意形 に小 さ く外 反す る口緑部 。 口緑率 は ヨコナデ 。内外 面 ともに 胴部 外面 に煤
口

（8 ．2） 口唇部 は凹 む面 をな し、強 い刻 目

を施す 。

ナデ調 整。 が 付着 し、器
厚 が薄 い。

20 1 ／／ ／／

13 ．8 や や 内湾気 味に直 立す る 口綾部 。 口緑部 は ヨコナデ 。 ロ緑 下外 面に 口径が小さい。

（4 ．5） 口唇書 はやや 凹 む　　 な し、端 部 旨頭圧 狼 を空　し、　 下 が りのパ ケ
を小 さ く拡 張　　 くお さめ　 刻 目 目が一 部 にみ られ る。 内面 は　 耗

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽを施 す。 の ため不明 。

20 2 ／／ 11

24 ．3 如意 形に緩 やか に外 反す る口綾部。 口綾 部は ヨ コナ デ。 口緑下 外面に

（6 ．3 ） 口唇 部は　 頃　 る　　 な し、端書 左　 が りの強 いタ丁パ ケ　　 し、
に上 方か ら強 い刻 目を施す 。 下部 には右 下が りの粗 い タテパ ケ

が み られ る。 内面は磨 耗の ため不

明 。

203 ／1 ／／

22 ．0 直立 して終 る口綾部 。 口唇 部は 凹 口綾部 は ヨコナデ。 ロ緑下 外面 に
ヽ

（2 ．8 ） む面 をな し、端 部 にパケ状 工具 に

よ り刻 目を施 す。
一部 右下 が りのパ ケ 目がみ られる。

204 ／1 ／／

23 ．5 や や 内湾気 味に直 立 し、ロ緑部 は 口綾部 は ヨコナデ 。 口緑下 外面 に

（7 ．4 ） ′、さ ＿　　　　 る。 口唇書 はナ デに が りの′、ミめ のパケ　 がみ　 れ、
よ り突 帯状 をな し、刻 目 を施 す。

上端部 は稜 をなす 。

内面 はナデ調 整 であ る。

2 05 ／／ 11

31 ．8 緩や かに 外反す る 口綾 部。 口唇部 口緑部 は ヨ コナ デ。 口緑 下外 面に

（6 ．0） ナ デに　 り′、さ　 ム 、端 書 は タ丁パ ケ 、　　 には ヨコパ ケがみ
丸 くお さめ 小 さな刻 目 を密に施す。 られ るが 、磨 耗 して いる。

20 6 ／／ ／／

23 ．3 底部近 くよ り緩や か に立上 り、胴 口緑 部は ヨコナ デに よ り丸 くお き 底部 を欠 くが、

′」・丁㍉T「／（2 1 ．0 ） 書 はほ とん ど　 り　　 た 、に 口意 め る。 ロ緑　　　　 ヨ コナ デ され 、 ほぼ元 形 で
形 に外反 す る口綾部へ 続 く　 口唇 胴部 は全 面に 、やや粗 い タテパ ケ る。
／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0

部 は小 さ く拡張 し刻 目を施 す。
が施 され る。 内面は ナデ調 整。

20 7 ！／ ／／

2 6 ．4 緩や か に外反す る 口綾 部。 口‾唇部 口緑 部 ヨ コナ デ。 口縁 下外 面に斜
ヒ

（3 ．6 ） は　 と　 る　　 な 、　 端苦 に亥I め のパ ケ　 が交 相　 る。　　 は 日
目を施す 。 頭庄 痕 を残 し、 ヨコパ ケ。

20 8 ／／ ／／

2 6 ．1 緩や か に外反す る 口綾 部。 口唇部 口綾 部 は ヨコナデ。 内外面 ともに 全体 に磨耗 す

（4 ．0 ） は外傾す る面 をな し、両端 部に刻

目を密 に施 す 。端部 内面 はナデ に

よ り、や や凹 む。

ナ デ調整 。 る。

209 ／／ ／／

2 8 ．4 直 線的 に小 さ く外反 す る口綾部 。 口綾 部 は ヨコナデ。 口緑下 外面 に

（4 ．5 ） 口唇部 はナデ に よ り凹む　　 なし、 は 旨頭圧 狼 と、 タ丁パ ケ　 一書蚕
両端 部 に刻 目を施す 。 す 。内面 は磨耗 の ため不 明。

2 10 ／／ ／／

20 ．7

（ 3 ．2 ）

強 く外 反す る口緑部 。 口唇 部 は外

傾 す る面 をな し、両 端部 に刻 目 を
施 す。

内外面 とも磨 耗の ため不 明。 全体 に磨 耗が

激 しい 。
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挿図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

21 1 第 Ⅶ 層 喪

16 ．9

（ 3 ．4 ）

小 さ く直線 的に外 反す る 口綾部 。

口唇部 は外傾 す る面 をな し、端 部

に小 さな刻 目を施 す。

口緑部 は ヨコナ デ。他 は不明 。 全 体 に磨 耗す

る。 口径 が小
さい。

212 ／！ ／／

28 ．8 如 意形 に外 反す る口緑部 。 口唇 部 口緑部 は ヨコナデも　以下 、 内外面

（5 ．7 ） は外傾 す る面 をな し、端部 に小 さ

な刻 目を施す 。上端 は稜 をな し、
内面が わずか に凹 む。

ともに ナデ調 整。

213 ！／ J／

18 ．2

（ 2 ．7 ）

強 く外 反す る口緑部 。 口唇 部 は全

体 に丸 味 をお びた面 をなす 。端部

にパケ状 工具 に よる刻 目を施 す 。

口綾部 は ヨコナデ 。

214 ／／ 1／

18 ．4 緩や か に外反 す る口緑部。 口唇部 口綾部 は ヨコナデ 。内外面 ともに

（4 ．0 ） は外傾す る面 をな し、丸 くお さめ

た端 部 に刻 目を施す 。

ナ デ調整 され るが 、磨 耗す る。

215 ／／ ／／

2 5 ．2 如 意形 に緩や かに外 反す る口綾部。 口緑 部 は ヨコナデ。 口緑下 外面 に

（7 ．9 ） 口唇 部 はなだ らか な丸味 をおび た

面 をな し、端部 に刻 目を施 す。

‘タテパ ケ。内面 はナ デ調整 。

216 ／／ ／！

16 ．8

（ 4 ．4 ）

直 立す る胴部 か ら、小 さ く直線 的

に外反す る 口綾 部。 口唇部 は面 を
な し、端 部に刻 目を施 す。

内 外面 と もに磨 耗す る。

217 ／J ／／

26 ．9 緩や か に外反 す る口綾部。 口唇部 口緑 部は ヨ コナ デ。 口緑下 外面 に 全体 に磨 耗す

（4 ．9 ） は面 をな し、丸味 をおび た端 部 に

刻 目を施 す。

わ ずかにパ ケ 目がみ られ る。 る。

218 ！／ ／1

20 ．8 如 意形 に外反す るロ綾部。 口唇部 口緑 部は ヨコナ デ。 口緑下 外面仝

（10 ．3 ） は面 をな し、や や丸 味 をお びた端 面 に タテパ ケが 施 され、 内面は ナ
部 に刻 目 を施す 。 デ調 整。

219 ／／ ／！

2 8 ．9 口緑部 はなだ らか に外反す る。 口 ロ綾 部は ヨ コナ デ。 口緑下 か ら胴 断面 に接合 痕

（8 ．7 ） 唇部 は わずか に凹む 面 をな し、端 部 外面にか け て全体 に タテパ ケが が み られ る。
部 に刻 目を施す 。 施 され、 口緑部 内面 は指頭圧 痕 に

ヨコパケが 施 され る。

2 20 ／／ ／／

24 ．3 如意 形 に外反す る ロ緑 部。 口唇部 口綾 部は ヨ コナ デ。胴 部外 面に右

（9 ．7 ） は 面 をな し、丸 味 をおび た端 部 に 下が りの タテパ ケが一 部み られ 、
浅 い刻 目を施す 。 ロ綾部 内面 に は ヨコパ ケが施 され

る。

2 21 ／！ ／／

24 ．7 緩や かに 外反 し、開 く口綾部 。 口 ロ緑部 外面 に ヨ コナ デ。やや 下方

（4 ．7 ） 唇部 は丸 味 をお び、下端 部 に小 さ に 、右下が りの タテパ ケが施され、
く刻 目を施 す。 内面 はナデ 調整 。

2 22 ／／ ／／

28 ．9 如意 形の 口綾部 であ r上 緩や かに 口綾部 は ヨ コナ デ。 口緑下か ら胴 外面 に大 きな

（17 ．4） 外 反す る。 口唇部 は面 をな し、端 部外 面にか けて全 面 にタテパ ケが 黒斑 がみ られ

る。苦　こ亥I　　　　　 司書　 ま　 r が少 口糸立 に ヨコパケ
0

な い。
　ヽ　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　 ヽ

胴部 には右下 が り’のパ ケ 目が－ 部

み られる。

22 3 ！／ ／／

2 1．4 口緑 部は わずか に内湾 気味に開 く。 口綾部 は ヨコナデ 。外 面に一部 ナ 内面 は磨耗し、

（4 ．7 ） 口唇 部は丸 味 をおび た面 をな し、

下端 に刻 目 を施 す。

デが み られ るが 、磨 耗す る。 器面 が剥落 す
る。

224 ／／ ／1

23 ．6 緩や かに 外反 し、開 く口綾部 。端 口唇部 に ヨコナデ 。 口緑 下外 面に 口縁部 外面 に

（4 ．4） 部 はわずか に 内湾 し、口唇部 は丸 へ ラ圧痕 が み られ る。 内外面 とも 黒斑 がみ られ
味 をおび た面 をな し、下端 に刻 目
を施 す。

にナ デ調整 。 る。

22 5 ／／ ／！

23 ．5 緩や かに直 線的 に開 く口綾部 。 口 口唇部 お よび 口緑 内面 を ヨコナデ。

（3 ．2） 唇部 はわず かに 凹む面 をな し、下 外面 は粗 い右 下が りのパ ケ 目がみ
端 部 に刻 目を施す 。 られ る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径
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形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

226 第 Ⅶ 層 無

23 ．0 直 立 し、やや 開 く口綾部 。 口唇 部 口唇部 は ヨコナデ を施 され るが 、

（6 ．5 ） はほぼ 水平 な面 をな し、端 部 に小

さな刻 目を施 す。

下 部 は磨 耗 のため不 明。

227 ／／ ／！

19 ．0

（ 6 ．1）

直立 し、やや 開 く口綾部 。 口唇 部

はやや傾 斜す る面 をなし、端部 に
刻 目を施 す 。

内外面 ともに磨耗 のた め不明 。

228 ／／ ／／

27 ．5 直立 し、やや 開 く胴部 よ り、わず 口緑下 外面 は指頭庄 痕 をナデ調整。 口緑下 外面 に

（4 ．8 ） かに　 反　 る 口緑 部。 口唇部 はや 下部 には左下 が りの粗 いパ ケ 目が 黒斑が み られ
や 薄 く、丸 くお さめ 、浅 い刻 目を

施 す 。

一 部 み られ る。 内面は ナデ調 整。 る。

229 11 ／／

19 ．8

（ 8 ．2）

如意形 に強 く外反 す る口綾部 。 口
唇部 は外傾 す る面 をなし、 わずか

に肥厚 、やや 上方 より刻 目を施す。

内外面 ともに磨耗 の ため不明 。 器 壁が か な り

厚 い。

230 ／！ ／／

29 ．0 短 くわずか に外 反す る口綾部 。 口 口唇部 は ヨコナデ 。 ロ緑下外面 は

（3 ．3） 唇苦 はやや　　 おび た　 と　 る 旨毀庄 1艮にタ丁パ ケ　　 、
をな し、端 部に斜 め の刻 目を施す。 も指頭 圧痕 に ヨコパケ が施され る。

23 1

l

／／ ！／

23 ．2 如意 形に外 反す る 口綾 部。 口唇部 口唇部 は ヨコナデ 。 口緑 下外面 は

（1 1．7） は わ　 ーか に　 味 をお びた面をなし、 左下 が りの細粗 2 種の タテパ ケ、
下端 に深 い刻 目を施す 。 胴部 には右 下が りの粗 いパ ケ 目が

み られ、 口緑部 内面 は ヨコパ ケが
施 され る。

23 2 ！／ ／／

28 ．4 緩や かに外 反 し、直線 的に 開 くロ 口緑 部外面 は ヨコナテやされ 、以下

（4 ．8） 綾部 。 口唇 吾 は　　 な し、　 端 に に 旨頭圧狼　 タ丁パ ケ。 口唇 部お
刻 目を施す 。 よび口緑 内面 に指 頭圧痕 に ヨ コノ「

ケが 施 され る。

233 11 ／／

23 ．2

（ 3 ．7 ）

緩や か に外反す る口緑部。 口唇部

は面 をな し、外端 に深い刻 目を施
す 。

内 外面 と もに磨耗 の ため不 明。

234 ／／ ／／

22 ．2 しっか りとした平底 か ら、なだ ら 口唇部 は ヨコナデ。 胴部外 面は縦 ほ ぼ完形 。胴

29 ．1
か に立 ち　 が り、緩 やか に　 反 し および斜 め　 ロのパ ケ調整 。 口緑 部 の張 りは少
牙　 口縁 立　 口　 書 は　　 な 書　　 は ヨコパ ケ、 胴吾 はナデ藷 な　　　　　 に

8 ．8

ロ　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ
上 端は稜 をな し、一外端に刻 目を施
す。

整 。 ヽ
2 ヶ所の 黒斑
が み られ る。

235 11 ／／

23 ．9

°（3 ．0 ）

強 く外 反す る ロ緑部 。 口唇 部 は面
をな し、下端 部 に下 方 よ り深 い刻

目を施 す。

内外面 ともにナデ調 整。

236 ／／ 11

26 ．6 強 く外 反 し、水平 にの びる 口緑 部。 口唇部 は ヨコナデ 。 口緑下 外面 に や や磨耗す る。

（2 ．7 ） 口唇部 は垂 直な　　 な し、下端 に タテパ ケ、 口緑　　 に ヨ コパ ケが
パケ状工 具 に よ り浅い刻 目を施す。 部 分的 にみ られ る。

237 11 ／／

31 ．6 直線的 に開 き短 く外反す る口綾部。 口緑部 ヨコナデ。 口緑下 外面 に タ

（3 ．4 ） 口唇部 は　　 な し、やや 広張 、下 テパ ケ、　　 は ヨコパ ケがみ られ
端 部 に下方 よ り刻 目を施 す。 るが磨 耗す る。

238 ／／ ／／

32 ．3

（ 3 ．0 ）

強 く外 反 し、大 き く開 く口綾部 。

口唇部 は面 をな し、下端 に下方 よ
り刻 目 を施す 。

内外面 ともに磨 耗 のため不 明。

239 ／／ ／／

22 ．0 直立 し、やや 開 く胴部か ら短 く外 口唇部 は ヨヨ ナデ 。以下 、内外 面 口緑下 外面 に

（5 ．3 ） 反す る口綾部 。 口唇 部 は面 をな し、
下 端 に下 方 よ り小 さな刻 目を施 す。

と もに ナデ調 整。 黒斑 が み られ

る。

240 ／／ ／／

16 ．7 直線的 に開 き、短 く外反 す るロ緑 外面 に一 部 タテパ ケがみ られ るだ 全 体に磨 耗が

（4 ．5 ） 部。 口唇部 はやや 薄 く面 をな し、

下端 に刻 目を施す 。

けで ある。 激 しい。

－38－
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241 第 Ⅶ 層 喪

21 ．8

（ 2 ．6 ）

や や強 く外 反 し、 開 く口綾部 であ

る。 口唇 部 は丸 くお さめ 下端部 に
刻 目を施 す。

内外面 ともにナデ 調整 。

242 ！／ ！／

18 ．7 緩 やか に外反 し開 く口緑部 。 口唇 口綾部 ヨ コナ デ。胴 部外 面に右 下 全体 に磨 耗す

（4 ．0 ） 部 は丸味 をお び小 さな面 をな し、 が りの ヨ コパ ケ と斜 めの タテパ ケ る。
下端 部 にへ ラ状 工具 に よ り刻 目を

施 す。
が交 錯 し、み られ る。内面 は不明。

24 3 ！／ ！1

18 ．4

（3 ．6 ）

如意 形 に小 さ く外反 し、直 線的 に
開 く口綾部 。 口唇部 は面 をな し、

下端 部 に刻 目を施 す。

口綾 部 ヨコナ デ。以下 不 明。

／／

244 11 ／／

20 ．5

（ 2 ．5）

小 さ く外 反す る口綾部 。 口唇 部 は

やや 凹む垂 直 な面 をな し、斜 めの
刻 目を施す 。

口綾 部 ヨコナデ 。

245 ／／ 1／

28 ．2 小 さ く直線 的に 外反す る ロ綾部 。 ロ綾部 ヨ云ナデ 。 口緑下 外面 にや

（3 ．1） 口唇部 はやや 凹 む面 をな し、下 端 や斜 めの タテパ ケ。 口綾部 内面 は
に刻 目を施 す。 ヨコパ ケが施 され る。

246 ／／ ／／

19 ．8 やや 外反気 味に直 立す る口綾部 。 口唇部 ヨコナデ 。口緑下 外面 に タ

（3 ．0 ） ・口唇部 は丸 くお さめ、 外面に刻 目

を施す 。

テパ ケが施 され 、内面 はナデ調整。

247 ／／ ／／

21 ．9 緩やか に外 反 し、開 く口綾部 。 口 口唇部 お よび 口綾部 外面 は ヨコナ

（4 ．1） 唇部 はやや 凹む面 をな し、外端 部

に深 い刻 目を施す 。

デ。

248 ／／ ／／

21°．5 小 さ く外反す る口緑部。 口唇部 は 外面は刻 目下 に タテパケ 、内面 は

（2 ．2 ） 丸味 をおび 外面 に刻 目を施 す 。 ヨ コパ ケが全 面に み られ る。

249 ／／ ／1

20 ．9 如 意形 に外 反す る口綾部 。 口唇 部 口綾部 ヨ コナ デ。 胴部外 面に細 い 胴 部外 面に黒

（5 ．8 ） は面 をな し、外端部 に下 方 よ り刻 タテパ ケが施 され 、内面 はナ デ調 斑 がみ られる。
目 を施す 。 整 。

250 ／／ ／／

21 ．1 如 意形 に外反 す る口綾部 。 口唇部 口唇部か ら口緑下 外面に ヨコナテ：

（5 ．1 ） はや や丸 味 をおび た面 をな し、外 胴 部に タテパ ケが施 され 、内面 は
端部 に小 さ な刻 目を施 す。 ナ デ調整 。

25 1 ／！ 1／

2 2．8 小 さ く外 反す る 口綾部 。 口唇 部 は 口唇 部か ら ロ緑下 外面 にか けて ヨ

（2．6 ） 垂 直に近 い面 をな し、下端部 に小 コナ デ。胴 部外面 に は斜 め の タテ
さな刻 目を施す 。 パ ケが部分 的に み られ 、 口綾 部内

面 はヨ コパ ケ。

25 2 ／！ ／1

23 ．2 緩や かに 外反 し開 く口綾部。 口唇 口緑下 外面 に ヨコナデ 。内面 は器 全体 に磨耗 が

（3 ．9） 部 は丸味 をおび た面 をな し、下端

部 に下方 よ り刻 目を施 す。

面が剥 落す る。 激 しい。

25 3 ／／ ／／

18 ．9 直立 す る胴 部 よ り短 く外反す る 口 ロ綾部 は ヨコナデ 。胴部 は 内外面 胴部 外面 に若

（4 ．6） 緑部 。 口唇 部は面 をな し、下端 部 ともにパケ を施 した後 、粗 いナデ 干 、煤 が付 着
に刻 目を施 す。 調整 。 す る。

254 1／ ／／

27 ．2 如意 形に なめ らか に外 反す る口縁 口綾部 は ヨコナデ 。胴部 外面 はハ 全体 に磨耗 す

（5 ．2） 部。 口唇部 は面 をな し、下端部 に ケ を施 した後 にナ デ調 整。 内面は る。
刻 目を施す 。 器 面が剥 落す る。・

255 ／／ ／1

20 ．5

（ 4 ．5 ）

緩やか に外 反 し、大 き く開 く口綾

部 。 口唇部 は丸 くお さめ 、下端 部
に小 さな刻 目 を施 す。

内外面 とも磨 耗の ため不 明。 刻 目は部分 的

に残 る。

－39－
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256 第 Ⅶ 層 喪

28 ．9 緩や か に小 さ く外 反す る口綾部 。 口唇部 お よび 口緑下 外面 は ヨコナ

（4 ．9 ） 口唇部 は凹む 面 をな し、下 端部 に デ 。胴部 外面 は タテパケ がみ られ、
小 さな刻 目を施 す 。 内面は ナデ調 整。

257 ！／ ／／

20 ．1 大 き く外反 し開 く口緑部 。 口唇 部 口綾部 は ヨコナデ 。 口緑下 外面 に

（3 ．4 ） は丸味 をお びた凹 む面 をな し、下
端 部 に刻 目を施 す 。

タテパ ケが施 され る。

258 ／／ 1／

35 ．2 緩やか に短 く外反す る口綾部 。 ロ 口唇部 は ヨコナデ 。 口緑 下外面 に

（3 ．0 ） 唇 部 はや や薄 く、丸 くおさめ 、下

端 部 に刻 目を施す 。

タテパ ケが施 され る。

259 ／／ ／／

17 ．2

（ 3 ．8）

緩やか に外 反 し開 く口綾 部。 口唇

部はや や丸 味 をお びた面 をな し、
下端部 に刻 目を施 す。

内外面 ともにナデ調 整。 や や磨耗す る。

260 1／ ／／

16 ．3 如意形 に外 反 し、小 さ く開 く口緑 ロ緑部 は ヨコナデ 。胴部 に一部 タ 全体 に磨 耗す

（5 ．8） 部。 口唇書 は　 昧　 お びた　　 な テパ ケがみ られ るが、器　 か渾胴 る。胴部
し、下 端部 に刻 目を施す 。 す る。 内面 はナデ調 整。 に黒斑 がみ ら

れ る。

26 1 ／／ ／／

18 ．3 直立す る胴部 よ り、やや 埠 く外反 胴部 外面に斜 めの タテパ ケが み ら

（5 ．0 ） る口綾部 。 口唇 部は わ 、か に れ るが 、　 耗　 る。内面 はナ デ調
湾 し、外端 は丸味 をお び、刻 目を
施 す 。

整。

26 2 ／／ ／／

18 ．4

（ 3 ．5）

緩や かに外 反す る 口綾部 。 口唇 部

は丸 くお さめ、 外面 に刻 目を施す。

内外面 ともにナデ 調整 。 全 体 に磨 耗す

る。器 壁が 、
や や薄 い。

263 ／1 ／／

18 ．3 直立 す る胴 部 よ り緩や かに 外反す 口綾部 は ヨ コナ デ。 口縁下外 面は 胴 部 の磨 耗が

（5．5 ） るロ緑部 。 口唇部 は　 くお さめ 、 タテパケ 、内面 には ヨコパ ケが一 激 しい。
端部 に上方 よ り刻 目を施 す 。 部み られ る。

264 ／／ ／／

2 5 ．8 大 き くな．だ らか に外 反す る口緑部。 口綾 部は ヨ コナ デ。 口緑下 外面に 焼成 良好。

（3 ．9 ） 口唇 部は　 味 をおび た面 をな し、 のへ ラ圧痕 がみ られ る。内
内面は わずか に内湾 す る。端 部全

面 に強 い刻 目を施す 。

面 ともにナデ調 整。

265 ／1 ／1

21 ．6 直 立す る胴部 よ り強 く外 反す るロ 口綾部 は ヨコナデ。他 は磨耗 に よ 断面 に接合痕

（4 ．0 ） 綾部 。 口唇部 は面 をな し、上端部

に小 さな刻 目を施す 。

り不 明。 がみ られ る。

266 ／／ ／／

21 ．6 小 さ く外反 し開 くロ綾部 。 口唇部 ロ綾部 は ヨコナデ。 胴部 に一 部 タ ロ緑 部外面 に

（4 ．1 ） は　 くお さめ 、上　 部に刻 目を テパケが み られ るが 、　 耗　 る。 黒斑 がみ られ
す 。 内面 もナ デ調 整 され るが 、磨 耗 が

激 しい。

る。

267 11 1／

23 ．5

（ 4 ．5 ）

直立す る胴部 よ り強 く外 反す る口

緑 部。 口唇部 は丸 くお さめ 、一端部
に刻 目を施す 。

内外面 ともに ナデ調 整。 全体 に磨耗 す

る。

2 68 ／／ ／／

21 ．9 如 意形 に小 さ く外反 す る口綾部 。 口綾 部 は ヨコナデ。 内外面 ともに

（4 ．7 ） 口唇部 は面 をな し、外端部 にやや
斜 めの刻 目を施 す。

ナ デ調整 。

269 ／／ ／／

2 2 ．8 直 立気味 の胴部 か ら小 さ く外反す 口唇 部は ヨコナ デ。 口縁下 外面 に 内面 の磨耗 が

（3 ．6 ） る口綾部 。 口唇 部 は面 をな し、 外

端部 に強 い刻 目を施 す。

タテパケ が施 され 、内面は不 明。 激 しい。

270 ／／ ／／

19 ．2 直 立す る胴部 よ り強 く外反 す る口 口唇 部お よび 口緑下 外面 は ヨコナ 全体 に磨耗 す

（2 ．7 ） 綾 部。 口唇部 は丸 くお さめ 、端部

に刻 目を施 す 。

デ 。他 は不 明 。 る。 胴部 に比

べ 、ロ綾部 は
薄 くな る。

－40－
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271 第 Ⅶ 層 蛮 ・

21 ．7 短 く強 く外 反す る口綾部 。 口唇 部 口唇部 お よび内面 は ヨコナデ　 ロ 全 体 に磨 耗 が
（1 ．8 ） は丸 くお さめ 、やや 上方 よ り強い

刻 目を施 す。

0線下外 面に タテパ ケがみ られ る。 激 しい。

2 72 ／／ ／／

18 ．7 直 立す る胴部 よ り、ほぼ水 平 に強 口唇 部 および 口緑下 外面 は強い ヨ

（3 ．5 ） く外反す る 口綾 部。 口唇部 は丸 く

お さめ 、端 部全 面に 強い刻 目を施
す 。

コナデ。 内外面 はナ デ調整 。

273 ／／ ／／

18 ．6 強 く外反 し開 く口綾部 。 口唇 部は 口綾部 は ヨコナ デ。 口緑下外 面に 断面 に接合痕
（3 ．0 ） 丸味 をおび た面 をな し、やや下 端

に刻 目を施す 。

へ ラ圧痕 が み られる。 がみ られ、 口
綾 部 内面に黒
斑 あ り。

274 ！／ ／／

19 ．4 緩や か に外反 し、開 く口緑 部。 口 口縁部 は ヨコナデ　 以下　 内外 面

（2 ．4 ） 唇 部は丸 味 をおび た面 をな し、下
端部 に刻 目を施 す。

0　　　　　　　　　ヽと もにナ デ調整 。

27 5 ／／ ／／

18 ．3

（ 3 ．4 ）

な だ らか に外反 し開 く口綾部 。 口
唇部 は丸 くお さめ、や や上 方 よ り

刻 目を施す 。

口綾 部は ヨコナ デ。以 下不 明。 全体 に磨耗 す

る。

276 ／1 ／！

2i ．3 強 く外反す る短 い 口綾部 。 口唇部 口唇部 は ヨコパケ の後　 ヨコナデ

／／（2 ．5） は丸味 をお びた面 をな し、端 部仝 口緑下 外面 は、やや 粗 こ－タテパケ ○

面に 強い刻 目を施 す。 ○内面 は右下が りの ヨ コパ ケを施す。

277 ／！ ／／

20 ．6 直線的 に開 き、強 く外反 す る口緑 口唇 部 お よび 口縁下 外面 に強 い ヨ

（4 ．3 ） 部 。 口唇 部 は丸味 をおび 、端部 全
面 に強 い刻 目を施す 。

コナデ。 以下 は内外 面 ともにナ デ
調 整。

2 78 ／／ ／！

2 3 ．3 直 線的 に開 く胴部 よ り緩や かに 外 口緑下 外面 か ら胴部 に斜 め の タテ 内面 は磨 耗す
（5 ．3 ） 反す る口綾部 。 口唇部 は丸 くお さ

め 、上方 よ り．刻 目を施 す。

パ ケがみ られ る。内面 は器面 が剥
落す る。

る。

279 ／／ ／／

24 ．6 緩や かに 外反す る 口綾 部。 口唇部 口綾部 は ヨコナデ　 以下　 内外面 器壁 は厚 い。
（3 ．4 ） は丸 くお さめ、 外面 に刻 目を施す。 0　　　　　　　　　ヽともにナデ調 整。

280 ／／ ／／

24 ．7
（ 6 ．4 ）

や や内 湾気味 に立 ち上が る胴部 か
ら如意形 に外 反す る口綾部 。 口唇
部 は丸味 をお びた面 をな し、端部

全 面に刻 目を施 す。

口緑下 外面 に ヨコナデ。 胴部 外面

に斜 め 、お よび横方 向のパ ケ 目が
交 錯す る、 内面は ヨ コパ ケが施 さ

れ る。

2 81 ／／ ／／

2 6 ．5

（ 2 ．8 ）

強 く外反 す る短 い 口綾 部。 口唇部

は丸 味 をおび た面 をな し、端 部全
面 に深 い刻 目を施 す。

内 外面 と もに磨 耗に よ り不 明。

282 ／／ ／／

22 ．9 直立す る胴 部 よ り如意 形に外 反す 口縁部 は ヨコナデ 。以下　 内 外面 全 体 に磨 耗 す
（7 ・6） る 口縁 部。 口唇部 は面 をな し、下

端 部 に刻 目を施す 。
ともにナデ調 整。　 ’ る。28 4 と類似

してお り同一

個体 か ？

283 ／／ ／／

19 ．9

（ 7 ．5 ）

緩 やか に如意 形に 外反す る 口綾部。

口唇部 は丸味 をお びた面 をな し、
下端 部 に刻 目を施す 。

／／

口綾 部 外面に
黒斑 が み られ

る。

284 ／／ ！／

2 1 ．8 緩や か に立 ち上 が る胴 部 よ り、如 口縁 下外面 に ヨコナデ　 胴部 外面 刻 目はパ ケ状
（10 ．5 ） 意形 に なめ らか に外 反す る口綾部。

口唇 部 は丸 味 をおび た面 をな し、
強 い刻 目を施す 。

0は全 面に タテパ ケ。 内面は 口綾部
が ヨコパ ケ、胴部 はナ デ調整 。

工具 に よ り施
され る。281に
類似 す る。

285 ／／ ／／

18 ．9 よ く張 りを もつ胴 部 よ り、如 意形 口綾部 は ヨコナデ　 ロ緑 下外 面に
（7 ．1） に外 反す る口綾部 。 口唇 部 は丸味

をお びた面 をな し、端部 全面 に刻

目を施 す。

0
－ 部 タテパ ケがみ られ る。
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挿図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形 ．態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

28 6 第 Ⅶ 層 聾

21 ．2 如意 形に 強 く外 反す る 口緑 部。 口 口緑 部は ヨ コナ デ。 口緑下 外面に

ヽヽ′　．＿1＿　　　　　　　　　　　　　　　　　1

全体 に磨耗 す

る。
（4 ．2 ） 唇部 は丸 くお さめ 、上 方か ら端部

全面 に刻 目を施 す。

タ丁パ ケの単位 のみが み られ る。

287 ／J ／1

16 ．1 よ く張 りをもつ胴部 か ら、如意 形 ロ緑部 ヨ コナ デ。 ロ緑下 外面に タ
・・．・一や‾

（9 ．4 ）
に′、さ 、　　　　　 るロ緑吾 。 丁パ ケが　 され、　　 は ナ丁ごロ次
口唇部 は丸 くお さめ、端 部全面 に

小 さな刻 目を施す 。

であ る。

28 8 1／ ／1

21 ．0 や や 張 りを もつ胴 部か ら、如意 形 口唇 部 は ヨ、コナデ 0 口緑 下外面 に

ヽ
（8 ．4 ） に外 反す るロ緑部 。 口唇 部 は丸 味

をお びた面 をな し、上 方 よ り小 さ

な刻 目を施 す。

へ フ圧 痕が み られ、以下 に斜 めの

タテパ ケ。 内面 はパケ調 整。

2 89 ／／ ／／

20 ．2 如意 形に緩 やか に外反 す る口緑部。 口緑下 外面 に ヨコナデ 。以下 、内 全体 に磨耗 す

る。（5 ．6 ）
口唇部 は丸 くお さめ 、上 方か ら刻

目を施 す。
外面 とも不 明。

290 ／／ ／／

25 ．4

（ 7 ．9 ）

やや 直立気 味に立 ち上が る胴部 か

ら緩や か に外反す る。 口唇部 は面

口綾 部は ヨコナ デ。胴 部外面 に縦

お よび斜 め方 向のパ ケ 目が み られ
をな し、端部 全面 に刻 目 を施す 。 る。内面 はナ デ調整 。

291 ／／ ！／

19 ．2 なめ らか に内 湾す る胴部か ら緩や 外面は ロ緑下 に タテパケ 、胴部 は
ヽ

（13 ．8） か に外反 す るロ綾部 。 口唇 部は 丸

味 をお びた面 をな し　 上方 よ り浅
右 下が りのパ ケ 目が全面 にみ られ

る。 内面は 口緑部 に ヨコパケ 、以ヽ
い刻 目を施 す 。

下 はナ デ調 整。

29 2 ／／ 1／

22 ．3

（17 ．4 ）

強 く張 る上 胴部か ら、如 意形 に強

く外 反す る 口緑部 。 口唇 部 は面 を

な し、端部 全面 に刻 目 を施す 。

口綾部 は ヨ コナ デ。胴部 外面 には

タテパ ケ を施 し、内面 は 口緑下 部

に指頭 圧痕 を残 し、ナ デ調整 。

293 ／／ 11

25 ．4

（ 5 ．5 ）

直 線的 にやや 開 く口緑部 。 口唇部

は丸味 をお びた面 をな し、端部 全

口緑 下外 面に ヨ コナ デ。胴部 外面

に タテパ ケが一 部み られ る。内面

内面 は磨耗 が

激 しい。
面 に刻 目を施 す。 は不 明 。

2 94 ／／ 11

25 ．5 如意形 に強 く外反 す るロ綾部 。 ロ ロ綾部 は ヨコナデ 。以下 、内 外面

・一　ヽ‾
断 面に接 合痕

ヽ（6 ．4 ） 唇部 は丸 くお さめ 、外端 面 に浅い

刻 目を施す 。

ともにナデ調 整。 が み られ る。

295 ／／ ／／

2 2 ．0

（ 9 ．0 ）

やや 内湾 気味 に直立す る胴 部より、

如 意形 に緩やか に外 反す る口緑部 。

口唇 部 は面 をな し、下 端部 に刻 目
を施 す 。

1／

296 ／／ ／／

22 ．8 緩 やか に開 く胴部 よ り、なだ らか 口唇 部 お よび 口緑下 外面 に ヨコナ
・．一一　ヽ‘‘‾

ロ綾 部外 面に

ヽ（18 ．5） に　　　 るロ糸苦　 口唇吾 は デ 。圭　 、　　　 と　 に　 デ調 整 黒 狂がみ られ
0

お さめ 、刻 目 を施す 。
と思 われ る。 る。

297 ／／ ／／

23 ．1

（10 ．2 ）

やや 内湾気 味に直 立す る胴部 よ り

如意形 に強 く外反 す るロ綾部 。 ロ
鹿部 は丸 くお さめ　 やや 下端 に強

口唇部 お よび内面 は ヨコナデ。 口

緑下 外面に斜 めの 交錯す る タテパ

ケが み られ る。 内面は 口緑下 に右
l：コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
い刻 目を施 す。

下 が りの ヨコパ ケ。

298 ／／ ／／

26 ．7 直立 す る胴 部 よ り小 さ く如意 形に 口緑下 外面 に ヨコパケ が一部 み ら 全 体 に磨 耗が

（8 ．8 ）
外反 す る口綾部 。 口唇部 は面 をな

し、端部全 面 に刻 目を施 す。
れ る。他は不 明。 激 しい。

299 ／／ ／／

24 ．0 胴部 はやや 張 り、如意 形に 強 く外 口唇 部お よび 口緑 下外 面は ヨ コナ

べヽ
（18 ．1 ）

23 ．4

るロ轟音 。 口唇吾 は　　 お デ。 、 ．、 司書 は　　　 丁パ ケが
め 、やや 上方 よ り刻 目 を施す 。 施 され る。 口縁部 内面 は ヨコパケ、

以下 はナ デ調整 。

300 1／ 11

27 ．8

（9 ．5 ）

輝 く如意 形 に外反す る 口綾 部。 口

唇 部は丸 くおさめ 、斜め に刻 目を

施 す。

口唇 部お よび 口緑下 外面 は ヨコナ

デ 。へ ラ庄 痕 がみ られ る。 胴部 外
面 はナ デ調整 。内面 は磨耗 の ため
不 明。

頸部 か ら口綾

部 にかけ て器
壁 が厚 くなる。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

301 第 町 層 聾

24 ．0 下 胴部 は緩やか に開 き、上 胴部 は 口唇部 は ヨコナデ 。外面 は 口縁下 胴部 中央 部外

（18 ．8 ） 直 線的 に立 ち上 が る。 口綾 部 は如
意 形に強 く外反 し、口唇部 は丸 く

か ら胴部 全面 に タテパケが 施 され

る。内面 はナ デ調整 に下胴 部は指
面 に黒斑 がみ
られ る。

お さめ る。端部 全面 にやや上 方 よ
り刻 目を施 す。

頭 お よびへ ラ圧痕 が み られ る。

30 2 ／／ ！／

23 ．9 直立 す る胴 部 よ り強 く外反す る口 口綾 部は ヨ コナ デ　 以 下　 磨 耗 の

（5 ．9） 綾部 。 口唇 部は丸 くお さめ 、やや
上方 よ り刻 目を施 す。 内面 はわず

か に凹む。

0　　　　　　　　　ヽため 不明。

303 ／／ ／／

26 ．4 よ く張 った胴 部 よ り強 く如 意形 に 口唇部 お よび 口緑下 外面 は ヨコナ 口緑部 か ら胴

（8 ．5 ） 外反す る 口縁部 。 口唇部 は丸 くお デ。以下 、 内外面 ともにナデ調 整。 部 外面 にか け
さめ る面 をな し、外端 全 面に深 い
刻 目を施 す。

内面 に指 頭圧痕 を残 す。 て黒斑 がみ ら

れ る。

30 4 ／／ ／／

2 6 ．5 張 りの小 さい胴 部 よ り、如 意形 に 口綾 部 は ヨコナデ。 胴部 外面は 全 胴部 外面 に大
（18 ．4 ） 大 きく外 反す る口綾部 。・口唇 部 は

丸 くお さめ、パ ケ状工具 に よ り刻
目を施す 。

面 に一部 斜め の タテパ ケ を施す 。

内面 は 口緑下 に ヨコパ ケ 、以下 は
ナ デ調整 。

き く黒斑 がみ

られ る。

30 5 ／／ ／／

24 ．9 よ く張 りを もつ胴 部か ら如意 形に 全体 に磨耗 して お り、 口緑下 外面 断面 に も接 合
（16 ．0） 強 く外反す る 口緑 部。 口唇部 は丸

味 をおび た面 をな し、外端部 に小

さな刻 目を施す 。

に接合 痕が み られ るのみで あ る。 痕 が みられる。

306 ／／ ／／

23 ．0 緩やか に開 く胴部 よ り、なだ らか 口唇部 は ヨコナデ 。 ロ緑 下外 面に 刻 目は丸棒状

（10 ．8 ） に小 さ く外 反す る口綾部 。 口唇 部

は丸 くお さめ、上端 面 に強 く刻 目
を施す 。

指 頭圧痕 を残 し、胴 部 は斜め の タ

テパ ケ 。内面 はナ デ調整 。
の原体 に よ り
施 され る。

307 1／ ／／

27 ．5 なだ らかに 張っ た胴 部か ら如意 形 口緑 部 は ヨコナデ。 口緑下 外面 に 最 大径 を上胴
（20 ．5 ） に強 く外反す る 口綾 部。 口唇部 は

丸 くお さめ 、刻 目を施す 。
斜め の タテパ ケ を一部 残 し、内 外

面 ともに ナデ調 整。
部 に もつ 。

3 08 ／／ ／／

2 2 ．3

（14 ．9 ）

緩や か に内湾 す る胴部 よ り短 く外

反 す る口綾部 。 口唇部 は丸 味 をお
口唇部 お よび 白線下外 面 に ヨコナ

デ。 以下 、胴部 外面 は右下 が りの

び た面 をな し、上端部 にパ ケ状工 タテパ ケ。 内面 は 口緑 部 に ヨコハ
具 に よ り刻 目を施す 。 ケ を施 し、以下 、ナデ 調整 。

309 ／／ ／／
（2 ．6）

強 く外反す る口綾部。 口唇部 は面
をな し、 口綾部や や下 方に断 面三
角形 の突帯 を貼付 す る。 口緑端 部 、

突帯 に刻 目 を施す 。

口綾部 ヨコナデ 。．

310 ／／ ／／
（2 ．8 ）

直線的 に強 く外反 す る口綾部。 口

唇 部 は丸 くお さめ 、下部 に断面三
角 形の 突帯 を貼付 し、 と もに刻 目
を施す 。

／／

3 11 ！！ 11
（4 ．0 ）

わずか に開 く口綾部 。 口唇部 は丸

くお さめ 、外面 に刻 目。 口縁 下 に
断面 三角 形の突 帯 を貼付 し、刻 目

を施 す。 ．

／／

3 12 ／1 ／／
（3 ．6）

緩や かに 外反す る 口綾 部直下 に突
帯 を貼付す る。上 端 、お よび突帯

に刻 目を施 す。

／／

313 1／ ／／

－
直立 し、やや 外反 す る口綾部　 口 口線下 外面 に指 頭圧 痕 を残す　 口

（2 ．5） 0唇部 はナデ に よ r）、やや 拡張 、凹
む面 をな し、外端 に刻 目を施す 。

唇 部は ヨ コナ デ。　　　　 0

314 ／／ ／／

－ や や 内湾気味 に直立 す る口綾部 口緑下 外面に右 下が りの斜 めのハ

（4 ．3 ）
Cl口唇部 はナデ に よ り凹む面 をな し、

突 帯状 に拡張 。刻 目 を施す 。
ケ 目をナ デ調整 す る。

3 15 ／／ ！／

－ 直立 し、小 さ く外反 す る口綾部 口辰 部 ヨコナデ　 ロ縁 下外 面に タ

（6 ．6 ） 0口唇 部 はナデ によ り突帯状 に拡張
し、凹む 面 をなす。刻 目を施 す。

口　　　　　　　　　　　　　　 0　　　／　　　　　　　　　　 －ヽ・
テパ ケが部 分的 にみ られ る。
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挿 図番 号 層　　 位 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

3 16 第 Ⅶ 層 無

－
直立す る胴 部 よ り小 さ く外 反す る 口緑部 ヨコナデ 。 口縁下 外面 は タ

（5 ．4 ） ロ綾部 。 口唇部 はほぼ 水平 な面 を テパ ケ をナ デ調 整。 内面 もナデ調

な し、やや 拡張 し端部 に刻 目を施

す。

整。

317 ／／ ／！

－
直立 す る胴部 よ り、なだ らかに 外 ロ緑 部 は ヨコナ デ。胴 部外 面は タ 胴部 は黒斑 が

（8 ．7 ）
反す る。 口唇部 は外傾 す る面 をな

し、パ ケ状工具 に よ り刻 目を施す。

テパ ケ。 み られ る。

318 ／J ／／

－
なだ らかに 外反す る ロ綾部 。 口唇 口緑部下 に 、タテパ ケ 目が 一部 み

（2 ．9 ）
部 は外傾 す る面 をな し、刻 目を施

す 。

られ る。

319 ／／ ／／

－
わずか に外 反 し、開 く口綾部 。口 ロ緑下 外面 、粗 い タテパ ケがみ ら

（5 ．0 ） 唇 部 は外傾す る面 をな し、．外端 部

は刻 目 を施す 。

れ る。

320 ／！ ！／
（2 ．8 ）

強 く外反す る 口綾部 で あ り、口唇

部は丸 くお さめ 、上 方か らパ ケ状
工 具 に よ り刻 目を施 す 。

ロ緑部 は ヨコナデ 。

32 1 ／／ J／
（ 1．7 ）

短 く外反す る 口緑 部 であ り、口唇

部 は丸 くおさめ 、外端 に刻 目を施
す。

／／

322 ／／ ！／

18 ．1 直立 す る胴部 よ り、 その まま終 る 口緑部 は ヨ コナ デ。以下 、・胴 部は 全体 に磨 耗 す

（6 ．5 ） 口緑 部。 口唇部 は水平 面 を‘な し、

やや 拡張 す る。

不 明。 る。

323 1／ ／／

16 ．5 直立す る 口綾 部。 口唇部 は水平 で、 口綾 部 は ヨコナ デ。 以下 、内外面

一　ヽ‘‾
（2 ．5 ） や や凹 む面 をな し、 ロ緑下 に穿 孔

がみ られ る。

と もにナ デ調 整。

324 ／1 ／／

16 ．8

（ 2 ．0）

小 さ く外反 す る口緑部 。口唇部 は

小 さな面 をなす 。

口緑部 ヨコナ デ。

325 ／／ 11

24 ．3

（ 7 ．5 ）

如意 形に 強 く外 反す るロ綾部 。 口

唇部 は丸 くお さめ る。

内外 面 ともに磨耗 の ため不 明。

326 ／／ 1／

19 ．9 如 意形 に外反す るロ緑部。 胴部 の 口綾部 ヨコナ デ。 口緑 下 、胴部外

（6 ．1 ） 張 りは小 さい。 口唇部 はナ デに よ

り垂直 な面 をな し、内面 はわず か

に内湾す る。

面 に タ丁パケが 一部 み られ る。

327 ／／ ／／

24 ．6 直立す る胴部 より強 く外 反す る口 口唇 部 は ヨコナデ。 口緑下 外面 に 内面 は磨耗 し、

口
（4 ．7 ） 綾 部。 口唇部 はナ デに よ り、やや

凹む垂 直な面 をなす 。

斜 めのパ ケ 目がみ られ る。 器面 が剥落 す

る。

328 ／／ ／／

22 ．1 緩やか に如意 形 を呈 し、外反す る 口綾部 は ヨコナデ。 ロ緑下 外面 は 口綾 部の器 壁

（6 ．5 ）
口綾部 。 口唇 部は丸 くお さめ る。 特 に強 くナデ る。 内面に は一部 、

へ ラ磨 きがみ られ る。

は 薄 く胴部 に

黒斑 がみ られ
る。鉢の 可能
性 あ り。

329 ／／ ／1

24 ．6 大 き く外反 し開 く口緑部 。 口唇 部 ロ緑部 は ヨコナデ 。以下 、内外 面 胴部 外面 に黒

（5 ．2 ） は丸 くお さめ る。 と もに ナデ調 整。 斑 がみ られる。

3 30 ／／

19 ．3 如意形 に強 く外 反す る口綾部 。 ロ 口綾部 は ヨコナデ 。 口緑下 外面 は 器 壁が 、やや

／！
（5 ．0 ） 唇部 は丸 くお さめる。 特 に強 くナ デ る。 厚 い。

－44－



l

l

l

I

l

挿 図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

l

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

331 第 Ⅶ 層 蛮

26 ．2

（ 4 ．2 ）

大 き く外反 し開 く口綾部 。 口唇 部

は丸 くお さめ る。

器 面が磨 耗 し剥離 す る。 砂 粒 を多 く含

み、軟 質。 焼
成不良 。

332 ／／ ／／

21 ．1

（ 6 ．3 ）

如 意形 に強 く外反す る 口緑 部。 胴

部 の張 りは強 い。 口唇部 は丸 くお

さめ る。

磨 耗に よ り不 明。 砂粒 を多 く含

む 。‾

3 33 ／／ ／／

2 6 ．0

（4 ．5 ）

緩や かに 開 き外反す る。 口唇部 は
丸味 をお びた面 をなす 。

／／ 接合 部 にて欠
損 。

334 ／／ ／／

2 1．0

（ 3 ．7）

如意 形に 外反す る 口綾 部。 口唇部

は わずか に内湾 し、 外傾 す る面 を
なす 。

／／

33 5 ／／ ／／

29 ．3 大 き く外反 し開 く口緑 部。 口唇部 内 外面 と もにナ デ調整 され るが 、

（3 ．0） は小 さな面 をなす 。 磨耗 す る。

33 6 ／／ ／／

21 ．4

（ 6 ．4 ）

如意 形に大 き く外反す る 口緑部 。

口唇 部は丸 味 をおび た面 をなす。

口緑 下外面 に強 い ヨコナデ 。

33 7 ／／ ／1

35 ．0

（ 2 ．8）

大 き く．外 反 し開 く口綾部 。 口唇 部

は 、や や丸 味 をおび た面 をなす 。
口唇部 は ヨコナデ 。 全体 に磨耗 が

激 し く器面 が
剥 落す る。

338 ／／ ／／

17 ．8 如意 形に緩や か に外反 する口綾部。 口唇部 お よび口緑下 外面 は ヨコナ

（4 ．9） 口唇部 は丸 くお さめ る。 デ。胴部 外面 は右下 が りのパ ケ 目

がみ られ、 口綾部 内面 は ヨコパ ケ

が施 され る。

339 ／！ ／／

31 ．2 短 く・、強 く屈 曲す る 口綾部。 口唇 口唇部 は ヨコナデ 。以下 、磨耗 に 器壁 が厚 い。

（6 ．3 ） 部 は 、わず かに 凹む垂 直に近 い面

を なす 。
よ り不 明。 鉢の 可能性 あ

り。

340 ／／ ／／

18 ．0

（ 3 ．8 ）

如 意形 に小 さ く外 反す る口緑部 。

口唇部 は丸 くお さめ る。
内 外面 ともにナデ調 整。

341 ／／ 11
（ 3 ．4 ）

6 ．4

平 底か ら丸味 をお びて立 ち上が る。 外 面に タテパ ケ を施 す。 外 面に 黒斑が

み られ る。

342 1／ ／／
（2 ．9 ）

6 ．3

中央部 が、やや 凹む 平底か ら開 き

立 ち上 が る。

内 外面 に指 頭庄痕 が み られる。

343 ／！ ！／
（2 ：9 ）

6 ．3

平 底か ら丸味 をお び、な だ らか に

立 ち上が る。
内 外面 と もにナ デ調整 。 底部 は きわめ

て厚 い。

344 ／／ ／／
（3 ．2 ）

7 ．8

わずか に凹む平 底か ら、や や開 き
立 ち上が る。

外面 に タテパ ケを施す 。

34 5 ／／ ！／
（2 ．3 ）

7 ．4

わ ずか に凹む平 底か ら丸味 をおび、

立 ち上が る。
内面 に指頭 庄痕 がみ られ る。



／

挿 図 番 号 層　　 位 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

34 6 第 Ⅶ 層 無
（ 4 ．0 ）

8 ．9

平 底 か ら 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が る 。 外 面 は タ テパ ケ の 後 ナ デ 、 内 面 も

ナ デ 調 整 。

焼 成 良 好 。

34 7 ／／ ／／

－
平 底 か ら丸 味 を お び 、 開 き な が ら 外 面 は 器 面 が 剥 落 す る が 、 タ テ ハ

（ 3 ．2）

7 ．6

立 ち 上 が る 。 ケ が み られ る 。 内 面 は ナ デ 調 整 。

348 ／／ ／／

－
平 底 か ら 丸 味 を お び て 立 ち 上 が り、 外 面 に タ テ パ ケ を 施 し 、 内 面 は ナ

（3 ．8 ）

8 ．4

直 線 的 に 開 く。 デ 調 整 。

349 ／／ ／！

－
わ ず か に 凹 む 平 底 か ら 、 直 線 的 に 内 外 面 と もに ナ デ 調 整 。 外 面 に は

（ 3 ．3 ）

8 ．0

開 き 立 ち上 が る 。 タ テ パ ケ が み ら れ る。

350 ／／ ／／
（4 ．4 ）

6 ．6

平 底 か ら 、 わ ず か に し ゃ くれ 、 直
線 的 に 開 き立 ち 上 が る 。

．内 外 面 と もに 不 明 。 磨 耗 が 激 し く

器 面 が 剥 落 す
る。

351 ／／ ／／
（ 4 ．1 ）

7 ．8

平 底 か ら 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が る。 外 面 は ナ デ 調 整 。 内 面 は 磨 耗 に よ

り不 明 。

352 ／／ ／／

－
平 底 か ら 、 や や 丸 味 を お び 、 立 ち 外 面 は タ テ パ ケ が 施 さ れ る が 、・磨

（ 3 ．8 ）

7 ．5

上 が る 。 耗 す る。 内 面 は磨 耗 す る。

353 ！／ ／／

－
中 央 部 が 、 わ ず か に 凹 む 平 底 か ら 外 面 は 粗 い タ テ パ ケ を ナ デ 調 整 。

（ 3 ．8 ）

6 ．6

開 き な が ら立 ち 上 が る。 内 面 も ナ デ 調 整 。

35 4 ！／ ／／
（ 4 ．0）

7 ．7

平 底 か ら直 線 的 に 開 き立 ち上 が る。 内 外 面 と も に 磨 耗 に よ り不 明 。

355 ／／ ／／
（ 3 ．6 ）

9 ．2

中 央 部 が 、 や や 凹 む 平 底 か ら 直 線

的 に 立 ち上 が る 。

内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。

3 56 ／／ ／／

－
平 底 か ら 丸 味 を お び て 立 ち上 が り 外 面 に タ テ パ ケ を 施 す 。 内 面 に は

（4 ．1 ）

7 ．8

直 線 的 に 開 く。 指 頭 庄 痕 を残 す 。

35 7 ！／ ／／
（ 3 ．3 ）

7 ．2

中 央 部 が 、 わ ず か に 凹 む 平 底 か ら

直 立 し 、 立 ち上 が る 。

内 外 面 と もに ナ デ 調 整 。

3 58 ／／ ／／

－
平 底 か ら 、 や や 内 湾 気 味 に 立 ち 上 外 面 は わ ず か に 、 タ テパ ケ 目 が み

（ 3 ．9 ）

7 ．0

が る 。 られ る 。 内 面 は ナ デ 調 整 。

3 59 ／！ 1／
（ 3 ．7 ）

7 ．8

平 底 か ら 直 線 的 に 開 き 立 ち上 が る。 内 外 面 と も に 磨 耗 に よ り不 明 。

360 ／／ 1／
（ 3 ．8 ）

7 ．2

平 底 よ り丸 味 を も ち立 ち 上 が る。 外 面 は 粗 い タ テパ ケ が 施 さ れ るが

磨 耗 す る 。

l

l

l
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

361 第 Ⅶ 層 喪

－ 平 底か ら小 さ くしゃ くれ　 立 ち上 外面は タテパ ケが み られ るが磨 耗

（4 ．0 ）

7 ．4

ヽが る。 す る。 内面 はナデ調 整。

362 ／／ ／1

－
中央部がや や 凹む平底 か ら、小 さ 外 面に タテパ ケが一 部に みられる

（3 ．2 ）

7 ．9

くしゃ くれ、立 ち上 がる。 ○内面はナ デ調整 。

36 3 11 ／／
（2 ．4）

8 ．4

上 げ底気味 に全体 が 、や や 凹む平
底。

外面 に タテパ ケがみ られ る。

364 ／／ 1／
（4 ．0 ）

6 ．9

円板状 の平底 か ら直立気 味に 立 ち

上が る。
／／ 外面 に黒斑 が

み られ る。

365 ／／ ／／
（2 ．8 ）

7 ．2

わずか に中央 部が 凹む平 底か ら、

直立気 味に立 ち上 が る。
外面全 面に タテパ ケが み られ る。

366 ／／ ！／
（4 ．0 ）

7 ．6

平 底か ら丸味 をお び立 ち上が る。 内外面 ともに磨 耗 のため 不明 。

367 ／1 ／／
（4 ．6 ）

7 ．8

平 底か ら直線 的に 大 き く開 く。 ／／

368 ／1 11
（ 4 ．2 ）

7 ．9

わずか に中央部 が 凹む平底 か ら、

なだ らかに開 き立 ち上が る。
外 面に タテパ ケがみ られ る。

369 ／／ ／／
（3 ．1 ）

8 ．4

平 底か ら、やや 丸味 をお び小 さ く
しゃ くれ、立 ち上が る。

外面 は全 面に タテパ ケが みられる。

3 70 ／1 ／／
（4 ．9 ）

8 ．2

中央 部がや や 凹む平底 か ら、な だ

らか に立 ち上が る。
内 外面 と もに磨 耗 してい る。

37 1 ／1 ！／
（3 ．7 ）

8 ．4

平底 か ら直線的 に開 く。 ／／

37 2 ／／ ！／

－
底面 に一部 凹み を もつ平 底か ら、 外面 に タテパ ケが み られ るが　 磨

（3 ．5）

8 ．4

やや 内湾気 味に立 ち上が る。 ヽ耗 す る。

373 ／／ ／／
（4 ．7 ）

7 ．4

平底 か ら丸 味 をお びて立 ち上がる。 外面は タテパ ケの後 、ナ デ調整 d
内面 もナデ調 整。

374 ！／ ／／
（3 ．6 ）

9 ．0

上 げ底 気味 に中央部 が 凹む平底 。 外面は 全面 に細い タテパ ケが み ら

れる。 内面 もナデ調 整。

375 ／／ ／／
（4 ．9 ）

8 ．1

平 底か ら直 線的に 開 き立 ち上がる。 外面は タテパ ケの後 にナ デ調 整。
内面 もナデ調 整。

ー47－



挿 図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

376 第　 Ⅶ 層 無

－
中央部 がや や凹 む平底 か ら直線的 外面 は タテパ ケ の後に ナデ調 整。

（5 ．2）

6 ．7

に開 く。 内面 はナチ．調 整 。

3 77 ／／ ／／
（4 ．1 ）

7 ．9

中央部 がや や 凹む平底 か ら、わず

か に しゃ くれ 、立 ち上 が る。

内外 面 ともに磨耗 の ため不 明。

378－ ／／ ／／
（4 ．0 ）

8 ．0

中央部が わずか に凹 む平底 か ら、

丸 味 をお びて 、やや しゃ くれ立 ち
上 が る。

外面 に タテパ ケがみ られ る。

379 ／／ ／／
（3 ．2 ）

8 ．6

平底 か ら丸味 をおび 、立 ち上が る。 内 外面 と もに磨 耗の ため不 明。

380 ／／ ／／
（3 ．6 ）

8 ．4

平底 か ら直線 的に開 き立 ち上がる。 外面 に タテパ ケがみ られ る。 底面 に粗痕 が

み られ る。

381 ／／ ／／
‘（3 ．5 ）

7 ．3

底 面全体 に凹 み、上 げ底状 を呈 す

る。下部 に 5 条、上 部に縦 に 2 条

のへ ラ描 沈線 を施す 。

内 外面 と もに ナデ調整 。

58 2 ／／ ／／

－
上 げ底状 に全 面が 凹む平 底か ら、 外 面は ナデ調 整。 内面に指 頭庄痕

（4 ．0 ）

6 ．0

や や 内湾気 味に立 ち上が る。 を残す 。

3 83 ／／ ／／
（3 ．5 ）

10 ．3

全体 に凹む 平底か ら、や や丸 味 を

おび 立 ち上 が る。

内外面 ともにナデ調 整。 底 面に黒斑 が

み られ る。

384 ／／ ／／

－
上 げ底状 に全面 が凹む 平底 か ら、 外面 にわず かに タテパ ケがみ られ 断面 に接 合痕

（4 ．6 ）

8 ．5

直線 的 に開 き立 ち上が る。 る。 あ り。

385 ／／ ／／
（4 ．0 ）

7 ．8

中央部がや や 凹む平底 か ら、内 湾

気 味に立 ち上 が る。

外面 は タテパ ケがみ られ る。 外面 に黒斑 が

み られ る。

386 ／／ ／／
（3 ．5 ）

8 ．1

中央部が やや 凹む平 底か ら外反 し

つ つ、立 ち上 が る。

内外面 と もに磨 耗 によ り不 明。

387 ！／ ／／
（4 ．5）

8 ．0

平 底か ら丸味 をお び、立 ち上が り

開 く。
／／ 外面 に黒斑 が

み られ る。

388 ／／ ／！
（4 ．5 ）

8 ．4

平 底か ら丸味 をお び、内 湾気味 に

立 ち上 が る。
外 面に タテパ ケがみ られ る。

389 1／ ／／

－
中央部 がやや 凹む平 底か ら、小 さ 外 面に一 部 タテパ ケがみ られ るが 外面 に黒斑 が

（4 ．2 ）

7 ．9

く丸味 をおび 、 しゃ くれ 、立 ち上

が る。

磨耗 す る。 み られ る。

39 0 ／／ ／／
（3 ．9 ）

8 ．2

中央部 がやや 凹む平 底か ら丸味 を
もち、立 ち上 が る。 ／／

－48－
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

391 第　 Ⅶ 層 碧
（3 ．6 ）

9 ．4

中央部 がやや 凹む平 底か ら、やや

しゃ くれ をもち内 湾気味 に立 ち上
が る。

内外面 ともに磨 耗す る。 底 面外端 に粗

痕 がみ られる。

3 92 ／／ ／／
（4 ．8 ）

9 ．0

中央部がや や 凹む平底 か ら、内 湾
気 味に立 ち上が る。

内 外面に指 頭庄痕 あ l工 断面 に接合 痕
あ り。

393 ／／ 1／
（3 ．7）

9 ．1

平底 か ら丸 味 をおび 、 しゃ くれ立

ち上 が る。
内外 面 ともに磨耗 のた め不明 。

394 ／／ ／／

－
平 底 よ り、や や しゃ くれ 内湾気 味 外面 にタテパ ケが み られ　 内面 に

（4 ．3 ）

8 ．1

に立 ち上 が る。 ヽ指 頭圧痕 を残 す。

395 ／／ ／／

－ わずか に中央部 が 凹み　 内湾気 味 外 面は タテパ ケ を施 した後にナ デ

（4 ．5 ）

8 ．7

ヽに立 ち上 が る。 調 整。

3 96 ／／ ／／
（5 ．0 ）

8 ．1

平底 か ら内湾気 味 に立 ち上 が る。 外面 に粗 い タテパケが み られ る。

39 7 ／／ ／／
（5 ．9 ）

6 ．8

平底 か ら、な だ らか に立 ち上が る。 外面 は タテパケ を施 した後 にナデ
調整 。

外面 に黒斑 が
み られ る。

398 ／／ ／1
（5 ．0）

7 ．9

平底 か ら、やや しゃ くれ立 ち上が
る。

内外面 ともに磨耗 のた め不 明。 底面 に粗痕 が

み られ る。

399 ／／ 1／
（5 ．0 ）

7 ．9

平底か ら直 線的 に開 き立 ち上が る。 外面 にタテパ ケが み られ る。

4 00 ／1 ／／
（6 ．5 ）

7 ．9

中央部 がわず かに凹 む平底 か ら、

直 立気味 に開 き立 ち上 が る。
／／

40 1 ／／ ／／
（4 ．0 ）

8 ．3

中央 部が わずか に凹む 平底か ら丸
味 をおび 、立 ち上 が る。

内外 面 ともに磨耗 の ため不 明。

40 2 ／／ ／／

－ 平底 か ら丸 味 をおび、 わずか に し 外面 に　 わ ずか にタテパ ケが み ら

（4 ．3）

9 ．3

や くれ をもち立 ち上が る。 ヽれ る。

403 ／1 ／／

－
平底か ら端部 に丸 味 をもち、 わず 外面は タテパ ケ を施 した後に ナデ 内面に 里斑 が

（5 ．9 ）

7 ．1

かに しゃ くれ、立 ち上が る。 調 整。 み られ る。

404 ／／ ／1
（3 ．7 ）

8 ．7

中央部 がやや 凹む平 底か ら端部 に
丸味 を もち、 しゃ くれ 、立ち上 が

る。

内外面 ともに磨 耗 のため不 明。

4 05 ／／ ／／

－ わずか に中央部 が 凹む平底 か ら端 外 面に　 わずか な タテパ ケがみ ら

（3 ．4 ）

10 ．7

部 に丸味 をもち、立 ち上が る。 ヽれ る。
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挿図 番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

40 6 第 Ⅶ 層 無
（3 ．6 ）

9 ．3

中央部が 、わず か に凹む平 底。 外面 に細 い タテパ ケがみ られ る。

4 07 ／／ ／／
（4 ．1 ）

9 ．4

平 底か ら、 なだ らか に立 ち上が る。 外 面に タテパ ケが み られ る。 断 面に接 合痕

が み られる。

408 ／／ ／／
（4 ．2 ）

9 ．3

平 底か ら直立 し立 ち上が り、開 く。 ！／

409 ／／ ／！
（3 ．3）

8 ．8

平底 か ら丸 味 をおびて 、やや しゃ
くれ 、立 ち上が る。

内外面 ともにナデ調 整 。

4 10 ／／ ／／
（5 ．8）

8 ．5

平底 か ら丸 味 をおび 、立ち上 が り

直線 的に開 く。

外面全 面 にタテパ ケが施 され る。

4 11 ／／ ／／
（5 ．2 ）

8 ．3

平底 か ら直 線的 に開 き、立 ち上が

る。

内外 面 ともに磨耗 の ため不 明。

4 12 ／／ 1／
（2 ．8 ）

9 ．9

平底 か ら丸味 をお び、立 ち上が る。 内 外面 と もにナ デ調整 。

413 ／／ ／／
（3 ．7 ）

9 ．2

中央部が 、 わずか に凹む平 底か ら
外反 し立 ち上 が る。

外 面全面 に タテパ ケを強 く施 す 。

4 14 ／／ ／／
（6 ．3）

8 ．5

平底か ら直 線的 に開 き、立 ち上 が

る。

外面 にタテパ ケが一 部み られ る。

4 15
／／ ／／

－
平底 か ら小 さ くしゃ くれ 、立ち上 外面 は斜め と縦方 向のパ ケ 目が交

（4 ．7 ）

11 ．6

が る。 錯 してい る。 内面は磨耗 し、器面

が剥 落す る。

4 16 ／／ ／／
（3 ．0 ）

6 ．7

平底 か ら端 部 に丸味 を もち、立 ち

上が る。

外面 には タテパ ケが み られ る。

4 17 ／／ ／／
（5 ．2 ）

7 ．0

平底 か ら丸味 をおび 、直線 的に 開

く。

外面 全面 に タテパケ を施す 。

4 18 ／／ ／／

－
平底 か ら端 部 に丸味 をお び、立 ち 外面 は一部 に タテパ ケがみ られ る

（4 ．5 ）

7 ．0

上 が る。 が 、磨 耗 して いる。

4 19 ／／ ／／

－
中央部が 、 わずか に凹む平 底か ら 外面 全面 に細 い タテパ ケが み られ

（4 ．2 ）

7 ．0

小 さ くしゃ くれ、立 ち上が る。 る。

420 1／ ／／

－
平 底か ら、 なだ らか な くびれ を も 外 面は タテパ ケ を施 した後 にナ デ

（3 ．5 ）

6 ．8

ち、立 ち上が る。 調 整。



挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 21 第 Ⅶ 層 聾

－
中央部が 、わ ずか に凹む平 底か ら、 内外面 ともに磨 耗す るが　 内面 に 断 面に接合 痕

（3 ．4 ）

9 ．2

しゃ くれ を もち、立 ち上が る。 ヽ指頭 圧痕 がみ られ る。 が み られ る。

42 2 ／！ ／／

－ 中央 部が 、わず かに 凹む平底から、 外面 全面 に細か い タテパケ がみ ら 外面 に里斑 あ

（3 ．2）

8 ．9

しゃ くれ を もち、立 ち上が る。 れ る。 ノlヽヽり。

423 ！／ ／／

－
中央部 がわ ずか に凹む平 底か ら 外面 にへ ラ庄 痕 を残 し　 タテパケ

（3 ．6 ）

8 ．2

ヽしゃ くれ を もち 、内湾気 味 に立 ち
上 が る。

ヽが施 され る。

4 24 ／／ ／／
（2 ．9 ）

8 ．0

中央部 がわず かに 凹む平底 か ら、

しゃ くれ をもち、立 ち上 が る。
内外面 に指頭圧 痕が み られ る。

4 25 ／／ ／／
（2 ．8 ）

8 ．3

中央部が 、やや 凹む平 底か ら外 反
気 味に立 ち上 が る。

内外面 と もに磨 耗 のため不 明。

4 26 ／／ ／／

－ 中央部が 、やや 凹む平 底か ら直立 外面 は タテパ ケ を施 した後　 ナ デ

（4 ．2 ）

8 ．8

し立 ち上 が り、内湾 気味 に開 く。 ヽ調整 。

4 27 11 1／

－
中央 部が わずか に凹 む平底 か ら、 外面 にわず かに タテパ ケが み られ か な り磨耗 が

（3 ．8 ）

8 ．9

外 反気味 に立 ち上 が る。 る。 激 しい。

428 ／／ ／／
（2 ．8）

7 ．6

中央部 が 、やや 凹む平底 か ら丸味
をお び、立 ち上が る。

内外面 ともに磨耗 のため 不明 。

429 ／／ ／／

－ 中央部 が広 く凹む 平底か ら直 立 し 外面 にわず かに タテパ ケがみ られ 磨 耗が激 しい。

（3 ．0 ）

8 ．2

立 ち上 が l上　 外反 気味 に開 く。 る。

430 ／1 ／／
（3 ．7 ）

7 ．7

中央部 が、やや 凹む 平底か ら内湾
気 味に立 ち上 が る。

内外面 ともに磨 耗す る。

4 31 ／／ ／1
（5 ．5 ）

9 ．2

平底 か ら直線 的に立 ち上が り開 く。 外面 にわ ずか にタテパ ケが み られ

る。
外面 下部 に煤
が付着 す る。

43 2 ／1 ／／
（2 ．5 ）

7 ．0

中央 部が わずか に凹む平 底か ら、

強 くくび れ、開 く。 ／1
外面 に黒斑 あ

り。

43 3 ！／ ／／
（2 ．7）

7 ．2

中央部 が強 く凹 み、上 げ底 とな る。
外面全 面に タテパ ケがみ られ る。

／／

434 ／／ ／1
（3 ．3）

8 ．8

平底か ら外 反気味 に立 ち上が る。 内外面 ともに磨 耗 のため 不明 。

435 ／／ ／／

－
平底か ら丸 味 をお び、 しゃ くれ ・外面 に　 わず かに タテパ ケが み ら

（4 ．3 ）

8 ．9

内湾気 味に立 ち上 が る。　 ’ ヽれる。

ー51－
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挿 図番 号 層　　 位 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

43 6 第 Ⅶ 層 婆

－
平底 か ら、やや丸 味 を もち、 しゃ 外面 に一部 タテパ ケが み られ、内

（4 ．4 ）

6 ．5

くれ 立 ち上 が る。 面に は指頭圧 痕 を残す 。

43 7 11 ／／

－
平底 か ら、やや 丸味 を もち、 しゃ 外面 は粗 い タテパケ を施 した後 に

（3 ．4 ）

9 ．5

くれ、 内湾気味 に立 ち上が る。 ナ デ調 整 。

4 38 ／／ ／／
（3 ．7 ）

9 ．3

底 面が全 面 にや や 凹む平底 か ら、

や や しゃ くれ を もち、立 ち上が る。

外 面に タテパ ケがみ られ る。 底面 の外 周接

地部 分 に煤 が
付着 す る。

439 ／／ ／／

－
わずか に中央 部が 凹む平 底か ら、 外面 はタテパ ケ を施 した後にナ デ 断 面に接 合痕

（3 ．5 ）

8 ．6

や や くびれ を もち、立 ち上が る。 調 整。 内面 は指 頭圧 痕 を残す。 が み られる。

440 ／／ ／／
（3 ．2 ）

7 ．5

平 底か ら丸 味 をお び、 しゃ くれ、
立 ち上 が る。

内外面 ともに磨 耗 に よ り不明 。

44 1 ／／ 11
（ 3 ．6）

6 ．9

中央部 がやや 凹 む平底 か ら小 さ く

しゃ くれ 、立 ち上 が る。

外面 に タテパ ケが み られ る。

44 2 ／／ ／／
（4 ．7 ）

7 ．7 ‾

中央 部が 凹み 、外周部 に しっか り

とした接地 面 を もつ平 底か ら、 な

だ らかに 立 ち上 が る。

内 外面 ともにナ デ調整 。 断面 に接合痕

あ り。

443 ／／ ／／

－
平底 か ら直線 的に開 き、立 ち上 が 内外面 と もに指 頭庄痕 を残 し、 外

（5 ．8 ）

7 ．2

る。 面 には粗 い タテパ ケが施 され る。

444

－
平 底か ら丸味 をお び、立 ち上がる。 外面に指 頭圧痕 を残 し、粗 い タテ 全体 に磨耗 す

／／ ／／
（3 ．5）

7 ．4

パ ケが施 される。 る。

44 5 ／！ ／1
（3 ．9 ）

8 ．8

平底 か ら直 線的 に開 き、立 ち上 が

る。

内外面 ともに磨耗 す る。

44 6 ／／ ／／
（3 ．7 ）

10 ．0

中央 部が小 さ くわずか に凹 む平底

か ら、内 湾気味 に立 ち上が る。

外面 に一部 タテパ ケが み られる。

44 7 ／／ ／／
（5 ．6 ）

8 ．8

中央 部が わずか に凹 む平底 か ら直

立 し、 内湾気味 に開 く。

外面 全面 に タテパケが み られ る。 内面 に黒斑 あ
り。

44 8 ／／ ／／

－
平底 か ら丸味 をおび 、やや しゃ く ‘外面 に一部 タテパケが み られ るが

（4 ．6 ）

8 ．0

れ を もち、立 ち上が る。 磨耗 す る。

4 49 ／！ ／／
（3 ．5 ）

8 ．0

中央部 が凹む 平底か ら直立 気味 に

立 ち上 が る。

内 外面 と もに磨 耗す る。

450 ／／ ／J
（4 ．0 ）

7 ．5

わずか に 中央 部が 凹む平底 か ら丸

味 をおび 、立ち上 が る。

外 面は器 面が剥 落す る。

－52－
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 51 第 Ⅶ 層 蛮
（2 ．7 ）

8 ．5

底 面全面 が、や や凹 む平底 か ら、

しゃ くれを もち、立 ち上が る。
内 外面 と もに ナデ調 整。 外面 に黒斑 あ

り。

45 2 ／ノ、 ！！
（4 ．3 ）．

9 ．8

平底 か ら直立 し、立 ち上が り開 く。 外面 にわ ずか にタテパ ケが み られ

る。
磨 耗 が激 しい。

453 ／／ ／／
（5 ．0 ）

8 ．2

平底か ら丸 味 をお び 、直線的 に開

く。
内外面 ともにナデ 調整 。

4 54 ／！ ／／
（4 ．2 ）

7 ．0

円板状 の平底 か ら、や や 内湾気 味
に立 ち上 が る。

内外面 ともに磨 耗 のため不 明 。

4 55 ／／ 1／
（3 ．3 ）

7 ．2

平底 か ら丸味 を もち、 しゃ くれ 、
立 ち上が る。

外面 に指頭 圧痕 を残す 。

45 6 ／！ ／／

－
ノ中央部が 強 く凹み、上 底 とな り、 内外 面 と もにナ デ調整　 外面 に は 断面 に接A 痕

（4 ．3 ）

7 ．7

大 き く開 き立 ち上が る。 0
へ ラ庄 痕が み られ る。

ロ
あ り。

45 7 ／／ ！／
（3 ．2 ）

7 ．0

わず か に中央部 が凹 む平底 か ら丸

味 をおび 、開 く。
内外 面 ともに磨耗 の ため不 明。

458 ／1 ／1

－ 平底 か ら丸 味 を もち 、 しゃ くれ 外面 に タテパケが み られ るが　 磨

（2 ．0）

9 ．8

ヽ立 ち上 が る。 耗す る。　　　　　　 ’

459 ／1 ／／
（3 ．2 ）

8 ．8

平底か ら丸 味 をおび、立 ち上 が る
部分 と直線 的に立 ち上が る部分 が

み られ る。

内外面 ともにナデ調 整。

460 ／／ ／／
（3 ．2 ）

6 ．6

平 底か ら強 くしゃ くれ、立 ち上 が
る。

内外画 ともに磨 耗 のため不 明。

4 61 ／／ ／／

－ 平 底か ら緩やか に しゃ くれ　 立 ち 外面 はナ デ調整　 内 面に指頭 圧痕

（3 ．6 ）

7 ．4

ヽ上 が る。 Oを残 す。

4 62 ／／ ／／
（3 ．0 ）

9 ．2

中央 部がや や凹 む平底 か ら外反気

味 に立 ち上 が る。
外面 全面 に タテパ ケ を施 す 。

46 3 ／／ ！／

－ 底面 全体が 、わず かに 凹む平底 か 外面全 面に 細い タテパ ケが施 され

（4 ．1）

8 ．2

ら内湾気味 に立 ち上が る。 ヽ下 部 にナデ調 整 を加 える。

464 ／／ ／／
（2 ．8）

7 ．8

平底 か ら丸 味 をお び、直 立気 味に
立 ち上 が る。

外面 に一 部 タテパ ケがみ られ る。

465 ／！ ／1
（3 ．4 ）

6 ．8

底 面全体 が 凹み 、上 げ底 にな り丸

味 をお び、 強 くしゃ くれを もち立
ち上が る。

内外面 にへ ラ圧 痕が み られ る。 断 面に接 合痕
あ り。



挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

466 第 Ⅶ 層 喪
（3 ．8 ）

7 ．6

平 底 よ り丸 味 をお び、立 ち上が り
開 く。

内外面 ともに磨 耗 のため不 明。

467 ／／ ／／

－
平 底か ら、や や しゃ くれ をもち、 外面 に指頭庄 痕 を残 し、へ ラ庄 痕

（4 ．6 ）

7 ．6

立 ち上 が る。 がみ られ る。

468 ／／ ／1
（2 ．3）

8 ．9

平底 か ら強 くしゃ くれ 、立 ち上が

る。

内外 面 ともに磨耗 の ため不 明。

469 ／／ ／／
（3 ．1 ）

6 ．7

中央 部がや や凹 む平底 より丸 味 を

お び、 内湾気味 に立 ち上が る。

外面 に一部 タテパケが み られ る。

47 0 ／／ ／／
（4 ．5 ）

8 ．8

平底 か ら丸味 をおび 、 しゃ くれ 、

直線 的 に開 く。
／／ 底面 に黒斑 あ

り。

47 1 ／／ J／
（3 ．5 ）

8 ．2

底面 全体 が、 わずか に凹む 平底か

ら丸 味 をおび 、強 くしゃ くれ、立
ち上 が る。

J／

4 72 ／！ ／／
（2 ．6 ）

9 ．6

平 底か ら、やや しゃ くれ を もち、
立 ち上 がる。

／／ 外面 に黒斑 あ
り。

473 1／ ！／

－
平 底か ら強 くしゃ くれ 、外反気 味 外 面に タテパ ケが み られ 、内面 は

／／（3 ．2 ）

8 ．2

に立 ち上 が る。 丁 寧 なナデ調 整。

474 ／／ ／／
（3 ．0 ）

8 ．．0

平 底か ら直 線的 に立 ち上 が り、開

く。

内外面 ともにナデ調 整。

47 5 ／／ ／！
（2 ．8 ）

9 ．6

平底 か ら丸 味 をおび 、強 くしゃ く
れ を もち、立 ち上 が る。

内外 面 ともに磨耗 の ため不明 。

47 6 1／ ／／
（2 ．6 ）

8 ．6

中央部が 、わず かに 凹む平底 か ら
丸 味 をお びて立 ち上 が る。

／／

47 7 ／！ ／／
（3．1 ）

9 ．0

平底 か ら小 さ くしゃ くれ 、立 ち上

が る。

内 外面 と もにナ デ調 整。

4 78 11 ／1

－
平底 か ら丸 味 をおび 、小 さ くしゃ 外面 に タテパ ケがみ られ るが 、磨 胴部 の器壁 が

（5 ．0 ）

6 ．6

くれ、直 線的 に開 く。 耗す る。 薄 い。

4 79 ／／ ／／
（5 ．3 ）

7 ．4

中央部が 、わ ずかに 凹む平 底か ら、

なだ らか に外 反 し開 く。
／／

480 1／ ／／
（3 ．0 ）

7 ．7

平 底か ら丸味 を もち、やや しゃ く
れ、立 ち上が る。

内外面 と もに ナデ調 整。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 96 第 Ⅶ 層 袈

－ 平 底か ら丸味 をお び、緩や か に し 外 面に タテパ ケが み られ るが　 磨 底径 が 小 さ く

（4 ．9 ）

5 ．6

や くれ 、立 ち上が る。 ヽ耗 す る。 厚 い。鉢 底部

か もしれない。

4 97 ／／ ／1

－
平底 か ら丸味 をお び、 しゃ くれ 、 外 面に斜 め と縦方 向のパ ケ 目が み

（4 ．2 ）

7 ．9

直 立気味 に立 ち上が る。 られ る。

49 8 ／／ ／／
（4 ．0 ）

8 ．8

平底 か ら丸味 をおび 、小 さ くしゃ
くれ、立 ち上が る。

外面 に一部 タテパケ がみ られ る。

499 ／／ ／／

－ 中央部 が 、わずか に凹 む平底 か ら 外面 全面 に細か い タテパケ が施 さ

（4 ．2）

8 ．9

小 さ くしゃ くれ 、内湾気 味 に立 ち

上が る。
れ る。

500 ／1 ／／
（4 ．1）

10 ．3

中央部 が 、凹む平 底か ら強 くしゃ

くれ 、内湾 気味 に立 ち上 が る。
内外面 ともに磨耗 の ため不 明。

50－1 ／／ ／／

－ 平底か ら強 くしゃ くれ を もち、立 外面は タテパ ケが み られるが　 磨 断面 に接合痕

（4 ．7 ）

9 ．8

ち上が る。 耗 す る。　　　　　　 、． あ り。

502 ／／ ／／
（3 ．3 ）

8 ．8

わずか に 中央部が 凹む平 底か ら小

さ くしゃ くれ、 外反気味 に立 ち上
が る。

内外面 ともに磨 耗 のため不 明 。

503 1／ ／／

－
中央部 が 、わずか に凹む 平底か ら 内外面 ともにナデ調 整　 内面 に指

（2 ．7 ）

10 ．0

小 さ くしゃ くれ 、立 ち上 が る。 0頭 庄痕 を残す 。

504 ／／ ／／
（4 ．6 ）

7 ．6

底 面全体 に 凹み 、大 き く外反 しつ

つ 、立 ち上が る。

外面 に粗 い タテパ ケ を施 す。 外面に 黒斑 、

断面に接 合痕
あ り。

505 ／！ ／／

－ 平 底か ら小 さ くしゃ くれ 、直線 的 外 面に　 わず かに タテパ ケがみ ら

（4 ．8 ）

9 ．9

に開 く。 ヽれ る。

506 ／／ ／／
（4 ．8 ）

8 ．2

底面 は 、外縁部 を残 し、凹 む上 げ

底 。
内 外面 ともに磨 耗の ため不 明。

50 7 ！／ ／／

－ 平底 か ら、わず かに しゃ くれ、立 外面 は タテパケ を施 した後　 ナデ 断面 に接合 痕

（5 ．2）

10 ．6

ち上 が る。 ヽ調整 。 あ り。

50 8 ／／ ／／
（6 ．8）

7 ．1

中央 部が 、わずか に凹 む平底 か ら
強 くしゃ くれ 、直線的 に立 ち上が

る。

内外面 ともに磨耗 の ため不 明。

50 9 ／／ ／／
（6 ．8）

8 ．0

円板 状の平 底か ら、 なだ らか に立

ち上 が る。
内外面 に指頭 庄痕 を残す 。

5 10 ／／ ／／
（4 ．4 ）

9 ．6

平底 か ら内湾気味 に緩や か に立 ち
上が る。

外面 にタテパ ケが み られる。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴 径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

481 第　 Ⅶ 層 聾
（2 ．6 ）

9 ．6

平 底か ら強 くしゃ くれ を もち、立

ち上が る。

内外面 ともにナデ調 整。

482 11 ／／
（2 ．7 ）

9 ．3

平 底か ら丸 味 をお び、 強 くしゃ く

れ、立 ち上 が る。

外面 に一 部 タテパ ケがみ られ る。 断面 に接 合痕
あ り。

483 ／／ ／／
（4 ．3）

8 ．0

中央部 が わずか に凹む平 底か ら小
さ くしゃ くれ、立 ち上 が る。

外面 に細 いタテパ ケが み られ る。

484 ／／ ／／
（2 ．9）

8 ．0

円板状 の平 底か ら丸味 をお び、直

立 し、開 く。

外面 に一部 タテパ ケが み られ る。 外面か ら底 面

にか けて黒斑
あ り。

48 5 ／！ ／／
（3 ．1）

15 ．4

中央 部が わずか に凹 む平底か ら、

強 く・しゃ くれ を もち、立 ち上がる。
／／

48 6 1／ ！／

－ 平底 か ら丸 味 をおび た しゃ くれ を 外面 に粗 い タテパ ケ の後、ナ デ調

（4 ．1）

9 ．3

もち、直線 的 に開 く。 整。

48 7 ！／ ／／
（4 ．2 ）

8 ．2

平底 か ら小 さ くしゃ くれ 、立 ち上

が る。

内 外面 と もに磨耗 の ため不 明。 底部 が厚 い。

4 88 ／！ ！／
（3 ．1 ）

6 ．6

底 面全体 が凹 む円板 状の上 げ底 で

ある。
／／

489 ／／ ／／
（3 ．1）

8 ．5

中央部 が凹む 平底か ら、緩やか に
しゃ くれ、 外反 し立 ち上 が る。

／／ 底部 が厚 い。

490 ／／ ／／

－
平底か ら強 くしゃ くれ 、立 ち上 が 外面 に指 頭庄痕 を残 し、一 部 に タ 断 面に接 合痕

（3 ．8）

9 ．0

る。 テパ ケがみ られ る。 あ り。

49 1 ／／ ／／
（3 ．9）

9 ．9

中央部 が 凹む平底 か ら、緩や かに

しゃ くれ 、外反 し立 ち上 が る。

内外面 ともにナデ 調整。

49 2 ／／ ／／
（4 ．0 ）

6 ．0

平底 か ら丸 くしゃ くれ 、内湾 気味

に立 ち上が る。

内外面 ともに磨耗 が激 しい。

493 ／／ ／／

－
中央部 が 、わず かに凹 む平底 か ら 内外面 ともに磨耗 す るが 、内面 に

（生．2）

7 ．4

小 さ くしゃ くれ 、立 ち上 が る。 一 部ノ＼ケ 目が み られ る。

494 ！／ ／／
（．5 ・1）

9 ．0

中央部 が 、やや 凹む平底 か ら小 さ

くしゃ くれ、外 反気味 に開 く。

外面全 面に タテパ ケが施 され る。 断面に接 合痕
あ り。

49 5 ／／ ／／
（5 ．1 ）

9 ．1

中央部 が 、やや 凹む平 底か ら緩や

か に しゃ くれ 、立 ち上 が る。

外面 は タテノナケ の後にナ デ調 整。
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挿図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

511 第　 Ⅶ 層 婆

－ 底 面全体 が 、やや 凹む平 底か ら内 外面 は タテパ ケ を施 した後に　 ナ

（8 ．2 ）

6 ．6

湾気味 に立 ち上が る。 ヽデ調整 。

512 ／／ ／／
（6 ．1 ）

8 ．0

／／

外 面は タテパ ケ を施 し、内面 には
指頭 庄痕 を残す 。底 面に はへ ラ磨

きが施 され る。

5 13 ／／ ／／
（8 ．7 ）

7 ．8

平底 か ら、 なだ らか に立 ち上 が り
直線 的に 開 く。

外面 は タテパ ケがみ られ る。

514 ／／ ／／
（5 ．8 ）

9 ．1

円板状 の平 底か ら緩や かに立 ち上

が る。
内外面 ともにパ ケ調整 。

515 ／／ ／1
（6 ．7 ）

8 ．8

平底か ら、や や丸 味 をおぴ 、なだ

らか に立 ち上 が る。
／／ 断面 に接 合痕

あ り。

516 ／／ ／／
（5 ．3 ）

9 ．0

中央部 が、や や凹 む平底 か ら強 く
しゃ くれ を もち 、内湾気 味に立 ち

上 が る。

外面全面 に タテパ ケ を施 す。

517 ／／ ／／

－
中央部 が、か な り凹む上 げ底か ら、 外 面下部 に粗 い タテパケが み られ

（6 ．6 ）

6 ．5

しゃ く．れ をもち 、大 き く開 く。 る。

518 ／！ ／／
（12 ．7 ）

8 ．8

平 底か ら丸味 をお び、立 ち上 が り

なだ らか に開 く。
内 外面 ともに磨耗 の ため不 明。 器面 が剥 落す

る。

5 19 ／／ ／／

－ 平底 か ら、な だ らか に立 ち上 が り 外面 は タテパケ を施 した後 にナデ

（13 ．3）

8 ．5

内 湾 レ 」、さ く開 く。 調整 。内面 に指頭 圧痕 を残す 。

520 ／／ ／／

－
外方 に強 く張 り出 した脚部 を もつ 外面 は タテ パケ を施 した後 に　 ナ

（5 ．0 ）

9 ．1

底部 。脚端部 は面 をなす 。 ヽヂ調整 。内面 に は指頭庄 痕を残す。

521 ／／ ／／

－
や や 内湾気味 に張 り出す 脚部 を も 内外面 ともに　 やや 磨耗 す る　 脚

（4 ．8 ）

7 ．6

つ 底部 。脚端 部は丸 味 をおび た面 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0部 の 内面は右 方向 のへ ラ削 I）が施
をなす 。 され る。

522 ／／ ／／

－ 平底 か ら小 さ くしゃ くれ を もち、 外 面は全 面に タテパ ケが施 され 孔径 は 1 2 cm

（ 8 ．1 ）

8 ．3

なだ らか に開 く。 中央部 に焼成後、
穿 孔 され る。

ヽ内面は ナデ調整 。 で あ る。

523 ！／ ／／
（4 ．1 ）

8 ．0

やや 凹む 平底か ら小 さ くしゃ くれ

立 ち上が る。 中央部 に焼成 後、穿
孔 され る。穿孔 は下方 へ開 く。

外面 全面 に タテパ ケが施 される。 孔径 は 1 ．3 cm

で ある。

5 24 ／／ ／／

－ 平底 か ら、やや 強 くしゃ くれ、立 内外面 ともに指頭庄 痕 を残 し　 ナ 孔径 は 0 6 cm

（ 3 ．1 ）

8 ．2

ち上 が る。中央部 に焼 成後 、穿孔

され る。穿 孔は小 さ く上 下 に大 き
く開 く。

ヽデ調 整。 で あ り、底 面

に黒斑 がみ ら
れ る。

52 5 ／／ ／／

－ 底面全 体 に凹む平 底か ら強 くしゃ 内外面 ともに　 わずか にパ ケ 目を 孔径 は 1 4 cm

（ 4 ．5）

8 ．0

くれ 、立 ち上が る。 中央 部 に焼成

後、穿 孔 され る。
ヽ残 し、ナデ調 整。 であ る。
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挿図 番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

52 6 第 Ⅶ 層 聾
（4 ．4 ）

7 ．6

平底 か ら、なだ らか に立 ち上 が る。
中央部 に焼 成後 、穿孔 され る。

内外面 ともにナ デ調整 。 孔径 は 1 ．4 cm

で ある。

527 ／1
高土木

（4 ．3 ）

上下 に なだ らか に開 く。 内 外面 と もにナ デ調整 され るが 、
磨耗 す る。

528 ！／ ／／
（5 ．0 ）

1／ 内外面 と もに ナデ調 整。 一部 、黒斑 が

み られ る。

529 ／1 ／／
（6 ．4 ）

杯 部へ 、な だ らか に開 く。 杯 部 内面にへ ラ磨 きがみ られ 、外

面 は全 面ナデ 調整 。

530 ！／ 鉢

16 ．3 や や 内湾気味 に直立 す るロ緑部 。 内外面 ともにナデ調 整。 内面下 部

（4 ．5 ） 口唇部 は丸味 をお びた面 をなす 。 が 一部剥 落す る。

53 1 ！／ ／／

20 ．0

（ 4 ．4 ）

内湾 し終 る口綾部 。 口唇 部は 丸 く

お さめる。

内外面 に横方 向のへ ラ磨 きを施す。

53 2 ／／ ／／

19 ．0 やや 開 き直 立す る 口緑部 。 口唇 部 内面 はナデ調 整。 外面 は磨耗 のた

（3 ．0） は丸 くお さめ る。 め不 明。

533 ／／ ／／

23 ．8 やや 内湾 し、開 くロ緑 部。 口唇部 外面 は斜め のハ 空 目が 交錯 し、 内 口緑下 内面 に

（9 ．5 ） は丸 くお さめ る。 面 は丁寧 なナデ 調整 。口緑部 は ヨ

コナデ。

黒斑 あ り。

534 1／ ／／

20 ．1

（ 4 ．2 ）

わずか に内湾 気味 に直立す る口綾

部 。 口唇 部 は丸味 をおび た面 をな
す 。

内外面 ともにナデ調 整。

535 ／／ ／／

25 ．2

（ 3 ．3）

内湾気 味に 直立す る 口緑部 。 口唇
部は丸 くお さめ る。

／／

53 6 ／／ ／／

3 1．1 わずか に外 反す る口綾部 。 口唇 部 外面 は タテパ ケ を施 した後に横 方 焼成良 好。

（5 ．9 ） は面 をなす 。 向のへ フ磨 き。 内面 も横 方向 のへ

ラ磨 きがみ られ る。

537 ／／ ／／

30 ．0 内湾 気味 に大 き く開 く休 部 よ り口 内外面 ともに横方 向のへ ラ磨 きが
口

（8 ．5） 縁部 は緩や かに　 反 し屏 く。 口唇 され る。　 段部 は器壁 がやや 厚
部 は丸 味 をおび た面 をな し、 ロ緑

下に 有段部 をもつ 。

く、接 合 に より形 成 されて いる。

53 8 ／！ ／／

33 ．2 丸 く張 りを もつ休 部か ら、 強 く外 口綾部 は ヨ コナ デ。休部 は 内外面 断面 、有段部

（14 ．4 ） 反す る 口綾 部。 口唇部 は面をなし、 ともに横方 向のへ ラ　 きが施 され に接合痕 あり。
休部 中位 に有段部 をもつ。 る。 有段部 は接合 に よ り形成 され

る。

539 ／／ ／／

19 ．0 な だ らか に開 く休 部 よ り、 強 く内 外面 は右下 が りのへ ラ磨 きが施 さ 休 部 外面に 大

（10 ．3 ） 湾 し終 るロ綾部 。 口唇 部は　 くお れ 、内面 は ロ緑部 に ハ方 向 のへ フ きな黒斑 が み
さめ る。 磨 き、以下 はナ デ調整 。 られ る。

540 ／1 ／／

17 ．8 平 底の底 部 よ り直線 に開 き、 口線 ロ緑 お よび底部 に ヨコナデ 。休部 底部 に黒斑 が

ヽ
9 ．9

7 ．8

部 はわ 、か に　 反　 る。 口唇部 は はへ ラ　 きが　 され るが 、　 耗 み られ る。
丸 くお さめ る。 る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法

l 備 考

54 1 第 Ⅶ 層 鉢

17 ．8 円板 状の平 底か ら、 わずか に内湾 口緑 下外面 にへ ラ磨 き。以下 、体 全体 に磨耗 す

11．7

7 ．1

気味 に開 き終 る。 口唇 部は丸 くお 部 はタテパ ケ を施 した後に ナデ調 る。休 部 内外
さめ る。 整。 内面 はナデ調 整。 面 に黒斑あ り。

542 ／／ ！／

30 ．2 緩や かに開 く休部 よ り大 き く外反 内外 面 ともに全面 に横 方向 のへ ラ 休 部 外面 、下

（17 ．7） す る口綾部 。 口唇 部 は丸 くお さめ 磨 きが施 され る。 内面下 部 は磨 耗 方に黒斑あ り。
る。休 部やや 上位 に鈍 い稜をもつ。 す る。

543 ／／ ／／

－ 緩やか に内 湾す る胴部 。中央部 に 胴 部外 面全面 にパ ケ 目が み られ る

（15 ．0 ）

30 ．0

最 大径 を もち、有段 部が みられる。 が 、磨耗 す る。内 外面 と もに指 頭

庄痕 を残す。

544 ／J ／／

－
緩や か に開 き、突帯 気味 の有段部 内 面に指 頭庄痕 を残 す　 有段部 は

（20 ．2 ） か ら、や や外 反 し直 立す る胴部。 ○接合 部 を強 くナデ形 成す る。

54 5 ！1 ／／
（8 ．0 ）

有段 部か ら外 反気味 に直立 す る胴

部 。
内 外面 ともにナ デ調整 。

54 6 ／／ ／／

－ やや 内湾 気味 に立 ち上 が る と思 わ 突帯 は貼付 に よ り強 くヨコナデ を 外面 に黒斑 あ

（3 ．3 ） れ る休部 。 2 条の突帯 に刻 目を施
す 。

施 され る。 リ。

54 7 ／1 11

－
有段 部 を もち、直立す る休部 。段 外面 に タテパ ケが　 わずか にみ ら 外面 に里斑 が

（4 ．1 ） 部 の上 に 2 条 のへ ラ描 沈線 を施す。 ヽれ る。 み られ 、磨 耗

す る。

54 8 ／1 ／！

－
内湾 気味 に立 ち上 が る休 部。 1 条 外面 には指頭 圧痕 を残 し　 内外面

（ 9 ．7 ） のへ ラ描沈 線 を施 し、下 にパ ケ状

工具 に よる斜め の刻 目を施す 。

ヽともにナデ調 整。

549 ／／ 蓋

20 ．6

（ 2 ．5）

‘外反 し開 く。裾端部 は面 をなす 。 裾 端部 は ヨコナデ 。

550 ！／ ／1

19 ．8

（ 2 ．5 ）

外反 し開 く。裾端部 は丸 くお さめ

る。
／1

551 ／／ ／！

2 3 ．6 直 線的 に開 く。裾端部 は丸 くお き 内 外面 と もに磨 耗す る。 内面に は

（3 ．0 ） め る。 指頭 庄痕 を残す 。

552 ／／ ！1

2 7 ．9 大 き く外 反 し、開 く。裾 端部 は丸 内 外面 と もに タテパ ケ を施 した後

（4 ．3 ） くお さめ る。 にナ デ調 整。

5 53 ／／ ／／

11 ．8 直線 的に小 さ く開 く。裾 端部 は わ 外面 は磨耗 の ため不 明。内 面はナ

（3 ．9 ） ずか に外 反 し、面 をなす。 デ調 整。

55 4 1／
小型
土器

5 ．4 平底 か ら直立 し、やや 開 く。 口唇 内外 面 ともに粗 いパケ 目をわずか

4 ．2

3 ．4

部 は丸 くお さめ 、底面 に直径 4 mm

の刺 突に よ る穴 がみ られ る。

に残 し、ナ デ調整 。

55 5 ！／ 紡錘車

直径　 3 ．7

厚 さ　 0 ．7・

重量（g）9 ．8

壷の破 片 を転用 し、 中央部 に穿孔
す る。

孔径 は 4 mm 。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量＿　器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

556 第 Ⅶ 層 紡錘車

直径 3 ．8 ×3 ．3

厚 さ　 0 ．5

重量（g）7 ．5

土器 片 を転 用 し、楕 円形 を呈す 。
中央部 に穿 孔あ り。

孔 径は3 ．5mm 。

557 ／／ ／／

／／　　 3 ．2

／／　　 0 ．6

／／　　 7 ．5

喪の破 片 を転 用 し、穿孔 あ り。 孔径は 3 ．0mm 。

558 ／／ ／／

／／　　 5 ．3

／／　　 1．3

！／　 38 ．5

円形 を呈 し、焼 成前 に穿 孔 して い

る。

孔径 は 7 ．0 mm。

．55 9 ／／ ／／

／／　　 5 ．5

／／　　 1．0

／／　 20 ：2

壷 の破 片 を転用 し、不 整形 。有段

部が み られ る。中央部 に穿孔あ り。

孔径 は3 ．0 mm。

56 0 ／／ ／／

／／　　 3 ．8

11　　 0 ．6

／／　　 9 ．4

土器 片 を転 用 し、楕 円形 を呈す。

中央 部 に穿孔 あ り。

孔径 は5 ．0 mm 。

第15表　包含層出土石器観察表

挿 図番号 層　　 位 器　 種

貴大 長

計 測値　 貴大 幅
（cm 、g ）最大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

561 第 Ⅶ 層 石 斧

4 ．3

1 ．3

0 ．6

4 ．8

緑　 色　 岩

緑色岩 の小 片 を素 材 とし、側辺 部 を粗 く調整。

端 部 を両面か ら研磨 し、小 さな両刃 の刃部 を
形成 。刃部 には擦痕 が み られ る。

56 2 ／／ ／1

5 ．0

2 ．2

1．3

20 ．0

泥　　　 岩

小型 の柱状 片刃石 斧。 刃部 の表面 には横 と縦
方 向の擦痕 がみ られ 、右側辺 お よび基部 も、

よ く磨 か れて いる。

56 3 ／／ ／／

12．1

6．6

4 ．4

55 3．0

緑　 色　 岩

大形 蛤刃石 斧 の未成 品で ある。全 面 を成形の

た めに粗 く敲打 す る。大 き く欠損 して い る。

564 11 叩石

10 ．5

9 ．5

4 ．7

647 ．0

砂　　　 岩

自然の円礫 を使 用す る。縁 辺部 に小 さ く打痕

を残す。

56 5 ／／ ／1

9 ．4

7 ．2

3 ．0

29 0 ．0

11

長楕 円形 の 自然礫 を使用す る。端 部 に敲 打痕

が集 中 して いる。大 き く欠損す る。

56 6 ／／ ／／

8 ．9

8 ．0

3 ．5

37 2 ．0

チ ャ ー ト

やや 偏平 な 自然の 円礫 を使 用す る。右側 辺部

に は表裏 面に粗．い剥 離が み られ る。

56 7 ／／ 砥 石

11 ．0

6 ．6

2 ．9

26 0 ．0

砂　　　 岩

周辺 部が 欠損す る。砥 面 は表面 1 面 であ l上
小 さ く凹 む。

568 ／／ 石 包丁

4 ．2

6 ．1

0 ．7

21 ．6

頁　　　 岩

直 刃 をもち 、紐 穴が 1 個 み られ る。大 き く欠

損 す る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

最大長
計 測値　 最 大 幅
（cm 、g ）貴大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　 考

5 69 第 Ⅶ 層 削器

6 ．5

4 ．2

1 ．6

56 ．5

チ ャ ー ト

表 裏面 ともに小 剥離 に よ り調整 され 、打製石

斧 状 をなす。

57 0 ／／ 1／

6 ．6

4 ．1

0 ．7

23 ．8

サ ヌカ イ ト

横長 の不 定形 の剥 片を素材 とし、縁辺 部 に小
剥 離 を施 し、刃部 を形成す る。

57 1 ／／ 石 会族

3 ．8

0 ．7

0 ．3

1 ．0

頁　　　 岩

柳葉 形 を呈 し、中央部 、基 部側辺 に擦痕 が み

られ る。
完 形

572 ／／ ／／

3 ．8

0 ．7

0 ．5

1 ．5

／／

有茎 石鉄 であ l上　 先端 部 は欠損す る。 断面 は
三角 形に近 い菱 形 をな し、茎部か ら先端 部 に

か けて 、稜 をもつ。表 裏面 ともに、 よ く擦痕
がみ られ る。

573 ／／ ／／

3 ．2

1 ．4

0 ．4

1 ．4

サ ヌカイ ト

平基 式の基 部 を もち、やや 大型 の石鉄 。基端
部 は、わ ずかに 張 り出す。

完 形

574 ／／ ／！

2 ．0

1 ．7

0 ．3

0 ．8

！／

やや 凹む平 基式 の基部 をもち、先端 部 お よび

基端 部 を欠損す る。

57 5 ／／ ／／

1 ．4

1 ．5

3 ．0

0 ．4

／／

凹基 式の基 部 を もち、やや不 整形 をなす 石鉄

で ある。 全体の調 整 は、やや 粗 い。

l

第16表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径 一
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

576 S T l 士互E

18 ．3 短 く外反す る 口綾 部。 口唇部 は丸 内外面 ともに、横 方向 のへ ラ磨 き

（ 2 ．3 ） くお さめ る。 がみ られ る。

577 ／／ ／／
（ 3 ．8 ）

有段部 を もつ 上胴部 。段部 下 に 4
条のへ ラ描沈 線 を施 す。

外面はへ ラ磨 き。 内面 はナチ調整。

578 ／／ ／／
（ 3 ．4 ）

上 胴部 であ り、 2 条のへ ラ描沈 線

を施 し、上部 に重 弧文 と思 わ れる
3 本の 沈線が み られる。

内外面 ともに磨 耗す る。

579 ／／ ／／

－
有段部 を もつ 上胴部 。段部 の下 に 内外面 とも、へ ラ磨 きされ るが 、

（ 2 ．4 ） 2 条のへ ラ描 沈線 を施す 。 磨 耗す る。

580 ／／ ／／
（ 5 ．9 ）

有段部 をもつ 上胴部 で ある。 内外面 ともに磨 耗 し、器 面が剥 落

して いる。

581 ／／ ／／

－
平 底か ら、や や外 反気味 に開 き、 外面に横 方 向のへ ラ磨 きがみ られ

（ 5 ．5 ）

9 ．8

立 ち上 が る。 るが 、磨 耗す る。 内面 はナチ調整。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

5 82 S T l 婆

－ わずか に外反 し、直 立す る口綾部。 口緑下外 面に タテパ ケ。 内面に は

（2 ．5 ） 口唇 部 はナデ に よ り拡張 し、水平

な面 をな し、端 部 に刻 目を’施す 。

ヨコパ ケが施 され る。

583 ／／ ／1
（2 ．1 ）

やや 外反 す る口綾部 。 口唇 部は 丸

くお さめ 、外端 に刻 目を施 す。

口綾部 は ヨコナデ。

584 ！／ ／／

27 ．0 直 線的 に外反 す る口緑部 直下 と、 口綾部 は ヨヨ ナデ 。以下 、内外 面

（4 ．4 ） や や下部 に 2 条の 突帯 を貼付 し、
刻 目を施 す。

と もに ナデ調 整。

585 ／／ ／／

25 ．2

（ 4 ．4 ）

直 立す る 口緑 部のや や下 に断面 台
形 の突帯 を貼 付 し、端部 と同位 置

に刻 目を施す 。
／／

586 ／／ ／／

21 ．2 内湾気 味に直 立す る口緑部 下 に突 口緑部 は ヨコナデ。 外面 は窒帯下

（5 ．2 ） 帯 を貼付 し、刻 目を施す 。 口唇部

は丸 くお さめ る。

部 に タテパ ケ。内面 はナデ 調整 。

587 ／／ ／／

21 ．4 内湾気 味に直 立す る口緑部 直下 に 口綾部 は ヨコナデ。 外面 は突帯下

（7 ．3 ） 突帯 を貼付 し、刻 目を施す 。 部 にへ ラ庄 痕 が残 されて お り、以
下 に タテパケ 。内面 は磨耗 の ため

不 明。

588 ／／ ／／

18 ．8 如 意形 に外反 す るロ綾部。 口唇部 口緑部 は ヨコナデ。 以下 、外面 は

（7 ．8 ） はナデ に よ り凹む面 を なし、 内面

はわずか に 内湾 し、外端 に刻 目を
施 す。

細 い タテパ ケ。内面 はナデ 調整 。

589 ／／ ／／

28 ．0 大 き く外反す る 口緑 部。 口唇部 は 口綾部 は ヨヨ ナデ 。以下 、内外 面 胴部 か らロ緑

（7 ．5 ） 丸 くお さめ 、刻 目を施す 。 と もに ナデ調 整。 部 にかけ て薄

くな る。

590 ／／ ／／

19 ．5 直立す る口綾部 であ り、 口唇部 は 口唇部 お よび ロ緑部 下外 面は ヨ コ

（1 ．8） わず かに 外傾 す る面 をな し、外端

に小 さな刻 目を施 す。

ナデ。 ロ緑部 内面 は ヨコパケ 。

59 1 ／／ ／／

－ 弱 い段 部 を もつ休 部。 有段部 には 外面全 面 にタテパ ケが施 され るが 外面に 黒斑 あ

（6 ．9 ） 刻 日 を施す 。 磨 耗す る。 内面 は磨 耗 のため不 明。 り。

592 ／／ ／／

－
弱 い段 部 を もつ休 部。 有段部 には 外面 は斜め のパ ケ調整 の後 にナデ

（4 ．1）
やや乱 れ た刻 目を施す 。 調整 。内面 もナ デ調整 。

593 ／／ ／／
（2 ．5）

8 ．2

円板状 の平 底で ある。 外面 に タテパ ケが施 される。

594 ／／ 11

－
平底か ら小 さ くしゃ くれ、内 湾 し 外面 は磨 耗 のため不 明。 内面 はナ

（4 ．0 ）

9 ．2

立 ち上 が る。 デ調整 。

595 ／／ ／／

－
平底か ら丸 味 をお び、直 線的 に立 外面全面 に タテパ ケが施 され るが 底部 付近 に煤

（15 ．9 ）

9 ．3

ち上が り、 開 く。 磨 耗す る。 内面は ナデ調整 。 が付 着す る。

59 6 ／！ ／J
（11 ．0 ）

9 ．8

平底か ら丸 味 をお び、 なだ らか に

立 ち上 が り、開 く。 ／／

胴 部外面 に黒
斑 あ り。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

5 9 7 S T l 婆

－
平 底 か ら 強 く し ゃ くれ 、 立 ち上 が 外 面 は タ テ パ ケ が 施 さ れ る が 、磨

（ 5 ．6 ）

5 ．6

る 。 耗 す る 。 内 面 は 器 面 が 剥 落 す る 。

5 9 8 ／1 紡 錘 車

直 径　 3 ．1

厚 さ　 0 ．6

重 量 （g ） 5 ．7

土 器 片 を 転 用 し 、 中 央 部 に 穿 孔 す

る 。

孔 径 は 2 m m 。

5 9 9 ／1 11

／／　　　 2 ．9

／／　　　 0 ．6

／1　　　 4 ．1

壷 の 破 片 を 転 用 す る 。 有 段 部 とパ

ケ 目が み られ 、 中 央 部 を穿 孔 す る。

孔 径 は 3 m m 。

6 0 0 ／／ 1／

1／　　　 2 ．9

／／　　　 0 ．7

／／　　　 5 ．3

土 器 片 を転 用 し 、 中 央 部 に 穿 孔 す

る。

孔 径 は 4 m m 。

6 0 1 ／1 ／1

／／　　　 3 ．1

／／　　　 0．8

／／　　　 7 ．5

／／

孔 径 は 5 m m 。

6 0 2 ／／ ／／

／1　　　 4 ．5

／／　　　 0 ．8

／／　　 1 1 ．9

土 器 片 を 転 用 し、 中 央 部 に 穿 孔 す

る 。

表 面 に タ テ パ ケ が み ら れ 、 一 部 欠

損 す る。

孔 径 は 4 m m 。

6 0 3 ／／ ／／

1／　　　 4 ．9

11　　　 0 ．8

／／　　 1 5 ．5

土 器 片 を 転 用 し、 中 央 部 に 穿 孔 す

る 。

周 辺 部 は 丸 く よ く調 整 さ れ る 。 孔 径 は 8 m m 。

6 0 4 ／／ ／／

／／　　　 4 ．0

1／　　　 0 ．9

／／　　 10 ．7

／／

孔 径 は 6 m m 。

6 0 5 ／／ ／／

／／　　　 4 ．0

／7　　　　 0 ．8

／／　　 12 ．9

土 器 片 を 転 用 し、 中 央 部 に 穿 孔 す

る 。

一 部 欠 損 す る 。

孔 径 は 4 m m 。

6 0 6 ／！ ／／

／／　　　 4 ．3

／／　　　 0 ．7

／7　　　　 9 ．0

土 器 片 を転 用 し 、 中 央 部 に 穿 孔 す

る 。

半 分 欠 損 す る。

6 0 7 ／／ ／／

／／　　　 3 ．8

／／　　　 0 ．9

／／　　　 5 ．8

土 器 片 を転 用 し 、 中 央 部 に 穿 孔 す

る 。

半 分 欠 損 し 、 表 面 に パ ケ 目 が み ら

れ る 。

6 0 8 ／／ 1／

／／　　　 2 ．8

1／　　　 0 ．7

／／　　　 3 ．2

土 器 片 を転 用 し 、 中 央 部 に 穿 孔 す

る。

半 分 欠 損 す る。

6 0 9 ／／ ／J

／1　 ． 4 ．2

／／　　　 0 ．8

／1　　　 6 ．5

／／

6 1 0 1／ ／／

／／　　　 3 ．2

／／　　　 0 ．8

1／　　　 5 ．7

土 器 片 を転 用 し 、 中 央 部 に 穿 孔 す

る。

半 分 欠 損 し、 表 面 に 一 部 パ ケ 目が

み ら れ る 。

6 1 1 ／／ ／／

／／　　　 2 ．4

／／　　　 0 ．9

／／　　　 2 ．4

／J
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

6 1 2 S T l 紡 錘 車

直 径　 4 ．4

厚 さ　 0 ．8

重 量 （g） 7 ．7

土 器 片 を転 用 し 、 中 央 部 に 穿 孔 す

る。

半 分 欠 損 し 、 表 面 に パ ケ 目が み ら

れ る 。

6 13 ／／ ／／

／／　　 3 ．5

／／　　 1．0

／／　　 5 ．1

土 器 片 を転 用 し、 中 央 部 に 穿 孔 す

る 。

半 分 欠 損 す る 。

6 14 ／／ ／／

／／　　 2 ．9

1／　　 0 ．9

／／　　 3 ．9

／／

6 1 5 ／／ ／／

／／　　 4 ．8

／／　　 0 ．7

／／　　 7 ．2

／／

6 16 ！／ ／／

！／　　 3 ．7

／／　　 0 ．8

／／　　 5 ．2

／／

6 1 7 ／／ ／／

／／　　 2 ．2

／／　　 0 ．5

／／　　 2 ．0

／／

6 18 ／／ ／／

／／　　 3 ．1

／／　　 0 ．7

／／　　 4 ．1

土 器 片 を転 用 し 、 中 央 部 に 穿 孔 す

る。

約 半 分 欠 損 し 、 表 面 に パ ケ 目が み

られ る 。

6 1 9 ／／ ／／

／／　　 2 ．8

／／　　 0 ．8

／／　　 3 ．9

土 器 片 を転 用 し　 中 央 部 に 穿 孔 す

る 。

約 半 分 に 欠 損 す る 。

6 2 0 ／／ ／／

／／　　 3 ．3

／／　　 0 ．8

／／　　 4 ．1

／／

6 2 1 ！／ 1／

／／　　 2 ．3

／／　　 0 ．6

／／　　 2 ．9

／／

6 2 2 ／／ ／／

／／　　 3 ．0

／／　　 0 ．8

／／　　 3 ．2

／1

6 2 3 ／／ ！／

／1　　 3 ．7

／／　　 0 ．7

！／　　 4 ．8

土 器 片 を転 用 し 、 中 央 部 に 穿 孔 す

る 。

表 面 に 刻 目 を もつ 有 段 部 とパ ケ 目

が み ら れ る。

6 2 4 ／／ ！／

／／　　 3 ．2

／／　　 0 ．6

／／　　 4 ．9

土 器 片 を 転 用 し 、 表 面 に は パ ケ 目

と小 さ な 穿 孔 が 、 裏 面 に は 大 き な

穿 孔 が 見 られ る 。

6 2 5 ／／ ／／

／／　　 3 ．7

／／　　 0 ．9

1／　　 6 ．7

土 器 片 を 転 用 す る 。

表 面 に は 小 さ く、 裏 面 に は 大 き な

穿 孔 が み られ る 。

6 2 6 ／1 ／／

／／　　 2 ．6

／／　　 0 ．7

／1　　 4 ．1

土 器 片 を 転 用 す る 。

表 裏 面 に 穿 孔 が み ら れ るが 、 位 置

が ず れ る 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　 r　考

6 2 7 S T l 紡 錘 車

直 径　 2 ．6

厚 さ　 0 ．8

重 量 （g ）3 ．1

土 器 片 を転 用 す る 。

‘表 裏 面 に穿 孔 が み ら れ る が 、 貫 通 ．

し な い 。

6 2 8 ／／ ／／

／／　　 2 ．9

／／　　 0 ．7

1／　　 3 ．8

／／

6 2 9 ／／ ／／

／／　　 3 ．1

／／　　 0 ．6

／／　　 5 ．2

土 器 片 を 転 用 す る 。

表 面 に 穿 孔 と粗 い パ ケ 目が み ら れ

る 。

6 3 0 ／／ 1／

／／　　 2 ．6

／／　　 0 ．8

／／　　 3 ．6

土 器 片 を 転 用 す る 。

表 面 に 小 さ な 穿 孔 が み ら れ る 。

6 3 1 ／／ ／／

／／　　 4 ．3

／／　　 0 ．8

1／　　 9 ．6

土 器 片 を転 用 す る 。

表 面 に は パ ケ 目 、裏 面 に 穿 孔 が み

られ る 。

6 3 2 ／1 ／／

／／　　 3 ．4

／／　　 0 ．7

／／　　 6 ．0

土 器 片 を 転 用 す る 。

表 面 に 穿 孔 が み ら れ る 。

6 3 3 ／／ ／／

／／　　 3 ．8

／／　　 1 ．0

／／　 1 0 ．5

土 器 片 を転 用 す る 。

表 裏 面 に 穿 孔 が み られ る が 、 位 置

が ず れ る。

6 3 4 ／J ／／

／／　　 5 ．3

！／　　 1 ．0

／／　　 9 ．1

土 器 片 を転 用 す る 。

表 裏 面 に 穿 孔 が み られ る 。

6 3 5 ／／ ！／

／／　　 5 ．1

／！　　 0 ．9

／／　　 8 ．9

土 器 片 を転 用 す る 。

表 面 に穿 孔 が み ら れ る。

6 3 6 11 ／！

／／　　 3 ．2

／／　　 0 ．7

11　　 6 ．6

／／

6 3 7 S K l 聾

2 1 ．6

（ 3 ．6 ）

大 き く外 反 す る ロ緑 部 の や や 下 に

突 帯 を 貼 付 し 、 丸 味 をお び た 口 唇

部 と突 帯 に 刻 目 を施 す 。

口 綾 部 ヨ コナ デ 。

6 3 8 ／1 ／／

2 3 ．4

（ 3 ．3 1

直 立 す る ロ綾 部 の や や 下 に 突 帯 を

貼 付 し 、 丸 くお さめ た 口唇 部 上 面

に刻 目 を 施 す 。

内 外 面 と も に磨 耗 の た め 不 明 。

6 3 9 ／／ ／／

2 2 ．2

（ 2 ．7 ）

強 く外 反 す る 口 綾 部 。 口唇 部 は 丸

くお さ め 、 刻 目 を施 す 。
／1

6 4 0 ／1 ／／

1 9 F．4

（ 2 ．4 ）

直 立 す る 口綾 部 。 口 縁 下 に 突 帯 を

貼 付 す る 。 口 唇 部 は 丸 くお さめ る 。
！／

6 4 1 ／／ ／／

2 1 ．0 直 立 し 、 緩 や か に 外 反 す る 口綾 部 。 口綾 部 は ヨ コ ナ デ 。 以 下 、 内 外 面

（ 7 ．5 ） 口唇 部 は 丸 くお さめ 刻 目 を 施 す 。

口緑 下 5 c m に 有 段 部 を もつ 。

と もに 磨 耗 の た め 不 明 。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

642 S K l 袈

20 ．8 直立す る胴部 より緩 やか に外反 す 口緑部 は ヨコナデ。 胴部 外車は タ

（9 ．7 ） る口綾部 。 口唇部 はナデ に よ り拡
張、外傾 す る面 をな し刻 目を施す。

テパケ を施す 。内面 はナ デ調整 。

643 ／／ ／／
（3 ．5 ）

8 ．5

平 底か ら、 なだ らかに立 ち上 がる。 内外面 ともにナデ調 整。 底 面に ワラ状

の圧 痕 あ り。

644 ／／ ／／
（10 ．4 ）

8 ．9

円板状 の平底 か ら直線的 に立 ち上

が る。

内外面 ともに磨 耗 のため不 明 。
／／

645 ／／ ／／
（4 ．6 ）

7 ．1

中央部 がやや 凹 む平底か ら、 しゃ
くれ を もち、立 ち上が る。

外面 に タテパ ケ。 内面 はナデ調整。

646 ／／ ／／
（4 ．3 ）

7 ．3

平底か ら丸 味 をおび、立 ち上 が る。 内外面 ともにナデ 調整が 施 され る

が、磨 耗す る。

外面 に黒斑 あ

り。

647 S K 2 ／／

27 ．2 わずか に外 反 し、直立す るロ緑部。 外面 は 口緑下 に斜 めのパ ケ 目がみ

（4 ．0 ） 口唇部 は外傾 す る面 をな し、外端

部に小 さな刻 目を施 す 。

られ 、内面 は ヨコパケが 施される。

648 11 ／1

24 ．0 内湾気 味の 胴部 よ り、 ナデ によ り 口緑下 外面 に指頭 圧痕 を残す 。内

（3 ．1） わずか に外 反 し、口唇部 を拡 張、
水平 にの びる。端 部に刻 目を施す。

面はナ デ調 整。

649 ／／ ／／

23 ．0 中央部 がや や凹 む平底 か ら緩 やか 口綾部 は ヨ コナ デ。胴部 外面 は仝 外面下 胴部 に

22 ．6 に 刑 ＼。 口緑苦 は弓　　　　 、 わ にや や粗 い タ丁パ ケ　　　 、 黒斑　 り。亥l
ーか に　 こ、 d 、る　 口辰立 は は口緑　 に ヨコパ ケがみ られ はパ ケ、、工

8 ．3

／ヽ　　0　　　　ロ　ロ
お さめ 、刻 目を施 す 。

ヽ
以下 はナ デ調整 。 具 に よ る。

65 0 ／／ ／／

－
直 立す る口綾部 。 口唇 部 はナデ に 口緑 下外 面に粗 い タテパ ケが施 さ 外面 に黒斑 あ

（5 ．3 ）
よ り拡張 、やや 外傾 す る面 をなし、

突 帯状 の端 部 に刻 目を施す 。
れ る。 r）。

6 51 ／J ／／

19 ．6

（ 1 ．8 ）

外 反す る ロ綾部 。 口唇部 はナデ に

よ り拡 張、突 帯状 の端 部 にやや上
方 よ り刻 目を施 す。 上端部 は稜 を

なす。

口緑 部 は ヨコナデ。

652 ！／ ／／

20 ．5

（ 1 ．1 ）

強 く屈 曲 し外 反す るロ緑部 。 口唇

部 は丸 くお さめ、刻 目を施 す。
／／

653 1／ ／／
（4 ．2 ）

9 ．0

平 底か ら直線 的に 開 く。 内外面 ともに磨 耗 のため不 明。

654 ／！ ／／

－
平 底か ら丸 味 をお び、小 さ くしゃ 外 面は タテパ ケが一 部み られ 、内

（4 ．3 ）

7 ．0

くれ 、立 ち上 が る。 面 は指頭 圧痕 を残す 。

655 ／／ 1／
（2 ．0 ）

6 ．4

中央部 がやや 凹む平 底か ら、丸 味
をおび て立 ち上が る。

内外面 ともに磨 耗の ため不 明。

656 ／／ ／／
（3 ．8 ）

6 ．4

底 面全 面が 、やや 凹む平 底か ら、

小 さ くしゃ くれ 、立 ち上 が る。
1／
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

65 7 S K 3 袈
（3 ．0 ）

8 ．8

平底 か ら丸 味 をおび 、立 ち上がる。 内外面 ともに磨耗 の ため不明 。

658 S K 5 ／／

23 ．5 直立す る胴部 よ り、やや 外反 す る 口綾部 は ヨコナデ 。外面 上胴部 に

（7 ．0 ） 口綾部 。 口唇 部 はナデ に よ り拡張、 わずか に タテパ ケがみ られ る。内
や や 凹む面 をな し、突帯 状の端 部

に刻 目を施す 。

面 は磨耗 に よ り不 明。

6由 ／／ 士雲E

－
平 底か ら、や や丸 味 をお び、大 き 内外面 ともに右 下 りのへ ラ磨 きが 外 面に 黒斑 あ

（11 ．0 ）

10 ．0

く開 き立 ち上 が る。 施 され る。 リ。

660 S K 4 ／／

15 ．0 よ く張 った胴部 か ら上 胴部 に有段 内 外面 と もに横 方向 のへ ラ磨 きが 胴部の沈線間に

（17 ．8 ） を もち、なめ らか に外反す る。 口
頸 間に 2 条、段 部の上 下 に 1 条 と

2 条、上 胴部 に 2 条 の沈線 を施す 。

施 され るが、 外面は単 位不 明。 は、2本の重弧文
と3 本の綾杉文、
下に 6 本の山形

文がみられ る。

661 ／／ ／／

2 2 ．3 最 大径 を中心 に もつ 、 よ く張 った 内 外面 と もにへ ラ磨 き。 口綾部 は 大型 壷。壷 棺

34 ．4

34 ．4

12 ．1

胴部 に有段 部 を もち、 口緑部 は強 横方 向 、頸部 外面は左 上が り、 内
ヽヽ′　　＿」

と して使 用 さ

る。 口頸 日に貝 、突 は　　 か りで　 r 、 司書 は早 止 る。亥I は
もち、 口唇部 とともに刻 目を施す。 不 明。 パ ケ状工具 に

よる。

662 ／1 ／／

－
よ く張 りを もつ 胴部 であ り、弱 い 外面 は横方 向のへ ラ磨 きが み られ 外面 に黒斑 あ

（12 ．0 ）

4 5 ．1

段部 が み られ る。 るが 、磨耗 して い る。内面 もへ ラ
磨 きされ るが 、磨 耗す る。

り。

663 ／／ ／／
（2 ．8 ）

7 ．9

円板 状 の平底か ら大 きく開 き立 ち
上 が る。

内外 面 ともに磨耗 の ため不 明。

6 64 ／／ 婆
（3 ．4 ）

8 ．3

平底 か ら丸味 を もち、立 ち上がる。 外面 は タテパケが 施 され る。

66 5 ／／ 士ヨ互

（4 ．1）

7 ．5

中央部 が 凹む平底 か ら丸味をおび、

しゃ くれ 、立 ち上 が る。
内外面 ともにナデ 調整 。

666 ／／ ／／
（3 ．8 ）

12 ．5

平底 か ら丸 味 をもち、緩 やか に立

ち上 が る。
／／

667 ／／ 紡錘車

直径 （4 ．0 ）

厚 さ　 0 ．9

重 量（g）28 ．2

土器 片 を転 用す る。表面 に穿孔 が

み られる未 成品。

668 S K 6 士ヨ互

－
最 大径 を中心 に もつ 、 よ く張 った 外 面に横 方向 のへ ラ磨 きが施 され

（11 ．4 ）

23 ．1

胴 部。上 胴部 に有段 部 を もつ。 る。内面 はナ デ調整 。

669 ／／ ／！
（4 ．0 ）

8 ．5

平 底か ら、 なだ らか に立 ち上が る。 外面 に 、わずか に タテパ ケ を残 し
磨耗 す る。

670 ／／ ／／
（4 ．8 ）

7 ．4

中央部が 、 わずか に凹む平 底か ら
直 線的 に開 く。

内面 に指頭 庄痕 を残す 。

671 ／！ 婆
（3 ．2 ）

直立 す る 口緑部 。 口唇 部 をナデ に

よ り拡張 し、 突帯状 をなす 。 ロ縁
下 に も突 帯 を貼付 し、 口唇 部 と と
もに刻 目を施す 。

内面 は器 面が剥 落す る。
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挿図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

67 2 S K 6 喪

－
直立す る口綾部。 口唇部 は丸 くお ロ緑部 は ヨコナデ 。外面 は タテハ

（4 ．0）
さめ 、下部 に突帯 を貼付 し、刻 目

を施す 。

ケが一 部み られ る。

67 3 ／／ ／！

－
直立 し、 わずか に外反 す る。口唇 口緑下 外面 は ヨコナデ 。以下 に タ

（4 ．4 ） 部 は面 をな し、外端 に刻 目を施す。 テパ ケが一 部み られ る。

67 4 1／ ／1

18 ．1 直立 す るロ緑部 。 口唇 部は 丸 くお ロ綾 部は ヨ コナ デ。以 下に細 い タ

（4 ．5 ） さめ、下 部に突 帯 を貼 付 し、刻 目

を施 す。

テパ ケが み られ る。

6 75 ！／ ／／

20 ．6 直立 す る口緑下 に突帯 を貼 付 し、 口緑 部 はヨ コナ デ。胴 部外 面全面

（9 ．6 ） 刻 目を施 す。 口唇部 は丸 くお さめ

る。

に タテパ ケ を施 す。

676 ／／ ／／

2 3 ．0 やや 開 き直立す るロ緑下 に突帯 を 口綾 部 は ヨコナ デ。以 下 、外面 に

（6 ．3 ） 貼 付 し、刻 目を施す 。 口唇 部は丸

くお さめる。

タテパ ケがみ られ る。

677 ／／ ／／

22 ．0 わずか に内湾す る胴 部 よ り直立す 口綾部 は ヨコナデ。 胴部 外面全面

（11 ．2 ） るロ綾部 。 口唇 部 は丸 くおさめ 、

下 部に 突帯 を貼付 し、刻 目 を施す。

に タテパ ケが施 され る。

678 ／／ ／／

24 ．1 直 立す る胴部か ら、わずか に外 反 口緑 部 は ヨコナデ。 口緑下 外面 に

（7 ．6 ） し開 く口綾部 。 口唇 部は ナデに よ 指頭 庄痕 を要　し、胴部 は タ丁パ ケ
り広張　 凹む　　 な　　 突帯、、の は 口緑部 に　　 が り

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ端 部に刻 目を施 す 。 O
の ヨコパ ケ を施 す。

679 ／／ ／／

18 ．0 内湾 し終 る口緑部 。 口唇 部に突 帯 口緑部 は ヨコナデ。 口緑下 内外面

（3 ．6 ） を貼 寸し拡 張、凹 む面 をな し、刻 に指頭圧 痕 を重　し、胴部　 面 はタ
目を施 す。 テパ ケを施す 。

680 ！／ ／／

20 ．6 直立す る口緑部 に突帯 を貼付 し、 口唇部 は ヨコナデ 。突帯 下に指 頭

（4 ．1） 口唇部 を拡 張。刻 目を施 す。 押 圧 によ る爪跡が み られ、以下 に

タテパ ケ を施 す。

68 1 ／／ ／／

2 1 ．4 内 湾 し終 る ロ緑部 。 口唇部 はナデ 口綾 部は ヨ コナ デ。胴部 外面 は タ

（8 ．6 ） に よ り拡 張、　 傾　 る面 をな し、 テパ ケ を　 した後 にナ デ調整 。内
突帯 状の端 部 に刻 目を施す 。 面 もナデ調 整。

68 2 ！／ ／／

18 ．0 大 き く外 反す る口綾部 。 口唇 部 は 口綾 部 ヨコナデ 。胴部 外面 は細 い

（4 ．0 ） 面 をな し、外端 に刻 目 を施す 。 タテパケが施 され る。

6 83 ／／ ／／

（1 ．8°）

5 ．8

平底 か ら丸味 をおび 、立 ち上が る。 内 外面 と もに磨 耗の ため不 明。

684 ／／ ／1

－
中央 部が 、やや 凹む 平底か ら、直 外面 は タテパ ケが施 され る。内面

（4 ．2 ）

8 ．2

立 気味 に立 ち上 が る。 はナ デ調整 。

685 ／／ ／／
（4 ．0 ）

8 ．2

平底 か ら小 さ くしゃ くれ 、立 ち上

が る。

内 外面 と もに磨耗 の ため不 明。

686 ／／ ／1
（4 ．8 ）

9 ．0

／／
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挿 図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

687 S K 6 無
（5 ．2 ）

7 ．6

平 底か ら外 反気味 に立 ち上 が る。 内外面 ともにナデ調 整。

688 ／／ 1／

－ 中央部が 、やや 凹む 平底か ら、外 外 面は全 面 にタテパ ケが施 され 外 面に黒 斑 あ

（6 ．0 ）

8 ．8

反 気味 に立 ち上 が る。 ヽ内 面は ナデ調 整。 ノ　　ヽり。

68 9 ／／ 鉢

20 ．0 口緑 部 は内湾 し終 る。 口唇部 は丸 外面 に横 方向 のへ ラ磨 きが な され

（4 ．0 ） くお さめ る。 る。

690 ／／ 紡錘 車

直径　 5 ．0

厚 さ　 1 ．0

重量（g）31 ．0

円形 で、 しっか りした作 りである。 孔径 は 5 mm 。

69 1 S K 9 ・＝ヒ・冨E

－ しっか りした平底 か ら大 き く開 き 外面 は縦方 向のへ ラ磨 きが施 され 大型壷の底部

（11 ．9）

12 ．5

立 ち上 が る。 ヽ内面 はナデ 調整 。 一・・・一　　　　〇底面 5 ヶ所 に
粗痕 がみ られ

る。

692 ／／ ／／
（2 ．8）

有段部 をもつ胴部 。段部 の下 に 2
条のへ ラ描 沈線が み られ る。

内外面 ともに磨耗 の ため不 明。

693 ／1 ／／
（2 ．6）

8 ．7

平底か ら大 き くしゃ くれ、立 ち上

が る。
／／

694 ／／ 婆

25 ．0 やや 外反気 味に直 立す る 口綾部 。 口緑部 は ヨコナデ 。突帯 下に指 頭

（5 ．8 ） 口唇部 に突帯 を貼 付け 、凹む 面 を 圧 痕が み られ、胴 部は タテパ ケが
な し、刻 目を施す 。 施 され る。 内面 は口綾部 に ヨコパ

ケ、以下 ナ デ調整 。

695 ／1 ／／

19 ．4 如意形 に外 反す る口綾部 。 口唇 部 口緑部 は ヨコナデ 。 口緑 下外 面は

（13 ．3 ） は丸 くお さめ 、刻 目 を施 す。 強い ヨ コナ デが なされ 、以下 全面

に タテパケ が施 され る。 内面 はナ
デ調整 。

696 ／／ 1／

－
強 く外 反す る 口緑部 。 口唇 部 は丸 口縁部 は ヨコナデ　 胴部 外面 は細

（3 ．9 ） 味 をお びた面 をなし、刻 目を施す。 0
いタテパ ケが施 される。

697 ／／ 1／

－ 中央部が 、やや 凹む平 底か ら、強 外 面は タテパ ケ を施 した後 にナ デ 底 面に黒斑 あ

（3 ．0 ）

5 ．4

くしゃ くれ立 ち上が る。 調 整。 う。 ノ

698 ／／ ／／

－
平底 か ら丸味 をおび 、小 さ くしゃ 外面 は タテパ ケを施 した後 にナデ

（2 ．8 ）

7 ．2

くれ、立 ち上が る。 調整 。内面 は器 面が剥 落す る。

699 S X l 士ヨ互

18 ．5 緩や か に外反す る 口綾 部。 口唇部 頸部 外面 にへ ラ磨 きが み られる。

（9 ．2 ） は 丸 くお さめ る。 内面 はナデ 調整 。

7 00 11 ／／

2 1 ．4 － 緩や かに小 さ く外反す る 口綾 部。 口縁部 は ヨ コナ デ。以 下、 内外面

（6 ．0 ） 口唇 部は 丸 くおさめ る。 ともに磨耗 の ため不明 。

70 1 ／／ ／1

14 ．1 有段 部 を もつ上 胴部か ら、 なだ ら 口綾部 は ヨ コナ デ。頸 部外面 は有 上胴 部の有段

（1 1．7） か に立 ち上 が り、強 く屈曲す る 口 段 部 の上下 に横方 向 、中央部 は縦 に黒斑 あ り。
綾部 。 口唇 部は面 をな し、 口頸間 方向 のへ ラ磨 きを施 し、内面 は横
に有段 部 を もつ 。 方向 のへ ラ磨 きが施 され る。

－69－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

702 S X l 士
冨互

20 ．4 口頸 間の有段 部 よ り直 立 し、緩や 口緑部 は ヨコナ デ。以下 、へ ラ磨

（4 ．2 ） かに 外反す る。 口唇部 は丸 くお さ

め、接 合部 に有段 を形 成す る。
きが施 され るが 、方向 は不 明。

703 ／／ ／1

25 ．4 緩や かに 外反 し、 口唇部 は丸 味 を 口緑部 は ヨ コナ デ。 外面段部 上に

（4 ．4 ） おび た面 をな　 ＿。 口頸 問に ナデに パ ケ 目が 、わ　 かにみ られ る。へ
よる突帯状 の段部 をもつ。 ラ磨 きが施 され るが 、磨 耗 す る。

704 ／／ ／／

19 ．8 強 く外反 し、 口唇 部 を丸 くお さめ 口緑 部は ヨ コナ デ。以 下 、磨 耗 の

（2 ．8 ） る。 ため 不明 。

70 5 ／／ ／1

26 ．8 口頸 間の段 部 よ り直立 し、緩やか ロ緑 部は ヨ コナ デ。 内外面 ともに

（4 ．4 ） に外 反す る。 口唇部 は丸 くお さめ 、

接合 に よ り有段 を形成 す る。

横方 向のへ ラ磨 きが施 され る。

706 ／／ ／／
（2F．6）

8 ．3

平底 か ら大 き くしゃ くれ 、立ち上

が る。

内 外面 と もに磨耗 の ため不 明。 断面 に接合 痕

あ り。

707 ／／ ／／
．（4 ．6）

し　9 ．5

中央部 が 凹む平底 か ら、緩や かに

立 ち上 が る。
／／

708 ／1 ／／
（5 ．2 ）

6 ．9

底面 全体が 凹む平 底。 小 さ くしゃ
くれ 、内 湾気味 に立 ち上が る。

1／ 外面 に黒斑 あ

り。

70 9 ／／ ／／
（7 ．8 ）

9 ．5

平 底か ら、なだ らか に立 ち上が る。 ／／

－ 円板状 の平底 か ら大 き く開 き、立 外面胴 部は横 方向 、底部 は縦方 向 胴 部外 面に黒

710 ／／ 11
（ 7 ．5）

7 ．1

ち上が る。 のへ ラ磨 き。内面 は横方 向のへ ラ

磨 きが み られ る。

斑 あ り。

7 11 ／1 無

19 ．6 ．

（2 ．0 ）

直立 す るロ緑下 に突帯 を貼付 し、

刻 目を施す 。

ロ緑部 は ヨ コナ デ。

712 ／／ ／／
（2 ．2）

直立 す る口緑 の、やや 下部 に突帯

を貼 付す る。 口唇部 は丸 くお さめ
外端 と突帯 に刻 目を施 す。

／／

713 ／／ ／！
（2 ．8 ）

外反 す るロ緑のや や下 部に 突帯 を
貼付 し、刻 目を施 す。

／／

714 1／ ／／
（2 ．8 ）

外反す る 口緑のや や下部 に突 帯 を

貼付す る。 口唇部 は丸 くお さめ、
外端 と突帯 に刻 目 を施す 。

／／

715 ／1 ／／

28 ．5 よく張 っ た胴 部か ら如意 形に 外反 口綾部 は ヨコナ デ。胴 部に右 下が

（14 ．6 ） る口綾部 。 口唇部 は ナデ によ り りのパ ケ 目がみ られ 、　　 口緑
拡 張 し、上下 端 に刻 目を施す 。 に ヨコパ ケがみ られ るが、磨 耗す

る。

7 16 ／／ ／／

22 ．5 直立 気味の 胴部か ら如 意形 に外反 口緑部 は ヨ コナ デ。 口緑下 外面 に

（14 ．0 ） る口緑部 。 口唇 部 はナデ に よ り タテパケ 、胴部 には右 下が りのハ
ヒ　 る　　 な し　 端 書に亥l ケ　 がみ られ　 口緑書　　 には

ヽ施す 。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
ヨコパケが 施 され る。

－70－
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挿 図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手 ‘　　　　　　 法 備　　 考

717 S 羊 1 喪

20 ．7 小 さ く外 反す る口緑部 。 口唇 部 は ロ緑 部 は ヨコナデ。 口緑下 外面 に

（4 ．3） ナデ に よ り拡張 し、 外傾 す る面 を
なす 。突帯 状の端 部 に刻 目を施す 。

タテパ ケが一部 み られ る。

718 ／／ ！／

20 ．5 や や 外反 し、直立 す る口綾部 。 口 口唇 部 に ヨコパ ケ を施 した後に ヨ

（4 ．2 ） 唇 部 はナデ に よ り外傾す る面 をな コナ デ。 以下 、内外 面 ともに磨耗
し拡張 。突帯 状 の端 部 に刻 目を施
す 。

に よ り不 明。

7 19 ／／ ／／

20 ．4

（ 4 ．9 ）

やや 外 反気味 に直立 す る 口綾部 。

口唇部 は丸味 をお びた面 をな し、
外端 部 に刻 目を施す 。

口緑下 外面 に タテパ ケ を施 す。

72 0 1／ ／／

20 ．0 如 意形 に小 さ く外反 す る口緑部 。 外面全 面に 、やや粗 いタテパ ケ を

（9 ．3 ） 口唇 部 は丸味 をお びた面 をな し、

外端 に刻 目を施 す。

施 す。 内面 は磨耗 のた め不 明。

72 1 ／／ ／／

24 ．2 如 意形 に外 反 し、 口唇部 は面 をな 口唇部 は ヨコナデ 。胴部 外面 には

（9 ．0 ） す 。外端 部 に下方 よ り刻 目を施 す。⊂ 右 下が りの 細いパ ケ 目がみ られ、
内面 は 口緑下 に ヨ コパ ケ。

72 2 1／ ／／

2 2 ．5 大 き く緩やか に外 反 し、口唇部 は 口緑部 内面 に ヨコパケ 。外面 は磨

（7 ．4 ） 丸 味 をおび た面 をなす。 外端部 に

刻 昌を施 す 。

耗 の ため不 明。

（

72 3 ／／ ／／

18 ．4 張 りの 弱い胴 部か ら如意 形に 外反 胴 部外 面に細 い タテパ ケ。 内面は

（18 ．5 ） し、 口唇 部 は丸味 をお びた面 をな
し、上下 端部 に刻 目 を施す 。

ナ デ調 整。

724 ／／ ！／

2 2 ．7 如 意形 に外反 し、 口唇部 は外傾 す 口緑部 は ヨコナデ 。外面 は上胴 部 胴 部 外面 に黒

（18 ．5 ） る面 をなす。下 端部 に刻 目を施す。 に 右下が りのパケ 目、下 胴部 には

タテパ ケがみ られ る。
斑 あ り。

72 5 ／／ ／／

24 ．2 緩や かに立 ち上 が る胴 部 よ り大 き 口緑 下 外面に ヨ コナ デ。以 下 、胴
／／

（24 ．0 ） く外反 し、 口唇 部は丸 くお さめ 、 部 外面全 面に タテパ ケ、 口緑部 内
刻 目を施す 。 面 に ヨコパケが 施 され る。

726 11 ！／

25 ．5 如意 形に強 く外 反 し、 口唇部 は丸 外面 は ロ緑 下か ら全面 に 、やや粗

（19 ．0 ） くお さめ 、上方 よ りパ ケ状工具 に い タテパ ケが施 され た後 に口緑下
よ り刻 目を施 す 。 に ヨコナデ 。 内面はナ デ調 整。

727 ／／ ／1

27 ．2 如意形 に外 反 し、口唇部 は丸 くお 口綾部 は ヨコナ デ。胴部 全面 に タ

（9 ．5） さめ る。やや 上方 よ り端 部全 面に テパ ケ、 口綾 部 内面は ヨコパ ケが
刻 目を施す 。 施 され る。

728 ／！ ！／

21 ．7 如意形 に緩や か に外反 し、 口唇 部 外面 には タテパ ケ、 口綾 部 内面に

（11 ．5） は丸 くお さめ刻 目を施す 。 は右下 が りの ヨコパケが 施され る。

729 ／1 11

26 ．6 如意形 に小 さ く外反 し、口唇部 は 外面 は右下 が りのパ ケ 目が み られ

（9 ．0 ） 丸 くお さめ 、刻 目を施す 。 るが 、磨 耗 す る。内面 はナ テ調 整。

730 ／／ ／／

24 ．1 直立 気味 に開 き小 さ く外反す る 口 口緑下 外面 に指頭 庄痕 を残 し、右

（4 ．3 ） 緑部 。 口唇部 は丸 くお さめ刻 昌を 下 が りのパ ケ 目が一部 み られるが、
施す 。 磨 耗す る。

731 ／／ ／／

26 ．0 強 く外反 し、大 き く開 く口綾 部。 口緑下 外面 に ヨコナデ 、以下 に右

（4 ・1．） 口唇部 は丸 くお さめ端部 全面 に刻

目を施 す。

下が りのパ ケ 目がみ られ る。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・　　 文　 様 ‘手　　　　　　　 法 備　　 考

732 S X l 聾

2 3 ．4

（ 2 ．’3 ）

強 く外 反す る口綾部 。 口唇 部は 丸

くお さめ 、刻 目を施 す。

内外面 と もに磨 耗 のため不 明。 口緑下 に黒斑
あ り。

73 3 ／／ ／／

2 0 ．3 中央部が 、やや 凹 む平底 か ら、．し 口綾部 は ヨコナデ 。以下 、胴部 外 外面 口緑 下 と

（17 ．5 ）

8 ．8

や くれ　　 ち緩やか に靡 く。 口緑 は タテパ ケ、 口綾 部　　 は　 下 ＿部 に黒
部 は如意 形 に外反 し、 口唇 部 は丸

くお さめ刻 目を施す 。

が l）の ヨコパ ケが施 され る。 斑 あ り。

7 34 1／ ／／
（3 ．3 ）

外反す る 口綾 部。 口唇部 は丸味 を

おび た面 をな し、刻 目を施 す。

ロ緑部 内面 に ヨコパケ。

735 ／／ ／1
（3 ．4 ）

直 立気 味の 口緑部 。 口唇部 は丸 味

をおび た面 をな し、外端部 に刻 目
を施 す 。

口疲下 外面 に タテパケ 。

7 36 1／ ／／
（2 ．7 ）

小 さ く外反す る 口綾 部。 口唇部 は
丸 くお さめ刻 目を施 す。

内外面 ともに磨 耗 のため 不明 。

7 37 ／1 ／／

－
中央部が やや 凹む平 底か ら大 き く 外面に一 部パ ケ 目がみ られ るが 、 断面 に接合痕

（5 ．2 ）

10 ．2

しゃ くれ、立 ち上が る。 磨 耗す る。 あ り。

7 38 ／／ ／！

－
底 面全体 が 、や や 凹む平底 か ら大 外面は タテパ ケ。 内面 は磨 耗 のた

（4 ．6 ）

9 ．0

き くしゃ くれ 、立 ち上が る。 め 不明 。

739 ／／ ／／

－
中央部 が凹む 平底か ら、や や しゃ 外面 は指頭庄 痕 を残 し、 タテパケ。

（7 ．1）

8 ．4

くれ立 ち上が る。 内面 はナデ調 整。

740 ／／ ／／
（ 5．9 ）

9 ．3

J／
内外 面 ともに磨耗 のた め不 明。

7 41 ／／ ／／

－
底面 全体 が凹 む平底 か ら、内湾気 外面 は胴部 に タテパ ケ。底部 に指

（7 ．4 ）

7 ．5

味 に立 ち上が り開 く。 頭圧 痕 を残 す。

74 2 ／／ ／／
（4 ．6 ）

7 ．8

中央 部がや や 凹む平底 か ら、内 湾
気 味に立 ち上が る。

外 面に指魂 圧痕 を残 し、 タテパケ。

74 3 ／／ ／／
（，8 ・4 ）

7 ．8

平底 か ら緩やか に立 ち上が る。 内 外面 と もに磨 耗 によ り不 明。 外面 に黒斑 あ

り。

744 ／／ ／／
（3 ．5）

8 ．4

平底 か ら小 さ くしゃ くれ、立 ち上

が る。

内面 に指頭 圧痕 を残す 。

74 5 ！／ ／／
（4 ．1）

7 ．4

底面 全体が 、わ ずか に凹む平 底か

ら開 かず に立 ち上 が る。

外面 に タテパ ケが一部 み られ る。

74 6 ／／ ／1
（2 ．3）

5．4

平底 か ら、なだ らか に立 ち上がる。 内 外面 ともにナ デ調整

－72－



挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

747 S X l 聾
（4 ．5）

8 ．3

平底か ら直 線的 に立 ち上 が る。 内外 面 と もに磨耗 の ため不 明。

7 48 1／ 11

－ 底 面全体 が 凹む平底 か ら直線 的に 外面 は タテパケ がみ られ るが　 磨

（4 ．7 ）

7 ．7

立 ち上 が る。 耗 す る。　　　　　　 、

749 ／／ ／／
（4 ．2 ）

9 ．4

平底 か ら小 さ くしゃ くれ立 ち上が
る。

／／

750 11 1／

－ 中央部 がやや 凹 む平底 か ら　 なだ 外面 に タテパ ケを施 した後 にナ デ

（5 ．0 ）

8 ．1

ヽらか に立 ち上が る。 　 」調整 。

7 51 ／／ ／！

－
底面全 体がや や凹 む平底 か ら　 な 外面 は タテパケが み られ るが　 磨

（7 ．5 ）

8 ．4

ヽだ らか に立 ち上が る。
耗す る。　　　　　　 ’

7 52 ／／ 高杯
（8 ．1 ）

内湾気 味に 開 く脚部 。 外面 に指頭圧 痕 を残す 。

75 3 ／／ 鉢

－ 内湾気味 に開 く休部 に刻 目 を施 す 外 面に一 部 タテパ ケがみ られ る 葉 の可能 性 も

（13 ．3 ） 有段 部 を もつ 。 0 ある。

754 ！／ ！／
（12 ．3）

刻 目を施す 突帯 を もち、直立 す る

休部 。 ロ緑 部はや や 外反す る と思
われ る。

内外 面 ともに磨耗 す る。 ／／

755 ／／ ／／

27 ．1 内湾気 味に 開 き、口唇部 は丸 くお 内外面 ともへ ラ磨 きされ るが、単

（6 ．2 ） さめ る。 位は不 明。

7 56 ／／ 蓋

22 ．4 平 らな頂 部 よ りしゃ くれ 、内 湾 し 外面 は一部 に タテパケ を施 した後 頂部 外面 に黒
（11 ．2 ）

8 ．5　＿

終 る。端 部 は丸 くお さめ る。 にナデ 調整 。内面 は頂部 付近 にへ

ラ磨 きがみ られ る。
斑 あ り。

75 7 S X 2 壷

13 ．2 やや 強 く外反す るロ綾部。 口唇部 口緑部の 内外面 に横方 向のへ ラ磨

（4 ．7 ） は 丸味 をおぴ た面 をな し、口頸部

に 有段部 を もつ 。
きがみ られ る。

758 ／／ ／／

－
よ く張 った胴部 に有段部 をもつ。 外面 はへ ラ磨 きされ るが　 磨 耗す 胴部 外面 に里

（7 ．7） 有段 の上下 に 1 条、最大 径に 1 条

の沈 線 を施 し、 その間 に 4 本一 組
の重 弧文 を配す。

ヽる。 内面は ナデ調 整。 斑 あ り。

759 ／／ ／／
（4 ．9 ）

よ く張った 胴部 に有段部 を もつ 。
上胴部 に 3 本一組 の重弧 文 をなす

と思 われ る洗練が み られる。

内外面 ともにナデ調 整 。

760 1／ ／／

－
緩 やか に開 く上胴部 で あ り　 段 部 段 部の上 にパ ケ 目を一部 残 し　 へ

（4 ．7 ）
ヽを有す る。段 部の下 に 2 条のへ ラ

描 沈線 を施す 。

ロ　　　　　 、
ラ磨 きされ るが磨耗 す る。内 面 も
磨 耗す る。

76 1 ／／ ／1
（5 ．1 ）

有段 部 を もつ上 胴部 。 内面 も段部

をなす。
内外面 ともに磨 耗 のため不 明。

－73－



挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

762 S X 2 ・＝ヒ
竺E

（6 ．5 ）

有段 部 を もつ 上胴部 。段部 の下 に

重 弧文が み られ る。

内面に指 頭庄痕 を残 す。

7 63 11 ／／
（3 ．5 ）

7 ．1

平 底か ら丸 味 をお び、 しゃ くれ立
ち上が る。

内外面 ともに磨耗 のため 不明 。 内外面 に黒斑
あ り。

764 ／／ 11

－
平底か ら丸 味 をおび 、大 き く開 き 外面 に横方 向のへ ラ磨 きが み られ

（3 ．3）－

8 ．1

立 ち上 が る。 る。

76 5 ／！ ／／

－
中央 部がや や凹 む平底 か ら直立 し 外面 に一部 パ ケ 目を残 し、ナヂ調 底面 に黒斑 あ

（2 ．7 ）

9 ．7

立 ちあが り、大 き く開 く。 整。 内面 はへ ラ磨 きが み られ る。 り。

76 6 ／／ ／／
（6 ．9 ）

8 ．6

平底 か ら丸 く立 ち上が り、内湾気

味 に開 く。

内 外面 と もに磨 耗の ため不 明。

76 7 ／／ 要

22 ．9 直線 的 に開 き、 口唇部 はナ デに よ ロ緑 下 外面に タテパ ケ。 内面は ナ

（4 ．5 ） り拡 張す る。 ロ緑下 は突帯 状 をな

し刻 目を施 す 。

デ調 整。

7 68 ／／ ／／

24 ．9 如 意形 に小 さ く外 反 し、口唇部 は ロ緑下 外面に ヨコナデ。 胴部 は全

（7 ．1 ） 頃　 る　　 な 。　　 端 部に刻 に　 下 が りのパ ケ 目　 方　 。
目 を施 す。 面 はナ デ調整 。

769 Jl 1／

14 ．0 直立気 味の胴 部か ら内 湾気味 に開 外面 は口緑下 よ りタテパケ。 内面

（7 ．0 ） く。 口唇部 は外傾 す る面 をな し、

下 方 よ り刻 目を施 す。

は ヨコナナ の下 に ヨコパケ。

－
直立 し、小 さ く外反す る 口緑部。 外 面に タテパ ケがみ られ る。

77 0 ／／ 11
（ 6 ．0 ） 口唇 部 は外傾す る面 をな し、下方

よ り刻 目 を施 す。

－

771 ／／ 1／

23 ．6

（10 ．7 ）

如 意形 に外 反 し、口唇部 は外傾 す

る面 をなす 。端部 に下方 よ り刻 目
を施す 。

ロ緑下 外面 に タテパ ケが みられる。

772 ／／ 11

22 ．0 如意形 に外 反 し、口唇部 は外傾 す 胴部 外面に 細い タテパ ケ。 ロ綾 部

ヽ
（9 ．0 ） る面 をなす 。端部 に刻 目を施 す。 内面 に ヨコパケが み られ る。

773 ／／ 付．

25 ．0 緩やか に外 反 し、口唇部 は丸 くお ロ緑下 外面 に ヨコナデ 。以下 に指
l

（4 ．5 ） さめ 、上方 よ り刻 目を施 す。 頭庄痕 を残 し、タ丁パ ケが み られ

る。

774 ／／ 11

22．．5 如 意形 に外 反 し、口唇部 は外傾 す 胴部 外面 に細 いタテパ ケ。 ロ緑部

ヽ
（14 ．4 ） る面 をなす 。端部 に小 さな刻 目を

施 す。

内 面 に ヨコパケ がみ られ る。

775 1／ ／／

23 ．5 如意形 に外 反 し、口唇部 は丸 味 を ロ緑部 は ヨ コナ デ。胴部 外 面、全 内面 に大 きな

（17 ．0 ）
おび た面 をな し、刻 目を施す 。 面に タテパ ケ。 口緑部 内面 は ヨコ

パ ケが施 され る。

黒斑 あ り。

7 76 ／／ ／／

22 ．8 如意 形に小 さ く外反 し、 口唇 部 は 胴部 外面 に斜め のパ ケ 目がみ られ、

・一・一．・ヽ・．‾（10 ．1） 面 をな し、上方 よ り刻 目を施 す。 内面 はナ デ調整 。

－74－
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

777 S X 2 無

25 ．6 強 く外反 し、 口唇 部は 面 をな し、 口緑 下外 面に ヨ コナ デ。以 下 、タ 内 面に黒斑 あ

（3 ．7） 上方か らパ ケ状工具 に よ り刻 目を
施す 。

テパ ケが み られる。 り。

778 ／／ ／／

25 ．4 如意形 に緩や か に外反 し、 口唇部 口緑 下外面 にパ ケ 目を残 し、 ヨコ

（7 ．6 ） は丸 くお さめ、下 方 よ り刻 目を施

す。
ナデ 。内面 はナ デ調整 。

779 ／／ ／／

24 ．9

（ 7 ．5 ）

如 意形 に強 く外反 し、 口唇 部 は面

をな し、パ ケ状工具 に よ り刻 目 を
施 す。

／／

78 0 ／／ ／1

2 5 ．4 如 意形 に外反 し、 口唇部 は面 をな 口緑下 外面 に ヨコナデ。 以下 、胴 胴部 外面 に黒

（13 ．5 ） し、端部 全面 に上方 か ら刻 目を施 部 全面 に、や や斜 めの タテパ ケが 斑 あ り。
す 。 施 され る。

78 1 ／／ ／／

2 5 ．8 如 意形 に強 く外反 し、・口唇 部は 丸 口緑下 外面 に ヨコナデ。 以下 、胴

‘（11 ．0 ） 味 をお びた面 を もち、刻 目を施す。 部 に タテパ ケが施 され る。内面 は
磨 耗の ため不 明。

78 2 ／／ ！／

19 ．3 如 意形 に外反 す る口緑部 。 口唇 部 口緑下 外面 に ヨコナデ。 以下 、胴

（14 ．6 ） は丸 くお さめ刻 目を施す 。 部 に斜め のパ ケ 目がみ られ るが 、
磨耗 す る。

78 3 ／1 ／1

30 ．3 如 意形 に強 く外反す る ロ緑 部。 ロ 口緑 部は ヨコナデ。 以下 、全面 に

（12 ．‾3 ） 唇部 は丸 くお さめ刻 目を施 す。 口 右下 が りの ヨコパ ケが施される。
緑 の下部 に太 い 4 条 の洗練 を廻 ら
し、斜め の刻 目 を施 す。

内面 は磨耗 の ため不 明。

784 ／／ ／／

－
平底 か ら丸 味 を もち立 ち上 が り、 外面 に タテパ ケが施 され るが　 磨 外 面に黒斑 あ

（18 ．9）

8 ．8

あ ま り開か な い。 ヽ耗す る。 リ。

785 ／／ ／／
（4 ．3 ）

8 ．2

平底 か ら丸 味 をおび 、小 さ くしゃ

くれ 、立 ち上 が る。 1／

786 ／！ ／／
（2 ．5 ）

5 ．9

平 底か ら、 なだ らかに立 ち上が る。 外面 にパケ 目が み られ るが 、磨 耗

し、 内面に指 頭圧痕 を残す。

787 ／／ 1／
（8 ．6 ）

8 ．0

平 底か ら内湾 気味 に立 ち上 が る。 外面に パケ 目がみ られ るが、磨 耗
す る。 内面 はナデ調 整。

7 88 ／／ ／／
（4 ．3 ）

7 ．7

平 底か ら、小 さ くしゃ くれ、立 ち
上 が る。

外 面に一部 パ ケ 目を残す 。

78 9 ／／ ！／
（4 ．6 ）

9 ．6

平 底か ら丸味 をおび 、立‘ち上がる。 外面 は指頭 圧痕 を残 し、パ ケ 目が

み られ る。

79 0 ／／ ！／
（3 ．0 ）

7 ．3

／／ 外面 に六 ケ 目が み られ る。 断 面に接 合痕
あ り。

79 1 ／／ ／／
（3 ．7 ）

7 ．0

平底 か ら外反気 味に立 ち上 が る。． ／／ 底 面か ら外面

に 黒斑 あ り。

－75－



挿図 番号 遺構番 号 ‘器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

79 2 S X 2 喪

－
中央部 がやや 凹 む平底 か ら、なだ 外面 に指頭庄 痕 を残 し、 タテパ ケ

（3 ．5）

8 ．1

らか に立 ち上が る。 を施す 。

79 3 ／／ ！／
（3 ．5 ）

8 ．9

平底 か ら丸 味 を もち、内湾 し立 ち

上が る。

外面 に タテパ ケがみ られ る。

7 94 11 高杯
（9 ．4 ）

杯部 、脚 部 と もに 、よ く外反す る。 外面 に はパケ 目が一部 み られ、杯

部 内面 にへ ラ磨 きが施 され る。

7 95 ／／ 蓋
（4 ．0 ）

19 ．7

緩や か に外 反 し、端 部は丸 くお さ

め る。

外 面に タテパ ケ を残 す。

796 ／／ 鉢

21 ．4

（ 9 ．2 ）

内湾 し立 ち上 が り、口唇部 は丸 く

お さめ る。

内外面 ともに磨 耗す る。 外面 は黒斑 あ
り。

797 ／／ 紡 錘車

直径 （5 ．5 ）

厚 さ　 1 ．8

重 量（g）37 ．4

か な り厚 く、半分 に欠損 す る。粗

痕 がみ られ る。

798 S X 3 士璽E

19 ．8 緩やか に外 反 し、弱い有段 部 を も 外面 は横 方 向のへ ラ磨 きが施 され

（4 ．1） つ。 口緑部 は丸 くお さめ る。 る。 内面は磨 耗に よ り不 明。

799 1／ ／／

26 ．2

（ 3 ．9 ）

緩や かに大 き く外反 し、 口唇 部は

面 をなす 。

内外面 ともに横方 向のへ ラ磨 き。

80 0 ／J ／／

－
有段 部 を もつ上 胴部 であ り、頸部 外面 はへ ラ磨 きが施 され るが、単

（3 ．6 ） は 外反気 味に 直立す る。 位 は不明 。内面 は磨耗 の ため不明。

801 ／／ ／／

－
有段 部 を もつ上 胴部 で あ り、段部 外面 はへ ラ磨 きが施 され 、内面 は

（3 ．5 ）
の上に 1 条 、下 に 3 条のへ ラ描 沈

線 を施す 。

器 面が剥 落す る。

802 ／／ ／！
（4 ．8 ）

有段部 を もつ 上胴部 で あ り、段部

の下 に 3 条 のへ ラ描 沈線 を施 し、
下 に 3 本 1 組 の重 弧文 を配す。

内外面 ともに磨 耗す る。

803 ／／ ／／

28 ．0 有段部 をもつ上胴 部か ら直線 的に 外面 はタテパ ケの後 にへ ラ磨 きを 大 型壷であり、

（27 ．8 ） 立 ち　 が r上　　 き く　 反　 る。 口 。　　 に　 へ ラ　 きが ．され に　 合狼
頸間 に有段 を もち、 口唇 部は面 を

なす 。

るが 、単 位 は不明 。 が み られる。

804 ／／ ／／
（6 ．3）

7 ．5

平底か ら直 線的 に開 く。 外面 は磨 耗 のため不 明。 内面 は全

面 にへ ラ磨 きが施 され る。

底 面に 黒斑 あ

り。

80 5 ／／ ／／
（5 ．6）

7 ．5

平底 か ら丸 味 をおび 、小 さ くしゃ

くれ 、立 ち上が る。

内外面 ともにナデ調 整。 外面に 黒斑 あ
り。

80 6 ／／ ／／
（3 ．7 ）

12 ．0

中央 部が 凹む平底 よ り丸味 をおび

開 く。

外面 にへ ラ磨 きが み られる。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

80 7 S X 3 喪

17 ．4 やや 開 き直立す る。 口唇部 は丸昧 口緑 部 ヨコナデ 。突帯 下に指 頭圧

（6 ．0 ） をおび 、口緑下 に突帯 を貼付 し、
刻 目を施す 。

痕 を残 し、 タテパ ケを施す 。

808 ／／ ！／

23 ．7

（ 6 ．1）

直立 す る胴 部 よ り口緑 部は 外反す
る。 口唇部 は、や や凹 む面をなし、
外端部 に刻 目を施 す。

口綾部 は ヨコナ デ。

809 ／／ ／／

－
直立す る 口綾 部 をわずか に外 反 さ 口緑部 は ヨコナデ　 以下 は磨耗 の 外面 に黒斑 あ

（4 ．0 ） せ 、 口唇 部 外端 を丸 くおさめ刻 目
を施 す 。

0ため不 明。
ノlヽヽr）。

8 10 ／／ ！1

2 2 ．8 緩や か に外反す る口綾部。 口唇部 口綾部 ヨ コナ デ。 口緑下 外面に タ

（4 ．4 ） は外傾す る面 をな し、刻 目を施す。 テパ ケ を施 し、内面 は ヨコパケ を
施 す。

8 11 ／1 ／／

30 ．1 緩や かに 外反 し、開 く口綾部 。 ロ 口綾 部 は ヨコナ デ。 口緑下 外面 に

（6 ．0 ） 唇部 はやや 凹む 面 をな し、下 方 よ タテパ ケを施 し、内面 は ヨコパ ケ

リ刻 目を施 す。 をヨ コナ デす る。

8 12 ／／ ／／

19 ．4

（ 3 ．7 ）

緩や かに 外反 し、 口唇部 は丸 くお

さめ る、．外端部 に刻 目を施す 。
内外 面 ともに ヨコナデ 。

8 13 ／／ ／／

25 ．3 如意 形に小 さ く外反す る 口緑部 。 口緑部 は ヨコナデ 。胴部 外面 は右

（10 ．4 ） 口唇部 は丸 味 をおび た面 をな し、
端 部全 面 にへ ラ状工 具 に よ り刻 目
を施す 。

下 が りのパ ケ 目が み られる。

814 ／！ ／／

30 ．0 よ く張 っ た胴部か ら、短 く強 く屈 口緑部 お よび口緑下 外面 に ヨコナ 胴 部 外面 に黒

（18 ．2 ） 曲 し、外反す る 口緑部。 口唇部 は デ を施 す。胴 部に は、縦 と斜 め方 斑 あ り。
丸 くお さめ 、パケ状 工具 に よ り刻

目 を施 す。
向のパ ケ 目が 交錯す る。

815 ！／ 1／
（3 ．5 ）

6 ．5

中央部 がやや 凹む平 底か ら、丸 味
を もち、立 ち上 が る。

内外面 ともに磨 耗 のため不 明。

8 16 ／／ ／／
（4 ．7 ）

8 ．6
ノ

底面 全体 が凹 む平底 か ら、小 さ く

しゃ くれ 、立 ち上が る。
／／ 断面 に接合 痕

がみ られ る。
底面 外縁部 に

黒斑 あ り。

8 17 ／／ ／／

－ 底面 全体が 凹む平 底か ら丸味 をお 外面 は タテノ＼ケ を施 した後 にナデ

（4 ．1）

8 ．0

び 、 しゃ くれ 、立ち上 が る。 調整 。

818 ／／ 11
（ 4 ．2 ）

8 ．9

わずか に凹 む平底 か ら直線的 に開
く。

内外面 ともにナ デ調整 。

819 ／／ 1／

－
中央部 が凹 む平底 か ら、外反気 味 外面は タテパ ケ を施 した後にナ デ

（5 ．3 ）

9 ．2

に立 ち上 が る。 ．ヽ．＿調 整。 内面 もナデ調 整。

820 ／／ ／／

－ 中央部 が凹む 平底か ら、や や しゃ 外 面は タテパ ケ を施 し　 内面は ナ

（5 ．5 ）

9 ．5

くれ、立 ち上 が る。 ヽデ調 整。

8 21 ／／ 蓋
（4 ．0 ）

6 ．4

頂部 は強 くしゃ くれ 、やや 凹む面
をなす。

外面 は頂部 下 に ヨコナ デ。

－77－



挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

822 S X 3 蓋

－
直 線的 に開 く休 部か ら裾部 は 、さ 外面 に一部 タテパ ケがみ られ るが 、

（5 ．6 ） らに大 き く開 く。 内外面 と もに磨 耗す る。

823 ／／ ／／

28 ．2

（ 9 ．8 ）

内湾 し開 く。裾 端部 は丸 くお さめ、
わずか に外反 す る。

内外面 と もに ナデ調 整。 焼 成良好 。

824 ／／
小 型

土器

（4 ．0 ）

3 ．0

中央部が 凹む 平底 か ら直立 し、立

ち上が る。
／／ 外 面に黒斑 あ

り。

825 S X 4 ・＝とご
璽E

17 ．0

（ 5 ．0 ）

直立す る頸部 か ら、大 き く外反 す

る。 口唇 部 は丸 くお さめ る。

内外面 ともに磨 耗 のため不 明。

826 ／／ ／／

18 ．2

（ 2 ．3 ）

大 き く開 き、外反す る 口緑 部。 口
唇 部は丸 くお さめ 、 ロ頸 間に有段

部 を もつ 。

内外面 ともに ナデ調 整。

827 ／／ ／／

17 ．5 直 線的 に開 き、やや 外反す る 口緑 外 面は 口縁部 に右上 が り、胴部 に 830 と同一 個

（5 ．8 ） 部 。 口唇 部 は　 くおさめ 、 ロ頸 間 は縦方 向のへ ラ　 きを　 し、内面 体か 。
に有段部 をもつ。 は口緑部 に横方 向のへ ラ磨 きを施

す 。

828 11 ／／

26 ．1 緩や か に立 ち上 が る頸部 よ り強 く 外 面は タテパ ケの後 にへ ラ磨 きを 断面 に接合 痕

（18 ．4 ） 屈　 し、　 反　 る口綾部。 口唇部 施 され るが、単 位 は不 明。 内面 は あ り。
は丸 くおさめ 、 口頸 間に強 い有段
部 を もつ 。

磨耗 の ため不 明。

829 11 ！／

20 ．6

（ 3 ．6 ）

緩 やか に外反 す るロ緑部。 口唇部
は丸 くお さめ 、 口頸 間に 、接合 に

よる有段 部 を もつ 。

内外面 と もに ナデ調 整。

830 ／／ ／／

17 ．6 直線的 に開 き、やや 外反 す る口緑 口綾部 、内外 面に横 方向 のへ ラ磨

（9 ．3 ） 部。 口唇部 は丸 くお さめ 、 ロ頸 間

に接合 に よ り形成 され る有段部 を
もつ 。

きを施す 。

83 1 ／／ ／1

17 ．8

（13 ．4 ）

緩やか に立 ち上が る頸部 よ り、 口

緑部 は、 なめ らか に大 き く外 反す
る。 口唇部 は丸味 をお びた面 をな

し、上 胴部 のみ に有段部 をもつ 。

／！

832 ！／ ／／

－
頸部 は、やや 外 反気味 に緩や かに 外面 はへ ラ磨 きを施 すが 、単位 は

（10 ．4 ） 立 ち上 が る。上胴 部に有段 部 を も 不 明。 内面 は上胴部 に横方 向 のへ
ち、段 部下 に 3 条 のへ ラ描沈 線 を

施 し、 3 本 1 組 の重弧文 を配す 。

ラ磨 きが施 され る。

833 ／／ ／／

－
よ く張 っ た胴部 であ り、上胴部 に 外面は全 面 に横方 向のへ ラ磨 きが

（8 ．0 ） 有段部 をもつ 。 施 され 、内面 はナ デ調整 。

834 ／／ ／／

－
有段 を もつ上 胴部 であ る。段部 の 内外面 ともにへ ラ磨 きが施 され る 832 と同一 個

（5 ．6 ） 下 に 3 条のへ ラ描 沈線 を施 し、さ
らに 3 本 1 組 の重 弧文 を配 す。

が 、単位 は不 明。 体 であ ろ う。

835 ／／ J／
（4 ．8 ） ／！

／／
832 と同 一個
体 で あろ う。

836 ／／ ！／
（15 ．7 ）

39 ．0

よ く張 った胴 部 であ り、胴 頸間 に
有段部 を もつ 。

内外面 ともに磨 耗 のため不 明。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

837 S X 4 ・＝ヒ∃互

－
底 面全体 にや や凹 む平底 か ら、小 外面 に縦方 向のへ ラ磨 きがみ られ

（2 ．1）

5 ．9

さ くしゃ くれ、開 く。 る。

838 ／！ ／1

－ 中央部 が、やや 凹 む平底か ら大 き 外 面　 底 部脇 に横方 向のへ ラ磨 き

（4 ．2 ）

10 ．2

く開 き、立 ち上が る。 　ヽ　　－が み られる。 内面 はナデ調 整。

8 39 ／1 ／／

－
中央部が 、やや 凹む平 底か ら丸昧 内 外面 と もにへ ラ磨 きが施 され る 底 面　 外 縁部

（7 ．2 ）

8 ．8

をおび 、立 ち上 が る。 が 、外面 に横方 向の単 位 を一部残

し、磨 耗 す る。

－　　　　　　ヽに粗痕 あ り。

84 0 J／ ／／

－ 円板 状の平 底か ら大 き く開 き、立 外面 にわず かに　 パ ケ 目を残 し

（2 ．8）

9 ．3

ち上 が る。　　　　　 ′ 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
へ ラ磨 きが施 され るが 、磨耗す る。

84 1 ／／ ！／
（5 ．4 ）

7 ．9

平底か ら、なだ らかに 立 ち上 が る。 外面 にわず かにパ ケ 目を残 し、へ

ラ磨 きが施 され る。内面 に は指 頭
圧痕 を残す 。

外面 に黒斑 あ
り。

842 1／ ／／

－
円板状 の平 底か ら丸味 を もち、大 外面は磨 耗 のため不 明　 内面 は横

（5 ．0 ）

7 ．8

き く開 く。 ○方 向のへ ラ磨 きが施 され る。

843 ／／ 聾

29 ．9 緩やか に外 反す る口綾部 。 口唇 部 口緑部 は ヨコナデ 。 口緑下 に指 頭 口綾部 外面 に

（4 ．9 ） はナ デに よ り凹む 面 をな し、外端 庄痕 を残 し、以下 、 タテパケ を施 黒斑 あ り。
部に刻 目を施 す。 す 。内面 は ヨコナデ を施 す。

844 ／！ 1／

23 ．3 直立す る胴部 よ り緩 やか に外 反す 口緑部 は ヨコナデ。 口緑下 よ りタ

（4 ．8 ） る 口緑部 。 口唇部 はナデ に よ り凹 テパ ケ。内面 は 口綾 部に ヨコパ ケ
む面 をな し、上端部 は稜 をな し、
外端に刻 目を施 す 。

を施 す 。

845 ／／ 1／

30 ．0 直 立す る胴部 か ら緩や か に外反 す 口唇部 は ヨコナデ。 口緑下 に指 頭 胴 部外面 に黒

（10 ．0 ） る口緑部 。 口唇 部 はナデ に よ り拡 庄痕 を残 し、わずか に タテパ ケが 斑 あ り。
突 、、の端吾 に　 い亥1 み ら　　　　　　 ま口絹藷 に ヨコハ

施す 二 0　　　　　　　　　　　 ／一　口　」－
ケ 。胴部 に指頭 圧痕 を残す 。

8 46 ／／ 11

2 2 ．0 胴部 は 内湾 し、立 ち上 が り口綾部 口綾 部は ヨコナ デ。胴 部外 面に 、

（7 ．1 ） へ続 く。 口唇部 は外傾 す る面 をな わず かに タテパ ケ を残 す。 内面 は
し、拡 張 。端部 に刻 目 を施 す。． ナデ 調整 。

84 7 ／／ ／／

27 ．2 如意 形に 外反す る 口緑部 。 口唇部 外面 は右下 が りのパ ケ調整 の後 に 胴部 外面 に煤

（13 ．0） はナ デに よ り外傾 す る面 をな し、 口緑下 部 に ヨコナデ。 内面 はナデ の付着 がみ ら
拡張 。端部 に強 い刻 目を施す 。 調整 。 れ る。

848 ／／ ／／

21 ．2 直立気 味 に、やや 開 く胴 部か ら口 口緑下 外面 に指頭 庄痕 を残 し、 ヨ

（9 ．0） 綾部 は小 さ く外 反す る。 口唇 部は コナ デ。以下 、全 面に タテパ ケ を
丸味 をおび た凹 む面 をな し、下 端
部に刻 目を施 す。

施すが 、磨耗 す る。

849 ／／ ／／

25 ．8 直立す る胴部 か ら、わず か に外反 口緑下 外面 に指頭庄 痕 を残 し、 ヨ

（10 ．0 ） す る口綾部 。 口唇部 はナ デに よ り コナデ 。以下 、斜 めのパ ケ 目が み
ム　　　　　　 ’びた凹 む　　 な ら　　 が　　　　　 る　 口　 立

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ端 部 に上方 よ r）斜 めの刻 目を施す。 　ヽ　　　　　　　　　　 0　　　 ／、　ロ
は指頭庄 痕 を残 し、 ヨコパ ケ 。

850 ／／ ／／

15 ．6 直立す る胴部 か ら、わず かに 外反 口縁下 に指頭庄 痕 を残 し、 ヨコナ

（4 ．7 ） す る口綾部 。 口唇部 はナ デに よ り デ。胴部 に は一部 タテパ ケが み ら
や や拡 張。丸 味 をおび た凹む面 を
な し、刻 目を施す 。

れる。 内面 は磨 耗 のため不 明 。

851 ／／ ／／

27 ．8 如 意形 に外 反す る口緑部 。 口唇 部 口唇部 に指頭圧 痕 を残 し、 ヨコナ

（8 ．5 ） は丸味 をお びた面 をな し、外端 部 デ。内面 は指頭 庄痕 を残 し、 ヨ コ
に斜め に刻 目 を施す 。 パ ケ。



挿図番 号 遺 構番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

852 S X 4 喪

23 ．0

（11 ．4 ）

直 立す る胴部 か ら口緑部 は短 く、

わずか に外 反す る。 口唇 部は面 を
な し、小 さな刻 目を施す 。

内外面 ともにナデ調 整。

853 ／／ ／／

24 ．8 如 意形 にやや 強 く外反す る 口綾 部。 口綾部 は ヨコナデ 。内外 面 ともに

（12 ．3 ） 口唇部 は外傾 す る面 をな し、や や

上 方か ら刻 目を施 す。

ナ デ調 整。

854 ／！ ／／

24 ．5 如意形 に強 く外反 す る口緑部 。 口 口緑王 に ヨコナデ 。内 外面 ともに 胴 部外面 に黒

（18 ．2） 唇部 は丸味 をお びた画 をな し、棒

状の 原体 によ る刻 目を施 す。

ナデ調 整。 斑 あ り。

855 ／／ 1／

23 ．0 如意形 に小 さ く外 反す る 口綾 部。 口緑下 に ヨコナデ 。胴部 外面 に、

（7 ．4 ） 口唇部 は　 頃　 る面 をな し、下 端 や や斜 めのパ ケ 目を　 。 内面 は
に刻 目を施 す。 ナデ調 整。

85 6 ／／ 1／

22 ．1 大 き く外 反す るロ緑部 。 口唇部 は 口緑下 外面 に タテパケ を施 し、 口

（4 ．1） 外傾す る面 をな し、下端 部 に刻 目

を施す 。

綾部 内面は ヨ コナ デ。

857 ／／ ／／

23 ．2 緩や かに 外反す る 口緑部 。 口唇部 ロ緑部 は ヨコナデ 。 口緑 下に指 頭

（3 ．3） は丸 味 をおび、端 部に刻 目を施す。 圧 痕 を残す 。

858 ／1 ／／

28 ．0 大 き く外反 す る口綾部 。 口唇部 は ロ綾部 は ヨコナデ 。 ロ緑 下外面 に

（4 ．5） 丸 くお さめ 、パ ケ状 工具 に よ り刻
目を施 す。

タテパ ケ を施 す。

859 ／／ ／／

23 ．7 如意形 に強 く外反 す る口綾部 。 ロ ロ緑部 は ヨコナデ 。 口緑 部以下 、

（8 ．0） 唇部 は丸 くお さめ 、棒状 の 原体 に

よ り刻 目を施す 。

内外面 ともにナデ 調整 。

8 60 ／／ ／1

30 ．3 如 意形 に大 き く外反す る口綾部。 ロ緑 坦下 に タテパ ケ を施 した後に

（9 ．0 ） 口唇 部 は　 くお さめ 、やや下 方 よ ナデ調 整 。口綾部 内面 は指頭 圧痕
r）刻 目を施す 。 を残 し、ヨ コナ デ。

861 ！／ ／／

22 ．0

（ 3 ．2 ）

緩 やか に外反 す るロ緑部。 口唇部

は小 さな面 をな し、外端下 面に刻
目 を施す 。

口綾 部 はヨ コナ デ。

8 62 ！／ ／／

29 ．4

（ 3 ．6 ）

直線的 に開 く胴 部か ら、 強 く外 反

す る 口綾 部。 口唇部 は丸 くお さめ
刻 目を施 す。

／／

8 63 ／／ ／／

3 3 ．6 しっか りした平 底か ら直線 的に 開 口綾 部 はヨ コナ デ。 外面全 面に タ 下胴部 に煤 の

2 8 ．7

11 ．0

き、外 反す る口緑部 。 口唇部 は丸

味 をお び、刻 目を施 す。

テパ ケが施 され 、内面 はナデ調整。 付着 がみ られ、
器壁 が薄 い。

8 64 11 ／／

20 ．6 直 立気味 の胴部 よ り、わず かに 内 口綾部 ヨコナデ 。 口縁 下外 面に タ

（3 ．7 ） 湾 し、 開 く。 口唇部 は丸 味をお ぴ、

刻 目を施 す。

テパ ケ を施 し、内面 は ヨコナデ。

8 65 ／／ ／／

2 2 ．8 外 反す る口緑部 。 口唇 部は 丸 くお 口緑下 外面 に指頭 圧痕 を残 し、ナ

（1 ．8 ） さめ、刻 目を施 す。 デ調 整。

866 1／ ／／

2 6 ．0 如 意形 に外反す る口綾 部。 口唇部 外面 は斜 めのパ ケ 目が 交錯 し、ナ

（6 ．4 ） は面 をな し、端 部全面 に刻 目を施

す 。

デ調 整 を施 す。 内面 はナデ調 整。

－80－



l

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

867 S X 4 無

2 1 ．6 小 さ く外反 し、 口唇部 はナ デに よ 口緑 下外 面に 強い ヨコナデ 。内面

（2 ．0 ） り丸 くおさめ 、パ ケ状 工具 で刻 目

を施 す。

に は ヨコパ ケ を施 す 。

8 68 ／／ ／／

2 3 ．0 緩や か に外反す る 口緑 部。 口唇部 口緑 下外 面に指頭 圧痕 を残 し、 内

（7 ．2 ） はナ デ によ り丸 味 をおび た面 をな
し、下端部 に下 方 よ り、パ ケ状工

具 で刻 目を施す 。

外面 ともにナデ 調整。

86 9 ／／ ／／

23 ．0 直立 す る胴 部か ら小 さ く外反 し、 口緑下 外面 に タテパ ケを残 し、ナ ー焼成 は良好 。

（6 ．1 ） 口唇部 上端 は稜 をなす 。外面 は丸

くお さめ刻 目を施 す。上 胴部 に有
段 部 を もち、斜め の刻 目を施 す。

デ調整 。 内面 もナデ調 整。

870 ／／ ／／

28 ．7 如意形 に大 きく外 反す る 口緑部 。 ロ綾部 は ヨコナデ 。 口緑 下 外面に 刻 目はパ ケ状

（14 ．0） 口唇部 は凹 む面 をな し、下方へ 拡 指 頭圧痕 を残 し、内外 面 ともにナ 工 具 に よる。
張。上 胴部 に有段 部 を もち 、口唇
部下端 ともに刻 目 を施す 。

デ調整 。 有段部 の断 面

に接合痕あ り。

87 1 ／／ ／／

22 ．8 上胴部 で屈 曲 し、直線 的に 内偵 し、 ロ緑下 外面 に ヨコナデ 。外面 は屈 口唇部 外面 お よ
、ヽヽ

（13 ．5） 口綾部 は なだ らか に外 反 し、口唇 曲部以 下に タテパ ケ を施 し、内面 び沈線 間 にパケ

：状工具 に よる刻
目を施 す。 胴部
外面 沈線下 に煤
が付着 す る。

部は 丸 くお さめ る。屈 曲部 には 2

条のへ ラ描 沈線 を施 す 。
はナデ調 整 。

87 2 ／／ ／／

21 ．6 直立 し、やや 開 く口綾部 に断 面三 口綾部 ヨコナデ。 以下 、胴部 外面

（8 ．8） 角形 の突帯 を貼付 す る。 口唇 部は

逆 L 字 状 をな し、水平 な面 を もつ。

は細い タテパ ケが施 され る。

87 3 ！／ ／／

－
平底 か ら、やや しゃ くれ、立 ち上 外面 はタテパ ケ を残 し、ナデ調整。

（2 ．8 ）

5 ．8

が る。 内面 は指 頭庄 痕 を残す 。

874 ／／ ／1
（3 ．7）

8 ．8

平底か ら丸 味 をおび 、直立気 味に

立 ち上 が る。
外面 にタテパ ケが一 部み られ る。 底 面か ら外 面

にかけ 黒斑 あ
り。

87 5 ／／ ／／

－ 平 底か ら、わずか に丸味 をお び、 外面は指 頭庄痕 を残 し、 タテパ ケ

（4 ．2）

9 ．0

立 ち上 が る。 が施 され る。 内面 ナデ調 整。

876 ／／ ／／
（4 ．9 ）

8 ．0

平 底か ら丸 味 をお び、立 ち上が る。 外面は タテパ ケ を施 した後に ナデ

調 整。

877 ／／ ／／
（3 ．8 ）

8 ．2

中央部 が、 わずか に凹む平 底か ら

丸 味 をおぴ 、立 ち上 が る。 ／／
断 面に接 合痕
あ り。

878 11 1／

－ 中央部 が、やや 凹む 平底 か ら一 部 外 面に タテパ ケ を施 し、 内面は ナ 底面 に 2 ヶ所

（4 ．1 ）

8 ．0

しゃ くれ をもち、立 ち上 が る。 デ 調整 。 の粗 痕 あ り。

879 ／／ ／／
（3 ．0 ）

10 ．2

底 面全体 が大 きく凹 む上底 か ら小

さ くしゃ く．れ 、立 ち上 が る。 ／／

880 ／／ ／／

－
底 面が 、わず かに凹 む平底 か ら、 外面 に は指 頭庄痕 、パ ケ 目を残 し

（4 ．5 ）

7 ．6

わずか に しゃ くれ を もち、立 ち上

が る。

ヽ磨耗 す る。内面 はナ デ調整 。

881 ／／ ／1

－ 平底 か ら、やや しゃ くれ 、立 ち上 外面 は タテパ ケを施 し、 内面に指

（3 ．6 ）

8 ．0

が る。 頭圧痕 を残す 。

－81－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

88 2 S X 4 要

－ 中央部がや や 凹む平底 か ら、小 さ 外面 は、 わずか にパ ケ 目を残 し磨 底面 、縁辺部

（3 ．4 ）

8 ．2

くしゃ くれ、立 ち上 が る。 耗す る。 に粗痕 あ り。

8 83 ／／ ／！
（5 ．2 ）

7 ．8

平底 か ら丸味 をおび 、立 ち上が る。 外面 は 多方向 のパケ 目がみ られる。 断面 に接合痕
あ り。

8 84 ／／ 1／

－
平 底か ら直線 的に開 き、立 ち上 が 外 面に 、わずか にパ ケ 目を残 し、 底面 に黒斑 あ

（3 ．8 ）

10 ．3

る。 磨耗 す る。 り。

8 85 ／／ ／／

－ 底 面が 、わず かに 凹む平底 か ら、 外 面に タテパ ケが施 され るが、磨 底面 に粗痕 が

（4 ．5 ）

8 ．4

しゃ くれ をもち、立 ち上が る。 耗 す る。 み られ る。

8 86 ／／ ／／
（3 ．8 ）

8 ．6

底 面が 、わず かに凹 む平底 か ら立

ち上 が る。
！／

断面 に接合痕
あ り。

88 7 ／／ ／／

－
中央部が 凹む平 底か ら、 しゃ くれ 外面 は タテパ ケを施 し、内面 は指 外面 に黒斑 あ

（4 ．8 ）

8 ．5

を もち 、立 ち上 が る。 頭圧 痕 を残 す。 り。

88 8 ／／ ／1

（4 ．．1 ）

8 ．2

底面 全体 にやや 凹む平 底か ら丸味
をおび 、小 さ くしゃ くれ立 ち上が

る。

内 外面 と もに磨耗 す る。

・8 89 ／！ ／／

－ 底面 全体 が、や や凹 む平底 か ら丸 外面 に 、わずか にパ ケ 目を残 し、 底面 に粗痕 あ

（4 ．4 ）

9 ．4

味 をおぴ 、直線 的に 開 く。 磨耗 す る。 r）。

890 ！／ ／／
（3 ．8 ）

底 面が剥 落 し、大 き く開 きなが ら

立 ち上 が る。

内外面 と もに摩 耗の ため不 明。 内面 に粗痕 あ

り。

891 1／ ／／

－
平 底か ら強 くしゃ くれ を もち 、立 内外面 と もに指 頭圧痕 を残 し、 外 磨耗 す る。

（3 ．7 ）

9 ．0

ち上が る。 面 にはパ ケ 目が、 わずか にみ られ

る。

892 ／／ ／！
（11 ．2 ）

9 ．3

平 底か ら、 しゃ くれ を もち、 なだ
らかに立 ち上 が る。

内外面 ともに指 頭庄痕 を残 す。

893 ／！ ／／

－
底 面が 、わず かに 凹む平底 か ら、 外 面にパ ケ 目、内面 に指頭庄 痕 を

（14 ．3 ）

8 ．4

なだ らか に立 ち上が る。 残 し、磨耗 す る。

894 ／／ ／／

－
平 底か ら小 さ くしゃ くれ 、直線 的 外面 に タテパ ケ を施す が 、磨 耗す 底面 に 2 ヶ所、

（12 ．4 ）

8 ．4

に立 ち上 が る。 る。 粗痕 あ り。 胴
部外 面に黒斑

あ り。

8 95 ／／ ／／
（11 ．7 ）

8 ．3

平底 か ら、 なだ らか に立 ち上が る。 外 面に タテパ ケ を施 すが 、磨 耗 す

る。

内面 底部 に指頭庄 痕 を残す 。

8 96 ／／ ／／
（7 ．8 ）

9 ．1

平底 か ら直線 的に立 ち上が る。 外面 は タテパ ケ を施 した後 にナデ

調 整。 内面に指 頭庄痕 を残 す。

ー82－
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径 ．

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

897 S X 4 蛮
（7 ．2 ）

9 ．1

平底 か ら丸味 をおび 、立 ち上が る。 外 面は タテパ ケ を施 した後 にナ デ

調 整。

8 98 ／！ 1／

－ 平底 か ら一 部 しゃ くれ、立 ち上が 外面 は指頭 庄痕 を残 し　 タテパ ケ

（5 ．3 ）

8 ．0

る。 ヽを施 し、 内面 も指 頭圧痕 を残す。

899 ／／ ／／

－
平底 か ら丸 味 をおび 、強 くしゃ く 外面 は指頭 圧痕 を残 し　 タテパ ケ

（6 ．3）

8 ．4

れ 、立 ち上 が る。 ヽを施 し、 しゃ くれ部 をナデ調 整。

900 ／！ 鉢

－
有段部 をもち、直 立す る休部 。有 外面 、有段下 に タテパ ケ を残 し

（14 ．4 ） 段 部 には、パ ケ状工 具 に よる刻 目
を施す 。

ヽナデ調 整。 内面 もナデ調 整。

901 ／／ ／／
（6 ．8 ）

27 ．0

有段部 をもつ 内湾 気味 の休 部 。 外面 に タテパ ケ 、段 部上 には ヨコ

パ ケ を施 し、段部 は強 くヨコナデ
され る。

有段部 断面 に

接 合痕 あ り。

902 ／／ 紡錘車

径　　 5 ．4

厚 さ　 1 ．2

重量（g）39 ．5

紡錘車 として作成 され る。中央 部

に焼成 前に穿 孔す る。

孔 径は 6 mm。

903 ／／ ／／

径　 （5 ．0 ）

厚 さ　 1 ・0

重量（g）29 ．7

土器 片 を転用 し、焼成後 に穿 孔す

る。
孔 径は 3 mm。

904 P l 士冨E

－ なだ らかに立 ち上 が る上胴 部。 外 内外面 ともにへ ラ磨 き　 内面 は横

（10 ．3 ） 面に 4 条のへ ラ描 沈線の斜 行文 を
配 す。

0方 向で あるが 、外面 は単位 不 明。

905 P 2 袈
（3 ．3 ）

外反す る 口綾部 。 口唇部 は外傾す
る面 をな し、上 端 は稜 となる。 外
端 部に刻 目を施 す。

外 面に一部 タテパ ケがみ られ る。

906 P 3 ／／
（7 ．3 ）

直 立す る胴部 か ら小 さ く外反す る

口綾部。 口唇部 は 外傾 す る面 をな
し、刻 目 を施 す。

口縁 下外面 に タテパ ケ を施 す。

907 ／／ 高杯
（4 ．9 ）

高杯 の柱 状部 であ る。 脚部 内面 にへ ラ庄 痕が み られ る。

第17表　遺構出土石器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

貴大長
計 測値　 最大 幅
（cm 、g ） 最大厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

908 S T l 石斧

19 ．9

緑 色岩

全体 を粗 く敲打 に よ り成形 し、刃 部は よ く研 完形 の大形 蛤

8 ．3

5 ．0

13 50 ．0

磨 され 、作 出 され る。刃部 に使用 に よる と思

わ れ る欠 損あ り。

刃石 斧。

90 9 ／／ ／1

（ 5 ．6 ）

／1

非常 に偏平 な両 刃の石 斧 であ る。 側辺部 は刺 縄文 的な形 態

（ 6 ．8 ）

1 ．3

62 ．3

雛 に よ り調 整 し、全面 を研磨 し、擦痕 を残す。
刃部 は外 湾す る。

を もつ 。

－83－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

貴大長
計 測値　 最大 幅
（cm 、g ）最大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

9 10 S T l 石斧

7 ．6

頁　 岩

偏平 な両 刃の石 斧で あ る。 刃部 のみ を小 さ く 縄文 的な石斧

4 ．1

1．4

47 ．3

研磨 し作 出す る。側辺 部 は小剥離 に よ り調整

され る。

で あ り、刃部

に擦痕 を残す。

9 11 ／！ ／／

（5 ．6 ）

／／

打 製石斧 で あ月、基部 を欠損す る。側辺 部 は 縄文 的な石 斧

（4 ．8 ）

（1 ．8 ）

5 5 ．9

小剥 離 に より調 整 され、 刃部 は深い階段 状 の
剥 離に よ り作 出 され る。

で ある。

912 S X 4 ／／

4 ．2

1 ．7

0 ．7

6 ．3

泥　 岩

両 刃 を もつ小 型石斧 で ある。全体 を粗 く研磨

し、刃部 は縦 方向 に よ く研 磨 され、擦痕 を残
す 。

小型石 斧 。

913 S X 3 ／／

（5 ．5 ）

（4 ．7 ）

（1 ．0 ）

2 7 ．4

頁　 岩

刃 部側 を大 き く欠損 す る大 きな破片 であ る。

縁 辺部 には小剥 牡が み られ るが 、中央 部 には
よ く研磨 され 、擦痕 をもつ面 を残す 。

914 S T l 叩石

14 ．2

4 ．9

2 ．9

30 2 ．0

砂　 岩

柱 状の 自然礫 を使用 す る。端部 に剥離 をもち、

小 さな打痕が み られ る。 また 、上部 には表面

が磨 耗 にlよ りなめ らか な面 を もつ。

915 S X 4 ／／

10 ．7

6 ．4

1 ．5

115 ．8

／／

表 面に礫 皮面 を もつ 偏平 な剥 片を使用 す る。

両 側辺 か ら、表面 に剥 離 を行 う。

扁平 叩石 。

916 S X 2 ！1

11 ．9

7 ．7

1 ．9

18 8 ．0

／／

表 面に礫 皮面 を もつ 偏平 な剥片 を使用 す る。

下端 部 よ り表 面に大 きな剥 離が み られ る。
／／

917 S T l ／1

8 ．3

4 ．8

3 ．4

170 ．3

／／

一 端部 が広が る 自然礫 を使 用す る。端 部 に敲
打 に よ り、小 さな面 をなす部分 がみ られ る。

918 S X 3 ／／

9 ．3

（6 ．8 ）

（2 ．4 ）

166 ．0

／／

表 面 に礫 皮 面 をもつ偏平 な剥 片 を使 用す る。

周辺部 に小 さな剥 離が み られ る。

扁平 叩石 。

9 19 S T l 砥 石

（13 ．6）

（18 ．6）

8 ．3

3000 ．0

／／

や や粗 い砂 岩 を使 用 し、一部 を欠損 す る。砥

面は表 面 のみで 、わず かに 凹み、 断面は長 方

形 を呈 す．る。

920 ／！ ／／

（27 ．0 ）

M （37 ．2 ）

（18 ．5 ）

17200 ．0　°

／！

やや 大形 の砥 石 であ り、不定 形 を呈 す る。砥
面 は表面 のみで あ り、水平 な面 をな し、一 部

に敲 打痕 もみ られ る。

92 1 S X 4 ／／

（7 ．9 ）

（7 ．3）

1 ．7

112 ．3

／／

三角 形 をなす偏平 な砥石 で ある。表 裏面 とも

に砥面 として使用 され 、やや 凹ん でい る。

922 S T l ／／

42 ．0

／！

楕円形 の 自然礫 を使用 す る大 型の砥 石。 中央 中央 ピッ ト出

20 ．1

10 ．6

13250 ．．0

部が 、やや磨 耗 してお り、砥 面 として使用 さ

れ る。

土 。

92 3 S K 9 ／／

（13 ．7 ）

13 ．0

6 ．3

1750 ．0

／／

方形 を呈 し一 部 欠損す る。断 面は三 角形 をな
し、砥 面 はよ く使 用 され、水 平な面 となる。

9 24 S T l ／／

（33 ．2）

／／

楕円 形の 自然礫 を使用 す る大 型の砥 石。 中央 中央 ピッ ト出

（20 ．2）

9 ．0

8300 ．0

部 は、やや 凹む面 をな し、非 常に よ く使 われ

て いる。

土 。
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挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

最大 長
計測値　 最 大幅
（cm 、g ）最大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

925 S X 4 砥　 石

（9 ．1 ）

4 ．9

1 ．3

8 2 ．7

砂　　　 岩

平行 四辺 形 を呈す る偏 平 な砥 石。 表面 のみ を

砥 面 と して使 用 し、 中央部 が、 わずか に凹ん
でい る。

9 26 ／／ ／／

（11 ．0 ）

（10 ．6 ）

1 ．9

339 ．0

／／

三 角形 を呈す る偏 平な砥 石 であ る。円辺 部が

欠損 してお り、表 面の み を砥 面 と して使 用す

る。

92 7 S K 6 石 包丁

（3 ．5 ）

流紋岩 質岩

石 包丁 の端 部 であ り、大 き く外湾す る両 刃の 石 材か らみて、

（4 ．4）

（0 ．6）

7 ．5

刃 部 をもつ。 外 部か らの搬
入 晶で ある。

928 ／／ ／／

（6 ．6）

／1

大 き く外 湾す る刃部 を もつ 石 包丁で あ ‾〔＋ ‾干 i 石材 か らみて、

（4 ．4 ）

0 ．6

24 ．5

部 は両刃 であ I上　 背 部は 欠損す る ニ 外部 か らの搬

入 品で ある。

927 と同一 個
体 であ る。

929 S T l 石　 金族

（5 ．4 ）

（2 ．1）

0 ．5

7 ．4

頁　　　 岩

幅 の広い木 葉形 をなす＼偏 平 な磨 製石 鉄 であ

る。基部 は無茎 で あ り、表 裏面 ともに よ く研
磨 され、擦 痕 を残す 。

930 S X l ／／

（6 ．8 ）

1 ．4

0 ．4

3 ．8

／／

柳葉 形の磨 製石 鉄で あ る。 基部 は無 茎であ り、
断 面は菱形 を呈 し、表 裏面 ともに よ く研磨 さ

れ 、擦痕 を残す 。

931 S T l ／1

（ 4 ．9 ）

1 ．3

0 ．5

3 ．5

／／

磨製 石鉄 の末成 品 と思 われ 、表面 の左 半分 に

擦痕 がみ られ 、よ く研磨 されて いる。

932 S X l ／／

3 ．9

2 ．8

0 ．4

3 ．8

サ ヌ カイ ト

三 角 形 を呈 す る大 型 の石 鉄 であ る。基部 は平

基 であ り、表裏面 ともに粗 い剥 離 に よ り成形
され る。

933 S X 4 ／／

1 ．2

1 ．4

0 ．3

0 ．4

！／

正 三角 形 を呈 す る小型 の石鉄 であ る。基 部は
平 基 であ り、小剥 離に よ り成形 され る。

9 34 S X 2 投　 弾

6 ．4

6 ．6

349 ．0

チ ャ ー ト

球 形 の 自然礫 を利 用す る。

93 5 S T l 管　 玉

最大 長 1．2

直　 径 0 ．5

重　 量 0 ．4

碧　　　 玉

黒 味 をおび、非 常 に細 く、短 い。 孔径 2 mm 。

93 6 ／／ ／／

／／　 1．2

／1　 0 ．5

／1　 0 ．4

／／

やや 灰色 をお び、細 く短 い。・一端 は穿孔 位置

の ずれが み られ る。
／／

937 S K 6 ／／

〝 （1 ．7 ）

〝 （1 ．1 ）

〝　　 1 ．7

／1

やや 太 く欠損 してい る。 孔径 4 mm 。

938 S X l 削　 器

8 ．7

2 ．3

0 ．7

17 ．7

頁　　　 岩

長方 形 を呈 し、一 側面 に表裏 面か ら剥 離 を行

い 、刃部 を作 出す る。

939 S X 2 11

（ 8 ．4 ）

2 ．1

0 ．7

10 ．2

11

長方 形 を呈 し、一 端 を欠損す る。側 辺部 に小

さな粗 い剥 離 を施 し、刃部 とす る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最 大長
計 測値　 最 大幅

（cm 、g ）最 大厚
重　 量

材　　　 質 料　　　　　　　　 徴 備　　 考

940 S X 4 削　 器

（9 ．3）

6 ．4

3 ．1

193 ．0

チ ャ ー ト

不 定形 の厚 み のあ る剥 片 の左側辺 に表 面側 の

み に剥離 を行 い、刃 部 を作 出す る。

941 S X 3 ／／

（3 ．3）

（3 ．8 ）

（0 ．4 ）

7 ．6

サ ヌ カイ ト

礫 皮面 を打面 とす る方形 の剥片 の下端 に小剥

離 を加 え刃部 とす る。

942 S X l ／／

4 ．2

2 ．2

0 ．5

5 ．2

‘頁　　　 岩

縦 長剥 片の両側 辺部 に裏 面 よ り表面側 への剥
離に よ り、刃 部 を形成す る。

943 S X 4 ！／

（4 ．3）

（5 ．3）

（ 1．0）

20 ．9

サ ヌ カイ ト

礫 皮面 を打面 とす る剥片 の左側 辺部 に粗 い剥

離がみ られ る。下端 は欠 損す る。

944 ／／ ／／

（3 ．6）

（3 ．0 ）

（0 ．7）

7 ．6

／／

不 定形 の剥 片の周辺 部に小 剥離 を施 し、刃部

とす る。

945 ／／ 剥　 片

（3 ．1）

（3 ．8 ）

0 ．5

5 ．4

／！

不 定形 の剥 片 であ る。

946 ！／ ／／

（2 ．2 ）

（4 ．7 ）

（0 ．5）

4 ．6

／！

横 長の剥 片 であ る。

947 ／／ ／！

（2 ．9）

（2 ．9）

（0 ．4）

1．7

／／

方 形に近 い剥 片で ある。約 半分 欠損す る。

948 S T l ／／

（3 ．0 ）

（4 ．5 ）

（0 ．5 ）

7 ．3

／／

横 長の剥 片 であ り下 線部 に、使 用に よ ると思

われ る小剥離 が 、表裏面 にみ られ る。

949 S X 4 ／／

6 ．7

5．1

2 ．5

16 ．5

チ ャ ー ト

950 S K 6 ／／

6 ．8

5．1

1．7 ．

20 ．5

軽　　　 石

大形 の軽石 。

951 ／／ ／／

3 ．2

3 ．0

1 ．4

3 ．3

1／

小 形の軽石 。

952 ／！ ／／

（2．8 ）

（2 ．4 ）

（2 ．0）

3 ．1

／／

／／

953 1／ ！／

（8 ．8）

（4 ．9）

（3 ．4 ）

20 ．5

／／

大形 の軽石 。

954 S X 2 ／／

9 ．0 ・

（5 ．8）

（2 ．9）

176 ．0

／／
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Loc．25

l

l

l

I

I．位置と調査経過

Loc・25は、田村遺跡群の南部に位置し、南側は市道に画している。西は田村川によって

Loc・27と画し、東は水路によってLoc．16と、南は市道によってLoc．26と画している。東

西、南北ともに約105m、面積は約11，025mZの調査区である。この調査区は南北方向に3本の畦

畔が走っており、縦に細長く4つに区画されており、西から東に向けて1～4区を設定した。地

目は4区が人家の跡地である以外は水田である。また字名はワカサカ内と呼ばれている。

調査は各区にトレンチを設定することから始めた。1区は南北方向に幅4m、長さ20mのT

Rl、TRlに直交する形で幅4m、長さ12mのTR2、さらに南北に幅4m、長さ25mのTR

3を設定した。2・3区については南北に幅4m、長さ100mのTR4・5と、東西に幅4m、

長さ44m、32m、36mのTR6～8を設定した。4区はE4のグリッドポイントより東西に幅

4m、長さ32mのTR9、南北に幅4m、長さ24mのTRlOを設け、その南に東西に幅4m、

長さ20mのTRlO・11及び南北に幅4m、長さ32mのTR12を設定した。調査期間は昭和56年

5月から10月と昭和57年11月から昭和58年3月であり、合計11ヶ月間である。調査面積は弥生

時代、中世の面積を合わせ9，403mZである。

2．調査概要

1区はトレンチ調査の結果、表土層以下1m以上の深さにまで客土層がみられ、その下は砂

礫層を形成しており遺構及び遺物包含層は全く認められない。

2・3区は耕作土、床土を除去すると、南側％の範囲から中世の屋敷を囲む大溝、土拡、井

戸、多数のピット群が検出された。また3区の南部％の範囲では、中世遺構検出面の下層より

弥生時代前期の住居址、土鉱等が検出された。

4区は人家の跡地であるために現代の撹乱に遭遇しているが、3区から続く中世の大溝や、

土拡、多数のピットを検出した。さらに下層では、ほぼ全面に弥生時代前期の竪穴住居址、掘

立柱建物址、土拡、貯蔵穴、ピットが確認されている。

3．層序と出土遺物　（3・4区）

Loc．25の基本層序は以下のとおりである。

第I層　灰黄褐色粘質土層

第II層　灰黄灰色～淡茶灰色シルト層

第III層　茶黄褐色～淡茶褐色シルト層

第Ⅳ層　淡茶褐色砂質土層

第Ⅴ層　黄褐色粘質土層
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第77図は南北セクションベルトの西壁で表土を除去した後の基本層序であり、E4－1－8

がほぼ北端で、E4－16－18が南端である。第II層及び第III層が中～近世の遺構検出面で、第Ⅳ層

の黒褐色粘質土層が弥生時代前期の遺物包含層を形成しており、第Ⅴ層の黄褐色粘質土層が弥生時

代前期の遺構検出面で、地山を形成している。図を見ればわかるように、E4－1－13付近では

第Ⅴ層が6．30m以上の高度を有しているが、南へ行くにしたがって徐々に標高を下げ、E4－

11－23以南では6．00m以下になり、さらにE4－16－8以南では傾斜角度を増して淡茶褐色砂

質土層の下に入り込んでしまう。東西方向の層序は図示していないが、全体図のST2、SK

13、ST4・5を結ぶライン以西は第Ⅳ・Ⅴ層が急傾斜で下降し、2区の中世検出面下層の砂礫

層中に入り込んでいる。そしてこの砂礫層は深さ3m以上であり、その層中より流れ込みと考

えられる弥生前期土器の出土がみられる。したがってLoc．25の遺構は、北東方向から南西方

向に伸びる自然堤防上に立地していることを示している。またLoc．27のE2－10－19付近、

高度6．00mにおいて前期IIの段階の貯蔵穴を確認している。したがってLoc．25の3・4区か

らLoc．27までの約100mは大きな落ち込み（流路）であったことが判明した。

包含層の第Ⅳ層出土遣物は、多量の土器と石器（257、258等）である。土器は細片が多く、

図示できたものは壷（1）、蛮（2、3）、蓋（4）、鉢（5、6）、紡錘車（7、8）である。

（257、258）の石斧は地山直上であり、ほぼ当時の生活面上からの出土である。

4．遺構と遺物

竪穴住居址

S Tl

調査区の北寄りにあ生　竪穴住居址の中で

は最北に位置する。STlは、他の住居址の

検出標高等からみれば削平とは考えられず、

平地住居と考えたい。中央ピットと6個の主

柱穴間距離がST3と近似することから、S

T3と同様の規模の円形住居址が考えられる。

中央ピットの主軸方向はN－60㌧Eを示し、隅丸

第18表　STlピット計測表

No． 径 （cm ） 深 さ（cm ） 備　 考

P l 24 ×32 36 主　 柱　 穴

P 2 50 ×41 41 ／／

P 3 52 ×47 37 ！／

P 4 66 ×48 37 ／／

P 5 26 47 ！／

P 6 58 ×50 36 ／／

方形の平面形を有する。長径124cm、短径116cm、深さ26cmを測り、断面形は逆台形を呈する。中央

ピットの両脇には径26cm、深さ24cmと、径20cm、深さ24cmの小ピットが付随する。埋土は第I

層黄色シルト、第II層黒褐色粘質土で、第I層は無遺物層、遺物は第II層に集中している。土

器は大型壷底部（85）、婆口綾部（86）の他細片が21点出土している。石器は砥石（297）の他

に、床面及び壁よりチャートの石核1点、叩石4点、フレーク5点が出土している。主柱穴間

の距離は、P1－2が2．98m、P2－3が2．40m、P3－4が2．80m、P4－5が2．24m、P
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5－6が2．64m、P6－1が2．66mを測る。前期Iの住居址である。

S T2

調査区の北西で検出した隅丸方形の竪穴住

居址である。北西壁2．88m、北東壁2．90m、

南東壁2．80m、南西壁3．00mの長さを測り、

床面積は8．7m2である。なお長軸方向はN－

47㌧Wである。

長軸にほぼ直交する形でS Dlに切られて

いる。

第19表　ST2ピット計測表

No． 径 （cm ） 深 さ（cm ） 備　 考

P l 14 34

P 2 44 ×28 6

P 3 26 ×24 7

P 4 14 13

P 5 50 9

P 6 36 20

住居址の北東及び南東壁側にはテラス状の遺構がついている。壁高は0．14－0．15m程度で、各

壁ともに斜めに立ち上がっている。床面は平担でなく部分的にゆるい凹凸がみられ、北西隅及

び北東隅には20－30cm大の河原石が置かれていた。

埋土は第I～Ⅳ層からなr上　第II層が最も厚く堆積している。ピットは住居址内に4個、テラス

状部に2個の計6個である。壁溝は存在しない。

出土遺物は土器片35点、石器3点である。出土状況は第II層からの出土が最も多く、床面か

らは2点のみである。実測可能な土器は蛮（53）1点である。石器は（300、308）の他、第II

層中より河原石が10数個出土している。前期Iの住居址である。

S T3

ST2の南東8．20mに位置し、直径7．20m、床面積40．7m2を測る円形住居址である。南部に

2ヶ所の近代の撹乱が見られる他は、比較的残存状況は良い。壁の高さは0・16～0・28mで斜

めに立ち上がっている。床はほぼ平担面をなしている。埋土は第I～III層からなr上　床面には

大小60数個のピットが存在する。主柱穴はP6・7・14・20・24・26のグループと、P13・22・

27・31のグループに分けることができる。前者の柱穴間距離はP6－14及びP14－24が2．52m、

P24－26が2．34m、P26－20が2．72m、P20－7が2．44m、P7－6が2．36mで、平均すると

2．48mを測る。後者のグループは、P13－22及びP13－31が2．00m、P22－27が1．68mを測る。

これらの主柱穴は中央ピットと壁とのほぼ中間に位置している。また主柱穴P6・31・13・14・

22に対応する形で壁を突出させたPl・2・16・30が掘られている。これら突出型ピットは、

主柱穴よりも浅く床にさえ達していないものもある。これらのうちP30の底には、礎盤と考え

られる20×10cmのやや扁平な河原石が置かれている。

10個の主柱穴中で柱根跡が確認できたものはP13・24で、埋土の差から柱の大きさは18～20

cmほどのものであると考えられる。

PlOは中央ピットで、長軸方向はN－46㌧Eを測り、隅丸長方形に近い平面形を有し、両脇にPl・

ー164－



第20表　ST3ピット計測表

No． 径 （cm ） 深 さ（cm ） 備　 考 No． 径 （cm ） 深 さ（cm ） 備　 考

P l 40 ×36 34 P 17 36 ×32 27

P 2 60 ×44 20 P 18 32 30

P 3 36 ×24 6 P 19 32 ×24 6

P 4 52 ×32 6 P 20 20 28 主　 柱　 穴

P 5 32 ×16 6 P 21 32 ×24 16

P 6 44 ×36 35 主　 柱　 穴 P 22 44 24 主　 柱　 穴

P 7 36×28 47 ／！ P 23 44 ×40 29 貯　 蔵　 穴

P 8 52×32 14 P 24 40 ×32 53 主　 柱　 穴

P 9 44 6 P 25 52×36 4

P lO 1410 ×92 33 中央 ピ ッ ト P 26 48 37 主　 柱　 穴

P ll 16 24 P 27 52×44 12 ／／

P 12 18 19 P 28 48 9

P 13 50 26 主　 柱　 穴 P 29 40 ×36 8

P 14 39 36 ／／ P 30 60 39

P 15 42 6 P 31 30 28 主　 柱　 穴

P 16 52 ×48 33

12の小ピットが付随している。中央ピットの東半分は段状になっているが、全体にまわってい

た可能性もある。また、中央ピット周辺0．6～0．7mの範囲が堅く踏みしめられている。後述す

るように中央ピットからは多数のフレークや叩石が出土しており、壁は全く焼けていない。P

23からは完形の鉢（40）と石斧の末製品（263）が出土しておr上　屋内貯蔵穴と考えられる。

P20は隅丸長方形を呈する比較的浅いピットであるが、底の東半分に20cm大の河原石が2個並

置してあった。

遺物は埋土各層より土器片345点、石器、フレーク等70数点が出土している。土器は第I層

より129点（37・4％）、第II層182点（52．8％）、第III層13点（3．8％）、床面21点（6．1％）であ

る。石器は第I層より29点（43％）、第II層30点（45％）、第III層2点（3％）、床面6点（9

％）が出土しておr上土器、石器ともに第II層が最も多い。中央ピットからは婆底部（47）の他

に、底にへばりつく状態で砥石（295）、叩石、フレークが9点、埋土中より11点が出土してい

る。P23からは先述の鉢の他、婆（29）が出土している。P21からは無軸羽状文を有する壷胴

部（10）、婆（28、43）、P27からは壷底部（21）、P25からは大型壷（25）が出土している。ま

た、住居址埋土出土のもので特に注目すべきものとして、黒色磨研の小型壷（18）と駒形鉄

（317）をあげることができる。前者は第I層、後者は第II層出土である。

ST3は主柱穴の数及び位置関係から、1回の建て替えが考えられる。埋土、切り合いの関

係より、先述した6穴（第1グループ）と4穴（第2グループ）には先後関係があることが窺

える。第1グループが新しく、第2グループが古い。第2グループのP13・22・27・31が河原

石や地山の土で埋められた後、第1グループの6穴が堀られている。西側の2穴は新旧ともに利
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用されたと考えられる。前期Iの住居址である。

なお、住居址の西側2．88mの地点で大型砥石（296）を検出した。これはST3と関係があ

るものと考えられる。

S T4

調査区の西端に位置し、方形の平面形を有する竪穴住居地である。西壁5．60m、北壁5．28m、

東壁6．00m、南壁5．44mを測り、床面積は31．7m2である。長軸方向はN－25LWを示す。また、東

壁側は近世墓に切られている。壁は0．10～0．15mの深さで斜めに立ち上がっており、床面は平

坦でなく緩い凹凸が見られる。柱穴が四隅に突出するようについており、主柱穴になるものと

考えられる。主柱穴の間隔はP1－2が6．00m、P2－3が5．48m、P3－4が5．64m、P4

－1が5．48mを測る。床面中央部に長軸と直交するかたちで長楕円形の中央ピットがあり、2段

に掘り込まれ住居床面からの深さは16．2cmと26．2cmを測る。また中央ピットの両脇にはピット

が付随しており、各々22－27cmの深さを測る。

遺物は埋土第II層より縄文晩期土器細片2

点と、弥生前期土器（52－60）45点が出土し

ている。蛮口緑（53）は床面出土であり、土

製円盤及び転用紡錘車20片（約13個体分）が

集中出土したことは注目すべきであろう。

中央ピット第III・Ⅳ層からは30cm大の河原

石1個、10～20cm大の河原石6個、他に叩石

第21表　ST4ピット計測表

No． 径 （cm ） 深 さ （cm ） 備　 考

P l 44 17 主　 柱　 穴

、P 2 44　－ 18 ／／

P 3 52 19 ／1

P 4 52 ×40 17 ／／

P 5 100 ×80 2 6 中央 ピ ッ ト

P 6 48 16

P 7 44 22

（’266）、砥石（294）、ノミ状小型石器（324、326）の他に、フレークなど30数点が出土してい

る。土器は細片のみ25点が出土している。中央ピット内には炭化物、焼土は全く認められない。

前期Iの住居址である。

S T　5

ST3の南8．60mに位置し、ほぼ円形の平面形を有する竪穴住居址である。直径8．50m内外で

床面積は56．7m2を測る。壁は0．20～0．38mの深さで斜めに立ち上がり、床面は平坦面をなす。

主柱穴は6個で平面形にはかなり差違がある。主柱穴の間隔はP6－14が2．50m、P14－23が

2．50m、P23－25が2．44m、P25－20が2．04m、P20－8が2．12m、P8－6が3．04mで平均

2．44mを測る。なお、P6・8・20は根締めと思われる河原石を底に置いている。壁にはPl・

2・5・7・27・28が突出している。しかし、ST3のようにすべてが主柱穴と対応はしない。

中央ピットは長楕円形の平面形を有し、2段に掘り込まれ、深さは28cmを測る。中央ピットの

両端にのみ、小ピットが付随している。

遺物は埋土より縄文晩期土器細片2点を含む273点が出土しており、底部（62、67）は床面
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第22表　ST5ピット計測表

No． 径 （cm ） 深 さ （cm ） 備　 考 No． 径 （cm ） 深 さ （cm ）

P l 80 ×56 11 P 16 76 ×60 20 中央 ピ ッ ト

P 2 60 ×44 9 P 17 32 ×22 8

P 3 20 ×14 8 P 18 16 14

　 P 4 16 ×10 6 P 19 32 ×28 5

P 5 60 ×14 32 P 20 56 32 主　 柱　 穴

P 6 30 ×24 35 主　 柱　 穴 P 21 ． 14 3

P 7 70 ×60 11 P 22 12 1

P 8 72 ×54 20 主　 柱　 穴 P 23 66 ×54 13 主　 柱　 穴

P 9 50 ×48 9 P 24 48×32 36

P lO 52 ×40 8 P 25 44 ×30 51 主　 柱　 穴

P ll 40 ×32 4 P 26 24 ×20 38

P 12 14 ×12 8 P 27 60 ×44 3

P 13 24 4 P 28 52×48 6

P 14 93 ×52 24 主　 柱　 穴 P 29 26×24 3

P 15 22 6

より出土している。石器は、床面より投弾（306）、石製紡錘車（328）をはじめ、小型ノミ状石

器（259～262、325、327、329、331、335）、磨製石鉄未製品（319、320、322、323）、挟入柱状

片刃石斧の小破片（336）、刃器（334）など多数の出土がみうけられる。前期Iの住居址である。

S T6

ST4の東8．20mに位置し、隅丸方形の平面形を有する竪穴住居址である。西側を中世の溝に

切られ、北東隅は削平されている。また南東隅も、2．00×1．20mの規模の現代の撹乱によって挟ら

れている。規模は4．40×4．80mで床面積は21．1m2を測り、長軸方向はN－27LEである。壁の残存

状況は悪く、南壁の最も深いところでも0．12m程度である。なお、北壁側に長軸1．80mを測る

不定形の浅い土砿があるが、ST6との関係は不明であり、独立させてSK14として扱う。埋

土はおおむね黒褐色粘質土である。主柱穴はPl・2・8・12・13であr上　P3も掘り方と柱

痕跡があるので柱穴であろう。中央ピットは隅丸方形の平面形を有し、断面形は逆台形を呈する。

長軸方向をN－39LEにとり両脇に小ピット

を付随させる。中央ピット埋土は第I～III層

で、第II～III層には大小の河原石が多く入っ

ている。

遺物は、底部に織物の圧痕がついた蛮底部

（71）の他30数点が出土し、石器は叩石（292）

が中央ピット第II層より出土している。前期

Iの住居址である。

第23表　ST6ピット計測表
N o ． 径 （c m ） 深 さ （c m ） 備　 考

P　 l 5 6 ＞＜ 5 2 1 3 主　 柱　　 穴

P　 2 4 4 ＞＜ 4 0 2 0 ／／

P　 3 5 2 ＞＜ 4 0 3 0

P　 4 3 6 ＞＜ 3 2 8

P ．5 9 4 ＞く 9 2 3 4 中 央 ヒ： ッ ト

P　 6 5 2 ＞く 4 8 1 8

P　 7 6 0 2 8

P　 8 4 0 8 主　 柱　　 穴

P　 9 3 2 ＞く 2 8 3 1

P l O 2 8 ＞く 2 4 5

P l l 3 6 ＞く 3 0 1 6

P 1 2 4 4 ＞＜ 4 0 1 8 主　 柱　　 穴

P 1 3 5 2 ＞く 4 4 1 1 ／／

P 1 4 2 6 × 2 0 7

P 1 5 3 6 1 0
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S T7

ST6の南東8．00mに位置し、方形の平面形を有する竪穴住居址である。西壁3．76m、北壁

3・76m、東壁3・92m、南壁3．36m、床面積は13．2mZを測り、長軸方向はN－52㌧Wを示す。壁は

0．08－0．12mの深さで斜めに立ち上がっている。埋土は第I～III層で、中央ピット南部を中世

のピットに一部切られている。

主柱穴は壁側のP2・4・6・12・13の5個である。中央ピットは床面中央部よりやや東に寄

っており、不整長方形の平面形を有し、深さ

21cmを測る。床面はほぼ平坦であるが、P

12の西にはわずかの高まりがみられる。

遺物は土器片が第I層より3点、第II層よ

り18点、第III層より21点の計42点が出土して

いるが図示可能なものはない。また、第III層

には5～20cm大の河原石が多数含まれる。中

央ピット内からは他例と同様に多くの河原石

叩石（307）が出土している。前期Iの住居

址である。

掘立柱建物址

S Bl

調査区の北東端で検出した掘立柱建物址で

ある。梁間3間、桁行5間の規模を持ち、棟

方向はN－53LEを示す。北東隅を現代の撹

乱によって切られている。SK2が並行して

走っているが、SBlに付随するものであろ

う。桁行1間あたりの間隔は1．40～2．00mで、

平均1．64mを測る。各々の柱穴はST3等の

竪穴住居の主柱穴と同程度の大きさである。

遺物はP6より壷細片1点、Pllよりチャ

ートの石核1点と喪細片1点、P18よりチャ

ートのフレーク6点が出土している。前期I

に属する。

第24表　ST7ピット計測表

No． 径 （cm ） 深 さ（cm ） 備　 考

P l 20 6

P 2 34 19 主　 柱　 穴

P 3 24 ×12 3

P 4 44 ‾ ・12 主　 柱　 穴

P 5 44 ×32 2

P 6 48 6 主　 柱　 穴

P 7 24 ×30 5

P 8 28 ×24 6

P 9 32×22 7

P lO 36×30 10

P ll 84 ×60 40 中央 ピ ッ ト

P 12 60 ×44 32 主　 柱　 穴

P 13 40 ×34 7 ！／

P 14 36×30 8

第25表　SBlピット計測表

No． 径 （cm ） 深 さ（cm ） 備　 考

P l 40 ×33 15

P 2 40 ×27 18

P 3 44 ×19 15

P 4 31 ×24 23 柱 痕 （径 12cm ）

P 5 46 ×35 14

P 6 26 ×32 7 前期の細片1点（壷）

P 7 34 ×40 25

P 8 52 ×40 20 柱 痕 （30 ×19cm ）

P 9 50 ×4 2 19

P lO 36 20

P ll 39 15 チャート石核出土1点、
前期細片1点（袈）

P 12 28 18

P 13 35 ×31 16

P 14 52 18

P 15 40 ×34 8

P 16 4 5×32 33 柱痕 ・（18 ×15cm ）

P 17 54 ×39 27

P 18 62 ×52 18 チャートフレーク6点出
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S B2

SBlの15・00m南に位置し、SBlをそのまま南へ平行移動したような配置である。大部分が

調査区外であるため規模を明らかにすることができないが、柱大規模、間隔などからSBlと

同様の掘立柱建物を推定することが可能であろう。桁行1間あたりの間隔はP1－2が1．84

m、P2－3が1・36m、梁間はP1－4が1・00mを測る。P2の底には、礎盤と考えられる

14cm大の河原石が置かれている。P4よ年碧口緑（243）が出土している。前期Iに属する。

SB3

調査区の南端に位置する。1×1間の掘立柱建物址で、柱間距離はP1－2が1．80m、P

2－3が2・56m、P3－4が1・80m、P4－1が2・44mを瀕申上棟方向はN－65㌧Wである。

各柱穴及び間隔はSBl・2よりも大きい。高床式倉庫と考えられる。前期Iに属する。

土砿

S Kl

不整楕円形の平面形を有する土砿で、長軸

方向はN－45LEを示す。長径0．94m、短径

0．80m、深さ3～10cmを測る。埋土はII層か

第26表　SB3ピット計測表

No． 径 （cm ） 深 さ （cm ） 備　 考

P l 40 ×60 22

P 2 76 ×58 17

P 3 64 ×60 9

P 4 72 ×60 16

らなり、遺物は壷底部（76）の他6点の弥生前期土器片、チャートのフレーク1点が出土している。

S K2

SBlに並行する溝状の土肱で、SBlに伴う可能性がある。長軸方向はN－50LEを示し、長

径3・80m、短径0・44m、深さ0・24mを測る。埋土は第I層が茶褐色砂礫、第II層は黒褐色粘質

土である。遺物は割同部（77）の他、細片が数点出土している。

SK3

SBlの南西に位置し、不定形の平面形を有する。長軸方向はN－40LEを示し、長径1．51m、

短径0・89m、深さ3－7cmを測る。上部はかなり削平されているものと考えられる。埋土は黒

褐色粘質土単純一層で、遺物は壷（78、79）、婆（80～84）の他73点の土器細片が出土してい

る。ほとんどが底面出土である。前期Iの土砿である。

S K4

隅丸方形の平面形を有し、長軸方向はN－30㌧Eを示し、長径0．62m、短径0．52m、深さ0．30m

を測り、断面形は逆台形をなす。埋土は黒褐色粘質土単純一層で、遺物は婆口緑部（87）の他細

片が7点出土している。前期Iの土砿である。
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S K5

不整方形の平面形を有し、S K6を切っている。長径2．48m、短径は約1．64m、深さ0・10

～0．15mを測る。西壁にPlとP2が突出したかたちで付随している。P2は53×44cm、深さ

22cmを測り、底面及び壁にへばりついた状態で砥石（298、301）、叩石（276、277、289）が

出土している。SK5埋土第II層からも数点の石器、土器細片が出土している。

S K6

西側をSK5に切られ、東は現代の撹乱によって深く挟り取られている。隅丸長方形の平面

形を有するものと考えられ、長軸方向はN－60LEを示す。推定長軸3．00m、短軸1・88m、深さは

最も深いところで0．32mを測り、両端から段状に掘り込まれている。埋土は黒褐色単純一層で

遺物は壷胴部（88）、大型壷底部（89）、婆口緑部（90、91）が出土している。また西壁に接し

てPl・2があり、ともに40×30cm、深さ30cmを測る。Plの底面及び壁には、根締めと考え

られる15－20cm大の河原石が6個置かれており、その中の1つに叩石（291）が入っていた。

S K7

西側が現代の撹乱によって大きく切られているが、隅丸長方形の平面形を有する土砿であろ

う。長軸方向はN－60LWを示す。規模は現存長径2．90m、短径1．64m、深さ0．15mを測り、西側が

わずかに張り出している。底面には凹凸が多く見られ、埋土は第I～III層からなる。遺物は第III

層より石包丁（315）が出土している。またSK7にはPl・2が付随している。P2は40

×30cm、深さ30cmを測り、底面から3cm程上部に大型砥石（290）が出土している。ピット内

では砥石本来の機能が果たせたとは考えられず、2次的機能として柱の礎盤に利用されたもの

であろう。

S K8

調査区の東端に位置し、長軸を東西方向に有する不定形の土蛇である。長径2．20m、短径

1．70m、深さ6～9cmで、壁は斜めに立ち上がる。かなり削平されているものと考えられる。

埋土は黒褐色粘質土単純一層で、遺物は壷口緑（92）、壷底部（93、94）、蛮（95）の他200点

近い土器細片が出土した。また、これらの土器とともに2－20cm大の河原石が多量に出土して

いる。前期Iの土砿である。

S K g

SK8の南に位置し、SB2の桁方向に並行する溝状の土砿である。長軸方向はN－60LEを示

し、長径3．24m、短径0．52m、深さ0．32mを測る。両端は段状を呈する。埋土は第I・II層からな

り、遺物は蛮（97－101）が出土している。SK2同様、SB2に関係する遺構と考えられる。
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S KlO

ST3の西に接してお生平面形は直径1．20mの円形を呈する土砿である。断面形は逆台形状

をなしているが、底面中央部に直径10cmの小穴が2個並んでいる。また壁上端の一部が段状を

なしている。埋土は第I・II層か・らなり、第I層の黄色シルトは無遺物層で、第II層の淡黒褐

色粘質土からは多量の土器、石器、炭化物が出土している。土器は底部（102）の他は全て細片

である。石器は打製石鉄（318）、大型蛤刃石斧（264）の他、砥石5点、フレーク26点、叩

石5点、河原石7点が出土している。また、SKlOの両脇にはPl・2の小ピットが付随して

いる。Plは40×26cm、深さ7・1cmを測り、直径10cm内外の柱痕を確認することができる。P

2は36×18cm、深さ11・6cmを測る。SKlOは、住居址内の中央ピットを大型にしてそのまま屋

外に取り出したようなもので、出土遺物も酷似している。

S Kll

ST3の南西0．80mに位置し、東側の大部分は現代の撹乱によって切られている。隅丸方形の

平面形を有し、長軸方向はN－65㌧Wを示す。長径1．00m、短径0．60m、深さ2～3cmを測る。

埋土は黒褐色粘質土単純一層で、出土遺物は見られない。

S K12

調査区の西寄りに位置する。南は中世の溝に切られ、西は氾濫原に削り取られている。さら

に中央をSDlによって切られている。全形を推定することは困難であるが、現存長径4．12m、短径

3・34m、深さは平均0・10m内外を測り、底面には大小7つのピットがある。埋土は第I～Ⅳ層か

らが上第Ⅳ層はピット内や底面のわずかな窪みに堆積し、第III層は黒褐色粘質土で最も厚く

堆積している。第II層は焼土、第I層は西の氾濫原から流れ込んだと思われる黄色シルトで

ある。

遺物は石包丁（314）が第I層から、第III層からは砥石が出土している。また第II・III層か

らはチャートのフレークが3点、P4からはチャートとサヌカイトのフレークが5点と、河原

石2点が出土している。

S K13

北側を中世の溝によって切られており、西では壁が削平されている。南に扇状に7．90mの壁

の立ち上がりを認めるのみである。壁の残存状況も4cm以下と極めて浅い。また周縁部に4ヶ

所大小のピットが存在している。なお、SK13とSK12は、同一の遺構とみられる可能性が強い。

S K14

調査区の東端に位置する。平行四辺形の平面形を有し、長軸方向はN－20LEを示す。長径1．80
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m、短径1．16mで、深さは東壁側で0．10m、西壁側では1－2cmを測る。埋土は黒褐色粘質土

単純一層で、遺物は婆（103ミ104）の他50数点の土器細片と、20cm大の河原石5個が出土して

いる。

S K15

ST6の床面で検出した。ST6に切られたものか、付随するものか不明であるが、独立し

て扱う。不定形の平面形で、長径1．80m、短径1．52m、深さは東部で0・10m、西側は2－3cm

程度しか残っていない。埋土はST6とほぼ同様の黒褐色粘質土で、遺物は大型壷の胴部片

（105）が出土している。

S K16

ST6の東3．70mに位置する。長軸は南北方向を示し、南半が大きくなっている。平面形に

かなりの凹凸が見られ、底面は段状に掘り込まれている。規模は長径2．48m、短径1．20m、深

さは最も幅の広い部分が最も深く0．28mを測る。埋土は第I・II層からなり、黒褐色粘質土が厚

く堆積し、その上に黄色シルトが薄く堆積している。遺物は全く見られないが、中央部のやや

南よりに20cm大の河原石が底面より7cm上部に残存していた。

S K17

ST5の東5．70mに位置する。楕円形の平面形を有し、長軸方向はN－40㌧Wを示す。長径1．66

m、短径1．00m、深さ0．33mを測r上底面中央部は幅0．56mにわたって0・11m掘り込まれてい

る。北東壁はほぼ垂直に立ち上がるが、他の壁は斜めに立ち上がっている。埋土は第I層黒褐

色粘質土、第II層淡黒褐色粘質土、第III層茶褐色砂であり、土砿埋土に砂が堆積する例は本例

以外にはない。

遺物は第II・III層から多量に出土している。壷（106、107）、婆（108～114）、鉢（115）、紡

錘車（116）、大小粘土塊102個（524g）の他400点以上の土器片が出土している。石器は石包丁

（312）、サヌカイトフレーク（332、337）、頁岩フレーク（339）が出土している。他に、底面

南東部に40cm大の河原石が置かれていた。さらに炭化物や焼土塊も出土している。注目すべきことは

出土土器片のほとんど全てが半焼成晶であることと、上記の粘土塊には植物繊維が含まれてい

ることである。

S K18

調査区南端のSB3の北4．00mに位置する。楕円形の平面形を有し、長軸は東西方向を示す。

長径1．68m、短径1．28m、深さ0．30mを測り、断面形は舟底状を呈する。埋土は第I層青灰色粘質

土、第II層勒黒色粘質土で、遺物は第II層から婆（117～122）、鉢（123）が出土している。
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S K19

調査区の南に位置し、ST5の南5．00mに位置する。扇形状の平面形を有し、長軸方向はN－35㌧

Wを示す。長径3．40m、短径1．56m、深さは南端で0．20m、北端で4cmを測る。南端に直径60cm、深

さ60cmのピットが掘り込まれている。埋土は黒褐色粘質土単純一層で、出土遺物はみられない。

S K20

調査区南端に位置する。中央部が狭くなる細長い平面形を有し、長軸方向はN－6駐－Wを示す。

長径1・52m、短径0．64m、深さ0．22mを測る。底面は中央より北西が二段に窪んでいる。現水路

下で検出したため、全体に還元土壌であと上埋土は勒黒色を呈する。出土遺物は見られない。

溝

S Dl

調査区の西端部を北東から南西に向って延びる遺構である。延長約60．00m、幅0．28－0．40mを

測る。SXlの南部で1度消滅し、再びPlの付近に出現し、直線的に延びる。しかし、SK13

付近で氾濫原に削られている。埋土は、第I層茶褐色粘質土と第II層茶褐色砂質土からなって

いる。遣物は石鉄（316）など弥生時代前期のものに混在して、後期の婆（124）なども出土して

いる。弥生時代後期の溝である。

柵列

S AI

ST3の西7・00mに位置する。P1－4がN－46LW、P4－7がN－45㌧Eで、P1－4

とP4－7とは直角に近く890で交わっている。各ピットの大きさは径20～28cmで平均23．7cm、

深さ5～14cmで平均11・4cmを測る。各ピット間の間隔はP1－2が1．16m、P2－3が1．56m、

P3－4が0・92m、P4－5が1．20m、P5－6が1．04m、P6－7が1．48mで平均1．20mを

測る。またP4－7とP4－1の距離は前者が3．76m、後者が3．72mで、わずか4cm差しか認

められない。埋土は全て黒褐色粘質土であり、遺物は見られないが、検出面、埋土等から前期

Iのものとみられる。

性格不明遺構

S Xl

調査区北端に位置する。北側は調査区外に出ており西側は氾濫原及びSDlによって切られ

ているため、全形を推定することは困難である。扇形状に埋土の広がりが見られるが、残りは

最も深いところで0．24mを測る。埋土の堆積はやや複雑で、Loc．25の遺構の標準的埋土である

黒褐色粘質土は壁の立ち上がり際の部分のみに見られ、他は砂質土及びシルトが堆積している。
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また一部に炭化物、焼土が薄く堆積している。このようなシルト、砂質土の堆積は、西の

氾濫原との関係で2次堆積によるものと考えられる。

遺物は婆（125～139、141）、壷（140）、鉢（142）が、砂層及びシルト層から出土している。

磨製石鉄（321）、紡錘車（256）は、第III層の黒褐色粘質土から出土している。

S X2

調査区のほぼ中央部に位置し、SX3と接しているが切り合い関係はみられない。また北及

び南を現代の撹乱によって大きく切られている。隅丸五角形の平面形を有し、長軸方向はN－88㌧

Wを示す。長軸8．00m、短軸6．80m、深さ0．68－0．72mを測り、底面は中央部が低くなってい

る他は、柱穴等は全く認められない。埋土は第Ⅴ層の黒褐色粘質土が堆積した後、第II～Ⅳ層

のシルトが堆積している。第I層は黒褐色粘質土に黄色シルトがブロックで入っており、ある

時期の撹乱の可能性がある。

遺物は多量の弥生土器（143－229）が多量に出土しており、その多くは第Ⅴ層上面にへば

り付いた状態で出土している。またこの遺構の特徴として、多量の河原石が投げ込まれた状態

で出土していることがあげられる。北半分には比較的大きな石が、南半分には小さな石が堆積

しており一部は掘り方より外にはみ出ている。これらの河原石は第Ⅴ層が堆積した後に多量の

の土器片とともに東側から一度に投げ込まれた可能性が強い。SX2から出土した土器片はほと

んどが細片であることから、最初から破片を投げ込んだものであると思われる。婆と壷が量的

に多数を占める。口緑部の破片で各土器形式の出土割合をみると、壷56点（50．9％）、蛮48点

（43．6％）、鉢3点（2．7％）、高杯3点（2・7％）であり、底部と合わせるとその総計は約62個体分となる。

S X　3

SX2をやや小型にしたような五角形の平面形を有し、長軸方向はN－41LEを示す。西側は中

世の溝に切られ、東側は現代の撹乱によって大きく切られている。長軸0．68m、短軸6．00m、

深さは0．50～0．60mを測生　中央部がやや深くなっている。埋土は、基本的には第Ⅴ層の黒褐

色粘質土とその上層にシルトが堆積しているという点ではSX2に類似するが、北隅の最下層

に第Ⅶ層の暗灰黄色砂が堆積し、その上に焼土、炭化物が薄く存し、その後に第Ⅴ層が堆積して

いるという点で異なっている。また、第Ⅴ層中にも北端には焼土、炭化物が薄く堆積している。

遺物の出土状況もSX2とは異なっている。すなわちSX2が第Ⅴ層にはほとんど遺物が見

られなかったのに対して、、SX3は床面及びⅤ層から多くの弥生土器が出土しており、その土

器は大型のものが多い。また先述の焼土、炭化物も流れ込んだものではなく、この層において

焼かれたものと考えられ、この付近から出土した河原石は煤けている。遺物の量はSX2に比

べると極端に少ない。口綾部破片数で器種組成をみれば、壷2点、窪4点、鉢1点である。しか
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し土器底部は、16個体分が発見されている。またSX2に見られたような河原石の大量投棄は

見られない。層位的な土器出土状況を見れば、SX3がSX2に先行すると思われる。

炉址

P21の南西1．30mに位置し、直径0．80mの範囲が赤く焼け変色している。何等の施設も伴っ

ていないが、屋外炉であるとみるべきであろう。

ピット

Pl

円形の平面形を有し、直径52cm、断面形は逆台形状を呈する。埋土は第I層黄灰色シルト、第II

層黒褐色粘質土、第III層淡茶灰色粘質土で、各層より弥生土器細片及び石器が出土している。

石器は第III層より叩石（283）の他、10cm大のチャート石核1個、第II層より25cm大の河原石

が西側の壁に密着した状態で出土し、底面よりは10cm大の河原石が3個出土している。

Plの両脇には径30cm前後の小ピットが付随している。竪穴住居址内の中央ピット、SK8

と同様の機能を有していたものを考えられる。

P2

楕円形の平面形を有し、長径90cm、短径72cm、深さ54cmを測る。床は段状をなし、壁は垂直

に近く立ち上がl上埋土は黒褐色粘質土単純一層である。遣物は、壷底部1点、口綾部細片1

点、その他段部に28cm大の河原石があり、さらにその上に14cm大の河原石が載っている。また

検出面の南東壁上には30cm大の河原石が置かれている。P2は柱穴と考えることができ、これ

らの石は柱の根締めとして利用されたものである。

P3

楕円形の平面形を有し、長径68cm、短径60cm、深さ38cmを測る。埋土は茶褐色砂質土に黒褐

色粘質土、灰色シルトがブロックで入っている。底面は階段状をなしている。遺物は検出面よ

り叩石（285、288）、埋土より弥生前期土器片1点、底面直上より炭化物が少量出土している。ま

た検出面に近接して「槌の子」と考えられる磨石（309～311）が出土している。

P4

円形の平面形を有し、直径25cm、深さ14cmを測る。埋土は黒褐色粘質土単純一層で、遺物は

壷底部（240）と叩石（305）が出土している。
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P5

隅丸長方形の平面形を有し、長径47cm、短径38cm、深さ6～8cmを測る。埋土は黒褐色粘質

土単純一層で、遺物は埋土中より紡錘車末製品（255）、検出面から叩石（282）、底面からは15

cm大の河原石と砥石が出土している。

P6

楕円形の平面形を有し、長径60cm、短径46cm、深さ8cmを測る。底面中央部に径10cm前後

の窪みがある。埋土は黒褐色粘質土単純一層である。遺物は17cm大の河原石と砥石が出土して

いる。

P7

楕円形の平面形を有し、P8を切っている。長径60cm、短径36cm、深さ10cmを測り、底面中央部

はわずかに凹状をなす。埋土は第I～III層よりなr上遺物は検出面で叩石（270）が出土してい

る。

P8

円形の平面形を有し、径40cm、深さ34cmを測る。埋土は第I・II層で、第I層は柱痕跡と考え

られる。底面は一部が段状をなし、中央部に径10cmの窪みがある。遺物は掘り方より弥生土器

蛮（248）が出土している。

P g

楕円形の平面形を有し、長径70cm、短径64cm、深さ38cmを測る。埋土は第I～III層で、各層よ

り弥生土器細片が出土している。

PlO

直径60cmの円形の平面形を有し、深さ14cmを測り、南西部が癌状に突出している。底面は平坦で、

壁は斜めに立ち上がる。埋土は黒褐色粘質土単純一層で、遺物は底面よr「砥石（303）が1点出

土している。

Pll

楕円形の平面形を有し、長径82cm、短径70cm、深さ22cmを測る。底面中央部に径20cm、深さ

14cmの窪みがある。壁は斜めに立ち上がっている。埋土は黄褐色シルト単純一層で、弥生土器

細片が数点出土している。
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P12

円形の平面形を有し、径68cm、深さ20cmを測る。底は平坦面をなし、断面形は逆台形で、埋土

は黄褐色シルト単純一層である。

P13

楕円形の平面形を有し、長径60cm、短径54cm、深さ18cmを測る。底面の東壁側には径10cm、

深さ13cmの窪みがある。壁は斜めに立ち上がり、断面形は逆台形をなす。

P14

楕円形の平面形を有し、長径98cm、短径68cm、深さ43cmを測る。断面形は箱形をなすが、上

部を段状に掘り込んでいる。埋土は第I～Ⅵ層が堆積しておr上　遺物は第Ⅵ層より土製円盤

（253）が1個出土している。

P15

円形の平面形を有し、直径90cm、深さ60cmを測る。馬蹄形状の段を作り掘り込んでいる。埋土

は第I～III層よりなる。出土遣物はない。

P16

楕円形の平面形を有し、長径64cm、短径60cm、深さ50cmを測る。南西壁は階段状に掘り込ま

れ、北東壁側は袋状をなす。埋土は第I～Ⅳ層からなr上　第Ⅳ層より15点の弥生土器細片が出

土している。うち1つに、棒状工具で横方向に数本の洗練を引き、条痕状を呈するものが含まれ

ている。

P17

楕円形の平面形を有し、長径60cm、短径56cm、深さ46cmを測る。上部の一部は段状に掘り込

まれており、西側は袋状をなす。埋土は黒褐色粘質土単純一層で、遺物は弥生土器細片5点、

叩石（286）、チャートのフレークが各1点出土している。

P18

楕円形の平面形を有し、長径60cm、短径42cm、深さ12cmを測る。埋土は第I・II層からなり

出土遺物はない。

P19

隅丸方形の平面形を有し、長径56cm、短径42cm、深さ7cmを測る。埋土は黒褐色粘質土単純
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一層で、底面に7～10cm大の河原石が5個置かれていた。

P20

円形の平面形を有し、直径80cm、深さ50cmを測る。埋土は第I・II層からなり、遺物は第I層

より弥生土器片12点、第II層より8点、石器は叩石（293）、砥石1点、チャートのフレーク

2点が出土している。

P21

円形の平面形を有し、直径70cm、深さ12cmを測る。底面西に径22cmの窪みがある。埋土は黒褐

色粘質土単純一層で、弥生無口綾部1点、チャートのフレーク1点が出土している。

5．　まとめ

以上、各遺構について詳細に述べた。Loc．25は竪穴住居址7棟、掘立柱建物3棟及び大小

の土鉱、ピットよりなる弥生時代前期の集落で、隣接するLoc．15・16、及びその北に位置するLoc．

17・18で確認された前期の遺構とは一連の関係を有するものであり、同一集落を構成すると考

えられる。すなわちLoc．25は弥生時代前期集落の南西部に位置する。

各遺構の時期は、SDlが弥生時代後期である以外は全て前期前半に属するものであるが、出土

遺物等により2時期に分けることができる。7棟の竪穴住居址及び全ての土鉱、ピット及びS

B3は前期Iに属する。SBl・2は決め手となる遺物の出土量が少ないが、Loc．16との関係

から考えると、前期Iに位置づけなければならない。SKlO、SX2・3、Pl・11・12・14

・15は埋土の堆積状態が竪穴住居址等とは若干異なっている。前期Iとみられる遺構のほとん

ど全ての埋土が黒褐色粘質土であり、上層の一部に灰黄色シルトが堆積するのを原則とするの

に対し、これらの遺構は埋土の上層半分以上がシルトであり黒褐色粘質土の堆積が簿い。その

点で、これらは住居址などよりも時期的にやや遅れて堆積し始めたものであり、前期Iでも後

出的要素を持つものである。なお、このことはSX2・3での遺物の堆積状況でも明確である

し、出土遺物もやや新しい要素がある。しかし、蛮において突帯文のみられる時期であること

には変わりなく、その点で一応前期I段階としておくべきであろう。

以上のことから、Loc．25は前期Iの時期に6棟の竪穴住居、1棟の円形平地住居、3棟の

掘立柱建物、20基の土砿、多数のピットを擁する集落が営まれたが、すべて前期Iの時

期のみで終っている。そして、後期になってSDlが掘られるまでは生活址は全く認められな

い。結局、Loc．25は前期前半という短期間に営まれた集落ということができよう。この集落

が廃絶された理由の1つとして、水害による原因が考えられる。前期Iの中でやや新しく位置

づけられる遺構に堆積するシルト層は上流から流されてきたものと推定されるし、Loc．16の東

部はそのまま氾濫原になっていることからこれを考えることができる。当地点より北方約500m、
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比高差約2mの地点に前期IIから始まる集落址である西見当遺跡（Loc．44）が存在するが、こ

れなどは当地よりの移動をも考慮し得るものである。

次に各遺構の配置と関係、及び個々の遺構についての分析を試みる。竪穴住居址は集落の立

地する自然堤防上の縁辺部に並列し、Loc．16のSTlもこの延長線上に位置し、いわゆる、馬

蹄形状の配置をなす。これらの6棟の竪穴住居址と円形平地住居は平面形、床面積から各々2

つのグループに分けることができる。STl・3・5は円形で、各床面積は、ST3が40．7m2

ST5は56・7m2、STlは不明であるが残存施設から推定してST3と同規模のものが考えら

れる。これら3棟は、前期のものとしては大型の部類に属すると言えよう。次に方形を呈する

ものは、ST2・4・6・7で、面積は、ST2が8．7m2、ST4が31．7m2、ST6が21．1m2、

ST7が13・2mZを測r上大型のST4と小型のST2・6・7に分かれる。すなわち、円形住

居址は大型のものであr上方形住居址は大型と小型とからなっている。個々の構造上の特徴に

ついては後に詳しく述べるが、今1度住居址の配置について見ると、各大型住居址には各小型

住居址が対応する形で位置していることに気付く。すなわち、ST3に対しては北西方向に約

8・2mの地点にST2があr上　ST4に対しては東南東約8．2mの地点にST6があり、ST5

に対しては南東方向約8．0mの地点にST7が存在している。またLoc．16のSTlには4．3m南に

Loc・15のSXlが対応している。これらの住居址は全く同時期に属するものであり、大型住居

址と小型住居址とは有機的に結合する一対の関係として把握することが可能であろう。住居址

が集落における1つの生活単位であるという前提に立つ時、大型住居址と小型住居址とに見ら

れるような一対関係は、弥生文化成立期の経済単位及び社会構成を復元していく上で極めて重

要な鍵を握っている。

土砿及びピットは、多くが北半部分に集中している。この現象は、北部の標高が高いとい

う地形に規定された可能性が強い。

土砿については、従来西見当遺跡で確認された前期II及び前期IIIに多く見られる定形化した

楕円形、隅丸長方形を呈する貯蔵用土砿は見られないが、SK6・7はその先駆的なものとな

る可能性がある。共に撹乱を大きくうけているので全形を復元することはできないが、残存部

分から推定するとかなり大型の土砿であり、平面形から言えば前期IIで見られる土砿に近い形

態をなしていると言えよう。これらの土砿は底面にて2個ずつピットを擁しておr上各々1万

のピットには根締め、あるいは礎盤と考えられる石が置かれている。これらの小ピットは柱穴

と考えるべきで、これらの土砿は屋根のあったことを窺わせており、貯蔵用土鉱と同じ役割

を果たしていたことも考えられる。

この他に貯蔵用に使われたと考えられるものとして、極めて小規模であるが北西端に比較的

集中しているP14～17・20を挙げることができる。これらの形態は、P16・17の一部が袋状に

なっている以外は逆台形あるいは筒形を呈する。またP14・15・17は上部が段をなして掘り込

まれておr上　この施設は何らかの蓋を受ける機能を有するものと考えられる。
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これらの貯蔵用ピットは竪穴住居址とほぼ同時期に機能していたものであるが、竪穴住居址

に対する貯蔵穴あるいは貯蔵用ピットの数はあまりにも少なすぎる。「集落の中にあって住居のそば

に貯蔵穴を設けるということはない」という考え方もあり、地域差等も考慮に入れて今後追求
註1

していかなければならない。

土砿、ピットの中では石器製作にかかわる遺物の出土も目立っている。まずSKlOからは多

量のフレーク、叩街、砥石等が出土している。そして両脇に小ピットを付随させるという構造

上の特徴は、住居址内の中央ピットの構造に類似しており、屋外にあって住居址内の中央ピット

と同様の機能を果たしていたものと考えられる。やや小規模であるが、Plについても同様の

ことが考えられる。

SK5は西壁にP2を擁しており、叩石、砥石が出土している。これと同様の出土状況を示

すものとしてP4－7・10を挙げることができる。これらのピットは平面形はおおむね楕円形

を呈し、掘り込みが浅く、貯蔵穴として先述したピット群とはきわだった差異を示している。

今1つ石器の出土状況として注目すべきことは、P3検出面に近接して「槌の子」と考えられる

磨石（309－311）が3個並んで出土していることである。

SK17は、土砿中で黄も多くの遺物が出土している。注目すべき事項が2つみられる。1つ

は土器のほとんど全てが半焼成であること、他の1つは植物繊維の混ざった大小粘土塊102個（524

g）が出土していることの2点である。同様の例は西見当遺跡の調査においてしばしば見られ、

他県では綾羅木遺跡EL地区LN4906を挙げることができる。半焼成土器、炭化物、植物繊維

の混入した粘土塊などは綾羅木例と酷似しているが、綾羅木例が円形の平面形であること、「砿壁

は紅く焼け」しまっているのに対して、本例及び西見当例は楕円形の平面形であること、壁の焼

けた痕跡が全く見られないことが異なっている。半焼成土器の大量出土は、SK17が焼成土砿

に直結しなくても、またこれら粘土塊が土器胎土と全く異質であっても、SK17の近くで土器

の焼成が行われた可能性を窺わせるものである。

次に掘立柱建物址について検討してみよう。SBl・2は、前期Iの段階に営まれたものであ

り、桁に平行してS K2・9が付随している。Loc．16の同様の土砿からは多量の土器が出土

しているが、本例は出土遺物が極めて少ない。これは棟に平行するものと梁に平行するものと

の機能差に帰因するものであろう。

SB2は4個の柱穴しか確認し得なかったが、柱穴の規模，方向性から考えて、SBlと同

様な規模を有するものと考られる。

これら掘立柱建物址の柱穴は、柱痕をとどめるものがないので柱の大きさを知ることができ

ないが、ST3の主柱穴掘り方と比較するとほぼ同様の規模である。ST3の主柱穴の1

つであるP13の柱痕は直径約20cmであることから、SBl・2は直径20cm前後の柱をもつ建物

であったことがわかる。次に1×1間のSB3の柱穴を見ると、SBl・2のどの柱穴よりも

ひと回り大きく、SB3がSBl・2よりも大きな柱を使用していたと考えられる。柱間距離

－180－



をみると、SBlの桁側の平均は1・64m、梁側のそれは1・26mを測るのに軋して、SB3は2．44

m、1．80mであり、桁側で0．80m、梁側で0．56mSB3が広くなっている。この差は柱材の

大きさに帰因するものであろう。SB3は高床式倉庫と考えたが、重量物を貯蔵するにふさわ

しい建物と考えられる。この結果からSBl・2は倉庫とは考えられず、掘立柱の住居と考え

られる。SBlの面積は34．6mZで、大型の竪穴住居址の床面積の範噂に入る。SBl・2をこ

のように住居跡と考えた場合、大型の竪穴住居に匹敵する居住空間が考えられる。なお、掘立

柱建物の分析についても、Loc．16・17等も含めて後述するつもりである。

註1福岡県教育委員会『冷水バイパス関係埋蔵文化財調査報告』1982年。
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第27表　竪穴住居址計測表

挿図 番号 遺構番号 平 面 ・形 規　　 模

（m ）・

主軸方向 柱　 穴

（個 ）

面　 積

（m Z）

施　 設 備　 考

第 78 図 S T l 円　 形 1 ．2 4× 1．16 N －6 00－E 6 －

／／ S T 2 隅 丸方形 2 ．9 0 ×3．00 N －4 70－W － 8 ．7

／1 S T 3 円　 形 7 ．2 0 6 40 ．7

第 80 図 S T 4 方　 形 5 ．60× 6．00 N －2 50－W 4 3 1．7

第 79 図 S T 5 円　 形 8 ．5 0 6 56 ．7

第 80 図 S T 6 隅丸方形 4 ．4 0 ×4 ．80 N －2 70－E 5 2 1．1

第 7 9　図 S T 7 方　 形 3．76 ×3 ．9 2 N －52 0－W 5 1 3．2

第28表　掘立柱建物址計測表

挿図番号 遺構番号

規　　　　　　　　　　　　 模

棟 方　 向 面　 積

（扉）

備　 考

l 梁（間 ）×桁 （間） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間距離 （m ）

第 81 図 S B l 3　　 ×　　 5 4 ．10×8．20 1．4 0－2．00 N －5 30－E 33 ．6

／／ S B 2
l

－ 1．0 0～1．84 － －

第 82 図 S B 3 1　 ×　 1 1．80 ×2 ．5 6 1．8 0－2．56 N －6 50－W 4．6

第29表　土砿計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平　 面　 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 8 2 図 S K l 不 整楕 円 形 0 ．94 0 ．80 0 ．10 N － 45 L E 逆 台 形

／／ S K 2 長 楕 円 形 3 ．8 0 0 ．44 0 ．2 4 N － 50 ㌔－E ／／

／／ S K 3 不 定 形 1 ．5 1 0 ．89 0 ．0 7 N － 40 ㌧一E ／／

／／ S K 4 隅 丸 方 形 0 ．6 2 0 ．52 0 ．3 0 N － 30 ㌔－E ／／

／／ S K 5 不 整 方 形 2 ．48 1 ．64 0 ．15 － ／／

／／ S K 6 隅 丸 長 方 形 （3 ．0 0 ） 1 ．88 0 ．3 2 N － 60 ㌔－E ／／

第 8 3 図 S K 7 ／／ （2 ．9 0 ） 1 ．64 0 ．15 N － 60L W ／／

／／ S K 8 不 定 形 2 ．2 0 1 ．70 0 ．0 9 － ／／

！／ S K 9 長 楕 円 形 3 ．2 4 0 ．52 0 ．3 2 N － 60 と一一E ／／

第 8 4 図 S K lO 円　 形 1 ．2 0 1 ．20 0 ．4 0 － ／／

／／ S K ll 隅 丸 方 形 1 ．0 0 0 ．60 0 ．0 3 N － 6 5㌔－W ／／
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挿図番号 遺構 番号 平　 面　 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第 83 図 S K　 12 － 4 ．12 3 ．34 0 ．10 － 逆台形

第 84 図 S K　 13 － － － 0 ．04 － ／／

／／ S K　 14 平行四辺形 1．80 1．16 0 ．10 N －20㌔－E ／／

／／ S K　 15 不定形 1．80 1．5・2 0 ．10 － ！／

／／ S K　 16 ／／ 2．48 1．20 0 ．28 N ／／

／／ S K　 17 楕 円形 1．66 1．00 0 ．33 N －40L W ／／

／／ S K　 18 ／／ 1．68 1．28 0 ．30 N －90と一一W 舟 底状

第 85 図 S K　 19 扇形状 3．40 1．56 0．05 N －35と一一W 逆 台形

／／ S K　 20 － 1．52 0 ．64 0．22 N －60㌔一一W ！／

l

l

l

I



第30表　包含層出土土器観察表

挿 図番号 層　 位 器　 種

口径

琵票 曇窪 彫　 態 ．　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 第 Ⅳ層 士冨E

21 ．5 口頸 間に段 部 を有 し、 口綾部 は わ 内外 面ナ デ調整 。 口綾部 外面 に指

（3 ．3 ） ずか に外 反す る。 口唇 部 は面 をな
す。

頭庄痕 あ り。

2 1／ 喪

27 ．2 上胴 部 で内側 に弱 く屈 曲。 口縁部 上胴 部屈 曲部 に外傾接 合痕 を認め

（11 ．6 ） 外面 に 2 条の刻 目突帯 を貼 付。 る。 上胴部 横方 向、 中位以下 横及

び右 下 りのパ ケ調整 。 ロ綾部 内面
横方 向のパ ケ調 整。

3 ／／ ／／

20 ．2 内 湾気味 に立 ち上が る。 口唇部 は 上胴 部外 面を下 り、 中位以下 は縦

（19 ．0 ） くお さめ る。口緑端 部 よ り下 に 向のパ ケ調整 を　 す 。刻 目はハ
しっか りした刻 目突帯 を貼 付。 ケ状 施文 原体 に よ り右 上 りに施す 。

4 ／／ 蓋

23 ．8

8 ．9

7 ．1

円盤 状の頂 部か ら、 直線 的に伸 び

口緑 部 に至 る。端部 は丸 くお さめ
る。

内面 横方 向の ナデ調 整。

5 ／／ 鉢

8 ．6 底部 か ら直線 的に外方 に立 ち上 が 口緑 部 内外面 は板状工 具 によ る横 外底 の一部 に

5 ．0

4 ．7

り、 口緑 部に至 る。端 部 は丸 くお

さめ る。 上げ底 状の底 部。

方 向の強 いナ デ。 黒斑 あ り。

6 ／／ ／／

38 ．6 内 湾気味 に立 ち上が る。胴 部か ら 外面 横方 向のへ ラ磨 き を施 す。

（8 ．7 ） 口綾 部は なめ らかに 外反す る。 頸

部 に断面三 角 の しっか りした刻 目
突帯 を貼付 す る。

内面 ナデ調 整。

7 ／1 紡 錘車

直径 （6 ．0 ）

厚 さ　 0 ．9

重 量（g）14 ．0

大型 であ る。

8 ／／ ／！

直径　 4 ．2

厚 さ　 0 ．7

重 量（g）10 ．1

転 用紡錘 車

第31表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

彫　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

9 S T 2 喪

－ 直線 的に外方 に立 ち上が り　 端 郎 断面に 外傾接 A 痕 を認め る　 刻 目
（4 ．0 ） ヽ

は凹状 をな し、 口唇 部下端 に刻 目
を配 す る。

ロ　　　　　　　　　　　　　 O
はパ ケ状 地文 原体 に よる。

10 S T 3 －＝土＝・冨E

（ 5 ．0 ）

へ ラによ る 2 条の 沈線 の下に羽 状

文 を配 し、更 に その下 に 1 条 の沈
線 を配 す る。

外面横方 向 のへ ラ磨 き。

11 ／／ ／／

（ 5 ．b ）
3 条 のへ ラ描 沈線 を配す る。 内面

の粘土 帯接合 部に わずか な段部 を
認め る。

12 ／／ ／／
（ 5 ．0 ）

2 条 のへ ラ描 沈線 を配す る。

13 ／／ ／／

15 ．6

（ 6 ．2 ）

頸部か らなめ らか に外反 す る口緑

部 を有 し、端 部 は丸 くお さめ る。

内外面共 に調 整の観 察不能 。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備 ・　 考

14 S T 3 ・土・璽E

11 ．8

（ 2 ．2 ）

口頸 間に弱 い段部 を有 し、 口緑部
はなめ らか に外反 す る。端部 は丸
くお さめ る。

外面横 方向 のへ ラ磨 きを施す 。

15 ／／ ／／

15 ．7

（ 3 ．1）

口頸間 に一見 突帯状 の しっか りし

た段 部 を有 し、段部 に細 い刻 目を
配 す る。口綾部 は なめ らか に外 反
す る。

16 ／／ ／／

14 ．2 口綾 部 は 「く」 の字状 に屈 曲 し、 外面 横方 向のへ ラ磨 きが わずか に

（3 ．0 ） 直線 的に 外方 に伸 び る。端部 は丸
くお さめ る。

観察 で きる。

17 ／／ ／／
（3 ．0 ）

6 ．5

上 げ底 。 底 部 外周 に粘 土 を貼付 し、補 強 し

てい る。（一度 横方 向にナ デ調 整 を
施 した後に 貼付 してい る）

18 ／／ ／／
（4 ．2）

3 ．6

比 較的 薄いつ く りの底部 であ る。 底部 と胴 部 の接合部 を観察 す るこ

とがで き る。 外面横 方向 のへ ラ磨
き。

晩期 縄文 の黒
色磨 研壷 形土

器 の系統 であ
る。

19 ／／ ／！
（2 ．8 ）

8 ．0

わ ずか に上 げ底 状 を呈 す る。

20 ／！ ／／
（3 ．0 ）

12 ．2

台形 状の底 部 であ る。

21 ／／ ／／
（6 ．4 ）

7 ．4

わずか に上 げ底状 の底部 で ある。 外面横方 向のへ ラ磨 きを施 す 。 S T 2 内の P

27 出土 であ る。

2 2 ／／ ／／
（6 ．・0 ）

8 ．0

平 底の底 部。 外 面は縦 方向 のパ ケ調 整。 内面 は

へ ラ磨 きを施す 。

外底 の外 縁に

約 1 cm 幅 にス

スが 付着す る。

23 ／／ ／／
（3 ．6 ）

7 ．0

1／ 内外 面縦方 向のへ ラ磨 きを施 す。

24 ／／ ！！
（4 ．0 ）

1 1．4

比較 的薄 いつ くりの底部 で ある。 内外面 の調整 観察不 能 。
I

2 5 ／／ ／／
（16 ．5）

42 ．4

頸 胴間 に段 部 を有す る。 段 部 よ り上は右 下 り、段部 よ り下

は横 方 向のへ ラ磨 きを施す 。

26 ！／ 喪

20 ．6 直線 的に立 ち上 が り、 口唇 部は面 外面 横及 び右下 りのパ ケ調整 を施

（4 ．5 ） をなす。端 部 よ り下 に断面三 角形

の しっか りした刻 目突 帯 を貼付す
る。

す。刻 目はへ ラ状 原体 に よる。

27 ！／ ／／

19 ．2 内湾気 味 に立 ち上 が り、 口唇 部は 突帯 の上 下 は横方 向の強 いナ デ調 外面 にススが
（5 ．0 ）

2 1 ．5

面 をなす。端 部 よ り下 に断面三 角
形の刻 目突帯 を貼 付す る。

整。突 帯 よ り下は横 及び 右下 りの

パ ケ調 整 を施 す。

付 着。

28 ！／ ／！

24 ．4 直 線的 に立 ち上が り、 口唇 部 は丸 口綾部 及び突帯 上下 は横方 向 の強
／／（17 ．5）

25 ．4

くお さめ る。 口辰部 よ りや や下 っ

た ところに しっか りした刻 目突 帯
を貼付す る。

いナデ調 整 を施 す。 外面 は縦方 向

のパ ケ調 整。刻 目はパ ケ状 施文 原
体 に よる。突帯 下に指 頭圧痕 が あ
る。
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挿 図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

29 S T 3 喪

26 ．0 直線 的に立 ち上が るが 、内面 は、 口唇部 及び 突帯の 上下 は横方 向の

（4 ．5 ） わ 、か に　 に　　 芦味 であ る。 口 強 いナデ調 整 。刻 目はへ ラ状 原体
辰苦 は　　 な　　 口唇 苦　 り　 に で ’　 t　い　 胴 苦　　　　　 りのハ
仁コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
断面三 角形 の しっか りした刻 目突
帯 を貼付す る。

○ケ調 整。

30 ／／ ／／

21 ．0

（ 2 ．7 ）

口緑 部は 外方 に短 く屈 曲す る。 口

唇部 は丸 くお さめ、下 端に細 い刻
目を施 す 。

3 1 ／／ ／／

21 ．7 如 意形 口緑で 、 口唇部 は丸 くお き ロ縁 部内 外面横 方向 の強 いナデ調

（5 ．8） め 、下端 に刻 目 を施す 。 整 を施す 。

32 ／／ ／／

26 ．2 如 意形 口縁で 口唇部 は丸 くお さめ、 外傾 接合部 を観 察す る三 とがで き

（5 ．2） 口唇部全 面に刻 目を施 す 。 る。外面 縦方 向のパ ケ調整 。刻 目

はパケ状施 文 原体 によ る。

33 ／／ ／／

17 ．6

（3 ．0 ）

如 意形 口緑 で口唇部 は丸 くお さめ

る。

内面に指 頭圧痕 が ある。

34 ／／ ／1

3 1 ．8 直線的 に立 ち上が り、 口唇部 接凹 口唇部 は横方 向 の強いナ デ調整 、

（3 ．0 ） 状 をなす。 口唇部 下端 に刻 目を配 端 部 はつ まみ出 しに よ り突　 状 を
す る。 呈 してい る。

35 ／／ ／／
（3 ．5 ）

上胴部 に段 を有 し、段部 に刻 目を

配す る。

3 6 ／／ ／／

－
如意形 口緑 で 口唇 部は 丸 くお さめ 、 口縁部 外画横 方 向の強 いナデ調 整。

（7 ．5 ）
下端 に刻 目 を配 す る。 口綾部 内面 は横方 向のパ ケ調 整。

刻 目はへ ラ状原体 に よる。

37 ／／ ／／

22 ．3 如意 形 口緑で 、口唇部 は 外傾 す る ロ綾 部内 外面横 方向 の準 いナデ調

（5 ．5 ） な し、 口唇 部　　 に亥l　　 己 盗。　　　　 りのパ ケ＝p ・丈。亥l
し、部分 的 にへ ラ描 沈線 を施す 。 はへ ラ状 原体 によ る。

38 ／／ ／／

19 ．2

（ 3 ．5 ）

如 意形 口緑 を有す る。 口緑部 外面横方 向の ナデ調 整。

胴部 外面 は右下 りのパ ケ調 整。

39 ／／ 11

13 ．0 如 意形 口緑 を有 し、 口唇 部は 外傾 口綾部 内面横 方 向のご＼ケ調整 。 外面全面 が ス

（8 ．2 ）

11 ．5

す る画 をなし、下端 に刻 目を配 す 外面 は縦方 向のパ ケ調整 。 スけて い る。
外面胴部 下半
は火 を受 けて
変 色剥 離 して
い る。

る。 刻 目はへ ラ状 原体 に よる。

40 ／／ 鉢

15 ．5 胴部 中位に最 大径 を有 し、 ロ緑部 ロ綾部 外面横 方向 の強！サ デ調 整。

′、　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一立

外 面全面 がス
ス けてお り

16 ．2

17 ．5

6 ．7

はな　　 か に　　　 。 口唇苦　 ま 頸苦　　 値　　 ロのパ ケごロ　 。 ロロ ヽ胴部 中位 以下
は 火 を受 けて
変 色剥離．して
いる。

丸 くお さめ る。 外面横 方向 のへ ラ磨 き。

41 11 袈
（3 ．9 ）

7 ．3

平底 。 外面縦 方向 のパケ調 整。

42 ／／ ／1
（3 ．4 ）

8 ．2

／／ ／／ 外 面が ススけ

てい る。外底
外 縁部が 約 1

cm 幅 でススけ
てい る。

4 3 ／1 ／／
（5 ．0 ）

10 ．2

／／
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

彫　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

44 S T 3 喪
（4 ．6 ）

7 ．9

平底 。 外面 縦方 向のパ ケ調整 。 外底 外縁部 が

約 1 cm 幅 でス

スけ てい る。

4 5 ／／ ／／
（4 ．5 ）

7 ．5

わず かに上 げ底 で、 台形状の底 部

であ る。
／／

4 6 11 ／／
（5 ．5）

8 ．0

わずか に上 げ底の底 部 であ る。 ／／ 外底 全面 がス

スけて いる。

47 1／ ／／
（4 ．5）

6 ．7

平底 。 ／！

48 ／／ ／／
（3 ．6 ）

7 ．8

／／ ／／ 外面 及び外底
外縁が 約 1 cm
幅 で ススけ て

い る。

49 ／／ 紡錘 車

直径 4 ．3

厚 さ　 0 ．6

重量 （g）11 ．2

褒転 用紡錘 車。

50 ／／ ／／

直径 3 ．2

厚 さ　 0 ．7

重量（g）7 ．7

窒転 用紡錘 車。

両側 よ り穿 孔 してい る。

51 1／ ／／

直 径 4 ．5

厚 さ　0 ．6

重 量（g）7 ．8

蛮 転用 紡錘車 。

両 側 よ り穿孔 しよ うとして いるが
貫通 してい ない。

未製 品で ある。

5 2 S T 4 一土・ヨE

（3 ．2 ）

胴 部外面 に 3 条のへ ラ描 沈線 を配
す る。

53 ／／ 喪

32 ．4 外 反気味 に立 ち上が I）、端 部は 丸 突帯 下に指 頭庄痕 がつ く。

（4 ．0 ） くお さめ 、 口唇 部 よ り下垂 す るよ
うに刻 目突帯が つ く。

突帯 の刻 目はへ ラ状 原体 に よ る。

54 ／／ 土製 円盤

直径 4 ．0

厚 さ　 0 ．8

重量（g）17 ．7

喪 を転用 して いる。

55 ／／ ／1

直径 3 ．0

厚 さ　0 ．8

重 量（g）7 ．0

／／

56 ／／ 1／

直径 3 ．2

厚 さ　 0 ．7

重 量（g ）9 ．0

壷 の 口緑部 を転 用 してお り、 口頸
間 の段部 が残 って いる。

5 7 ／／ ／／

直径 4 ．9

厚 さ　 0 ．7

重量 （g）19 ．5

聾 を転用 してい る。

58 1／ 紡錘 車

直径 3 ．6

厚 さ　0 ．9

革 葦（g）11 ．3

／1 末製 品で ある。

一187－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

59 S T 4 紡錘 車

直径 3 ．3

厚 さ　 0 ．7

重 量（g）7 ．7

婆 を転用 して いる。 未 製品 であ る。

60 ！／ ／／

直径 3 ．7

厚 さ　 0 ．7

重 量（g）7 ．0

壷 を転 用 してい る。 ／1

6 1 S T 5 士ヨ互
5 ．0

頸胴 間 に段 部 を有す る。段 部下 に

2 条のへ ラ描沈 線 を配す る。

外 面横方 向のへ ラ磨 き。 外面 にス スが
付着 。

6 2 11 ／／
（3 ．2）

9 ．8

断 面台形 状の厚 い底 部 である。 外 面横方 向のナ デ調 整。

6 3 ／／ 聾

－
如 意形 口緑で 、 口唇部 は 外傾 す る 口唇 部 は横方 向の強 いナ デ調整 。

（5 ．0） 面 をな し、下端 にパ ケ状地 文原体

によ る刻 目を施 す。

外 面パ ケ調整 。

64 ／1 ／／
（6 ．2 ）

直 線的 に立 ち上 が り、 口唇 部は丸

くお さめ 、 口唇 部 に接 して刻 目突
帯 を貼付 す る。

外 面縦方 向のパ ケ調 整。 外面 はス スけ

て いる。

65 ／／ ／／

－
直 線的 に立 ち上 が り、 口唇 部は 丸 突帯 上面 及び 口緑部 内外面 横方 向

（2 ．6） くお さめ る。 口唇部 か らわずか に

下 った とこ ろに刻 目突帯 を貼付 す
る。

の ナデ調 整。

6 6 ／／ ／／
（4 ．0）

9 ．0

平 底。 外 面縦方 向のパ ケ調 整。 外面 、外底 が

全面 スス けて

い る。

67 ／／ ／／
（3 ．7 ）

8 ．7

／／ 外面右下 りの木理 の粗 いパケ調 整。

68 ！／ 紡錘車

直径 3 ．7

厚 さ　 0 ．8

重量（g）10 ．9

要 を転 用 してい る。‾ 外面に ススが

付 着 してい る。

未 製品 であ る。

69 S T 6 士　冨E

18 ．8

（ 2 ．0 ）

口頸 間に段部 を有 きず 、丸 く外に

カー ブす る口綾部 で 、口唇部 は丸
くお さめ る。

口緑部 内外 面横方 向のへ ラ磨 き。

70 ／／ 喪

－
直線 的に立 ち上が り、口唇部 は丸 突帯上 面及 び 口綾 部内 外面横 方向

（3 ．5 ）
くお さめ る。 口唇 部か らわず かに

下 った ところに刻 目突帯 を貼 付す

る。 口唇部 に も刻 目を施 す。

のナ デ調整 。

71 1／ ／／
（5 ．0 ）

7 ．7

平底 。 外面 左下 りのパ ケ調整 。

外底 に菱形 をな した綱 目の庄痕 が
付 く。

72 S T 7 ／／

21 ．0 直線 的に立 ち上 が り、口緑部 は内 外面 口綾部 直下 は、横方 向の 強い 外面は ススけ

（5 ．5 ） 面 に稜 をな して 強 く屈 曲す る。 口 ナデ調 整。 胴部 外面右 下 り及 び縦 てい る。
唇部 は外傾 す る幅 の広 い面 をなす 。 方向 のパ ケ調整 。

73 ／／ ・＝とブヨE

（3 ．2 ）

8 ．6

平底 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

74 S T 7 ・＝ヒ
璽E

（3 ．2）

6 ．6

平 底。 底 部外 面は横 方向 のナデ調 整。

75 ／／ ／／
（2 ．3 ）

9 ．0

わずか に上 げ底。 外 面縦方 向のパ ケ調 整。

76 S K l ！／
（4 ．1 ）

8 ．0

逆 台形状 の厚 い底部 を有 し、底部
外面 に断面 カマ ボ コ状 の粘 土帯 を

2 条 貼付 して いる。

77 S K 2 無

－
上胴 部で ゆるや かに屈 曲 し、内湾 断面 に外傾 接合痕 を観 察す る こと

（8 ．7 ） 気味 に立 ち上が る。屈 曲部 外面 に が で きる。外面縦 方向 のパ ケ調整 。
刻 目を施す 。 刻 目はパ ケ状地文 原体 に よる。

78 S K 3 士∃互

19 ．3

（ 3 ．2 ）

口頸 間に しっか りした段 部 を有 し、

口縁 部 は直線的 に外 反 し、口唇部
は面 をなす。

内外 面横方 向のへ ラ磨 き。

79 ／1 ！／
（4 ．0 ）

8 ．5

平底 。

80 ／／ 無
（1 ．8 ）

如意 形の 口縁で 、口唇部 は丸 くお

さめ 、全面 に左上 りの刻 目を施 す。

口緑部 内外面 横方 向のナ デ調 整。

81 ！／ ／／
（4 ．5 ）

ロ緑端 部が 、わず かに 外方 に屈曲
す る。 口唇 部は 外傾 す る面 をなす。

刻 目の 有無 は、
磨 耗が 著 し く

不 明。

82 ／／ ／／
（5 ．5 ）

7 ．5

平 底。 底部 の接 合部

で剥 離 してい
る。

8 3 ／／ ／／

27 ．0 上 胴部 か ら直 線的 に立 ち上 が り、 突 帯下 に指 頭圧 痕。 外面右 下 りの

（12 ．4 ） 口緑部 は内側 で稜 をな して屈 曲、 パ ケ調整 。突帯 上面 及び 口緑部 内
口辰書 は′’l）気　 で　　　　 る 口の　 デ諸 政　　　 に

－

l＝】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
うに刻 目突帯 が付 く。

0　　　　　　　　」傾接 合 を観察 で きる。

84 ！／ ／1

37 ．6 なめ らか に外 反す る口緑部 で 、口 ロ緑 部内面 横方 向。 外面縦 方向 の

（8 ．0 ） 唇部 は横 方向 の強 いナデ に よって
凹状 をな し、下 端に刻 目。 口緑部
外面 に断 面三角 形の刻 目突帯 を貼

付 。

パ ケ調整 。

8 5 S T l 士璽E
（5 ．5 ）

12 ．5

上 げ底の 底部 であ る。 外面 縦方 向のパ ケ調整 後、横 方向

のへ ラ磨 き。

86 ／／ 喪

－
直線 的に 立 ち上 が り、 口唇部 は 凹 口唇部 は横 方向 の強 いナデ調 整。

（3 ．9 ）

4 ．0

状 をな し、下端 に刻 目 を施 す。 下端 はつ まみ 出しに よって 、突帯
状 を呈 す る。内面 横方 向、 外面縦

方向 のパ ケ調整 。

87 S K 4 ／／

－
直線 的に 立 ち上 が り、 口唇部 は丸 口緑部 内外 面及 び突帯上 面 を横方

（2 ．8 ） くお さめ る。 口唇部 よ り下 に断面
三角 形の刻 目突 帯 を貼 付。

向に 強 くナ デ る。

88 S K 6 士璽E
（5 ．0 ）

胴 部 外面 に 3 条 のへ ラ描 沈 線 を配
す る。上 か ら 2 条 目 と 3 条 目の沈

線 間に は刻 目を施す 。

刻 目はへ ラ状 原体 に よる。
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挿 図 番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

89 S K 6 ・＝ヒ冨E

（4 ．3 ）

9 ．3

平 底。 外面横方 向のへ ラ磨 き。

90 ／／
撃

－
直線的 に立 ち上が り、 口唇部 は凹 口緑端部 をつ まみ 出 し、横 方 向に

（4 ．5 ） 状 を呈 し、下 端 にへ ラ状 原体 に よ 強 くナ デ る。
る刻 目 を施 す。 外面右 下 りのパ ケ調 整。

91 ／！ ／／

－
‘直 線的 に立 ち上 が り、 口唇端 部 に 口緑端部 をつ まみ 出 し横 方向 に強

（4 ．5 ） 刻 目 を施 す。 くナデ る。

92 S K 8 ・＝とごヨ互

13 ．7 ロ頸 間に段部 を有 し、 口綾部 はな 段 部 は粘 土帯 の貼 付に よって生 じ

（8 ．2 ） め らか に外 反す る。 口唇 部 は丸 く た もの であ る。外 面横方 向のへ ラ
お さめ る。 磨 き。

93 ／1 ！／
（3 ．8 ）

9 ．5

円盤状 の しっか りした底 部。 外面全 面へ ラ磨 き。

94 ／／ ／／
（2 ．0 ）

8 ．4

わずか に上 げ底状 の底部 で ある。 外面左下 りのパケ調 整。

95 ／／ 袈

26 ．2 如 意形 の 口碑 で 口唇 部 は丸 くお き 口綾部 内外面 横方 向の強 いナデ瀾

（6 ．0 ） め、左上 りの刻 目を全面 に施す 。 整。外 面縦方 向のパ ケ調整 。

96 ／／ 1／

2 3 ．5

（8 ．3 ）

他 と比較 して胴部 が張 る。

如 意形 の 口緑 で 、口唇部 は丸 くお
さめ 、全面 に刻 目を施す 。

外面縦方 向の パ ケ調 整。

97 S K 9 ！！

18 ．5 上胴部 に しっか りした段 部 を有 し、 段 部 は粘 土帯 接合 の際 に生 じた も

（4 ．3 ） 段 部以 下が 欠損 してい る。如 意形 ので ある。刻 目はへ ラ状 原体 に よ

口緑 で 口唇部 は丸 くお さめ 、全面

に左上 りの刻 目を施 す 。

る．。

98 ／／ ／／

18 ．2 口緑部 は ゆる く外反す る。 口唇部 口唇端 部 をつ まみ 出 した際に付 い

（6 ．6 ） は 凹状 をな し、下 端 に刻 目を施 す 。 た指頭 圧痕 が、 口唇部下端 の上 下
に残 る。 口唇 部 及び 口綾 部外 面横
方向 の強 いナデ調 整。

99 ／1 ／／

28 ．0 直線 的に立 ち上 が り、 口唇部 は丸 断面 に外傾接 合部 を観察 す るこ と

（6 ．2 ） くお さめ る。 口唇 部に ほぼ接 して がで きる。 突帯下 に貼付 の際 につ
断面三角 形 の突帯 を貼付 。 いた指 頭庄痕 が残 る。 ロ緑部 内外

面及 び突帯上 下 を横方 向に強 くナ
デ る。

100 ／／ ／／
（1 ．3 ）

2 ．7

平底。 底 部 内面に指 頭圧痕 を認 め る。

101 ／／ ／！

6 ．2

（3 ．0 ）

ロ綾部 は わずか に外反 し、 口唇部

は丸 くお さめ る。

内外面 ナデ調 整。

102 S K lO ／／
（2 ．0 ）

4 ．5

平 底。

103 S K 14 ／1

－
直線的 に立 ち上が る 口縁 部で 、 口 突帯の上 下 を横 方 向に強 くナデ 調

（5 ．0 ） 唇 部 は丸 くお さめ る。 口唇部 よ り
わずか に下 った ところ に断面三 角

形の刻 目突帯 を貼 付。

整 。
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挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

104 S K 14 袈

－
上 胴部 に段 を有 し、如意 形の 口緑 粘 土帯 接合 に よって生 じた段部 で

（2 ．9 ） 部 を有 す るもので あ る。

段 部に刻 目を施 す 。
あ る。

105 S K 15 ・＝l＝・苫E
（22 ．0）

42 ．8

緩や か な張 りを もつ 。 外 面横方 向のへ ラ磨 き。

106 S K 17 ／／

26 ．0

（10 ．0 ）

口頸 間 に段 部 を有 し、 口緑 部 はな

め らかに 外反 、口唇部 は面 をなす 。
焼成 が きわめ

て悪 い。

107 ／1 ／／

11 ．2

（ 7 ．0 ）

直線 的に立 ち上 が り、口唇部 は丸

くお さめ る。
／／

10 8 ／／ 婆

18 ．0 直線 的に立 ち上が り、口唇部 は外 口緑端 部 を外方 につ まみ出 し横方

（8 ．5 ） 傾 す る面 をなす 。 向にナ デ る。

109 ／／ ／！

18 ．3

（ 5 ．4 ）

直線 的に立 ち上が り、 口唇部 は凹

状 をなす。 口唇部 下端 に刻 目を施
す。

／／

110 ／／ ／／

－
口綾部 はわ ずか に外反 し、 口唇部 口綾部 内外面 横方 向のナ デ調 整

（4 ．8 ） は凹状 をなす 。 口唇部下 端 に刻 目 ○外面縦 方 向、 内面横方 向のパ ケ調
を施す 。 整。

111 ／／ ／／

－
口緑部 は如意 形 に外反 し、 口唇 部 口綾 部外 面及 び胴部 内面 に指 頭庄

（5 ．8 ） は丸 くお さめ る。 痕 あ り。

1 12 ！／ ／／
（4 ．0 ）

上 胴部 に段部 を有す る。 外 面粗 い縦方 向のパ ケ調 整。

113 ／／ 1／

18 ．5 口緑部 はわず かに 外反 し、 口唇 部 口緑部下端 を外方 につ まみ出 して

（5 ．0 ） は 凹状 をなす 。 お り、 その際 の指頭庄 痕が 口緑 外

面 に残 って いる。

114 ／／ ／！

22 ．6

（ 5 ．0 ）

口綾 部は如 意形 に外 反 し、口唇部

は丸 くお さめ 、全面 に刻 目を施す 。

115 ／／ 鉢

27 ．0

6 ．5

段部 を有 し、 なめ らか に外 反す る

口縁 部で ある。 口唇部 は面 をなす 。

116 ／／ 紡錘 車

直径　　 4 ．0

厚 さ　　 0 ．6

重量（g）‘10 ．4

転用 紡錘車 で、外 面にパ ケ 目が残

る。

117 S K 18 無

19 ．5 口緑部 は如 意形 に外反 す る。 口唇 断面 に外傾接 合痕 を観察 す るこ と

（5 ．6 ）

15 ．8

部は 面 をな し、全 面に刻 目を施 す。 がで きる。
外面右 下 りのパケ調 整。

118 ／1 ／／
（7 ．8 ）

上 胴部 でわ ずか に屈曲 し、直 線的

に立 ち上 が る。外 面の屈 曲部 に断
面 三角 形の細 い突 帯 を貼付。

外面右下 りのパ ケ調 整。
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挿図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

119 S K 18 無
（2 ．5 ）

直線的 に立 ち上が り、 口唇部 は丸

くお さめ る。 口唇 部 に接 して 断面

三 角形 の突帯 を貼 付す る。

突帯 の上下 を横方 向に 強 くナ デ る。

120 ／／ ／／

－
口緑部 は わずか に外反 し、 口唇は 口唇部 は横 方向 の強 いナデ調 整。

（3 ．9 ） は 凹状 を呈 す る。下端 は突帯 状 を 下端 はつ まみ 出し、外 面縦方 向、
な し、刻 目を施 す。 内面横 方向 のパ ケ調整 。

121 ！／ 1／
（4 ．5 ）

8 ．0

平底 。 外面 縦方 向のパ ケ調整 。 外面の 外縁が
約 1 cm 幅 で環

状 にス スけて

い る。

122 ／／ ／／
（3 ．5 ）

9 ．0

上 げ底状 を呈す る。 壷 の可能性 あ

り。

123 ／／ 鉢

11 ．8

（ 2 ．5 ）

口綾部 は直 線的 に外方 に立 ち上が
り、端 部 は丸 くお さめ る。

124 S D l 無
（5 ．0 ）

9 ．0

平 底。

125 S X l ／／

27 ．0 直線 的に立 ち上 が る胴 部か ら 口緑 口綾 部の突 帯は頸 部突 帯 よ り大 き ロ緑部 ・上胴
部外面 は右下

（10 ．5 ） 部 は、突　 状の段 を　 して　 反す く、刻 目はへ ラ状 原体 で 「D 型」 り及 び．横 方向
口辰立　　　　　　　　　 口辰立 い　　 貨立　こ　 亥1 のパ ケ調 整

23 ．8 O　　　　にコ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　 　ヽ　　　ロ　ロ
よ り下に刻 目突 帯 を貼付。

一ヽ　　　　　　　　　　　　 〇　　　　ロ
す。

ヽ半占土帯接 合部
でソ、ケ 目の方
向が変 化す る。

126 ／／ ／／

18 ．1 ロ緑 部は如 意形 に外 反 し、口唇部 刻 目 はへ ラ状 原体 に よる。外 面縦

（7 ．0 ） は丸 くお さめ 、全面 に刻 目を施す 。 方向 のパケ調 整。

127 ／／ ／／

22 ．5 口緑部 は如 意形 に外 反 し、・口唇部 ロ綾部 内外面横 方向 のナデ調 整 。

（7 ．0 ） は丸 くお さめ 、 口唇 部下半 に強 い

刻 目を施 す。

刻 目は棒 状工具 で右上 りに施 す 。

128 ／／ ！／

20 ．7 直線的に 立 ち上 が る胴部か ら口緑 口縁部 内外面横 方 向のナ デ調整 。

（6 ．0 ）

19 ．8

部 は短 く　 反 し、 口綾部上 面 は に　 頃　 合 狼　 認め る。
をな し、端部 に鋭 く深 い刻 目を施
す。

板 状工具 に よる縦方 向のナ デ調 整。

1＿29 ／／ ／／

－
ロ綾部 は直 線的 に立 ち上 が り、 ロ 口唇部 及び 口緑部 内面は横 方向 の

（3 ．5） 唇部 は凹状 をな し、下端 は突 帯状 強いナ デ調整 。 口唇 部下端 はつ ま
をなす 。 み出 してい る。外面 縦方 向のパ ケ

調 整。

130 ／／ ／／

2 2 ．6 口綾部 はゆ るやか に外反 し、 口唇 口唇部 及び 口綾部 内面は横 方向 の

（6 ．8 ）

20 ．6

部 は外傾 す る面 をな し、下 端 に刻

目を施 す。

ナデ調 整 。

13 1 ／／ ／／

2 1 ．6 上 胴部 に しっか り した段部 を有 し、 口唇部 は横方 向の強 いナデ調 整 。

（5 ．6 ） ロ緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇
部 は外傾 す る面 をな し、下 端 に刻

目、段部 に も刻 目を施す 。

刻 目はへ ラ状 原体 によ る。

132 ／／ ／1

－
上胴部 に段部 を有 し、如 意形 に外 外面は右 下 りのパ ケ調整 。段 部 の

（4 ．0 ） 反す る口縁 を有す る。 上 下は ナデ によ りパ ケ 目を消 して

段 部に パケ状 原体 に よる刻 目を施
す。

い る。 断面 に外傾接 合部 を認め る。

133 ／／ ／／

2 2 ．0 直線 的に立 ち上が り、口唇部 は凹 突帯 をつ まんで横方 向 に強 くナ デ 口綾 部内面 に

（4 ．5 ） 状 を呈 し、 口唇部 か ら下 垂　 る よ る。　 面に 旨頭圧痕 あ り。　 右 手 粗痕 あ り。
うに刻 目突 帯 を施 す。 親指 と思わ れる。）

ー192－
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

134 S X l 婆

24 ．0 口縁部 は直線 的に立 ち上 が り、 口 外面右下 りのパケ調 整。刻 目はへ 外面 は ススけ

（4 ．5） 唇 部は丸 くお さめ る。 口唇 部か ら

わずか に下 に、刻 目突帯 を貼付 す
る。

ラ状原体 に よる。 て い る。

135 ／／ ／／

32 ．0 ロ綾部 は如意 形に 外反 し、 口唇 部 口綾部外 面に指 頭庄痕 。 口緑部 内 ／／

（8 ．0）

31 ．4

は　 くお さめ る。 口唇部下 半 に強 外 面は板 状工具 で ハ方向 に強 くナ
い刻 目を施す 。 デ る。刻 目は 「D 」 型でへ ラ原体

によ る。

136 ／／ ／／

38 ．8 ロ緑部 は直線 的に立 ち上 が り、口 突帯上 面及 び 口緑 部 内外面横 方向 外面 のパ ケ調

（4 ．8 ） 唇 部は面 をなす 。 口唇部 よ り下 に の強 いナデ調 整。 刻 目はへ ラ状工 ・ 整 は突帯 貼付
しっか りした刻 目突 帯 を貼付す る。 具 に よ る。 外面縦 方向 のパ ケ調整 。 後 に行 う。

137 ／／ ／／

29 ．8 直 線的 に外方 に立 ち上が る胴部 か 段部 は粘土 帯 の外傾接 合の 際生 じ 口緑部 外面 の

（14 ．5 ）

28 ．4

ら、 口綾部 は段 を有 して 、直立す た もので ある。刻 目はへ ラ状 原体 パ ケ調 整 は突
る。 口唇部 は面 をな し、 口唇部 よ に よる。外 面は縦 及 び斜め方 向の 帯貼付 前 に行
r）下 に しっか りした刻 目突 帯 を貼
付 。

粗 いパ ケ調 整。 つ。

138 ／1 ／／

21 ．8

（ 7 ．5）

21 ．0

ロ緑部は 直線 的に立 ち上が り、 口

唇部 は尖 り気味 。口唇 部 に接す る
「突帯」 はつ まみ 出しか 、貼付か

不 明。

口緑部 内外面横 方向 のナデ 調整 。 突帯 には刻 目

が施 され てい
た と考 えられ

るが 、磨耗 が
著 しい。

139 ／1 ／／
（4 ．0 ）

8 ．4

わず かに上 げ底状 の底 部。断 面台

形状 を呈す る。

外面 パ ケ調 整 。

140 ／／ －＝土ご冨E

（4 ．0 ）

10 ．4

上 げ底状 の底部 。

14 1 ／／ 喪
（6 ．2）

9 ．2

わずか に上げ底 状 を呈す る。 外面 パ ケ調 整。 外面 は ススけ

て いる。

142 ／1 鉢

31 ．2 口綾部 は段 を有 し、なめ らか に外 段 部は粘 土帯接 合 によ って生 じた

（6 ．6） 反 す る。 口唇部 は 外傾 す る面 をな
す 。

もの。 外面横 方向 のへ ラ磨 き。

143 S X 2 ・＝ヒ互E

（8 ．5）

頸 胴間 に弱い段 を有 し、段 の下 に

2 条上 に 1 条 のへ ラ描沈線 。胴部
は 、 1 条 のへ ラ描沈 線 を縦 に 入れ

区画 し、その 中に 4 条単位 の下 弦

の重 弧文 を配 す る。

外 面へ ラ磨 き。

144 ／／ ／／
（5 ．0 ）

へ ラ描 5 条単位 の上 弦の重 弧文が

見 られ る。

145 ／／ ！／
（6 ．5 ）

24 ．8

胴部 に 2 条のへ ラ描 沈線 を配 し、
そ れよ り上 に 4 条か らな る複線 山

形文 と、下 に 5 ～ 7 条単位 の上弦

の重 弧文 を配す る。

146 1／ ／／

8 ．1

（5 ．4 ）

13 ．0

口縁 部は なめ らかに 外反 し、 口唇
部 は丸 くお さめ る。 頸胴間 に一 条

のへ ラ描 沈線 を配す る。 内面の頸
胴 間に段部 あ り。

147 ／／ ／／

9 ．2

（7 ．9 ）

13 ．0

口縁 部は 比較的 強 く外反 し、 口唇
部 は丸 くお さめ る。頸胴 間にへ ラ
描 沈線一 条 を配す る。最大 径 は胴

部下 半に あ り。

口綾 部内 外面 に指 頭圧痕 あ り。

148 ／／ ／／

15 ．0

（ 7 ．0 ）

口頸 間に段 部 を有 し、 口縁部 は ゆ

る く外反す る。 口唇部 は面 をなす 。
段部 下に 1 条のへ ラ描 沈線 。

外面 縦方 向のへ ラ磨 き。

－193－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

149 S X 2 士互E

16 ．6

（ 3 ．0 ）

口頸 間 に しっか りした段部 を有 し、

口緑 部 はなめ らか に外反す る。 口
唇部 は丸 くお さめ る。 ロ綾 部 内面

に 3 条のへ ラ描 沈線 。

口緑 部 内外面へ ラ磨 き。

150 ／／ ／／

11 ．8

（ 3 ．5）

口頸 間 に しっか りした段部 を有 す

る。 口綾 部は一 旦直 線的 に立 ち上
が った後 に 、強 く外 方に屈 曲。 口
唇部 は丸 くお さめ る。

151 ／／ ／／

23 ．0 口頸間 に しっか りした段部 を有 し、 口縁部 外面横 方向 、胴部 外面縦 方

（7 ．5） ロ綾 部 は直線 的に伸 び、端 部近 く

で外反度 を強 め る。 口唇部 は丸 く
お さめ る。

向のへ ラ磨 き。

152 ／／ ／／

29 ．2

（ 5 ．0 ）

口頸間 に弱い段 部 を有す る。 口唇
部 は面 をな し、 1 条 の沈線 を配す

る。

パ ケ調整 の下地 の上 をへ ラ磨 き。

153 ／／ ／／

16 ．0

（ 4 ．5）

口緑 部は比 較的 短 く直 線的 に外反
す る。 口唇 部 はわずか に丸 味 をお

び た面 をなす。

154 ／1 ／！

17 ．2 口頸 間に段 部 を有す る。 口綾 部 は 外面右 上 りのパ ケ調整 の下地 の上

（3 ．0 ） 一旦 直線的 に立 ち上が り強 く外反 。

口唇部 は丸 くお さめ る。

をへ ラ磨 きす る。

155 ！／ ／／

24 ．8

（ 2 ．5 ）

口綾部 は なめ らかに外 反 し口唇部
は外傾 す る面 をな し、部分 的にへ

ラ状 原体 に よる沈線 が入 る。

156 ／／ ／／

2 6 ．0

（ 4 ．5 ）

口頸間 に段 部 を有す る。 口緑部 は
なめ らか に外 反 し、 口唇部 は面 を

なす。

157 ／／ ／／

13 ．5 口頸 間に しっか りした段 部 を有 し、 段部 は粘土 帯接合 の際 に生 じた も

（3 ．3 ） 口綾 部は なめ らかに外 反す る。 口
唇部 は丸 くお さめ る。

の。

158 ／／ ／／

28 ．0 口頸 間に しっか りした段 部 を有す 外面横 方 向のへ ラ磨 き。 口唇 部下

（3 ．5 ） る。 ロ縁 部 はなめ らかに 外反す る。

口唇部 は丸 くお さめ 、下端 が わず
かに下垂 気味 。

をつ まん で横方 向にナ デ る。

159 ／／ ！／

29 ．8 口頸 間に しっか りした段 部 を有 し、 段部 は粘土 帯接合 の際 に生 じた も

（4 ．0 ） 口綾 部は なめ らかに 外反す る。や

や丸 味 をおび た口唇部 に 1 条のへ
ラ描 沈線 を配す る。

の。 内外面横 方 向のへ ラ磨 き。

160 ／！ ／／

3 2 ．0

（ 4 ．0 ）

ロ頸 間に しっか りした段 部 を有す

る。 口緑部 はなめ らか に外反 し、
丸 くおさめ る 口唇 部はや や肥厚 気
味で ある。

16 1 ／／ ／！

3 2 ．0

（ 3 ．5 ）

口頸 間に段部 を有 し、 口綾部 はな

め らか に外反 。

口唇部 は面 をなす 。

口綾部 内外面 横方 向のへ ラ磨 き。 口縁外面 中位

が わずか に肥
厚す る。

162 ／／ ／！

23 ．4

（ 3 ！2 ）

口頸間 に段部 を有す る。 口綾部 は

強 く外 反す る。 口唇 部は尖 り気 味。

163 ／／ ／／

33 ．6 口頸間 に段部 を有 する。 ロ綾部 は 段 部は粘 土帯 接合 の際に生 じた も

（4 ．5 ） なめ らかに外 反す る。 口唇 部 は丸
くお さめ る。

の。

－194－
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

164 S X 2 －＝ヒ
璽E

35 ．0 口頸 間に しっか りした段 部 を有す
！

段部 は粘 土帯 を 口綾 部 に貼付す る。

（5 ．5 ） る。 口緑部 はな め らか に外反 し、

口唇部 は丸 くお さめ る。

内外面ナ デ調整 。

165 ／／ ／／

3 6 ．4 口頸 間に、一 見突 帯風 の段部 を有 口綾部 内面横 方向 のへ ラ磨 き。外

（6 ．3 ） す る。口緑部 は なめ らか に外 反、

口唇部 は面 をなす 。

面指頭庄 痕が 顕著 。

166 ／／ ／／

27 ．0 口頸間 に しっか りした段 部 を有す 外面 は横 方向 のへ ラ磨 き。 口緑端

（5 ．0） る。 口綾部は一 旦 なめ らかに 外反
す るが 、端部近 くで強 く外反。 口

唇部 は 外傾 す る面 をなす 。

部 を強 く押 えつけ る。

167 ／／ ／！

33 ．0

（ 3 ．5）

ロ頸間 に しっか りした段部 を有す

る。 ロ縁 部は なめ らかに 外反、 口
唇部 は外 傾す る面 をなす 。

内 外面横 方向 のへ ラ磨 き。

168 ／J ／！

32 ．4

（ 6 ．0 ）

口頸 間に しっか りした段部 を有す

る。 ロ縁部 はわず か に外反す る。

口唇部 はやや 丸味 をお びた面 をな
す。

頸部 外面 縦方 向のパ ケ調整 。

169 ／／ ／／

31 ．4

（ 7 ．0 ）

口頸 間に しっか りした段 部 を有す
る。 口緑部 は なめ らか に外 反 し、

口唇 部は 丸 くお さめ る。

内面 横方 向のへ ラ磨 き。

170 ／／ ／／

34 ．4

（ 4 ．2 ）

ロ頸 間 に段 部 を有す る。段 部以下
欠損 して い る。

段部 は粘土 帯接合 時 に生 じた もの。

171 ／／ ／／

38 ．0

（ 5 ．4 ）

口頸 間に段 部 を有す る。 口緑部 は

比較 的に 直線的 に外 反す る。端部
は著 し く肥厚 してい る。 口唇部 は

面 をなす 。

／／

172 ！／ ／／

39 ．0 口頸 間に 弱い段部 を有 す る。 口緑 内外 面横方 向のパ ケ調 整 を施 す。

（5 ．0 ） 部は わずか に外 反す る。 口唇 部は
丸 くお さめ る。

段 部 は粘土 帯接合 時に生 じた もの 。

17 3 11 ／／

3 6 ．0

（4 ．4 ）

口頸 間に弱 い段部 を有す る。 口綾
部 は 直線的 に外反 す る。 口唇 部は

丸味 をおび た面 をなす 。

174 ／／ ／1

28 ．8 口頸間 に段部 を有 す る。 口緑部 は 口綾部 外面横 方向 、頸部 外面 右下

（10 ．3 ） なめ らかに 外反 し、 口唇 部は 丸 く
お さめ る。

りのへ ラ磨 き。

175 ／／ ／／

28 ．8

（16 ．0）

口頸間 に段 部 を有 し、 口緑部 はな

め らか に外反 す る。 口唇部 は丸 く

お さめ る。

頸部 外面 縦方 向のパ ケ調 整。

176 ／！ ／／
（16 ．0 ）

51 ．0

頸胴 間に段 部 を有 す る。 段 よ り上 は右下 り、段 よ り下 は横

方 向のへ ラ磨 き。
断 面に 外傾 接合 痕 を観 察 で きる。

177 ／／ 1／
（18 ．5 ）

52 ．0

／／ 段 よ り上 は横 及び右下 りのへ ラ磨
き。

178 ／／ ／／

52 ．0

（ 3 ．7）

ロ頸 間に弱 い段部 を有 す る。口縁

部は なめ らかに 外反 し、丸味 をお
びた 口唇 部 にはへ ラ描 沈線 を入れ

る。

内外 面へ ラ磨 き。

－195－



挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

17 9 S X 2 ・＝ヒ
苫E

（3 ．6 ）

6 ．4

上げ底 で断 面台形 をなす 底部 。 外面右 下 りのパ ケ調整 。内面へ ラ
磨 き。

180 ／／ 1／
（4 ．5 ）

12 ．3

平底 。

181 ／／ ／／
（6 ．0 ）

8 ．3

／1 外面横 方 向及び右 下 りのへ ラ磨 き。

182 ／／ ／／
（3 ．5）

11 ．7

わず かに上 げ底 状の底 部。

183 ／／ 婆

20 ．3 口緑 部は 直線的 に立 ち上が る。 口 突帯 の上玉 及 び口唇部 は横方 向の

（4 ．0 ） 唇部 は凹状 をな し、 口唇部 に接 し

て刻 目突帯 がつ く。

強 いナデ調 整。

184 ／／ ／／

17 ．2 ロ綾部 は直線 的に立 ち上 が り、端 突帯 の上下 及び 口唇部 は横方 向の 外面 にススが

（3 ．5 ） 部 は尖 る。 口唇 部 は凹状 を な し、 強 いナデ調 整。 付 着。
下端 に刻 目突 帯 を貼 付 。 外面 縦方 向のパ ケ調整 。

185 71 1／

25 ．0 口緑 部 は直線的 に立 ち上が り、 口 口綾 部 内面横方 向のパ ケ調 整。外

（7 ．0 ） 唇部 は尖 り気味 。 口唇 部 よ り下 に 面 突帯下 、板状 工具 に よる横方 向
突帯 を貼 付 してい た痕 跡が あ る。 のナテい調 整。

186 ／／ ／／

22 ．0 口緑部 は直線 的に立 ち上 が r上　 口 口唇 部及 び突帯 の上下 は横 方向 に 外面 ススけ て

（3 ．0） 唇 部は丸 くお さめ る。口唇 部に接 強 くナデ る。突　 の刻 目はパ ケ状 い る。
して しっか りした突 帯 と貼付。 原体 に よる。 外面パ ケ調整 。

187 ／／ ／／

22 ．5 口緑部 は外反 し、端部 は尖 る。端 突帯 及 び口緑端 部 をつ まんで横方

（3 ．5） 部 に接 して刻 目突帯 がつ く。 向 に強 くナデ る。突帯 下 に指頭圧

痕 がつ く。

188 ！／ ／／

29 ．0 口綾 部は 外反 して立 ち上が り、 ロ 突 帯の上 下及 び 口綾 部内 外両横 方

（2 ．8） 唇部 は丸 くお さめ る。 口唇 部 よ り

下 に断面 三角形 の刻 目突帯 を貼付
す る。

向の強 いナデ調 整。

189 ／／ ／／

－
ロ綾部 はわ ずか に内湾気 味に立 ち 下段 の 突帯が 上段 の突帯 よ りも太

（5 ．6 ） 上 が り、端部 は丸 くお さめ る。 、い。刻 ．目は共 にへ ラ状原体 に よる。
口綾部 に 2 条の刻 目突帯 を有す る。 外面パ ケ調整 。 ロ緑 部 内面横方 向

のパ ケ調 整。

190 ／／ 11

2 1．3 口緑 部 は直線 的に立 ち上が り、 口 突帯の上 下 を横 方 向に強 くナデ る。 外面 がス スけ

（6 ．2 ） 唇部 は丸 くお さめ る。端部 より少
し下 に刻 目突帯 を貼付 。

外面右下 りのパ ケ調 整。 て いる。

19 1 1／ ！／

20 ．0 口綾部 は如意 形 に外反 し、 口唇 部 口唇部 及び ロ緑部 内外面横 方向 の

（4 ．0） は外傾 す る面 をなす 。 口唇部下端 強いナ デ調整 。・外面 木理 の粗 いハ
に刻 目。 ケ調 整 の下地 の上 に、木理 の細 か

いパケ調 整 を施 す。

192 ／／ ／／

18 ．8

（2 ．5 ）

口緑部 は直線 的に立 ち上 が り、口

唇 部 は丸 くお さめ る。端 部 よ りわ
ず か に下 った ところに刻 目突帯 を

貼 付す る。

193 ！／ ／／

28 ．4 一口綾部 は如意 形に 外反 し、 口唇 部 刻 削 まパ ケ状 原体 によ り強 く深 く 口綾 部外面 に

（3．2 ） は外傾 す る面 をな し、下端 に刻 目 施 す。 口唇部 及び 口綾部 内面 は横 ス スが付着 。
を施す 。 方 向の 強いナ デ調整 。

－196－
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

194 S X 2 蛮

18 ．0 口縁部 は わずか に外反 して立 ち上 口唇部 及 び 口綾部 外面 横方 向の強

（3 ．4 ） が り、 口唇 部 は凹状 をなす 。 いナ デ調整 。外 面縦方 向内面 右下

が りのパ ケ調整 を施す 。

19 5 ／／ ！／

2 3 ．6 口緑部 は如 意形 に外反 し、 口唇部 口唇部 及び 口綾部 外面横 方向 の強

（2 ．0 ） は凹状 をなす。 口唇部 の上下端 に
刻 目をほ どこす。

いナデ 調整 。

196 ・／／ ／！

20 ．0 口綾部 はわず か に外反 して立 ち上 内面右下 り、外面縦 方向 のパ ケ調 外 面は ススけ

（3 ．0） が り、 口唇部 は外傾 す る面 をなす。

口唇部下 端 に刻 目。
整。 て い る。

197 ／／ 11

24 ．0 口緑部 はわずか に外 反す る。 口唇 口唇部下端 をつ まん で横方 向に 強 上胴 部の段 部

（5 ．3 ） 部下 端 をつ まみ出 し、下端 に刻 目 くナデ る。 口緑 部 内面横方 向外 面 は粘 土帯接 合

を施 す。上 胴部 に段部 を有 す る。 縦方 向の パケ調 整。 時に生 じた も

’の。

198 ／／ ／／

20 ．4 上胴 部に段 部 を有 し、 口綾部 は な 口唇 部及 び 口綾 部内 面横方 向の強

1／（5 ．4 ） め らかに 外反す る。 口唇部 は外傾 いナチ調 整。 内面横 方向 、外面 縦
す る面 をな し、わず かに下垂 す る。 方 向のパ ケ調整 。

199 ／1 ／／

24 ．4

（ 4 ．0 ）

口縁 部は わずか に外 反 して 立 ち上

が り、 口唇 部 は外傾す る面 をな し、
下端 に刻 目を施 す。

口唇 部は横 方向 の強 いナデ 調 †ら 上胴 部 で「く」

の 字状 に屈曲
す る形態 の可

能性 あ り。

200 ／／ 1／

21 ．5 口綾部 は如 意形 に外 反。 口唇 部 は 口緑 部内面 の屈 曲部 は弱い稜 をな 外面が ス スけ

（3 ．5 ） 丸 くお さめ 、下 半に刻 目を施 す。 す。 てい る。

201 ／／ ／！

25 ．0 口緑部 は如 意形 に外反す る。 口唇 刻 目はパケ状 施文 原体 に よる。 口 外面 は火 を受

（4 ．0 ） 部 は丸 くお さめ 、全 面に刻 目 を施
す 。

綾部 外面横方 向 のナデ調 整 ，胴部
外面縦 方向 のパ ケ調整 。

けて赤 く変色
し、 ススけ て

い る。

20 2 ／／ ！／

19 ．5

（2 ．5 ）

口緑部 はわ ずか に外反す る。 口唇

部 は丸 くお さめ 、下端 に刻 目を施
す 。

刻 目は棒 状工 具 によ る。 外面は スス け

てい る。

203 ／／ 1／

19 ．1 口綾部 は如意 形に 外反 し、 口唇 部 口唇部下 端 をつ まみ 出す よ うに横

（5 ．4 ） は外傾す る面 をな し、下端 に刻 目

を施 す 。
方 向に 強 くなで る。

204 ！／ 1／

25 ．0 口綾 部 は如意形 に外 反す る。 口唇 刻 目はへ ラ状原体 に よ る。 口線上 外面 はス スけ

（6 ．0 ） 部 は外傾 す る面 をな し、下端 に刻 端 をつ まみ上 げる よ うに して横方 て いる。
目を施 す 。 向 にナデ る。

205 ／／ ／／

16 ．0

（ 3 ．3 ）

胴部 は張 り出す。 口綾部 は なめ ら

かに 外反す る。 口唇部 は面 をな し、
下 端 に刻 目を施す 。

206 1／ ／／

17 ．5

（ 3 ．5 ）

口緑部 は なめ らか に外 反す る。 口
唇部 はわず かに 凹状 をな し、下端

に刻 目を施 す。

口唇部 は横 方向 の強 いナデ調 整。

2 07 ／／ ／／

3 2 ．0

（4 ．0 ）

口綾部 は如 意形 に外反 し、‾口唇部

は、丸 くお さめ 、下半 に刻 目を施
す 。

口緑部 外面横 方向 のナ デ調整 。

208 ／／ ／／

18 ．8 口縁部 は如意 形に 外反 し、 口唇 部 口唇部 及び 口綾部 外面横 方向 のナ

（5 ．5 ） はわず かに 凹状 をな し、下端 に刻
目 を施す 。

デ 調整 。刻 日はパ ケ状施 文原体 に
よる。胴 部外 面縦方 向 のパケ調 整。

－197－



挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

209 S X 2 袈

23 ．0

（3 ．5 ）

口綾部 はわず かに 外反 し、 口唇 部

は丸 くお さめ 、刻 目を施 す。

口緑部 内外面横 方 向のナ デ調整 。

2 10 ／／ ／／

19 ．4 口緑部 は強 く折 りまげ られて お り、 口綾部 内外面 横方 向の強 いナ デ調

整。
刻 目はへ ラ状 原体 に よる。

（1 ．5 ） 上 面 は水平 をなす 。 口唇 部は　 く

お さめ 、全面 に刻 目。

2 11 ／／ ／／

2 2 ．0 口綾部 は如 意形 に外反 し、 口唇 部 頸部外 面は 縦方 向、内面 は右下 り

（6 ．0 ）

2 0 ．8

は丸 くお さめ、下 半に刻 目を施 す。 のパ ケ調整 。

2 12 ／／ ！／

19 ．5 最 大径 を胴 部に有 す る。 口縁 部は 口唇部 及 び口緑部 内面横 方向 の強

（6 ．4 ）

2 0 ．6

如意 形に 外反 、口唇部 は外傾 す る

面 をな し、下端 に刻 目 を施 す。

いナ デ調整 。

2 13 ／／ ／／

2 2 ．0 口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇 ロ緑部 内外面 に指頭 庄痕 が顕軍 。

（7 ．0 ）

19 ．6

部 は　 くお さめ 、下 半 に強 く刻 目 面右 下 りのパケ調 整。刻 目はハ
を施 す 。 ケ状施文 原体 に よる。

2 14 ／／ ／／

24 ．4 口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口‾唇部上 下端 をつ まみ 出 し横方 向

（7 ．0 ）

22 ．6

部 は わずか に凹状 をなす 。 に強 くナデ る。 口綾 部 内面横方 向、
外面右下 りのパケ調 整。刻 目はへ

ラ状原体 に よる。

2 15 ／／ ／／

－
上 胴部 に しっか りした段 部 を有 し、 段 部は粘 土帯 の接合 に よって生 じ

（4 ．6 ）

2 6 ．2

下 端 に刻 目。 た もの 。刻 目はパ ケ状施文 原体 に

よる。

2 16 ／1 ／／

2 2 ．3 ロ縁部 は なめ らか に外 反す る。 ロ 口縁部 内外面 横方 向のナ デ調整 。 外面 が ススけ

（5 ．0 ） 唇 部 は丸 くお さめ 、下端 に刻 目を
施 す。

外面右 下 りのパケ調 整。 て い る。

2 17 ／／ ／／

26 ．6 口緑部 は如 意形 に外反 、 口唇 部は 口綾部 内外 面横方 向のパ ケ調 整の

（3 ．5 ） 丸 くお さめ 、全面 に刻 目を施 す。

上胴部 に しっか りした段 部 を有す

る。

後、横 方向 のナデ調 整。

2 18 ／／ ／／

22 ．3

（ 4 ．0 ）

口綾部 は大 き く外反す る。 口唇部

は丸 くお さめ 、下 端 に刻 目を施 す。

刻 目はへ ラ状原体 に よる。

219 ／！ ／／

24 ．4

（ 7 ．4 ）

11 ．3

ロ綾部 は如 意形 に外反 し、口唇部

は丸 くお さめ る。

外面縦 方 向のパ ケ調整 。

2 20 ／／ ／／

22 ．0

（ 1 ．8 ）

ロ綾部 は なめ らか に外 反 し、 口唇

部は 凹状 をなす 。

22 1 ／／ ／／
（2 ．5 ）

6 ．4

上げ底 の底 部。

2 22 ！／ ／／

18 ．4

（ 4 ．5 ）

16 ．0

口綾部 は強 く屈 曲 し下垂 す る。 外傾接 合痕 を認め る。

223 ／1 ／／
（7 ．3 ）

7 ．5

平底 。 内面板 状工具 に よる横方 向の擦 痕
あ り。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

224 S X 2 喪
（5 ．2）

7 ．4

上 げ底 であ るが、極 めて厚 くつ く
られ、端 部は 高台状 に外 方に張 り

出す。

外 面縦方 向のパ ケ調 整。

225 ／／ 高　 杯

24 ．2

（ 3 ．5）

杯部 は直 線的 に外方へ 立 ち上が り、

口綾部 はわずか に外 反す る。 口緑
部 内面に段 部 あ り。

外 面へ ラ磨 き。

226 ／／ ／／
（2 ．0 ）

22 ．8

脚端 部 は粘 土帯 貼付 に よる段部 を
有す る。 断面 はわず かに 凹状 をな
す 。

内外 面へ ラ磨 き。

2 27 ／／ ／／

－
直線 的に立 ち上が る脚部 で ある占 外面はパ ケ調 整後 にへ ラ磨 き　 内

（3 ．0 ）

14 ．5

端 部 は丸 くお さめ る。 ヽ面横 方 向のナ デ調整 。

2 28 ／／ 鉢

2 1 ．0

（ 5 ．0 ）

口緑 部 はなめ らかに 外反 し、 口唇

部 は丸 くお さめ る。

2 29 ／！ ／／

24 ．8

（11 ．5 ）

2 2 ．6

口綾部 は外方 に屈 曲。

口唇部 は尖 り気味 。

内面へ ラ磨 き。

2 30 S X 3 士竺E

－ 口頸間 に断面 三角 形の 突帯 を有す 突帯の上 下 を横方 向に強 くナ デ る

（6 ．5 ） る。 ○外面右下 りのへ ラ磨 き。

23 1 ／／ 1 1
（10 ．0 ）

10 ．0

5 ．4

貴 大径 を胴部 中位 に有す る。

頸胴 間に弱 い段 部 を有す る。
上 胴部 内面 に指 頭圧痕 が み られる。

23 2 ！／ ／1

16 ．4 ロ頸間 に しっか りした段部 を有 す 段部 は 口綾部 外面 に粘 土帯 を貼 付

（12 ．0） る。 口緑 部は なめ らかに 外反 し、 した もので ある。 口緑部 内外面横
口唇部 は面 をなす。 方 向のパ ケ調 整の後へ ラ磨 き。

233 ／／ ／／

16 ．2

（．3 ．0 ）

口緑 部は なめ らかに 外反 し、 口唇
部 は垂直 な面 をなす 。

内 外面へ ラ磨 き。

234 ／／ ！／
（14 ．0 ）

35 ．0

緩や かな張 りを もつ 。 外面へ ラ磨 き。 内面 は部分 的に横

方向 のパ ケ調 整 。

235 ／／ ／／
（3 ．5 ）

6 ．9

円柱状 の底 部 であ る。 胴部 外面へ ラ磨 き。底部 外面 ナデ
調整 。

236 ！／ ／／
（4 ．5 ）

8 ．2

／／ 胴部外 面縦方 向のパ ケ調 整。

237 ／／ ／1
（4 ．5 ）

8 ．1

平底 。 ／／

2 38 ／／ ！／
（3 ．4 ）

8 ．0

／1

ー199－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

239 S X 3 士竺E
（5 ．6 ）

8 ．7

わずか に上 げ底 状の 底 部。 外面 底部付 近 は木理 の粗 い縦 方 向

のパ ケ調 整。

240 、P　　 4 ／／
（4 ．0 ）

12 ．9

平 底。　 l 底部 外面 に削 りの痕跡 を認 め る。

24 1 ／／ ／／
（3 ．5 ）

11 ．2

底 部が 外方 にわず かに張 り出す 。 外 面パ ケ調整 。 外面 の 3 ヶ所

に粗庄 痕 あ り。

24 2 ／／ 蛮

20 ．0 上胴部 で わずか に内側 にカー ブ し、 突帯の下 に指 頭圧痕 が顕 著に残 る。 外面 はス スけ

（4 ．0 ） ロ緑部 は直 立す る。 口唇 部は　 く 口綾部 内面 及び突帯 の上下 は ノ方 て いる。
お さめ 、 口唇部 よ りわ ずかに下 に

刻 目突帯 を貼付。

向の強 いナデ 調整。 外面パ ケ調 整。

24 3 S B 2 ／／

25 ．0

（ 5 ．5 ）

上 胴部 に しっか りした段部 を有 す

る。 口唇 部は 丸 くお さめ 、全面 に

刻 目を施 す。

口綾部 内外面 に横方 向の ナデ調 整。 P 4 出土。

24 4 S X 3 ／！

17 ．1 口緑部 は直 線的 に外反す る。 口唇 口綾部 外面横 方向 の強 ヒサ デ調 整。

（4 ．5 ） 部 は 外傾 す る面 をな し、下端 に刻

目を配 す る。

外面 は右 下が りのパ ケ調整 。

24 5 ／／ ／／

18 ．2 口綾部 は如 意形 に外反 し、 口唇 部 口頸部 外面横 方向 のナデ調 整。 外

（4 ．0 ） は丸 くお さめ、全 面に刻 目を配 す

る。

面 右下 りのパ ケ調整 。

24 6 ／／ ／／

31 ．0

（ 3 ．0 ）

口綾 部は如 意形 に外反す る。 口唇

部 は面 をな し、下 端 に刻 目を施 す。

口綾部 内外面 横方 向のナ デ調整 。

247 ／／ 鉢

33 ．5 口綾 部は わずか に外 反す る。 ロ緑部 内外 面横方 向のへ ラ磨 き。

（7 ．0 ） 口唇 部は 丸 くお さめ る。 胴部 外面左下 が りのへ フ磨 き。

248 P　　 8 喪

22 ．0 ロ緑 部は如 意形 に外 反す る。． ロ綾部 内 外面横方 向の ナデ調 整。

（14 ．6 ）

21 ．9

口唇 部 は　 傾す る面 をな し、下端 面 縦及 び ′方 向の　 理 の 粗いハ
に刻 目を施 す。 ケ調 整。

249 P　 21 ／／
（3 ．5 ）

7 ．2

上 げ底 の底部 。

250 S B 2 ／／
（4 ．0 ）

上 胴部 に段部 あ り。 パ ケ調整 後へ ラ磨 き。 P 2 出土。

25 1 ／／ ／／
（4 ．0）

7 ．9

平 底。 外面 縦方 向のパ ケ調整 。 ／／

252 ／！ ／／
（7 ．0）

7 ．9

わずか に上 げ底 で 、断面 台形 を呈

す る。

内面が ススけ

てい る。
P 2 出土。

253 P ・14 土製円盤

直径　 3 ．3

厚 さ　 0 ．6

重量（g）7 ．0

蛮 胴部 を転用 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

254 S X 3 紡錘 車

直径　 5 ．8

厚 さ　 1 ．0

重量（g）16 ．4

転用 紡錘車 で 外側か ら穿孔痕 あ り。

255 P　 5 ／／

直径　 5 ．9

厚 さ　 1 ．0

重量（g）14 ！8

転用 紡錘車 で内側 か ら穿 孔痕 あ り。

2 56 S X l ／／

直径　 2 ．4

厚 さ　 1 ．3

重 量（g ）4 ．0

帽子型 紡錘車 で ある。
孔は 4 mm 内 外 を測 る。

第32表　遺構出土石器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最 大長
計測値　 最 大幅

（cm ．g ） 最 大厚
重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　 徴 備　　 考

257 石　 斧

10 ．7

4 ．6

1 ．4

100 ．0

蛇　 紋 岩

基端 部 は尖形 をな し、刃部 に向か って幅
を広め てい く。

全面に研磨 擦痕 が見 られ る。

第Ⅳ層 出土。

258 ／／

19 ．4

8 ．5

1 ．6

3 20 ．0

粘 板 岩

基端部 の一部が 欠損 して いるが 、ほぼ 原

形 を保つ 。扁平 な長 方形 で両側 緑は両 面
か ら調整 して い る。 刃部両 面 に研 磨 の擦
痕 が走 ってい る。

／／

259 S T 5 ノミ状石器

（ 2 ．8 ）

（ 2 ．1 ）

（ 0 ．4 ）

3 ．3

頁　　 岩

剥 片 を利 用 した もの で、 片面に 刃部 をつ

くり出す 。刃部 に横 方向の 擦痕 がわず か

に認 め られ る。

260 ／／ ／／

3 ．1

1 ．8

0 ．7

5 ．0

砂　　 岩 l

自然礫 をその まま利用 して いる。両 刃 で
あ り刃部に横 方 向の擦痕 が認 め られ る。

2 61 ／／ ／／‘

5 ．‾4

（ 2 ．1 ）

（ 1．1 ）

18 ．8

結 晶片岩

宛 ほ どが紐 に欠 損 してい る。 自然 礫 をそ

の ま ま利用 し、両 主面 か ら刃部 をつ く り
出 して いる。未 製品 であ り刃部 は完成 し

て いな い。

26 2 1／ ／／

5 ．4

3 ．1

1 ．4

32 ．4

頁　　 岩

自然の礫 を部分 的に剥 離 し成形 して いる。
片 刃で あ り、前 主面 刃部 に右下が りの 擦

痕 がわず かに残 る。

263 S X 2 ／／

（ 9 ．0 ）

（ 4 ．0 ）

（ 1 ．2 ）

66 ．0

緑 色 岩

大型 蛤刃 石斧の 基部 の一部 であ る。外 面

は丁 寧に研 磨 されて いる。

264 S K lO ／1

12 ．6

4 ．5

4 ．7

304 ．0

／／

太型 蛤刃石 斧の 刃部 と基部 の一部 であ る。

刃部 は丁 寧に研磨 され て いるが 、基部 は
まった く研 磨 されて いな い。末製 品の段
階 で欠損 した もので ある。

265 S T 3 11

20 ．9

8 ．9

5 ．3

15 21 ．0

／／

大型 蛤刃石 斧の 未製 品で 、研 磨前 の段 階

で欠損 した もの 。

266 S T 4 叩　 石

8 ．1

8 ．4

5 ．9

54 6 ．0

チ ャー ト

外 面全面 に潰痕 あ り。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

最大 長
計測値　 最大 幅

（cm ．g ） 最大 厚
重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　 徴 備　　 考

267 S T 4 叩　 石

（3 ．8 ）

5 ．9

1 ．7

85 ．0

砂　　 岩

自然の河 原石 を利用 した もの。

緑 部に 潰痕 が あ る。

268 S T 4 ／／

11 ．6

10 ．2

7 ．2

935 ．0

／／

河原石 をその ま ま利用 した もの であ る。

両面 の中央部 が敲 打に よって くぼみ 、綾

部 も全 両に 潰痕が あ る。

269 S X 2 ／／

9 ．6

9 ．2

4 ．6

558 ．0

／／

河原石 をその まま利用 した もので ある。

全線部 に著 しい潰痕 が み られ る。

27 0 P　　 7 ／／

12 ．5

1 1．0

4 ．8

89 5 ．0

／／

河原石 をその まま利用 した もので あ る。

緑部 の一部 に潰痕 がみ られ る。

271 S T 3 ／／

6 ．8

7 ．7

3 ．6

249 ．0

／／

河 原石 の二 側面 を階段 状剥離 に よって成‘

形 し、そ の面 を使 用 してお り、著 しい潰
痕が み られる。

272 S K 5 ／／

（5 ．5 ）

（8 ．5 ）

2 ．8

18 5 ．0

／／

河 原石 をその まま利用 して い る。 半分以

上 欠損 してい るが、緑 部に 潰痕が み られ

る。

273 S X 2 ／／

11 ．0

7 ．8

3 ．9

4 17 ．0

J／

河 原石 をその ま ま利 用 して い る。 両面 と
全 線部 に潰痕が み られ る。

274 ／／ ／／

（5 ．9 ）

（7 ．3）

3 ．3

183 ．0

／1

河原石 をその ま ま利用 してい る。半分 以
上 が欠 損 してい るが 、綾部 の一 部に潰痕

が み られ る。

275 ／／ ／J

7 ．1

4 ．9

1 ．0

55 ．5

／／

扁 平 な河原石 で緑 部が研磨 された よ うに
磨耗 して いる。

2 76 S K 5 ／／

9 ．5

／／

河原石 をその まま利用 して いる。短 側線 ツチ ノ コの よ

6 ．9

4 ．2

3 97 ．0

Iこ潰痕 あ り。 また両長側 線 の中央部 が磨

耗 し、 わずか に くぼ んでい る。

つな利用 の仕
方 を した可 能
性 があ る。

P 2 出土 。

277 J／ ／／

12 ．1

6 ．6

2 ．2

243 ．0

緑 色 岩

自然面 と剥 離面 とか らな る。

綾部 に潰痕 が み られ る。

278 S X 2 ／／

9 ．0

7 ．0

2 ．0

121 ．0

砂　　 岩

河 原石 を縦に割 っ た もの で 自然面 と剥 離 1

面 とか らな る。
全 線部 に潰痕が み られ る。

279 1／ ／／

8 ．2

5 ．4

1 ．5

92 ．0

／／

河 原石 を縦に割 っ た もの で 自然画 と剥離

面 とか らな る。全綾部 に潰痕 が み られ る。

両長 側線 中央部 が くぼん でい る。

280 ／／ 11

7 ．4

6 ．4

1 ．9

125 ．0

チ ャー ト

両 面に剥 離面 がみ られ るが 、片 面仁 は 自

然画が残 る。 綾部 の一 部 に潰痕 が み られ
る。

28 1 ／／ ／1

8 ．0

7 ．0

1．5

1 10 ．0

砂　　 岩

自然画 と剥 離面 とか らなる。
綾部全体 に 潰痕が み られ る。

－202－



l

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

貴大 長
計測値　 最大 幅

（cm ．g ） 最大 厚
重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　 徴 備　　 考

2 82 P　　 5 叩　 石

8 ．5

6 ．5

1 ．5

1 13 ．0

緑 色 岩

自然画 と剥 離面 とか らな る。
綾部 全体 に潰痕 が み られ る。

28 3 P　 l ！1

7 ．0

4 ．4

1．0

110 ．0

砂　　 岩
／／

284 S D l ／／

8 ．3

7 ．0

2 ．4

182 ．0

1／
／／

285 P　　 3 ／／

6 ．3

5 ．3

1 ．2

90 ．0

緑 色 岩
／／

2 86 P　 17 ／／

5 ．7

5 ．6

2 ．2

80 ．0

チ ャー ト

全 線部 に潰痕が み られ る。

287 S T 3 ／！

5 ．2

4 ．7

1 ．8

75 ．0

緑 色 岩

平行 す る二側面 に潰痕 が み られ る。

288 P　　 3 ／／

8 ．3

4 ．2

1 ．6

10 0 ．0

チ ャー ト

自然 面 と剥 離面 とか らな る。

綾部 に 潰痕 があ る。

28 9 S K 5 ／！

7 ．0

5．9

2 ．2

9 5．0

サ ヌカ イ ト

両面 に粗 い剥 離が み られ 、緑部 の一 部に

使用 に よる潰痕が み られ る。

290 S K 7 砥　 石

34 ．5

26 ．0

1 1．1

8500 ．0

砂　　 岩

大型 の河 原石 を利 用 してい る。使用 面は
1 両 で、使 用痕が 4 条 溝状 に走っ てい る。

P l 出土。

29 1 S K 6 叩　 石

15 ．2

8 ．5

4 ．5

770 ．0

結 晶片岩

河原石 をその まま利用 した もので、 ％ ほ

どが 欠損 してい る。短側線 は磨 耗 してお
り、長側 線 の一部 に潰痕が み られ る。

P l 出土。

292 S T 6 ／！

7 ．9

11 ．4

2 ．9

2 60 ．0

砂　　 岩

河原石 を長側 線の側 か ら一 撃で 打割 して

いる。 自然画 と剥離 面 とか らな り、仝 綾
部 に使用 に よる潰痕 がみ られ る。

P 5 出土。

293 P　 20 ！／

25 ．5

2 2 ．0

5 ．7

400 0 ．0

／／

河 原石 を利用 した もの で、一 面 は使 用 に
よって凹面 をなす 。他 面は 台石に 利用 し

た もので 、 2 ヶ所 の窪 みが ある。

2 94 S T 4 砥　 石

（12 ．0 ）

（10 ．0 ）

5 ．0

88 5 ．0

緑 色 岩

2 面 を使用 して いる。

29 5 S T 3 1／

17 ．6

9 ．7

7 ．6

1187 ．0

砂　　 岩

4 面 を使用 して いる。

29 6 ／1

42 ．5

／／

大型 の砥 石 で中央 部が使 用 によ ってへ こ S T 3 に近接

24 ．0 ん．でい る。 大型蛤 刃石斧 用の もの と考 え して 出土。 S

8 ．0

12 （kg ）

られ る。 T 3 との関連
が 考 えられ る。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

最大 長
計測値　 最大 幅
（cm ．g ） 最大 厚

重　 量

材　　　 量 特　　　　　　　　 徴 備　　 考

297 S T l 砥　 石 ・

（11 ．4 ）

（6 ．9 ）

（6 ．0 ）

53 2 ．0

砂 ・ 岩

3 面 を使用 してい る。

298 S K 5 ／／

（6 ．3 ）

（8 ．3 ）

（5 ．5 ）

3 10 ．0

／／

大部 分が 欠損 して いる。 1 面 を使 用 して

いる。

299 S X 2 ／／

13 ．8

12 ．6

3 ．8

7 45 ．0

／／

河原石 を利用 した もので 、 自然 面 と剥 離
面 とか らな る。全線 に潰痕 が み られる。

300 S T 2 ！／

16 ．9

7 ．6

4 ．2

948 ．0

緑 色 岩

棒 状 をなす もので あ り、両 短側 線に 潰痕

がみ られ る。

301 S K 5 ／！

20 ．0

12 ．3

4 ．0

1073 ．0

砂　　 岩

4 両 を使 用 してい る。 P 2 出土。

302 S X 2 叩　 石

19 ．5

11 ．1

5 ．0

1845 ．0

／／

河原石 を利用 したもので 、両長側 線 に潰
痕 が み られる。

303 P　 lO 砥　 石

10 ．5

7 ．0

5 ．1

547 ．0

71

3 両 を使 用 して いる。

304 S T 2 叩　 石

18 ．8

7 ．0

3 ．3

790 ．0

／／

棒 状 をなす もの であ る。 河原石 をその ま

ま利用 した もの で、両短側 線 に潰痕 が み
られ る。

30 5 P　 4 ／／

9 ．4

8 ．1

2 ．6

237 ．0

／／

河原石 を利 用 した もの で、 自然面 と剥離

面 とか らなる。全 線部 に潰痕 がみ られ る。

3 06 S T 5 投　 弾

直径 11 ．1

重量 1630 ．0

チ ャー ト

完全 な球形 では ないが 、全面 に潰痕 がみ

られ 、形 を整 えてい る。

3 07 S T 7 叩　 石

6 ．3

5 ．6

1 ．4

4 6 ．4

／／

全面 に潰痕 がみ られ る。

3 08 S T 2 ／！

6 ．2

4 ．7

1 ．4

4 6 ．1

／！

両 面に粗 い剥離 面が残 る。縁 部 の一部 に

潰痕 がみ られ る。

3 09 P　　 3 磨　 石

10 ．4

／1

河 原石 を利用 してお り両側緑 が わずか な ツ チ ノコ とし

6 ．4

2 ．9

280 ．0

が ら くぼ んで いる。 て利 用 された

ものか。

3 10 ／／ ／／

11 ．0

6 ．9

2 ．4

30 0 ．0

1／

／／
！／

311 ／／ ／／

10 ．0

5 ．7

2 ．1

210・．0

／／

／／
／／
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

最 大長
計 測値　 最 大幅
（cm ．g ） 最 大厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　 徴 備　　 考

312 S K 17 石 包丁

（5 ．1）

（5 ．0 ）

（0 ．8 ）

30 ．0

泥　　 岩

麺 未満 の破 片で ある。 刃部の 形状 は不 明

であ るが、背部 は稜 をな して屈 曲 してい
る。

313 S K 2 1／

6 ．9

3 ．2

0 ．5

15 ．0

千 枚 岩

小 型の石 包丁 で ある。一 面に 自然画 が残

るが 、丁 寧 に研 磨 して いる。 刃部は小 さ
くつ くり出 してお り、片 刃で ある。

314 S K 12 ／／

（8 ．4 ）

（3 ．3 ）

0 ．6

17 ．0

流紋岩 質岩

外湾刃 片刃で あ る。全 体の％ ほ どが破 損

して いるが、 1 個の 円孔 を確認す るこ と
が で きる。両側 よ り穿 孔 して いる。

3 15 S K 7 ／／

（9 ．5 ）

（4 ．6 ）

0 ．5

3 1 ．1

1／

外 湾刃両 刃で ある。全体 の％ ほ どが破 損

してい るが、 1 個 の 円孔 を確 認す る こ と
が で きる。両側 よ り穿 孔 してい る。

3 16 S D l 石　 鋳

1 ．5

1 ．4

0 ．2

0 ．5

サ ヌ カイ ト

平基 式打 製石鉄 。

平面 形は三 角形 で、扁 平 な石 銀 であ る。

刃部 は両 面か ら調 整 して いる。

3 17 S T 3 ！／

2 ．8

1 ．5

0 ．4

1 ．2

／／

い わゆ る駒 形銀 であ る。
片面 に主剥 維面 を残す 。断 面は平 行 四辺

形 で、両 面か ら調 整 して いる。

3 18 S K lO ／／

2 ．6

1 ．2

0 ．5

2 ．9

／！

凹基 式の打 製石鉱 で ある。

断面 は六角 形 で、両面 か ら押 圧剥 離 を し

て 、刃部 をつ くり出 して いる。

3 19 S T 5 ／／

（4 ．5 ）

0 ．7

°0 ．5

1．7

頁　　 岩

磨製 石鉄 の未製 品で ある。

断面 は方 形 をな し、研磨 の擦 痕が顕 著 に

み られ る。

3 20 1／ ／／

（3 ．6 ）

0 ．9

0 ．4

1．8

千 枚 岩

磨製石 鉱 で、基部 と先端 部が 欠損 して い

る。両 面 と も丁寧 に研磨 され て いる。

32 1 S X l ！／

5 ．7

頁　　 岩

刃部 は鋭 く研 ぎ出 されて い る。両面 に シ 全面 に斜 めの

1 ．3 ノギが あ り、断面 は菱形 で ある。茎 部は
　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　」　　　　　　　ノ

擦痕 がみ られ

0 ．4

3 ．7

関か ら直角 に出て お り、断面 はハ角 形で

長 さ1 ．3 cm を測 る。

る。

322 S T 5 ／！

7 ．3

1 ．6

0 ．6

12 ．0

／／

磨 製石鉄 の末製 品 と考 え られ る。 刃部が

鋭 く研 ぎ出され てい ない。
基部 が欠損 して いる。

323 1／ ／／

（3 ．5）

（0 ．7 ）

0 ．3

0 ．9

千 枚 岩

磨 製石鉄 の一 部で あ る。全 体 の形状 は不

明で ある。擦痕 が み られ る。

324 S T 4 ノミ状石器

3 ．9

1 ．0

0 ．7

5 ．0

頁　　 岩

平 面形 は長方 形、断 面は方 形 をなす。 片

刃の刃部 が 、両 端 につ くり出 されて いる。

325 S T 5 ／／

1 ．9

0 ．8

0 ．5

0 ．8

／／

片 刃の刃部 で、鋭 く研 ぎ出 されて い る。

326 S T 4 ／！

3 ．6

1 ．4

0 ．6

4 ．4

チ ャー ト

河原石 の端部 を研 ぎ出 して片刃 をつ くっ

てい る。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

最大長
計 測値　 最 大幅
（cm ．g ） 貴 大厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　 質 備　　 考

3 27 S T 5 ノミ状石器

2 ．5

0 ．9

0 ．3

0 ．9

千 枚　 岩

先端 部 を一 部加工 して刃部 をつ くって い
る。

3 28 ／／
紡彿 車

直径 5 ．0

厚 さ　 0 ．5

重量 16 ．0

1／

半分 が欠 損 してい る。全面丁 寧 に研 磨 さ

れ てお り、0 ．6cm の円孔 を穿 って いる。

329 ／／ ノミ状石器

（6 ．0 ）

1 ．6

0 ．7

9 ．0

頁　　 岩

先端 部 を両面か ら研 ぎ出 してわ ずかに 刃

部 をつ くり出 して いる。

330 ／／ 石　 斧

10 ．0

（ 2 ．9 ）

0 ．8

36 ．0

／／

縦 に欠 損 をしてい る。先端 部 を両 側か ら

研 ぎ出して刃部 をつ くってい る。研磨 に

よる擦痕 が み られる。

331 ／／ ノミ状石器

5 ．2

2 ．8

0 ．6

15 ．0

緑 色 岩

扁 平 な河原石 を利用 して先 端部 を研磨 し

て刃部 をつ く　り出 して いる。

332 S K 17 フレーク

4 ．8

3 ．1

0 ．8

13 ．0

サ ヌカイ ト

縦 長の フ レー クで 、表面 に同方 向の剥 離

面 が みられ る。

333 S K 5 ／／

4 ．3

3 ．2

0 ．7

10 ．0

／／

！／

334 S T 5 石　 刃

（7 ．5 ）

4 ．6

0 ．8

30 ．2

／／

台形状 の剥 片 を利 用 してお り、刃部 は両

面か ら押圧剥 離 を くわ えてい る。

3 35 ／／ ノミ状石器

7 ．0

2 ．2

1 ．2

18 ．5

頁　　 岩

石材 を縦 に割 ってお r上 一方 の先端 部に

わず かに研磨 擦痕 がみ られ る。刃部 をつ
く り出 した もの か。

336 ／／ 11

4 ．5

3 ．0

0 ．5

7 ．5

泥　　 岩

磨製 石器 の細 片で ある。原形 を推 定す る

手 とは難 しいが段 部 があ る ところか ら、
挟 入柱状 片刃石 斧 である可能 性 があ る。

337 S K 17 ／／

5 ．0

3 ．0

1 ．7

31 ．4

サ ヌカイ ト

緑部 の一 部に 潰痕 あ り。

338 S T 5 ／／

7 ．6

1 ．8

0 ．7

8 ．3

頁　　 岩

粗割 の段 階で廃 棄 された未 製品 であ る。

339 S K 17 ！／

7 ．0

2 ．1

0 ．7

15 ．2

／／

／／

ー206－



一二一1・

転

一芸・£主…

≡ミ＝子息
く

D L＝6．00m
．－■■．■－．■■－．■■－．■■■－

第78図　STl～3

－207－



L

D L＝6．00m

P121
D

l

sT7H

第I層　黒褐色砂質土
第II層　淡黒褐色砂質土
第III層　中世ピット埋土

工　　II

lIl
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G－

J
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第79図　ST5・7
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第I層　黄色シルト

第Il層　淡褐色シルト
第III層　黒褐色粘質土

凸I

？常I層　黄色粘質土
II層　濃茶褐色粘質土

III層　淡茶褐色粘質土
Ⅳ層　淡茶色砂質土

第80図　ST4・6
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第I層　濃茶色粘質土
第II層　黄色シルト
第III層　濃茶色砂質土
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第83図　S K7～9・12
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第110図　ST3・5、SKlO、SX2出土遺物
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第117図　ST6、SKG・7、P20出土遺物
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3．Loc．15



Loc．15

I．位置と調査経過

Loc．15は、田村遺跡群の南端部に位置しており、北にLoc．16、西にLoc．26が隣摸している。

南は、場外場周道路部分を含み、場外地に摸している。東は、Loc．13の南部にあたり、試掘調

査を行ったが、遺構、遺物は、共に発見されていない。Loc．15の字名はフクタと呼ばれている。

調査は、4m幅の試掘トレンチ8本、A～Hを設定し、昭和56年12月に開始した。試掘調査

の結果、遺構と遺物が検出されたので、全面発掘を行うことにした。全面発掘で検出された遺

構は、弥生時代後期の溝1条、古墳時代の溝2条、古代から中世の溝4条および掘立柱建物址

と土砿である。また、さらに下層には弥生時代前期の遺構が確認されたので、昭和57年10月か

ら再度試掘トレンチ5本、I～Mを設定し、掘り下げたところ、北半部において土鉱、溝、性

格不明遺構を検出した。同時に、Loc．16の南端部にかかり検出されていたSTlの南半部であ

る市道下の部分についても調査を行い完掘した。調査は、上面を昭和56年12月～昭和57年3月

にかけて行い、下面を昭和57年10～11月と昭和58年2～3月の2回に分けて行った。調査面積

は上面、下面を合わせ、3725m2である。

2．調査概要

弥生時代の検出遺構としては、下面の弥生前期の土砿1基、溝2条、性格不明遺構1基であ

る。SDlは、Loc．25から始まり、市道の下を通り、南東方向へ延びているが、Loc．15の中央

部で不明となる。SD2は、逆に北東から南西方向に延びており、やはり中央部で消滅する。

SKlおよびSXlは、溝よr月ヒに検出され、特にSXlは、Loc．16－STlの南東約4mに

位置している。検出面は、地表下0．5mの明褐色粘質土層上面であり、調査区の中央部から南へ

と急に低くなり、南端部の試掘トレンチでは、地表下1．32mほどになる。

出土遺物は、SDlを除き非常に少なく、包含層である黒褐色粘質土層からも、弥生時代前

期前半の土器片が少量出土したのみである。SDlは、他の遺構に比べ多量の遺物が出土して

おり、埋土が砂層なので一時期に埋まったものであろう。

上面の弥生時代後期の溝、SD3は、調査区の北西から中央部を通り、南東へと延びており、

遺物は、細片がわずかに出土したのみである。

3．層序と出土遺物

Loc15の基本層序は次のとおりである。

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　明灰色粘質土層
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第Ⅳ層　灰色粘質土層

第Ⅴ層　暗茶褐色粘質土層

第Ⅵ層　黄褐色粘質土層

第Ⅶ層　灰黄色粘質土層

第Ⅷ層　明褐色粘質土層

第Ⅸ層　黄灰褐色粘質土層

第Ⅹ層　褐色粘質土層

第刃層　暗褐色粘質土層

第刃層　灰褐色砂質土層

第Ⅷ層　明灰褐色砂質土層

第ⅩⅣ層　黒褐色粘質土層

弥生時代後期の溝および古代から中世の遺構は、第Ⅵ層を掘削し、第Ⅸ層黄灰褐色粘質土層上

面において検出されている。弥生時代前期の遺構は、前期の包含層である第ⅩⅣ層黒褐色粘質土

層を掘削した面で発見されている。セクションからみれば、全体的な地形としては南へ強く傾

斜しており、特に包含層である第郡層は、南へ低くなっており、第Ⅵ層との間に多くの中間層

が新たに出現し、地表面から1．4mを測る。

出土遺物は、非常に少なく、前期の包含層である第ⅩⅣ層黒褐色粘質土層からも細片を若干出

土するのみであり、次第に低くなる中央部から南部では、皆無である。他には第I～III層中よ

り土師質土器および近世、近代の陶磁器片がわずかに出土している。

4．遺構と遺物

土砿

S KI

SKlは、調査区の中央部よりやや東寄りに位置し、東側にSD2が検出されており、第XlV

層黒褐色粘質土を掘削した段階で検出された。

規模は1．2×0．9mを測る楕円形であり、深さは0．2mを測る。床面は平坦であり、断面形は浅

い逆台形を呈し、長軸方向はN－400－Wである。埋土は、第ⅩⅣ層と同じ黒褐色粘質土の単一層

である。

出土遺物はみられないが、時期的には、埋土・検出面より前期Iと考えられる。

溝
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l

l

l

S DI

SDlは、調査区の中央部から北西へ直線的に延びる溝であり、Loc．25の南端部へと続いて

いる。検出面は第即層黒褐色粘質土を掘削した面である。

規模は、検出長約19m、幅約1．5m、深さ0．4－0．5mを測る。方向はN－540－Wを測り、断面

形はU字形を呈するが、壁が垂直に立ち上がり、箱形をなす部分もみられる。底面は、ほぼ平

坦であり、北西端部と南東端部の比高差は約0．5mを測る。埋土は、砂層であり、下部に一部粘

質土がみられ、砂層は、細砂から粗砂と青灰色から赤褐色の色調により、5～6層に細分され

る。

遺物は、上面から底面までいずれの層位からも出土するが、特に下部から多く出土する傾向

がみられる。出土量は多く、コンテナケースに10箱ほどである。壷は、（1～39）であり、口

頸部に段をもつものと無段のものがみられる。上胴部の文様としては、重孤文が多くみられ、

山形文も存在する。窪は、（40～103）であり、口縁下に突帯を貼付するものが最も多く、外反

し開き、口唇部外面に劾目を施すもの、如意形に開くものなどもみられる。他には鉢（104、105）、

土器片転用の紡錘車末成品（106）が出土した。石器は、少なく、砥石（108）、叩石（109、110）

の3点のみである。

時期的には、出土遺物からみれば前期Iと考えられ、Loc．16・25の遺構群と同時期である。

埋土は砂層であり、前期Iの遺物が一括して出土する状況からみても、洪水などにより一挙に

埋没したものではないかと考えられる。また、SDl以南では、前期I段階の遺構は検出され

ておらず、包含層である黒褐色粘質土層も傾斜を強め存在するが遺物は、皆無であり、SDl

が前期I段階の集落の南限を示す溝である可能性は大きい。

S D　2

SD2は、調査区の北西端より中央部へ延び、途中で消滅する溝である。検出面は第那層黒

褐色粘質土を掘削した面である。

規模は、検出長14．6m、幅0．8～0．9mを測り、深さは、北西部が浅く0．13m、中央部が最も

深く0．4mを測る。方向は、N－370－Eを示し、ほぼ直線的に延びるが若干蛇行する。断面形

は、逆台形を呈し、底面は、ほぼ平坦であるが、全体的には南へと低く傾斜している。埋土は、

第Ⅴ層と同じ黒褐色粘質土の単一層である。

遺物は、ほとんどみられず、若干の細片が出土したのみである。時期的には、埋土・検出面

からみれば前期のIと考えられ、遺物も細片であり断定できないが同時期のものと考えてよい

であろう。また、SDlがLoc．16・25の遺構群の南限を示すものとし、またSD2も同じく南

限から北へ延びると推定するならば、東隈を示す可能性が考えられる。

S D3
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SD3は、第Ⅸ層黄灰褐色粘質土層を検出面とする上面の調査区において、北西部から中央

部を南東へと延びている。

規模は、検出長48m、幅1．2～1．8m、深さ0．9m前後を測る。方向は、南東へ約20m延びた後

やや屈曲し、南へ再び20mほど延びて屈曲して南東へ向かっており、平均的にはN－320－Wを

示す。断面形は深い逆台形を呈し、壁は直線的にしっかりと立ち上がる。底面はほぼ平坦面を

なし、埋土は砂層である。

遺物は、ほとんど出土せず、細片が若干みられるのみである。時期的には、細片の中に叩目

をもつものがあり、後期IIIと考えられる。なお、Loc．26において溝の延長が検出されている。

性格不明遺構

S XI

SXlは、調査区の北部、Loc．16の南端部で検出されたSTlの南4mに位置している。検

出面は、他の遺構面と同じく、第那層黒褐色粘質土を掘削した面である。

規模は4．0×3．4mを測り、平面形は、北壁と西壁は直線であり方形を呈するが、西壁と南壁

は、乱れており、不整形である。特に、南壁の乱れは激しいが、本来は方形であったと思われ

る。深さは浅く、最も深い中央部でも12cmを測るのみである。底面は、平坦であるが、やや中

央部が低い。壁高も6～8cmと低いがしっかりと立ち上がる。埋土は黒褐色粘質土の単一層で

ある。長軸方向は、N－380－Wを測り、西へ振っている。

ピットは、6個検出されており、その中で柱穴と考えられるのは、北東と南東のコーナーに

位置するP3・4の2個である。規模は、直径約50cm、深さ約40cmを測る。P5・6は、直径

10－20cmと小さく、深さも10cm前後と浅く、柱穴とは考えられない。Plは、南壁に接してお

り、直径約70cm、深さ約50cmを測り、東側に楕円形の深さ10cm前後の浅い平場と、北に直径30

cm、深さ20cmのピットをともなっている。P2は、東壁の中央部に摸し、直径80cmを測り、や

や方形に近い平面形をもっている。深さは約10cmと浅く、皿形の断面形を呈している。

出土遺物は、非常に少なく、土器は細片が少量埋土中から出土したのみである。石器は、P

2から刃部のみを研磨した石斧（107）が1点出土している。また、床面上から直径30cmほどの

自然礫が出土しているが、使用痕などは観察されなかった。

時期的には、出土遺物が少なく断定はできないが、埋土・検出面からみれば、前期Iと考え

られ、Loc．16・25の遺構群と同時期である。

5．　まとめ

Loc．15で検出された遺構は、土砿1基、溝3条、性格不明遺構1基である。この中で、弥生

時代後期の溝（SD3）を除き、他は、前期Iに属すると考えられる。中でもSDlは、多量
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の遺物を出土しており、前期Iの遺構であることを明確にしている。また、その位置はL。。．25

の南端部から南東方向へ延びており、SDlの南では遺構、遺物ともに存在しないので、前期

前半の集落の南限を示している。SD2においても、出土遺物はほとんどなかったが、同時期

と考えられ、規模は小さいが、北東へ延びるとするならば、SDl同様に東限を示す可能性が

考えられる。

SXlは、小竪穴状を呈しており、平面形は、一部乱れているが方形を呈していると考えら

れる。出土遺物はやはり少ないが、その規模から考えてなんらかの作業場ではないかと思われ

る。柱穴はP3・4の2個であり、P5・6の小さなピットも柱穴と考えたとしても、上部構

造は簡易なものである。Pl、さらにP2も浅いが工作用のピットではないだろうか。P2から

1点ではあるが石斧が出土していることからも、積極的ではないが、工作用ピットと推定され

る。また、Loc．16のSTlとの距離は4mと近く、周辺部に接近する遺構の存在しないところ

をみれば、STlとSXlとの間には、住居と作業場という関係が成り立つ可能性がある。S

Klについては、同時期ではあるが、出土遺物もみられず、性格は不明である。

以上のように、Loc．15において検出された遺構は、SD3を除き前期Iの時期であり、Loc．

16・25で検出された集落の一部を構成し、かつ、その南限を示している。

第33表　土砿計測表

挿図番号 遺構番号 平　 面　 影
規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第126 図 S　K l 楕円形 1．20 0．90 0．20 N －40と－W 逆台形
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第34表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 側　　 考

1 S D l 士ヨ互

12 ．5 緩 やか に外反 し、 口縁端部 は丸 く 内外面 ともにへ ラ磨 きが な される。

（2 ．0 ） おさめ る。段部 は み られ ない。 ロ綾部 は、 内外面 とも横 方向 、頸
部 外面 には縦 方向 の単位 がみ られ

る。

2 ／／ ／／

18 ．0 強 く外 反 し、口緑端 部 は丸 くお き 内外面 ともにナデ調 整。 外面 口緑 内面が磨 耗す

（2 ．3 ） め る。 下 に は横 方 向のへ フ磨 きの単位 が

み られ る。

る。

3 ／／ ／／

2 1．2 緩 やか に外反 し、口緑端 部は丸 く 内外面 ともにナデ調 整 に、横方 向 若 干 の砂 粒 を

（2 ．2 ） お さめ る。段 部 はみ られな い。 のへ ラ磨 きが み られ る。 含 み 、や や磨

耗 す る。

4 ／／ ／／

17 ．4

（ 6 ．0 ）

直立す る頸部 か ら小 さ く外反す る。

口緑端 部は丸 くお さめ 、段部 はみ
られ ない。

内外面 ともに、横 方向 のナデ調 整。 かな り磨 耗 し

てお り器面が
剥 落す る。

5 ／／ ／／

22 ．5 緩 やか に外反 し、ロ縁端 部は面 を 外面ナ デ調 整に横 方向 のへ ラ磨 き。 口唇部 か ら内

（2 ．7 ） なす。段 部 はみ られな い。 内面 も横方 向のへ ラ磨 きがみ られ

る。

面にか けて 黒
斑 がみ られ る。

6 ／／ ／／

19 ．6 頸 部 よ り大 き く外 反 し、ロ縁端 部 内面 に、横方 向のへ ラ磨 きが み ら

（6 ．9 ） は面 をなす。段 部 はみ られな い。 れ る。 外面 は磨耗 のため 不明 。

7 ！／ ！／

2 6 ．6 直接 的に開 く。端 部はや や外 反 し 内外面 ともに、ナ デ調整 。外 面に

（3 ．5 ） 面 をなす。有 段部 は不 明。 は横方 向のへ ラ磨 きが み られ る。

内面 も横方 向のへ ラ磨 きがな され
る．が 、単位 は不明 。

8 1／ ／／

30 ．4 直線 的に開 き、端 部は さ らに大 き 内外面 ともにナデ 調整 。へ ラ磨 き

（3 ．5 ） く開 く。 ロ緑 部下端 に　 段部 をな がな され るが、　 耗の ため単位 は
す と思 われ る小段 がみ られ る。 不 明 。

9 ／／ ／／

12 ．0

（ 4 ．6 ）

直立 す る頸 部 よ り、小 さ く外反 し
開 く。 口頸 間にへ ら圧痕 に よ る不

明瞭 な有段 部が み られる。 口縁端
部 は面 をなす。

内外 面 ともにナ デ調整 。 内外面 ともに
磨耗す る。

10 ／／
／1

10 ．6 小 さ く外 反 し口緑端部 は丸 くお き 内 外面 と もに横 方向 のへ ラ磨 きが

（1 ．9 ） め る。 口頸 間 に、 きわめて低 い な され、　 面 には縦方 ロのパ ケ 目
段部 がみ られ る。 が残 され る。

1 1 ／／ ／／

8 ．0 短 く外反す る頸 部 よ り小 さ く開 く。 口綾 部 内面 に は横方 向、・頸 部外面

（4 ．0 ） 口頸 間に は不 明瞭 な　 段部 、上胴 に は縦方 ロのへ ラ　 きがみ られ る。
部 には沈 線に よる有段 部が み られ

‘る。

頸部 内面 に接合 痕 を残す。

12 ／／ ／／

15 ．4 強 く外反 し大 き く開 く。 口緑端部 内 外面 と もにへ ラ磨 きが なされ る

（3 ．4 ） は 丸 くお さめ 、 口頸 間に有段 部が

み られ る。

が磨 耗の ため単 位 は不 明。

13 ／／
1／

11 ．5 口綾 部 は短 く外反 し、 口頸 間 と上 ロ頸 部に 2 条 、上胴部 の有段 上下 頸部 か ら、胴

（12 ．1） 胴部 に　 段 部が み られ る。 胴部 は に 4　 、屈　 部 に 2 条のへ ラ描沈 部 にかけ て黒
最大 径 で強 く屈 曲 し段 状 をなす 。 線 を施 し、上胴 部の 沈線間 には 3

条 の重孤文 とその間 に 2 条 の平行

沈線 を配す 。

斑が み られる。

14

ヽ

／／ ／／

13 ．4 直立 して 立 ち上 が り、強 く外反す 内面 に横方 向のへ ラ磨 きが一 部み 全体 に磨耗 す

（2 ．5 ） る口緑部 。端部 は面 をな し口頸 間

に 強い有段 部が み られ る。

られる。 る。

15 ／1 ／／

16 ．4 直立 して立 ち上 が り強 く屈 曲 し外 内 外面 と もにへ ラ磨 きが なされ る

（2 ．4 ） 反す る。 口縁端 部 は面 をな し、 口

頸部 に有段 部 がみ られ る。

が 、単位 は不 明。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 S D l 士宣E

13°．6 頸部 は緩や かに 外反 し、 口綾 部 は 口綾 部外面 にナ デ調整 。頸部 外画

（5 ．4 ） 強 く外反 し開 く。 口頸 間に は、 口 に は斜 め方 向の 」内面 には横 方向
緑外 面、貼 付け に よる突帯 ぎみの のへ ラ磨 きがみ られ る。 口緑 部 内
有段部 がみ られ る。 面 は磨 耗 によ り不 明。

17． ／／ ／／

15 ．9 直立気 味にや や開 く頸部 よ り、 口 内外面 ともに横方 向の ていね いな

（6 ．2 ） 綾 部 は緩やか に外 反す る。端 部は
面 をなす。 口頸間 に 口綾 部外 面、

貼 付け に よる有段部 がみ られ る。

へ ラ磨 きが な され る。

18 ／／ ／／

16 ．8 直 線的 に大 き く開 く頸部 に小 さ く 内外面 ともに、ナデ 調整 にへ ラ磨 焼 成良 好。

（11 ．0 ） 強 く屈 曲す る口綾部 をもつ 。端 部

は 丸 くお さめ上 胴部 に有段 がみ ら
れ下 部 に 2 条 のへ ラ描沈線 を施 す。

きが なされ るが単位 は不 明。

19 ／／ ／／

18 ．8 直立 気味 の頸部 よ り、緩や かに 外 頸部 外面 は縦方 向、 ロ綾部 外面 お
／／

（6 ．7 ） 反す る 口綾部 。端部 はやや 強 く屈 よび内面 は横方 向のへ ラ磨 きが み

曲 し、丸 くお さめ る。 口頸 間に は

へ ラ描 き沈線 によ る有段 部 がみ ら
れ る。

られる。

20 ／／ 11

18 ．8 強 く外反 し開 く。 ロ緑端 部 は面 を・ 内外 面 と もにナ デ調整 にへ ラ磨 き

（3 ．2 ） な し、 口頸 間にへ ラ描 き沈 線に よ

る有段 部が み られる。

が なされ るが単位 は不 明。

21 ‘／／ ／／

21 ．7 直線 的に開 き、 口緑端部 は面 をな 内外 面 ともに横 方向のへ ラ磨 きが

（4 ．0 ） し、 外面へ 若干 肥厚す る。 口頸間 な され、 口縁部 外面に接 合痕 がみ
に、 口綾部 外面 、貼付 けに よ り段
部 を形 成 、へ ラによ る圧 痕が み ら

れ る。

られ る。

22 ／／ ／／

24 ．0

（ 3 ．0 ）

短 く屈 曲 し開 く口綾部 であ り、端
部は面 をなす 。 口頸間 に突帯 ぎみ

の有段 がみ られ小 さい劾 目を施 す。
段 部下端 に は 1 条のへ ラ描沈 線 を

配す。

内外面 ともにナデ 調整。 焼成良 好。

23 ／／ ／／

19 ．2 強 く張 った胴 部 よ り直線 的に立 ち 口綾部 外面 と胴部 は横方 向 、頸部

（26 ．7 ）

32 ．2

上 が り緩やか に外 反す る。 口頸 間 は縦方 向のへ ラ磨 きが なされ 、 口
にへ ラ描 沈線 に よる段部 を もち、 綾 部 内面に も横方 向のへ ラ磨 きが

上 胴部 に も低 い段部 をもつ 。 み られ る。

24 ／／ ／1

（30 ．2） 直 立す る頸部 よ り大 き く外反 し、 内外面 ともにへ ラ磨 きが な され ロ

（8 ．8 ） 開 く。 口頸間 には接 合に よ り形 成

され る強 い有段 がみ られ る。

綾 部断 面に は接合痕 がみ られ る。

25 ／／ ／／

－
段部 を有す る上 胴部 であ る。有段 外 面にへ ラ磨 きがな され るが単位

（6 ．6 ） 部 の下に 2 条 のへ ラ描 沈線 と4 本

の重 孤文 を配す 。

は不 明。 内面 は磨 耗 のため不 明。

26 ／／ ／／

－
段 部 を有す る上 胴部 であ り　 頸部 内外 面 ともにへ ラ磨 きがな され る 焼成 良好 。

（7 ．4 ） ヽはやや 直立 して立 上 る。有段 部は が単位 は不 明。 内面 には指頭 圧痕
へ ラ描 沈線 に よ り形成 され 、段 部

下に 同 じ く1 条 の洗練 を配す 。
を残す 。

27 ／／ 11
（ 3 ．9 ）

段 部 を有す る上胴 部 である。 有段
部の下 には 2 条 のへ ラ描 沈線 と3

本の下 弦の重 弧文 を配す 。

内外面 ともに磨耗 に よ り不 明。 焼成不 良。磨
耗す る。

28 1／ ／／
（5 ．3 ）

段 部 を有す る上胴部 で あ り、無 文

であ る。
／／

2 9 ／／ ／！
（2 ．8）

や や突 帯気味 の有段 部 に劾 目を施
し、 その上下 に各 1 条 のへ ラ描 き
沈 線 を配す。

磨 耗に て不明 。

30 ／／ ／／
（2 ．5）

有段 部 にやや斜 め の劾 目を施 し、

その下 に 2 条 のへ ラ描沈 線 を配 す。
1／



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

3 1 S D l ・土
ヨ亘

（4 ．6 ）

有段 部に 2 条のへ ラ描 沈線 を施す 。 内外 面 ともにへ ラ麿 が な され るが

単位 は不 明。
砂粒 は ほ とん
どみ られな い。

32 1／ ／！

－
非常 に低 い、不 明瞭 な有段部 。段 外面 はへ ラ磨 きがな され るが 、単 器 壁は厚 く、

（3 ．9 ） 部 の上部 に 3 条 のへ ラ描沈 線 を配

す。

位 は不明。 内面 は磨耗 のため 不明 。 0 ．5mm前 後の
砂 粒 を含 む。

3 3 ／／ 11
（ 5 ．8 ）

有段 部の下 部 に 3 条 1 組のへ ラ描

沈 線 を施 し、 その間 に 6 本 1 組 の
山形文 を配す 。

内外 面 ともに磨耗 の ため不 明。 有段部 で欠損
す る。

34 ／／ ／／
（3 ．6）

明瞭な有段 部 の上部 に 1 条 、下部

に 2 条 のへ ラ描 沈線 が施 され、重
弧文 の一 部が み られ る。

内面 に指頭 庄痕 を残す 。

35 ／／ ／／

－
やや 上底 気味 の底か ら小 さな しゃ 外面 には横 方 向 と左上 りのへ ラ磨

（4 ．2）

8 ．0

くれ をもち、直 線的 に開 く。 きがな され る。 内面 はナデ調 整。

36 ／／ ／／

－ 平底 よ り小 さ くしゃ くれ を もち、 外面 は左上 ・りのへ ラ磨 きが 、内面 外面 に黒斑 が

（7 ．2 ）

7 ．2

直線 的に 開 き立 ち上 が る。 に は横方 向‘のへ ラ磨 きが 1 部 み ら
れ る。

み られ る。

37 ／1 ！／

－
やや 凹む 平底か ら小 さ くしゃ くれ 外面 は縦 方向 のパケ調 整に左 上 り

（9 ．占）

8 ．6

内湾気味 に開 きなが ら立 ち上が る。 のへ ラ磨 きが なされ 、 1 部 にパ ケ

目を残す 。内面 はパ ケ調整 にナ デ
調 整がお こな われ る。

38 ／／ ／／

－
平 底か ら、 しゃ くれずに立 ち上 が 外 面に縦 方向 のへ ラ磨 きが お こな

（5 ．5）

9 ．9

り、 さ らに屈 曲 して直線 的に大 き

く開 く。

われ る。 内面 はナデ調 整。

39 ／／ ／／
（3 ．2 ）

1 5 ．0

非 常に厚 い平 底か ら しゃ くれ を も

たず、 直線的 に立 ち上が る。

内外面 ともに ナデ調 整。

l

40 1／ 喪

19 ．6 ほぼ直 立逆 L 字状 をな し、 ロ綾 部 内外面 ともに縦方 向のパ ケ調整 が 焼成 良好 。

（6 ．8 ） は7 、な　　 な 。端 部 には る。 有段部 は　 合 部 によ り形
へ ラ、’工 目に よ り され た　 の　 弓　いナデ讃 整に　 り

フて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ
部に は接合部 に有段 部が み られ る。 仕 上 げてい る。

41 ／／ ／／

28 ．9 直線 的に開 き、大 き く外反す る。 外面 は縦方 向、 内面は横 方向 のハ

（5 ．7 ） 口縁端 部 は面 をな し、下 部 に上下

にへ ラ描沈 線 を配 す突帯 をもつ。
ロ縁下 端 と突帯 にはパ ケ状工具 に
よ り刻 目を施 す 。

ケ調整 。 口緑 端部 は ヨコナデ 。

42 ／／ ／／

22 ．4 ほぼ 直立 し、強 く屈 曲 し水平 に開 外面 、 口縁下 に縦 方向 のパ ケ調 整。

（3 ．3 ） く。 口縁端 部は　 くお さめ強 い刻 ロ綾部 は ヨコナデ 。刻 目はへ フ状
目を施 す。下 部 には有段 部が み ら

れ る。

工 具 に よる。

43 ／／ ！／

2 0 ．6 直線 的に開 き、 口縁端部 に断 面三 内外面 ともにナデ調 整。 口緑端 部

（2 ．7 ） 角 形 の貼付 突帯 を もつ 。突帯 には

小 さな刻 目を施す 。

は強 い ヨコナ デ によ り稜 をなす 。

44 ／／ ／1

21 ．6 やや 強 く外傾 し直 線的 に開 く。 口 口縁部 は強 い ヨコナデ によ り、突

（2 ．0 ） 縁のや や下部 に 強い刻 目を　 。 間 は浅 い沈　 状 をな 。内　 面
太 い貼付突 帯 をもつ。 と もに ナデ調 整。

4 5 リ／ ／／

25 ．4 やや 外反 しつつ 開 く。 口縁 のや や 口縁部 は ヨコナデ に よ り、小 さ く

（4 ．6 ） 下 に断面三 角形 の貼付 突帯 を もつ 。

口縁 部上端 と突 帯に小 さな刻 目を
施す 。

外 反す る。 内外面 ともに ナデ調 整。

l

l

l

．



挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 6 S D l 無

19 ．1 直 立 し口縁部 は小 さ く外 反す る。 外 面は縦 お よび右下 りのパ ケ調整 。 焼成 良好 。

（3 ．8 ） 口縁下 にやや 幅広 の貼付突 帯 を も 内面 はナ デ調 整。 口縁 部は 強い ヨ
つ 。突帯 には 強い刻 目を施 す。 コナデ によ り突帯間 は浅 い沈線状

をなす。

　 47 ／／ ／／

28 ．6 ほ ぼ直立 し口綾 部は小 さ く開 く。 口縁 部は ヨ コナ デ。 内外面 ともに

（4 ．0 ） 口縁 直下 には 断面三角 形の 太い貼
付突 帯 を もつ。 突帯 には上方 よ り

強 い刻 日を施す 。

ナデ調 整。

48 ／！ 1／

19 ．0 直立 し口綾 部はや や外 反す る。 ロ 外面 は縦方 向のパ ケ調整 。 内面は 焼成良 好　 堅

（4 ．9 ） 縁の下 部 に太 い貼 付突帯 をもち、 ナデ調 整。 口綾部 お よび突帯 の上 ○緻 で ある。
刻 目を施 す 。 下に は強い ヨ コナ デ をお こな う。

49 ！／ ／／

23 ．5 や や 内湾気味 に開 き、 口綾部 は緩 外面は右 下 りのパ ケ調整 。内面 は 焼 成良好 。

（6 ．3 ） や か に外反す る。 口緑直下 に貼 付 ナ デ調 整。 口綾部 および 突帯 は ヨ
突帯 を もち下端 に 強い刻 目を施 す。 コナデ をお こない 、パケ状工 具 に

よ り、刻 目をつ け る。

5 0 ／／ ／／

18 ．6 直 線的 に開 き、 口綾 部直下 に刻 目 口綾部お よび 突帯 を ヨコナ デ し、

（2 ．4 ） を施 した貼付 突帯 を もつ。 上端 部がや や稜 をなす。 内外面 は
磨耗 の ため不 明。

5 1 ／／ ／／

18 ．2 直 線的 に外傾 し開 く。 口縁 部直下 口綾 部お よび突 帯は ヨ コナ デ。 内

（4 ．1） に断面三 角形 の突帯 を貼付 し刻 目

を施 す。

外面 は磨耗 の ため不 明。

52 ／／ ／／

19 ．6 直 線的 に外傾 し 口綾部 はやや 屈 曲 外面 は縦方 向 、内面 は横方 向のハ 磨 耗 す る。

（2 ．8 ） し開 く。 口緑直 下に 断面三角 形 の
突帯 を貼付 しやや 下方 よ り刻 目を
施す 。

ケ調 整。

53 ／／ 11

21 ．5 直立 し、 口緑端部 に突 帯 を貼 付 し 外面 は全面 に縦方 向の パケ調 整。 焼成 良好。 内

（12 ．7 ） 刻 目を施す 。 口緑 部上 面はナ デに

よ り凹む。
内面 はナデ調 整 。 面に砂 粒が 多

くみ られ る。

54 ／／ ／／

19 ．5 や や 内湾気 味に開 き、 口綾部 は短 内外面 ともに、パ ケ調整 をナ デに

（4 ．1 ） く外 反す る。 口緑 直下 に断面三 角 よ り消 す。 口緑部 お よび突帯 は ヨ
形の 突帯 を貼 付 し、刻 目を施す 。 コナデ に よ り凹ん だ面 をなす。

55 ！／ ／／

24 ．8 直立 し、 口綾 部は短 く外 反す る。 外 面は縦 方向 のパ ケ調 整。 内面 は

（3 ．5 ） 口綾部 外面 に突帯 を貼付 し外傾 す

る面 をなす。 突帯 には小 さな刻 目
を施 す 。

ナ デ調整 。

5 6 ／！ ／／

20 ．3 直 立す る休部か ら口綾 部 は小 さ く 内外 面 ともにナ デ調整 。 ロ綾 部お 磨 耗 が激 しい。

（4 ．6） 開 く。 口縁部 外面に 丸み をおび た よび、突帯 は ヨコナデ に よ り上端
突帯 を貼 付 し刻 目を施 す。 はやや とび上が る。

57 ／1 ／／

20 ．2 やや 外反 し、大 きく開 く。 口縁端 口綾部 は 内外面 と もに横 方向 のハ

（2 ．0 ） 部 をナデ に よ り、突帯 ぎみ に若干 ケ調 整。 口緑下外 面は縦 方向 のハ
拡張 し、パ ケ状工 具 によ り刻 目を
施す 。

ケ 目が み られる。

58 ／／ ！／

17 ．9 若干 内湾 し、直立 す る休 部 よ り、 外面 は右下 りのパ ケ調整 。 内面は

（5 ．2 ） やや 外反す る 口綾 部。 口縁端 部外 磨 耗 によ り不 明。 口綾部 は ヨコナ

面 をナデ によ り、やや拡 張 し刻 目
を施 す。

デ。

59 1／ ／／

22 ．6 内湾気 味 に開 く休 部 よ り口綾部 は 外面 は縦方 向のパ ケ調整 。 内面は

（5 ．7 ） や や 外反す る。端 部外面 にへ ラに

よ る小 さな刻 目を施 す 。

ナ デ調 整。 口綾部 は ヨコナデ 。

60 ／！ 1／

19 ．7 如 意形 に開 き、 口綾 部 はや や 外反 外 面は縦 方向 のパ ケ調整 。内面 は

（12 ．3 ） す る。端 部 は外傾す る面 をな し、
強 く刻 目を施 す。

パ ケ調 整の後 に丁寧 なナデ 調整 。

一265－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　 考

6 1 S D l 蛮

23 ．0 直立 す る休 部 よ り若干 外反 し開 く。 外面 は器面 が剥落 し不 明。 内面 も 磨 耗す る。

（3 ．2 ） ロ緑端 部 は ヨコナデ に より　 傾す か な り　 耗 す るが 、ナ デ調整 がみ
る面 をなし、やや 拡張 、端部 外面

にパ ケ状工 具 によ り刻 目を施 す。

られ る。

6 2 ／／ ／1

16 ．0

（ 3 ．3 ）

やや 外反 し直線 的に 開 く。 口隷端

部 は ヨコナデ に よ り外傾す る面 を
な し、刻 目を施 す。 内面 はや や 凹

み上 端 は稜 をなす。

内外 面 ともに磨耗 し不 明。1．

63 ／／ 1／

22 ．5 直 立す る休部 よ りロ縁部 は直線 的 外面 は縦 方臥 内面 は 口綾部 に横 磨耗 す る。

（3 ．5） にや や 開 く。 口緑端 部は 外傾 す る

面 をなし、小 さな刻 目を施 す。

方 向のパ ケ調整 がみ られ る。

64 ／／ ／／

23 ．8 緩 やか に外反 す る口綾部 。端部 は 外 面は縦 方向 、内面 は右上 が りの

（3 ．5 ） ヨ コナ デに よ り、や や 内湾気味 に

稜 をな し、外 面下端 に弱 い刻 目を
施 す。

横 方向 のパケ調 整が み られる。

65 ／／ ／！

19 ．5 直 立 し、若干 外反す る。 ロ緑端 部 外 面は縦 方向 、内面 は横方 向のハ

（3 ．4 ） は ヨコナデ によ り外傾 す る面 をな

しパ ケ状工具 に よ り、浅 い刻 目 を
施 す。

ケ調整 。

66 ／1 ／／

‘24 ．0 直立 した休部 よ り口綾部 は小 さ く 外面は 縦方向 のパ ケ調撃 。内面 は 全体 的 にやや

（5 ．6 ） 開 く。端 部 は ヨコナデ によ り外傾

す る面 をな し、小 さな刻 目を施 す。
上 端 は稜 をなす。

右 下 りの横方 向のパ ケ調 整。 磨耗 す る。　 、

67 ／／ ／1

17 ．9 直線 的に開 き、 ロ緑部 は緩や かに 外面 は磨 耗が 激 し く器面剥 落す る。

（4 ．6 ） 反　 る。端 部 はなだ らかに お き 内面 は ノ　 ロのパ ケ調整 が青　くみ
め 、下 端に 深い刻 目を施 す。上 端

は稜 をなす 。

られ る。

68 ／／ ／／

14 ．5 内湾 気味 に開 き、 ロ縁端 部 は小 さ 外面 は縦方 向のパ ケ調整 。内 面は

（3 ．4 ） く外 方へ屈 曲 し、浅 い刻 目を施 す 。 右上 りの ヨコパ ケが若干 み られ る。

69
づ

／／ ／／

18 ．0 直線 的に 内傾 し、 口綾部は小 さ く 胴部 外面 にやや斜 め のタテパ ケ調 器壁 がやや薄

（4 ．9 ） 外 反す る。端部 に小 さな刻 目を施

す 。

整。 口縁部 内外 面は ヨ コナ デ。 い。

70 1／ 11

22 ．8 直 線的 に外傾 し開 く胴部 よ りロ縁 外 面は タテパ ケ をナ デ調整 し内面
11

（ 3 ．8 ）

l

部 はやや 弱 く屈 曲す る。端 部 は丸
くお さめ浅 い刻 目を施す 。

もナデ調 整。

71 ！／ ／／

18 ．3 直線日加こ内傾 し、口綾部 は小 さ く 内外面 ともにナデ調 整で あ るが 、

（5 ．0 ） 外反す る。端 部は丸 くお さめ 、や

や 上端 に刻 目 を施す 。

磨 耗が 激 しい。

72 ／／ ／／

18 ．8 や や 内湾気 味に大 き く外傾 す る胴 外面は 縦方 向のパ ケ調整 。内面 は 口綾部 外面に

（6 ．0 ） 部 よ り、 口綾 部 はなだ らかに若 干
開 く。端 部 は丸 くお さめ 、やや 下

端 に刻 目を施 す。

ナデ調 整。 黒斑 が み られ
る。

73 ／1 ／／
（1 ．4 ）

5 ．9

やや上 げ底気 味 の平底 であ り、大
きな しゃ くれ をもつ。

外面 に横 方 向のナ デ調整 。

74 ！／ J／
（3 ．1 ）

5 ．9

平底 でやや しゃ くれ を もつ。 ．外面 は縦方 向のパ ケ調整 。内面 も

パ ケ調 整にナ デ調 整 を行 う。

底 面か ら外面

にかけ て黒斑
がみ られる。

75 ／／ J／
（4 ．0 ）

5 ．4

上 げ底気 味の底 部か ら、やや しゃ
くれ をもち、 内湾 しつ つ立 ち上が

る。

内外面 ともに丁寧 なナ デ調整 。 焼成良好 、堅
緻 で ある。 内

面に黒斑 が み
られ る。
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挿 図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

76 S D l 聾
（2 ．0）

5 ．9

平 底か ら、ほ とん ど しゃ くれ を も

たず立 ち上が る。

内外面 と もに磨 耗の ため不 明。

77 ／／ ／！

－
平底 か ら若干 の しゃ くれ を もち 外面 は縦方 向の パケ調 整　 内面 に

（2 ．2 ）

7 ．4

ヽ立 ち上が る。 0は指 頭圧痕 を残す 。

78 ／／ ／／

－
平底 か ら、若干 の しゃ くれ を もち 外面 は縦方 向のパ ケ調 整　 内面は

（3 ．8 ）

7 ．5

内湾 気味 に立 ち上 が る。 磨 耗 のため不 明。　　 0

79 ／／ 11
（ 3 ．4 ）

8 ．6

平 底か ら直立 気味 に立 ち上が る。． 外面 は縦方 向のパ ケ調整 。内面 は

ナ デ調 整。

80 ／／ 11
（3 ．2 ）

9 ．1

平 底か ら直線 的に 開 き立ち 上が る。

／／
断 面に接合 痕

が み られ る。

81 ／／ ／／
（3 ．2）

8 ．3

や や厚 い底部 か ら、若干丸 味 をお

び直線 的に立 ち上が る。 ／／

内面 に黒斑 か

み られ る。

8 2 ／／ 1／

－
平 底か ら、やや 大 き く開 き　 立 ち 外 面に若 干の縦 方向 のパ ケ 目を残

（3 ．1）

6 ．3

ヽ上 が る。 す 。内面 はナ デ調整 。

8 3 11 ／／

－
平底 か ら、やや 丸味 をお びて立 ち 外面 は縦方 向のパ ケ調 整　 内面 は

（3 ．7）

8 ．5

上 が る。 0ナデ 調整 。

84 ／！ 1／
（3 ．7 ）

8 ．7

平底 か ら、やや 外反気 味に立 ち上
が る。 ／／

85 ／／ ／！
（3 ．2 ）

8 ．2

中央部 がやや 凹む 平底 であ る。

／1

86 ／／ ！／

－ 平 底か ら直立 し立 ち上が り　 内湾 外面 は全面 に縦方 向のパ ケ 目を よ ．

（5 ．1 ）

7 ．1

ヽ気 味 に開 く く残す 。内部 はナ デ調整 。

87 ／／ ／／

－
平 底か ら丸味 をお びた しゃ くれ を 外面 は縦方 向のパ ケ調整　 内面は

（4 ．5 ）

8 ．7

もち、立 ち上 が る。 内面 も緩やか

に内湾す る。や や厚 い底部 で ある。
0

ナ デ調 整。

88 ／／ 1／
（3 ．5）

7 ．4

平底 か ら丸味 をおび 強 くしゃ くれ

て 立 ち上 が る。
内外 面 ともに磨耗 に よ り不 明。 外面 に黒斑 が

み られ る。

89 ／／ ／／

－ 平底 か らや や しゃ くれ をもち　 大 外面 は縦方 向のパ ケ調 整　 内面に

（3 ．9 ）

8 ．8

ヽき く開 きなが ら立 ち上 が る。 0は指頭 圧痕 を残す 。

90 ／／ ！／
（4 ．3 ）

9 ．4

平底 か ら小 さな しゃ くれ を もち直

立気 味に立 ち上 が る。
内外面 ともに磨耗 のため 不明 。
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挿図番号遺構番号器　種

口径

法量　器高
（cm）胴径

底径

形　態　　　文　様 手　　　　　　　　 法 備　　考

91 SDl 袈

－ 平底から、ややしゃくれをもち立外面は、細い縦方向のパケ調整。断面に接合痕

（3．2）

8．1

ち上がる厚い底部である。 内面には指頭庄痕を残す。 がみられる。

92 ／1 1／

－
しっふりした平底から直立し立ち外面は縦方向のパケ調整。内面は

（4．5）

6．9

上がり、開く。 ナデ調整。

93 ！／ ／／

－
平底からややしゃくれをもち立ち外面にはやや粗い縦方向のパケ調底面に粗痕が

（3．5）

8．9

上がる。 整。内面はナデ調整。 2ヶ所みられ

る。

94 ／1 ／／

－
平底からやや丸味おびたしゃくれ外面は縦方向のパケ調整。内面は

（4．9）

7．2

をもち立ち上がる。 ナデ調整。

95 ！／ ／／
（5．2）

9．1

平底から小さいしゃくれをもち直

立気味に立ち上がる。

内外面ともにナデ調整。

96 ！／ ／1

－ 平底から、強くしゃくれ、内湾し外面は縦方向のパケ調整。内面は

（4．6）

9．3

つつ立ち上がる。 ナデ調整。

97 ！／ ／1

－
中央部がやや凹む円板状の底部か外面はやや斜めの縦方向のパケ調

（4．2）

9．5

ら、内湾気味に立ち上がる。 整。内面はナデ調整にへラ圧痕が

一部みられる。

98 ／／ ／／

－
中央部が若干上げ底気味となる平外面は若干粗い斜めの縦方向のハ断面に接合痕

（5．2）

11．3

底。ややしゃくれをもつ。 ケ調整。内面はナデ調整。 がみられる。

99 ／／ 1／
（7．0）

8・7

平底から直線的に開く。 外面は縦方向のパケ調整。内面は
ナデ調整。

100 ／／ J／
（6．0）

11．4

外周部がやや凹む。平底から、な

だらかに立ち上がる。

内外面ともにナデ調整。

101 ！／ ／／

－ 平底からややしゃくれをもち直線外面は胴部にかけて、細い縦方向

（12．5）

8．6

状に立ち上がり開く。 のパケ調整。内面はナデ調整に指
頭圧痕を若干残す。

102 ／／ JJ

－
平底からややしゃくれをもち、直外面はやや斜めの縦方向のパケ調

（8．4）

8．7

線的に開く。 整。内面はナデ調整。

103 ／／ ／／

－
やや厚い平底から小さくしゃくれ外面は縦方向のパケ調整。内面は

（8．0）

8．4

直線的に開く。 ナデ調整。

104 ／！ 鉢

20．9 直立する口綾部であり、端部は水内外面ともに横方向のへラ磨きが

（4．0）平な面をなす。 なされる。内面は特に丁寧である。

105 1／ ／／

－
刻目を施す有段部をもつ休部であ外面は有段部の上に横方向、他は1－3mmの砂

（12．0）

23．5

り、段部から上は直立し下部は内縦方向のパケ調整。内面は指頭庄粒を多く含む。
湾し終る。 痕を残す。 有段部をもつ

聾に類似する。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

106 S D l 紡錘車

径　 5．4

厚さ 1．1

重量（g）17

壷片転用であ り、表面側に 2 mmほ
どの穿孔がみられる。

紡錘車の未成
品である。

第35表　遺構出土石器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最大長
計測値　 最大 幅
（cm ，g） 最大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

107 S X l 石斧

8 ．1

砂　 ‾質

自然石 を利 用 し、端 部 を一部研 磨 し両刃 の P l よ り出土

3 ．5

1 ．6

60 ．0

刃部 を作 り出す。 す る。

108 S D l 砥 石

7 ．0

5 ．8

2 ．3

195 ・0

砂　　 岩

表 面お よび右 側面 の 2 両 が砥 面 として使 用

され 、よ く研 磨 され る。

109 ／／ 叩石

16 ．6

9 ．3

5 ．2

111 ．0

／1

偏 平 な楕円形 の 自然礫 を使用 。上端部 に 、

小剥離 が数 ヶ所み られ 、下端部 に敲打 痕が
認め られ る。

110 ／／ ／／

25 ．4

8 ．7

6 ．8

2 81 ．0

緑 色 岩

柱状 の 自然礫 を使 用。下端 部 に若干 の敲 打
痕 が み られ る。

－269－



工二二
A　－

『ノ

U

‾し

A－

ⅦⅤ　Ⅵ　ⅦV

S DI

D L＝5．60m

I層　褐色細砂
II層　青灰色荒砂

III層　青褐色細砂
Ⅳ層　青灰色中砂

Ⅴ層　黒灰褐色粘土
Ⅵ層　青灰色砂

Ⅶ層　砂　　磯

工層　明褐色細砂
II層　褐色荒砂

III層　青灰色荒砂
Ⅳ層　黒茶褐色粘土

Ⅴ層　褐色中砂
Ⅵ層　灰茶色細砂

Ⅶ層　撹　　乱

I層　茶褐色砂土
II層　青灰色砂

III層　薄褐色砂
Ⅳ層　青灰色荒砂

Ⅴ層　褐色粘質土
Ⅵ層　砂　　礫

I層　青灰色細砂
II層　灰褐色細砂

III層　灰色細砂
Ⅳ層　青灰色荒砂

Ⅴ層　茶褐色粘土
Ⅵ層　青灰色中砂

Ⅶ層　褐色中砂

－B

第126図　S Kl、SDlセクション

ー270－



A‾　　＼　　r B

ヽ＿′

S D2

1

1

1

1

A‾「言rB

二　六一＼．　＿

D L＝6．00m

S Xl

O

Lコ＝丁「一一「一十一一－一一一二二∃m

第127図　SD2・3、SX1

－271－



′

岳準星闇

ノ「

〒≡∃‾一‾詔
・■12

第128図　SDl出土遺物

一272－



二三毒
l戸別‘g

二≡

二！

第129図　SDl出土遺物

－273－



l州●……l……　／’

‖　58

冒‾‾‾澤

l＝一一一二二1－、＿二

－■■■■－．－1■l■．－．－

第130図　SDl出土遺物

－274－



…－1州伽‥1．1．1……　r

I　　　／

＼、ヒヨ＝∃／／73

l

l

l

l

l

l

I

llleeの00000000000000

州間柄〟〟J

看表表　／．

－／

＼、＼」」親、、Jdノ′7。

第131図　SDl出土遺物

－275－



I　　　　／

＝±二二「三二二

‥二二：≡

ll、II≡
20cm

l　．．．．：　‖＿　　　．　1

第132図　SDl出土遺物

－276－

、、J二」

＿　′一

＿l－＿＝一二

亡二二二：⊃川。

0　　　　　　　　　　　　　　　5cnn

L－　　＿　　・　・　・　－」



109

110

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
L l l l l　」　　　　　　　　　＿＿＿＿＿i

第133図　SDl、SXl出土遺物

一277－



4．Loc．17



Loc．17

I．位置と調査経過

Loc・17は、田村遺跡群のほぼ中央部に位置し、小字スエン坊の南部にあたる調査区である。

南には弥生前期Iの集落址を検出したLoc．16・25が摸しており、西には水田址を検出した

Loc．23がある。

当調査区東部において、空港拡張に伴う県道工事が行われ、その仮道路敷設前に発掘調査が

緊要となった。そこで、まず、緊急工事区城に5か所の試掘グリッドを設定し、調査したとこ

ろ、多量の前期弥生土器の出土をみた。そのため、当調査区の東半部全面にわたって発掘調査

を行い、土蛇を中心とする遺構群を確認した。

後に、緊急工事区城外である西半部の調査も行い、遺構の検出に努め、最終的には第Ⅵ層直

上まで掘り下げて、弥生時代前期を中心とする遺構群を確認した。

調査期間は昭和56年5月～11月の約7か月間である。

2．調査概要

Loc・17は、道路工事との関係から全域を一挙に発掘することはできなかったが、最終的には

東西両区を合わせて2，202mZを発掘した。出土遺物の大半は前期弥生土器が占めており、その数

も甚大である。上層においては土師質土器を中心とする中世の遺物も若干出土した。

検出遺構としては、竪穴状遺構1基、掘立柱建物址5棟、土拡31基、溝状遺構5条、珊列1が

挙げられる。うち、出土遺物等から弥生時代前期のものと特定できるのは、竪穴状遺構と掘立

柱建物址3棟、土拡18基及び溝状遺構2条である。

その他の遺構は、形状も暖味なものが多く、時期不明であるが、埋土の状況等から中世のも

のも少なからず含まれているものと考えられる。特に、SB4・5は、検出状況から判断して、

中世の建物とした方が合理的であるが、決め手となる資料がないため、便宜上、本編で扱うこ

ととした。

3．層序と出土遺物

本調査区における基本的な層序は、次の通りである。

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　灰黄褐色粘質土層

第Ⅳ層　灰黒褐色シルト層

第Ⅴ層　黒褐色粘質土層

第Ⅵ層　黄褐色粘質土層

ー281－



・・・・・♪． ∴ ．．＼ 車 ’’、 0 二 °’ ・・・・・ ・・ 、

5
1

．・・・・・・．．t．（． ．．． ・・’‥ ’－・‥ ・・・

°．．°
°．．．．．°　°

ク　 ㌔ ＼ M ・N ／ ′

／　　　 ‘

’．・・ト ．． ’・・・・・・．　　　　　　　　　　 ′

十 °．、iノ．’一°’・・・・・芋・・・： ／ 膠 ’．

．． ．　　　　　　　 ／　　　　 d

・・ ・・ ・・ ・……・・・ ／ ／ ク　 ここ

ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’・ ．／　　　　　　　　　　 ご

t

t

t

． ．．一 ．．　　　　 °

ク　　　　　　　　　　　　 ・・．

′′　 7 ．．・ ・

十 、 ！　　　　 ・

二 占 ／ ・　　　 八 ・ ・・ ・一 ・

ヽ ・ヽ　 ．

ヽ事

′

．　．

°t

「 1
．、－、：▲ヽq■′≠’’。▼　－t　°・・・・‘∴TTご：1．．．．°．．．．．．．．．．．．．．°二二二：二二：：：：：・：・二・∴・・・・．・・・

t　tt　．ヽt　．．ノ㌧1　°ク　　　　　　　ク°　°J・＼ヽ、．　　　、ヽ．・　　＼、、
司ク／／′

　ヽ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ／′′告声、バ、．／　／／　？

′守 声一 ！ ′！ †　 ・・・

′ ？ ソ ク

！． L　　　　　　　　 ．、

°．．．．．．°．

° ．．°4　 ． ．°
．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 °． ．．．t

°．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 °．．．．°

I ク ／

＿ E ’ ナ　　 ノ ！ ▲ ．．

° ．． ．．　 °° ．．． ．．°

°． ．．． °1 ．． ．．． °°．． ．．． °t ．．． ．．°t ．．． ．．°°． ．．． ．°
°． ．．． ．°°．． ．． ．°°． ．．． ．t°．． ．． ．°° ．． ．．． °
ヽ．． ．．． °° ．．． °

／ ′

・嶽 ！二　　 ′ ′ ／

°． ．．． °
°． ．．°°．． ．．°°．． ．°蜜 豪

・：致 章 、 ／ ／

°．．．．．°°．．．．．．．．．．．°°．．．．．．．．．．．°°．．．．．．．．．．．°・：・∴・：・・豆・・・・・・・・・ °　°．短 ．′′′ ′守 星

° ． ＿

： ．・二・i 章 ：章 ：・章 ：・・：・：・．：・：・．i ・
． °　 °°

° °　 ° ．

穏 瀾 グ・′・鮫

ー　　　！
．　　　　　　　　 ／／

／

ち・．；′・ご＼≠！′′、：やク

ク

／
／
／
l／
！l／
／

！・・・・‘・．．装束‥‥’・・覧t．．．．t．°　°．°°　°．°▼°　°°°．e』㌦U 十／

／

／
l
／

サ

／

／・

／

／

！

！

　ゝ ／ ／

、　 ／
／　 ！

！′ ／

’丁

（
／

／

／

／

／

／

！

■　　　　　　　　 ■

10 0 m

I ■■■■■■■■■■■■－ ■■■■　　　l　　　 ■二■■■■■■－ ■■■■－ ■－

第134図　調査区設定図

－282－



主として中世遺構と考えられるものは第Ⅳ層以下を掘り込んでおり、弥生時代の遺構は第Ⅵ

層を掘り込んでいた。但し、第Ⅴ層の堆積は北側および西側では薄くなっており、第Ⅳ層を除

去した段階でも一部の弥生遺構は確認できた。相対的に、第Ⅵ層上面は南側と東側では徐々に

標高を減じており、原地形も北西部がやや高い状態であったと推定される。また、南部を中心

として第Ⅵ層上面には大小の礫が面を出しており、当該期に河川の氾濫があった可能性もある。

遺物の出土は第IIトⅤ層中からみられた。第III層は中世および弥生の遺物（1、2および3

－8、145、150）を包含している。第Ⅳ層および第Ⅴ層は、いずれも黒褐色系を呈し、弥生前

期の単純包含層であり、弥生時代の遺構の埋土とほぼ同質である。両層とも、非常に多くの弥

生前期Iの土器が出土しており、なかに、わずかだが前期IIのものが混入している状況である

（9～76及び77～144）。石器の出土も若干みられた（146～149及び152～155）。

4．遺構と遺物

竪穴住居址

S TI

STlは、調査区の西部中央で検出された。第Ⅴ層除去の段階から土器片の出土が移しく（52、

64、79、83、141）、直径3・30m前後の不整円形の平面形をもって確認された。埋土は、黒褐色

粘質土をベースとしており、中位にやや砂質を帯びた土砂がブロック状に混入していた。埋土

中からも、多くの前期Iの土器（156～166）が主として出土しており、有茎磨製石錐も1点（331）

出土している。

かかる状況に加えて、底面まで掘り下げた段階で北端部に楕円状を呈する焼土を検出した。

焼土には木炭も含まれており、当遺構が竪穴住居址である可能性が強くなった。しかし、底面

には自然礫が食い込んでおり、柱穴も確認できず、また、壁の立ち上がりも不明瞭であるため、

竪穴状遺構という表現の方がよいであろう。

完掘時における底面のレベルは6．35mを測り、東南部はベッド状にやや高くなっていた。壁

高は0・20m前後を測る。なお、北端にある浅い落ち込みは焼土を除去した部分である。

掘立柱建物址

S BI

SBlは、発掘区の北部中央において、第Ⅴ層発掘時に一部検出され、全体的には第Ⅴ層を

完全に除去した段階で確認された。この建物に併行するように、東に同形態のSB2が隣接し

ている。

SBlは、1×3間の南北棟であり、梁間1．68m、桁行5．40mを測る。棟方向はN－380　－
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Eを指し、桁行の柱間距離はほぼ均－・に1．80mを測る。各柱穴の平面形は概ね直径約40cmの円形

を呈し、確認できた柱痕の直径は22cmである。深さは30cm前後でやや浅い。各柱穴の埋土はすべ

て黒褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器片が数点出土したが、図示できるものはなかった。

また、8個の柱穴のうち4個には切り合い関係が認められ、一度建て替えが行われた形跡がみ

られる。この建物の性格としては、その形状・規模からして高床式倉庫が考えられ、時期的に

は前期Iのものとも考えられるが、北東端の柱穴がSD4を切っており、前期IIに下がる可能

性も強い。

S B2

SB2は、SBlの東側に位置し、第Ⅴ層発掘時に一部検出され、全体的には第Ⅴ層を完全

に除去した段階で確認された。SBlを東へ1間半、南へ1間平行移動させた場所に存在する。

SB2も1×3間の南北棟であり、棟方向は、N－410－Eを指し、SBlよりわずかに東へ

振っている。梁間1．72m、桁行5．52mを測り、桁行の柱間距離は1．80～1．96mを測り、ほぼ等

間隔である。各柱穴の平面形は、円形あるいは不整円形を呈し、直径50cm前後を標準とする。深

さは1個を除いて20cm前後と浅い。確認できた柱痕の直径は30cmである。埋土は黒褐色粘質土で

あり、埋土中より弥生土器片が数点出土したが、図示できたのは底部破片1点（167）のみである。

この建物も、SBlと同じく弥生前期の高床式倉庫と判断される。この2棟は、棟方向がほ

ぼ等しく、また、形状・規模が酷似していることから、同時期に併置されていた可能性が強い。

なお、SB2は南半部の4個の柱穴がSK8を切っているが、SK8からも前期Iの遺物が

出土している。

S B3

SB3も、第Ⅴ層発掘時に調査区西部中央で一部が検出され、第Ⅴ層を完全に除去した段階

で確認された。SBlの東南部に位置する。

SB3は、4×6間の東西棟であり、梁間4．56m、桁行8．64mを測る。棟方向は、N－570－

Wを指し、SBl・2とほぼ直交する関係にある。SB3の総面積（柱穴外周内）は、46．4m2

に及び、SBl・2の3倍強にあたる。この建物は柱間距離が短いのが特徴であり、平均柱間

距離は、梁間で1．14m、桁行で1．44mとなっており、なかには1．00m未満の箇所もある。しか

し、周縁に柱穴が多い割には、内部の柱穴は東寄りに1個確認されたのみである。

各柱穴は平面形が直径40cm前後の円形を呈し、確認できた柱痕は直径20cmを測る。埋土は黒褐

色粘質土で、深さは10～40cmと概して浅い。埋土中よりは弥生土器片が数点出土したが、図示

できるものはなかった。

SB3の性格としては、弥生前期の高床住居と考えた方が、その形状・規模からして最も妥

当であるし、かつ、SBl・2と併存していたと考えるのが自然である。また、後述するSK
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6～8も、この建物と何らかの関連をもつのではないかと考えられる。

なお、SB2は西部でSD2と切り合っている。検出状況では柱穴が溝を切っていたが、両

者とも埋土は黒褐色粘質土であり、溝がSB2に付属する施設であった可能性もある。

S B4

SB4は、調査区の南部中央において、第III層除去後に検出された。柱穴の配置がやや不規

則ではあるが、一応、2×2間の東西棟である。すなわち、梁間（南北）3．72m、桁行（東西）

4．20mを測るものの、東の柱間は西の柱間の2倍強となっており、西端の梁行には中間の柱穴

がない。棟方向はN－680－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm前後の円形を呈し、深さは10～32cmと差がみられ、概して浅い。

埋土は灰黄色粘質土であり、埋土中より弥生土器の細片が若干出土した。

SB4は、柱穴より弥生土器が出土してはいるものの、検出状況からして弥生時代の建物と

は考え難い。また、付近のピットおよび第III層より中世の土師質土器細片を出土していること

から、この建物の時期も中世に下げた方がよいと思われる。

S B5

SB5は、SB4の南に接する位置で、第III層除去後に検出された。形状的にもSB4に類

似した建物址である。梁間3．68m、桁行4．36mを測る東西棟であるが、梁間2間であるのに対

して桁行は1間しかない。但し、中央部東寄りに柱穴が1個確認されている。棟方向はN－660

－Wを指す。

各柱穴は、直径30cm前後の円形の平面形を有し、深さは10～28cmと浅い。埋土は灰黄色粘質

土であり、埋土中より弥生土器の細片が若干出土した。

SB5も、検出状況からして弥生時代の建物とすることはできず、形状及び棟方向からして

SB4と同時期の建物と考えられる。特に、棟方向が酷似していることは南棟が併存していた

ことを推定させる。

土土広

S KI

SKlは、調査区の北西端部に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。平面形は南北に長

い不整方形であり、北端部及び東端部は中世のピットによって切られている。長径2・90m、短

径0．70m、深さ0．26mを測り、長軸方向はN－380－Eを指す。

底面の状況は、ほぼ平坦であるが、中央部北寄りにわずかの落ち込みがみられ、北側の立ち

上がりは緩やかである。埋土は黒褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器の出土をみた。図示
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できたのは底部破片2点（168、169）のみであるが、前期Iの土蛇である。性格は不明である

が、土拡墓の可能性も考えられる。

S K2

SK2は、発掘区の北端部に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。平面形は、溝状に長

い不整長方形を呈し、長径2．53m、短径0．35m、深さ0．10mを測る。長軸方向はN－690－Wを

指す。

底面はほぼ平坦であるが、中央部に礫が1つ食い込んでおり、東方上端にも径25cmの礫が乗

っている。埋土は黒褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器片が数点出土したが、図示できた

のは底部破片1点（170）のみである。性格は不明であるが、前期Iに属する土蛇である。

S K3

S K3は、SK2のすぐ南に位置し、第III層を除去した段階で検出された。平面形は、不整

長円形を呈し、長径0．90m、短径0．75m、深さ0．10mを測る。長軸方向はN－200－Wを指す。

底面は平坦であり、壁の立ち上がりも滑らかである。埋土は灰黄色粘質土で、遺物の出土は

みられなかった。検出状況からして、中世の土蛇と考えられるが、深さも浅く、特別の機能を

有していたものとは考えられない。

S K4

SK4は、調査区の北西部に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。平面形は、東西に長

い不整長方形を呈し、長径2．90m、短径0．65m、深さ0．18mを測る。長軸方向は、N－560－W

を指し、北部にあたるSKlとほぼ直交する関係にある。

底面は、ほぼ平坦であるが、東西両端に浅い段を有し、南北の壁は直線的に立ち上がり、断

面U字状を呈す。埋土は黒褐色粘質土であり、埋土中より多数の弥生土器の出土をみた。そ

のうち、図示できたのは（171～176）の6点である。いずれも前期Iの特徴を有しており、S

K4もSKlと同じく、形状的に土拡墓の可能性が考えられる。

S K5

SK5は、調査区の中央西端にあり、SB3の西方に位置する。第Ⅵ層上面において不整楕

円形の平面形をもって検出された。長径1．83m、短径0．83m、深さ0．13mを測り、長軸方向N

－300－Wを指す。

底面は、ほぼ平坦であるが、中央部のレベルがやや高くなっている。埋土は黒褐色粘質土で

あり、埋土中より若干の弥生土器の出土をみた。しかし、いずれも細片であり、図示できるも

のはなかった。
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S K G

SK6は、SK5とSB3との中間にあり、また、SDlの延長上に位置している。平面形

は、南北に長い不整長方形を呈し、北半部がやや狭くなっている。長径3．80m、平均短径1．20

m、深さ0．20mを測る。長軸方向は、N－350－Eを指し、SB3にほぼ直交する関係にある。

底面には、やや起伏があり、北半部では礫が食い込んでいる。また、東壁に比して西壁は緩

やかに立ち上がっており、上面にもやや大き目の礫が乗っている。埋土は、2層に分かれ、第

I層は灰黒褐色シルトで、第II層は黒褐色粘質土であった。

埋土中からは多量の弥生土器が出土した。特に、埋土第I層を除去した段階で遺物の出土が

著しくなり、底面より5cm内外で浮いた状態の出土が大半であった。遺物はすべて前期Iに属

する土器であり、図示できたのは（177～193）である。

SK6は、SDlの延長方向上に検出されたため、その時点では溝ではないかと考えられた。

しかし、SDlはその北で止まっており、発掘の結果、単独の土虻であることが明瞭となった。

SK6も、弥生前期Iに機能した土蛇と考えられ、遺物の出土状況及び位置関係からみて、S

B3の付属施設である可能性をもっている。

S K7

SK7は、SB3の北側において、第Ⅵ層上面で検出された長大な土蛇である。平面形は、

東西に延びる長方形を呈し、長径9．44m、短径1．68m、深さ0．30mを測る。遺構図では2つの

土蛇が切り合っているようにみえるが、埋土の断面観察の結果では単一の土蛇と判断された。

長軸方向は、N－620－Wを指し、SB3と平行になっている。

底面の状況は、ほぼ平坦であるが、東端の壁際が深さ0．40mと一番深くなっており、それか

ら西に向かって徐々にレベルを上げ、中央部を境に一度低くなり、西端の壁に向かって滑らか

に立ち上がっている。東西両端付近では底面に礫が食い込んでいる。埋土は、2層に分層され、

SK6と同じく、第I層が灰黒褐色シルトで、第II層が黒褐色粘質土であった。

SK7では、遺物の出土も極めて多く、そのうち、図示できた土器は（194～211）である。

比較的底面よりやや浮いた状態での出土が目立った。また、砥石（320）と石鉢（332）も出土

している。

既述の如く、SK7は、SB3に並行し、北摸しており、また、SBl・2とも極めて近接

した位置にあり、弥生前期においても主要な生活舞台の一部であったと考えられる。加えて、

かかる遺物の出土状況は、この土蛇が工房址的な性格を有していたことも窮わせる。

なお、SK7は、その西北端部をピット（Pl）によって切られている。このピットからも

同時期の遺物を出土している。
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S K8

SK8は、SB2の南半部に重複して存在する土蛇である。第Ⅴ層発掘の時点から遺物の出

土が多く、第Ⅴ層を全面カットした段階で検出された。平面形は、不整形であり、土蛇として

扱うには極めて暖味なプランであり、単なる地形の落ち込みとすべきかもしれないが、SB2

に関連した土蛇である可能性もあるので、ここでは土蛇として記述することにする

この土蛇は、長径4・65m、短径1・80m、深さ0・26mを測り、長軸方向はN－200－Eを指す。

平面形は不整形であるが、底面は平坦である。SB2の直下に位置するためか、大量の弥生土

器（212～218）が出土した。

SK8は、SB2の南北部の4個の柱穴によって切られているが、両者とも弥生前期Iの遺

物を出土しており、前者が、後者に付属する施設としての機能を有していたものかもしれない。

S K9

SK9は、調査区西端において、第Ⅵ層上面で検出された。平面形は方形を呈するが、南部

をSD3によって切られており、全容は不明である。長径1．70m、残存部短径0．93m、深さは

8cmを測り、長軸方向はN－650－Wを指す。底面は平坦な面をなす。

埋土は黒褐色粘質土であり、弥生時代の遺構と考えられる。しかし、浅い土蛇であるためか

遺物の出土は皆無であった。

S KlO

SKlOは、SK9の南部に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。平面形は不整形である

が、埋土が灰黒褐色粘質土であり、弥生の遺構と考えられたので、調査区を西に1m拡張して

発掘を試みた。

その結果、拡張区西端においてピット状の落ち込みが確認された。しかし、遺物の出土は皆

無であり、その形状・性格は不明である。

S Kll

SKllは、調査区の南部西端拡張区において、第Ⅵ層上面において確認された。まず、調査

予定区西端において灰黒褐色シルトの埋土を有する浅い土拡状の落ち込みが検出されたため、

西方に徐々に拡張していくと、それに続いて平面形が長方形を呈するSKllが確認された。

SKllは、長径5．40m、短径1．00m、深さ0．32mを測る長大な土蛇であり、長軸方向はN－

700－Eを指す。底面の状態は非常に平坦であり、壁は垂直に近く立ち上がっている。埋土は、2

層に分層され、第I層が暗褐色粘質土で、第II層が黒褐色粘質土である。

遺物は第II層を中心に大量の出土をみたが（219～223）、残存状態も比較的良好でほぼ完形

の喪（219）と小型手提土器（223）が、底面より若干浮いた地点から出土した。また、注目す
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べき出土遺物として碧玉製の管玉1点（333）が挙げられる。

SKllは、その形状および遺物出土状態からして、弥生前期Iの土拡墓と考えられる。貴重

な資料であるため西端部も完全に発掘しようとしたが、用水路にぶつかり不可能であった。

S K12

SK12は、SB3の東部やや南寄りで、第Ⅵ層上面において検出された。平面形は、南側が

広がる不整長円形で、長径4．32m、短径2．10m、深さ0．25mを測る。長軸方向は、N－420－E

を指し、SB3の短軸方向より若干東へ振っている。

底面には、やや起伏があり、自然礫が面を出していて、西部と東部の一部が段状を呈してい

る。南端部にはピット状の小さな落ち込みがあり、この部分を中心に薄い焼土層が約0．50m四

方に広がっていた。埋土は黒褐色粘質土であり、多量の出土遺物をみた。図示できた土器だけ

でも（224～248）と圧倒的に多い。また、磨製石雀族の未製品と目される石器（321、322）も出土し

ており剥片類の出土もみた。かかる状況から判断して、SK12は、土器、石器類を製作する工

房址の可能性が考えられる。

なお、SK12は南の一部をSD3によって切られている。

S K13

SK13は、調査区の中央部において、第III層を除去した段階で検出された。平面形は直径0．75

m内外の円形を呈し、深さは0．13mを測る。底面は平坦であり、数個の自然礫が食い込んでい

た。埋土は灰黄色粘質土であり、中世のものと推定されるが、遺物の出土は皆無であり、即断

はできない。

なお、SK13は、L字状の柵列SAlの屈曲部内側に位置しており、同遺構との関連をもっ

ていたものかもしれない。

S K14

SK14も、SK13の東方において、第III層除去後に検出された。平面形は径1．00m内外の不

整円形を呈し、深さは4cmと極めて浅い。埋土は黄灰色粘質土であり、出土遺物は皆無であっ

た。

S K15

SK15は、調査区の東北部において、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は直径1．10m内外の円

形を呈し、深さは0．10mを測る。底面南部には直径0．40mの円状に焼土が若干盛り上がった状態

で確認された。弥生土器の底部破片が出土したが、埋土は黄褐色粘質土であり、後世の土蛇と

考えられる。
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S K16

SK16は、SK15の東側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形はいびつな形状

を呈しており、底面にも起伏がある。単なる地形の落ち込みとも考えられたが、まとまった遺

物の出土がみられたため、ここでは土蛇として扱った。埋土は灰黒褐色粘質土である。出土遺

物のうち図示できたのは（249～252）である。

S K17

SK17は、SK16の南側に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。平面形は直径0．93mの円

形を呈し、深さは0・10mを測る。底面はほぼ平坦であり、西端に小さな袋状の浅いピットも確

認された。埋土は灰黒褐色粘質土である。

遺物は2点（253、254）が底面よりもやや浮いた状態で出土した。

S K18

SK18は、SK17の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は、不整長方形で

あり、長径1・00m、短径0・60m、深さ0．16mを測り、長軸方向はN－650－Wを指す。底面の

状態はほぼ平坦である。埋土は淡黄褐色シルトであり、埋土中より若干の弥生土器細片の出土

をみたものの、検出状況からして、後世の土蛇と考えられる。

S K19

SK19は、SK18の西南に位置する。SK18と同じく、第Ⅳ層上面において淡黄褐色シルト

の埋土をもって検出された。平面形は、不整形であり、長径1．10m、短径0．60m、深さ0．15m

を測る。埋土中より弥生土器片が若干出土したが、検出状況からして、後世の土蛇と考えられ

る。

S K20

SK20は、調査区の南西部において、第Ⅵ層上面で検出された。平面形は、不整長方形を呈

し、長径1・16m、短径0．60mを測る。深さは0．10mと浅く、特に、西側の壁の立ち上がりはわ

ずかである。長軸方向はN－570－Eを指す。埋土は黒褐色粘質土であり、埋土中より弥生土

器片（255）が出土した。やはり前期Iの土蛇と考えられる。

S K21

SK21は、SK20の南東において、第Ⅵ層上面で検出された。平面形は、溝状に細長く、南

端がピット状に丸くなっている。この部分はピットによって切られているかとも思われたが、

切り合い関係はなく、埋土も同一で、ただ底面に自然礫が1個置かれていた。埋土は黒褐色粘
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質土であるが、遺物の出土はみられなかった。

S K22

SK22は、調査区南寄りに位置し、SB4とSTlの間にある東西に溝状に延びる長大な土

蛇であり、第Ⅵ層上面で検出された。長径は7．60mに及び、短径は0．75mを測る。長軸方向は

N－630－Wを指す。平面形が大きい割には、深さは0．30mと浅い。溝状遺構として扱った方が

適当かもしれない。底面はやや起伏を有し、自然礫が乗っている。埋土も、黒褐色粘質土をベ

ースとしているが、若干の砂礫を含んでいた。

SK22からは、大量の弥生土器の出土がみられた。そのうち図示できたのは（256～259）で

ある。注目すべき遺物としては、婆形土器片を転用したと考えられる紡錘車（259）がある。

S K23

SK23は、SK22の東に接する位置にある。第Ⅴ層発掘の時点から遺物の出土が目立ち、同

層を除去した後に確認された。平面形は、大きい不整長円形であり、長径4．05m、短径1・90m、

深さ0．23mを測る。長軸方向はN－200－Eを指す。底面の状態は、ほぼ平坦であるが、中央

部南寄りのレベルが若干上がっている。埋土は黒褐色粘質土で若干の自然礫を含んでおり、底

面にも礫が散在する。

SK23からも多量の弥生土器の出土をみたが、図示できたのは底部破片（260～265）のみで

ある。埋土中位より打製石鋪lも1点（329）出土した。また、石器類の原村と考えるチャート

も出土しており、この土蛇も、工房的な役割を果たしていた可能性が考えられる。

S K24

SK24は、SK23の南に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。平面形はいびつであり、

また、深さも8cmと極めて浅く、単なる地形の窪みである可能性もある。埋土は黒褐色粘質土

で、鉢形土器（266）が出土している。

S K25

SK25は、調査区の南東部に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。いびつな形状を呈し

ており、東端をピットによって切られている。他のピット状の窪みはSK25を掘り下げた段階

で確認されたものである。埋土は淡黒褐色粘質土であり、遺物の出土は皆無であった。

S K26

SK26は、調査区の南西部に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。平面形は、不整三角

形ともいうべき形状を呈し、長径3．90m、短径1．20mを測る。長軸方向は、N－570－Wを指し、
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深さは0．20mである。

底面には、やや起伏があり、大小の礫が食い込んでいる。埋土は黒褐色粘質土であるが、埋

土中にも多くの礫を含んでいた。弥生土器片も東端部を中心に比較的多く出土したが、図示で

きたのは（267）のみである。また、磨製石斧の破砕片2点（323、324）も出土している。

なお、SK26の西側にピットが3個並んで検出されているが、これは埋土の状況からして後

世のものと考えられる。

S K27

SK27は、調査区の南西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径1．10m

の円形を呈し、深さは0・20mを測る。遺物の出土は皆無であった。埋土は黄灰色粘質土であり、

中世のものと推定される。

S K28

SK28は、調査区の東南部SK26の東側において、第Ⅵ層上面で検出された。平面形は、不

整長円形であり、長径3・70m、短径1．23m、深さ0．15mを測る。底面はやや起伏がみられ、大

小の礫も混入している。埋土は灰黄色粘質土であり、遺物の出土は皆無であった。検出状況か

らして後世の遺構と考えられる。

S K30

SK30は、SK29の東において、第Ⅵ層上面で検出された。平面形は、長方形を呈し、長径

2・05m、短径0・50m、深さ0．23mを測る。長軸方向はN－550－Wを指す。底面は、ほぼ平坦

であり、若干の礫が食い込んでいる。埋土は、黒褐色粘質土であり、東半部には大小の礫が含

まれていた。10数点の弥生土器片の出土をみたが、図示できたのは（270）のみである。形状的

にみて前期Iの土拡墓である可能性をもつ。

S K31

SK31は、調査区の東南端において、第Ⅵ層上面で検出された。平面形は、南半が楕円状で

あるが、北半はいびつな不整形を呈しており、長径2．90m、短径1．30m、深さ0．23mを測る。

底面の状態も、北半は起伏をもち、礫が乗っているが、南半はほぼ平坦である。

理土は黒褐色粘質土であり、埋土中より多くの弥生土器片（271～275）の出土をみた。また、

埋土中位より、石鎌（330）及び、その加工段階にある末製品3点（326、334、335）が出土し

ており、SK31は、前期Iにおいて、石器製作の工房的機能を有していたものと考えられる。
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溝

S DI

SDlは、調査区北西部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。幅0．80m、深さ0．25m

の断面U字形を呈する溝であり、調査区北端から南西に向かって延び、SK6の北で止まって

いる。埋土は灰黄色土である。

SDlは、北のLoc．17より続く中世の溝と考えられるが、中世遺物の出土は僅少で、弥生土

器片の出土が目立ったが、図示できるものはなかった。

S D2

SD2は、調査区西部において、第Ⅵ層上面で検出された。幅0．30m、深さ0．10m、長さ5．60

mの小港である。埋土は黒褐色粘質土であり、埋土中より比較的多くの弥生土器片が出土した。

図示できたのは（276）である。

SD2は、北端と南部の一部をSB3によって切られている。しかし、SD2の方向はSB

3の棟方向とほぼ直交しており、切り合い関係は認められるものの、両者は併存していた可能

性もある。とすれば、SD2は、SB3の排水溝的な機能を有していたものとも考えられる。

S D3

SD3は、調査区の西部中央を直線的に東西に横走する細い溝である。第Ⅳ層上面で検出さ

れ、検出長は24mである。極めて浅く、埋土は黄黒灰色粘質土である。埋土中より弥生土器の

細片が若干出土しており、また、石包丁（325）も出土した。しかし、SD3は、SK9及びS

K12を切っており、検出状況からして弥生時代の溝とは考え難く、古墳時代以降の溝と考えら

れる。

S D4

SD4は、発掘区の北部中央を南北に縦走する、やや変則的な溝状遺構である。北部の支溝

は幅1．00m内外であり、この溝と西部の支溝とを合わせた地点から南は1・60mと幅を広げ、南

端において幅4．00mの池状を呈して終わる。深さは0．15m前後と浅く、貴深部でも0．30mに満た

ない。平面形が長大である割には極めて浅い溝であり、単なる窪地の可能性もあるが、遺物が

大量にまとまって出土しており、溝状遺構として扱った。

埋土は、黒褐色粘質土であり、上部は若干砂質を帯びている箇所もあった。埋土の中位から

下位にかけては遺物の出土が顕著であった。出土遺物はすべて弥生時代前期Iに該当するもの

であり（277～312）、また、石器の末製品（327、328、336）も出土している。

SD4は、Loc．17の遺構のうちでは最も多くの遺物を出土したが、特に、南端の池状部分と西
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南の支構部分からの出土が目立った0　この2つの部分は、それぞれ単独の遺構として把握も

出来るが、溝との切り合い関係がまったくみられないために同一の遺構として取り扱った。但

し、出土遺物については、池状部分をSD4－S、支溝部分をSD4－Wとして、特に注記を

付している。

S D5

SD5は、調査区の東北端において、第Ⅳ層上面で検出された。幅0．52m、深さ0．10m、長

さ4・60mの小港であり、調査区東端付近から北西方向に走っている。埋土は灰褐色粘質土で若

干の小砂粒を含んでいた。遺物の出土はみられなかった。

柵列

S AI

SAlは、調査区のほぼ中央部において、第Ⅳ層上面で検出された、L字状の柵列である。

L字の屈折部の柱穴を基点として、南東に7個、北東へ4個の柱穴がそれぞれ直線上に延びて

いる0柱穴は、直径28cm前後の円形の平面形を有し、深さは15cm前後を測る。柱間距離には若干

の差異があるが、その平均は1．00mを測る。

埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器細片の出土をわずかにみた。しかし、S

Alは、検出状況等からして、弥生時代の柵列とは考えられない。

ピット

PI

Plは、SK7の北西端部に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。埋土は黒褐色粘質土

でSK7の埋土とほぼ同じであるが、明らかにSK7を切っていた。平面形は直径68cmの円形

を呈し、深さ33cmを測る。出土遺物は（313、314）である。

P2

P2は、SKllの南部に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。埋土は黒褐色粘質土であ

る。平面形は直径38cmの円形を呈し、深さは6cmと浅い。出土遺物は（315）である。

P3

P3は、SB4の西部に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。平面形は直径56cmの円形

を呈し、深さは20cmである。埋土は黒褐色粘質土である。埋土中位では南側に礫が詰められて
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いた。出土遺物は（316、317）である。

P4

P4は、SK26の西部に位置し、第Ⅵ層上面において検出された。平面形は直径66cmの円形を

呈し、深さは18cmを測る。西寄りに直径30cmの柱痕状の落ち込みを有す。埋土は黒褐色粘質土

であり、埋土中位より弥生土器底部破片（318、319）を出土した。

5．まとめ

Loc・17においては、当地方における弥生時代前期前半の多くの資料が発見された。

まず、第Ⅳ・Ⅴ層から出土した遺物の大半は前期Iのものであり、当地方における前期前半

の土器の編年的研究の上でも、多くの手がかりが与えられた。

第Ⅵ層上面で捉えられた遺構のうち、当時最も重要な意義をもっていたのは、高床住居とみ

られるSB3であろう。同遺構は、位置的にみた場合、SBl・2およびSK6・7・12と併

存していた可能性をもつ。しかし、これはあくまで可能性であり、柱穴からの出土遺物が限ら

れているため断定はできない。また、SBlの柱穴はSDlを切っており、掘立柱建物の存続

時期が一時期下がる可能性も無視できない。Loc．16・25の類例からしても、後者の線で把握す

べきかもしれない。また、南部で検出されたSK23・31も、遺物出土状況から推して、前期I

に石器製作の工房として重要な機能を果たしていたものでないかと考えられる。さらに、SK

l・4・11・30は、田村遺跡群で数少ない弥生前期の土拡墓ではないかと推考される。そのな

かでSKllは、出土遺物等からみて、世帯共同体内の中心的存在としての土拡墓として把握す

ることも許されるのではなかろうか。しかし、これらについても、今後の検討に得たねばなら

ないことは当然である。
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第36表　竪穴住居址計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形 規　　 模
（m ）

主軸方向 柱　 穴 面　 積
（mz）

施　 設 備　 考

第136図 S T　 l 不整円形 3．30 － － 8．5

第37表　掘立柱建物址計測表

挿図番号 遺構番号

規 模

棟 方　 向 面　　 嘩

（mz）

備　 考
梁（間）×桁 （間）・ 梁 ×桁 （m ） 柱 間距離 （m ）

第 137 図 S B　 l 1 × 3 1 ．6 8×5 ．4 0 1．8 0 N －3 80－ E 9．0 7

／／ S B　　 2 1 × 3 1 ．7 2×5 ．5 2 1．8 0－1．96 N －4 10－ E 9 ．4 9

．第 13 8 図 S B　　 3 4 × 6 4．5 6×8 ．64 0 ．9 0～2．20 N －57 0－ W 39 ．4 0

／／ S B　　 4 2 × 2 3．72 ×4 ．20 1 ．2 0～3 ．8 0 N －68 0－W ‘ 15 ．6 2 中世 か ？

第 139 図 S B　　 5 2 × 1 3．6 8×4 ．3 6 1 ．8 0～4 ．4 0 N －66 0－W 16 ．04 中世 か ？

第38表　土拡計測表

挿 図 番号 遺 構 番 号 平　 面　 形

規　　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第 14 0 図 S K　 l 不 整 方 形 2 ．90 0 ．7 0 0 ．26 N － 38 0－ E 逆 台 形

／／ S K　　 2 不 整 長 方 形 2 ．53 0 ．3 0 0 ．10 N － 69 0－ W ／／

／／ S K　　 3 不 整 長 円 形 ． 0 ．9 0 0 ．75 0 ．10 N － 20 0－ W ！／

／／ S K　　 4 不 整 長 方 形 2 ．9 0 0 ．65 0 ．18 N － 5 60－ W ／／

／／ S K　　 5 不 整 楕 円 形 1 ．8 3 0 ．83 0 ．13 N － 3 00－ W ／／

／／ S K　　 6 不 整 長 方 形 3 ．80 1 ．2 5 0 ．20 N － 3 50－ E 皿　 状

第 14 1 図 S K　　 7 長 方 形 9 ．44 1 ．6 8 0 ．4 0 N － 62 0－ W 逆 台 形

第 14 2 図 S K　　 8 不 整 形 4 ．65 1 ．80 0 ．2 6 N － 20 0－ E 〃

／／ S K　　 9 方　 形 1 ．7 0 （0 ．93 ） 0 ．0 8 N － 6 5 0－ W ／／

／／ S K　 l O 不 整 形 （4 ．2 0 ） （0 ．85 ） 0 ．3 8 〝

第 14 3 図 S K　 l l 長 方 形 5 ．4 0 1 ．0 0 0 ．3 2 N － 70 0－ E ／／

／／ S K　 12 不 整 長 円 形 4 ．32 2 ．10 0 ．25 N － 4 2 0－ E ／！

第 144 図 S K　 13 円　 形 0 ．7 5 － 0 ．13

l

／／

／／ S K　 14 不 整 円 形 1 ．23 0 ．98 0 ．0 4 N － 5 10－ W
〝

／／ S K　 15 円　 形 1 ．1 0
－ 0 ．10 皿　 状
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．挿 図 番 号 遺 構 番号 平　 面　 形

規　　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 14 4 図 S K　 16 不 整 形 3 ．00 ° 0 ．8 6 0 ．10 N － 7 70－ W 逆 台 形

／／ S K　 17 円　 形 0 ．9 3 － 0 ．10 ／1

／／ S K　 18 不 整 長 方 形 1 ．00 0 ．6 0 0 ．16 N － 6 5 0－ W ／／

／！ S K　 19 不 整 形 1 ．10 0 ．6 0 0 ．15 N － 25 0－ W ／／

／／ S K　 20 不 整 長 方 形 1 ．16 0 ．6 0 0 ．10　° N －5 7 0－ E ！／

／／ S K　 2 1 不 整 形 2 ．40 0 ．1 6 0 ．10 刃 －4 6 0－ W 皿　 ‾状

第 14 5 図 S K　 22 ／／ ．7 ．60 0 ．7 5 0 ．30 N － 63 0－ W 逆 台 形

／／ S K　 23 ／／ 4 ．05 1 ．9 0 0 ．23 N － 20 0－ E ！／

／！ S K　 24 ／／ 5 ．05 1 ．0 5 0 ．08 N － 4 0 0－ E ／／

／／ S K　 2 5 〝 2 ．80 0 ．4 5 0 ．20 － 〃

第 14 6 図 S K　 26 〃 ’ 3 ．90 1 ．0 5 0 ．20 N － 5 70－ W 〃

1／ S K　 27 円　 形 1 ．1 0 － 0 ．20 ／／

／／ S K　 28 不 整 方 形 2 ．75 1 ．3 5 0 ．28 N － 5 80－ W 皿　 状

／！ S K　 29 不 整 長 円形 3 ．70 1 ．2 3 0 ．15 N － 3 00－ W 逆 台形

第 14 7 図 S K　 30 長 方 形 2 ．05 0 ．5 0 0 ．23 N － 5 50－ W 〝

／／ S K　 31 不 整 形 2 ．90 1 ．3 0 0 ．23 N － 5 00－ W 皿　 状

－298－



第39表　包含層出土土器観察表

挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ）　 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備 ‘　 考

1 第 III層
土師質土器

皿

14 ．6

（ 2 ．9）

休 部 は内 湾気味 に立 ち上 が る。 口

縁 部の 器 壁が休部 よ りも薄 くな っ

てい る。

口綾 部 内外両横 ナデ調 整。

2 ／／
土師質土器

杯

14 ．6

3 ．9

8 ．0

ロ綾 部 は少 し外 反 し、端部 は丸 く

お さめ る。
糸切 り底 。

3 ／！ 士璽E
（ 2 ．9 ）

9 ．2

しっか りと した平 底 である。 休 部 と底部 の接合部 に 指頭庄痕 有

り。

4 1／ 窒

18 ．6 口綾部 は滑 らかに 外反。 口唇部 は 口緑部 内外面 及び 口唇部 に横方 向

（ 5 ．5 ） 内傾す る面 をなす 。 の ナデ調 整。

5 ！／ ／！

27 ．6 端 部 をつ まみ 出 し、 しっか りした 口唇 部 に横方 向の強 いナ デ調 整。

（15 ．0 ） 刻 目を配 す。 口唇部 は 凹み、上端
は尖 る。

刻 目下 に圧痕 。

6 ． ／／ ／／

－ わずか に上 げ底状 の底部。 断面 台 休部 と底 部の接 合部 に指頭 庄痕 有

（3 ．9 ）

7 ．6

形 状 を呈 す。 r）。

7 ／／ ／／
（ 5 ．8 ）

10 ．1

わずか に上 げ底状の 底部。
〃

8 ／／ ／／

－ l上げ底状の底部 で、部分 的に 外方 に 輪郭 を作 ってか ら粘土 を充堰 した

（ 3 ．2）

7 ．4

張 り出す 。 もの 。

9 第 Ⅳ層 士互E

1 1．3

（ 5 ．0 ）

ロ頸 間に弱 い段部 。 ロ緑部 外面 に屈 曲の際 につ いた と

考 え られ る指頭庄痕 有 り。

10 ／／ ／／

15 ．4

（ 2 ．9 ）

口緑部 は滑 らか に外反 し、 口唇部

は外傾 す る面 をなす。 口頸間 に段
部 有 り。 その上に 1 条のへ ラ描 沈
線。

内外面へ ラ磨 き。

1 1 ／／ ／／

20 ．6

（4 ．0 ）

口頸間 に しっか りした段部 を有 し、

口綾部 は丸 く外反 し、端部 は部 分
的に肥厚 。

12 ／／ ／／

12 ．8 ・

（4 ．5 ）

口頸間 に しっか りした段部 を有 し、

口緑部 は滑 らかに 外反。端 部は 滑
らかな面 を なす 。

内外面全 面へ ラ磨 き。

13 ／／ ／J

27 ．0 頸 部 と胴部 の 間に段部 ‘を 有 す る 外面 は全面 にへ ラ磨 きが施 され て

（ 5 ．1） やや 大振 りの壷 。口縁組上半を強 く
外 方に折 り曲 げて いる。

い た もの と考 え られ る。

14 ／／ ／／

16 ．4

（ 4 ．6 ）

頸部 と胴部 の 間に しっか りした段
部 を有す 。 口緑 部は 強 く外 反 し、
端部 は尖 り気味 で ある。

15 ／1 ！／

29 ．3

（ 7 ．4 ）

口頸 間に しっか りした段 部。 口緑部 外面 に板状 工具 に よる横 方
向の ナデ調 整。頸 部以下 縦方 向の

へ ラ磨 き。 口綾部 内面横 方向 のへ
ラ磨 き。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ）　 胴径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

16 第 Ⅳ層 士
璽E

19 ．6 口頸間 に しっか りした段部 を有す 。 段部 以下 パケ調 整の下 地の 上にへ

（4 ．9 ） 口緑部 は滑 らかに 外反 し、端部 は
丸 くお さめ る。

ラ磨 き。

17 ／／ ／／

32 ．5 頸 部に断面三角形のしっか りした突 突帯 及 びその上 下 を横 方 向に強 く

（4 ．8 ） 帯 を有 す。 口綾部 は強 く外反 し、

端 部は 外傾す る面 をなす 。

ナ デ る。 内外 面横方 向のへ ラ磨 き。

18 ／／ ／1

20 ．4

（ 6 ．9 ）

ロ頸 間に しっか り した段部 （粘 土

帯接合 の際 に生 じた段部 ）。

内外面全 面横 方向 のへ ラ磨 き。

19 11 ／／

44 ．1 ロ頸 間に弱 い段 部 （接合 に よる も ロ綾部 内外面 横方 向のへ ラ磨 き。

（10 ．5 ） の と考 え られ る ）。口緑端部 は 外傾
す る面 をなす 。

頸 部以下 縦 方向のへ ラ磨 き。

20 1／ ／／

16 ．4 口綾部 は短 く外反 し、端部 は丸 く 頸 部内面 に指 頭庄痕 が僅 かに み ら 下 胴部 の一部

24 ．3

20 ．4

7 ．4

お さめ る。胴 部 中位に最 大径 を有

す。

れる。 に 黒斑 あ り。

21 ／／ ／／

14 ．2 球 形 に近い体印 こ、外反す る 口頸 部 内外面全 面 に横方 向のへ ラ磨 き。 頸胴 部 に大 き

（9 ．5 ） を有す る短頸 壷 であ る。頸部に直径

3 mm の穿孔有 り。 口唇部 は丸 くお
さめ る。

焼成後 に穿孔 して いる。 い黒斑有 り。

22 ／／ ／／
（2 ．7 ）

4 ．5

底部 に 2 条 のへ ラ描沈線 を施す 。
上げ底 気味 。

23 ／1 ／／
（4 ．0 ）

10 ．0

わず かに上 げ底状 の底部 。 休 部 と底部 の接合部 に指 頭庄痕 有

1）。

24 ／！ ／／
（4 ．5）

7 ．1

しっか りした平底 で ある。 円板貼 付か 。外面へ ラ磨 き。

25 ／／ ／／
（3 ．2 ）

7 ．1

‘やや 上 げ底状 の底部 。 円板 貼付 の形跡 な し。

26 ／1 ／／
（3 ．6 ）

8 ．2

上 げ底状 の底部 。 外面へ ラ磨 き。

27 ／／ ／！
（4 ．3 ）

7 ．7

わずか に上 げ底状 の底部 。 ／／

28 11 ！／
（4 ．5 ）

9 ．6

や や上 げ底状 の底部 。 休部 と底部 の接合 部 に指 頭庄 痕有

り。

29 ／／ ／1
（4 ．7 ）

7 ．6

／／ 外面へ ラ磨 き。

30 ／／ 1／
（4 ．6 ）

10 ．4

上 げ底状 の底 部。 ／／

－300－



挿 図番 号 層　　 位 器　 種

口径

法量　 器 高
（cm ）　 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

31 第 Ⅳ層 ・土
冨E

（5．6）

9．0

し．っか りと した平 底。 外面へ ラ磨 き。 胴 部下 位か ら
底部 にか けて

黒斑 。

32 ／／ ／／
（5．8）

8 ．0

や や上 げ底状 の底部 。 外 面縦方 向の パ ケ 調 整 、そ の上
をへ ラ磨 き。底 部外輪 を作 り、そ

の 後粘土 を充填 した もの か。

33 ／！ ／／
（4 ．6）

8 ．5

しっか りとした平底 。 円板 貼付 では ない。 外面へ ラ磨 き

（単位不 明 ）。底部 と休 部の接 合部
に指 頭圧痕 有 り。

34 ／／ 蛮
（9 ．6）

7 ．7

／！ 胴部 内面下 端横 方向 のへ ラ磨 き。
その上 方 は縦方 向のへ ラ磨 き。

外面 は火 を受
けて変 色 して

お り、調整 は
不明 。

3 5 ／！ ／／
（14 ．0）

9 ．5

／／ 外面へ ラ磨 き。

3 6 ／／ ／1

23 ．0 内湾 気味 に立 ち上 が る。突帯 A 。 ロ緑部 内外 面横方 向のナデ調 盤（内 外面 は煤け て

（10 ．0） 口唇 部は丸 くお さめ る。 面 は下地 に横 方向 のパ ケ調整 ）。休
部 内面 ナデ調 整 、休 部 外面パ ケ調
整 。

い る。

3 7 ／／ 1／

23 ．8 口縁端部か ら下垂する よ うな形 で突 口唇部横 方 向の強 いナ デ調整 。刻

（9 ・9） 帯 を貼付 し、 その上 に刻 目を配す。 目の下 方 も横 方 向のナデ 調整 。休
部 内面 縦方 向のパ ケ調 整。

38 ／1 ／！

25 ．4 やや 内湾気 味に立 ち上 が り、口緑 突帯上 下及 び ロ綾 部 内外面横 方向

（9 ．0） 下 に断面三 角形 の しっか りした貼
付突帯 を有 し、刻 目を配す。

のナデ 調整 。休部 外面パ ケ調 整。

39 ／／ ／／

27．6 口緑端 部直下 に しっか りした突帯 突 帯貼 付後 、 ロ緑部 を横 方向 に強 外面は煤 け て

（7．3） を有 し、パ ケ状原体 で刻 目を配 す。 くナデ る。 突帯下 の庄痕 は弱 い。 いる。

40 ／／ ／／

33．6 や や 内湾気味 に立 ち上が り、端部 突帯 の上下 、 口緑部 内外面 を横 方

（11．6 ） に至 る。端部 よ りや や下 に貼付 突

帯 を有 し、パ ケ状原体 に よる刻 目
を配す 。

向 に強 くナデ る。

41 ／／ ／／

16．2

（ 5．2）

口緑端部 に接 して突 帯 を貼 付 し、

刻 目を配 す。
突帯下 に圧 痕有 り。

42 ／／ ／／

1 5．0 口緑 端部 に突帯 を有 す。 これに よ 突帯下 に弱 い圧痕 。 ロ緑部 内面 に 突帯 は貼付 か 、

（7 ．0） って端部 が外方 に拡 張 され た よう 指頭圧 痕 。それ よ り下 に は横 方 向 それ とも引 き

に な り、外傾す る面 をなす 。 のパ ケ調整 。 外面縦 方向の パケ調
整。

出 してい るの

か不 明。

4 3 ／／ ／／

19 ．8 丸 く仕上 げ られた 口緑 端部 の直下 突帯下 に庄 痕有 り。 突帯上 面及 び

（6 ．7） に しっか りした突帯 を有 し、パ ケ 口緑部 内面 を横 方向 に強 くナデ る。
状 原体 で刻 目を配す 。 休部 外面パ ケ調 整。

4 4 ／／ ！／

25 ．3 口緑 端部 を突帯 状に 外方につ まみ 突帯 の上下 を横 方向 に強 くナデ る。

（8 ．9） 出 し、刻 目を配 す。 外面右 上が りの粗 いパ ケ調 整。 内

面上位 は横 方向 の粗 いパケ調 整。
下位 は板状 工具 に よるナデ痕 を認

め る。

45 ／／ ／／

25 ．0 口綾部 を外方 につ まみ 出 し、パ ケ 口綾部 内 外面横 方向の 強いナ デ調

（15 ．5） 状原体 に よる刻 目 を配 す。 整。休 部 は調 整不 明。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ）　 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

4 6 第Ⅳ層 無

30 ．8 ロ綾 部は 直線的 に外方 に立 ち上が 口綾部 内面 及 び突帯上下 は横 方 向

（9 ．8 ） る。 ロ緑端 部 に貼付 突帯 B 。 に強 くナデ る。l休部外面は右下が りI

のパ ケ調整 。休部 内面 はナ デ調整

で 、指 頭庄 痕が 残 る。

4 7 ／／ ／／

17 ．6 口緑 部はや や 内湾気 味に立 ち上が 休部 外面 は縦方 向のパ ケ調 整が施 休 部 外面に 黒

（13 ．7 ） り、端部 を斜め 下に 突帯状 に折 り され 、上胴 部 はパケ をナデ消 して 斑 を有 す。
曲 げて いる。 い る。内面 は幅 広の板状 工具 に よ

る横 方向 のナデ 調整。

48 ／／ ／／
（3 ．0）

4 ．1

やや 上 げ底状 を呈す 。

49 11 ／／
（3 ．9 ）

5 ．8

断面 台形 状 を呈 す る底部。 底部 接合部 外面 に指頭 庄痕 有 り。 内底部 に黒 斑
を有 す。

50 1／ ／／

（占．0 ）

8 ．4

上 げ底状 の底部 。 外面 パ ケ調 整 。

51 ／／ ／／
（3 ．9 ）

6 ．0

断 面台形 状 を呈 す る底部。

52 ／／ ／！
（4 ．0）

6 ．6

やや 上 げ底気味 の底部 。 外面 ノ「ケ調 整。 S T l 上層 包
含層 よ り出土 。

53 ／／ ／／
（4 ．0 ）

7 ．4

やや 上 げ底状 を呈す 。 ／／

54 ／／ －＝ヒ璽E

（3 ．3 ）

8 ．2

わずか に上 げ底状 を呈す 。 円板貼 付底 では ない。

55 ／1 鉢
（6 ．4 ）

6 ．6

しっか りと した平 底。 内面ナ デ調整 。外面 パケ調 整。

56 ／J 要
（5 ．6 ）

6 ．3

断面 台形状 を呈す る底部 。 ／／ 外面 に黒斑 を
有す 。

57 ／／ 1／
（4 ．7 ）

7 ．0

底部 は外方 に しゃ くれ て いる。 円板貼 付底 では ない。

58 ／1 ／／
（6 ．1 ）

9 ．4

しっか りと した平 底。 内面ナ デ調整 。 休部 か ら底 部

にか けて 外面
が煤 けて いる。

59 ／／ ／／
（7 ．4 ）

8 ．4

わずか に上 げ底状 を呈す 。 内面 ナデ 調整 。外面パ ケ調 整。

6 0 ／／ ／／
（4 ．9 ）

8 ．2

／／ 内面ナ デ調整 。外面 パケ調 整。 円

板貼付 底 ではな い。

外底 に木葉 の
庄痕 有 り。 胴
部下位 に黒 斑

を有 す。
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l

挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径

法 量　 器高
（cm ）　 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

6 1 第Ⅳ層 婆
（7 ．1）

8 ．3

厚め め底部 。 休部 内面 ナデ調 整。休 部 外面パ ケ

調整 。

6 2 ／／ ／J
（9 ．8 ）

7 ．9

／／ 外面パ ケ調 整。 円板 貼 付底 では な

い。

胴部 の一部 が
煤け てい る。

63 ／！ ／／
（7 ．1 ）

8 ．8

やや上 げ底 気味 の底部 。 外面パ ケ調 整。 胴 部下端 と底

部 の一 部に 黒
斑 有 り。

64 ／／ ／／

。7 ．1 ） l L っの と した平 底。

I

9 ．6　 I

／／ S T l 上 層 包
含 層 よ り出土 。

65 ／／ ／／
（12 ．5 ）

8 ．6

や や上 げ底気 味の 底部。 外面縦 方向 のパ ケ調 整。 内面 右下
りのパ ケ調整 。 円板 貼付 底 では な

い。

66 ／／ ／！
（7 ．5 ）

8 ．3

かな り強 い上 げ底状 の底 部。 外面木理 の非 常 に粗 い 原体 によ る

パケ調 整。

67 ／／ ／／
（7 ．0 ）

9 ．4

上 げ底 状の底 部。 円板 貼 付底 では ない 。

68 ／／ 1／

－ 断面 台形状 の底部 。内湾 気味 に立 外面縦 方向 のパ ケ調 整。 内面 パケ 底 部外面 が ド

（11 ．4 ）

8 ．6

ち上が る。 及びナ デ調 整。 ー ナ ツ状 に煤
けて いる。

69 11 ／／

－
上 げ底 気味 の底部 。内湾 気味 に立 器 表の荒 れが ひ ど く、外 面の調 整 胴部 下端 に黒

（12 ．1 ）

8 ．0

ち上が る。 不 明。 内面 はナデ調 整。 底部 と胴
部 の接合 部に指 頭庄痕 有 り。

斑 有 り。

70 ／／ ／／
（5 ．3）

8 ．6

底 部に穿 孔。 木理 の粗 い原体 に よるパ ケ調 整 。

焼成 後に 穿孔。
何度 か使 用 し

た後 に穿 孔 し
た ものか 。

7 1 ／／ ／／
（13 ．1）

8 ．0

底部 は若干 外方 に しゃ くれ る。 器表 が荒れ て いて調整 は明確 で な

いが 、縦方 向 のパケ痕 有 り。

胴部 は火 を受

け て変色 して

い る。

7 2 ／！ 高 杯
（4 ．4 ）

6 ．0

杯部 底と脚瓢上端 、杯部 と脚部の接合
部 に 2 条 の突帯 。各 突帯に刻 目を

配す 。

調整 観察不 能。

7 3 ！／ 鉢

12 ．0

6 ．7

6 ．0

底部 か ら直 線的 に外方 へ立 ち上が

る。口緑部 は丸 くお さめ る。

内面へ ラ磨 き。 外面 は火 を受
けて 変色 して

い る。

74 ／／ 1／

20 ．5 ロ綾 部は 内湾気 味に立 ち上が る。 外面全 面 にへ ラ磨 きが施 されて い 口緑端 部 と口

（5 ．9 ） 口唇 部は丸 くお さめ る。 た と考 え られ る。 線内 に煤が 付
着 してい る。

75 ／／ 蓋
（3 ．3 ）

天井部径 5．9

聾の 蓋の頭 部か 。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ）　 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

76 第 Ⅳ層 紡 錘車

直径　 4 ．1

厚 さ　 0 ．7

重 量（g ）12 ．5

無 形土 器 を転 用。両 面か ら穿 って

い るが 貫通せ ず。

77 第 Ⅴ層 ・＝ヒ宣E

10 ．7

（ 5 ．1 ）

ロ綾部 はやや 外反 し、端 部は丸 く

お さめ る。

78 ／／ ／／

14 ．6

（ 6 ．5 ）

口頸 間に しっか りした段 部 を有す。 口縁部 横方 向、頸 部外面 縦方 向の

へ ラ磨 き。

外面丹 塗 りの

跡有 り （焼成

後）。

79 ！／ ！／

22 ．9 口頸 間にへ ラ を強 く押 しあて て、 口頸部 内面療 方 向のへ ラ磨 き。外 S T l 上 層包

（10 ．5 ） 段部 を作 り出 してい る （部分 的に

は沈 線状 をなす ）。 口緑部 は滑 ら

か に外反 し、端部 は丸 くお さめ る。

面全面 へ ラ磨 き（単位 不明 ）。 含 層 よ り出土 。

80 ／／ ／／

16 ．6 しっか りした段部 を有 す （接合 に ロ緑部 内外 面横方 向のへ ラ磨 き。 口頸部 外面 に

（7 ．3 ） よる段 部 ）。口唇部 は丸 くお さめ る。 頸 部 外 面 縦 方 向のパ ケ調整 の後

にへ ラ磨 き。頸部 内面 に指頭 庄痕
が顕著 。

黒斑有 り。

8 1 ／／ 1／

27 ．9

（ 9 ．1 ）

ロ頸 間に明 瞭な段 を有 す。

82 ／／ ／／

14 ．6 ロ頸 間に弱 い段 を有す 。頸部上 端 口緑部 内外面 横方 向のニ ラ磨 き。

（11 ．1 ） に 1 条、　 位 に 3 条 、下 位に 1 頸 部　 面縦方 向 のパ ケ調 整の 後に
の沈 線 を認 め る。 へ ラ磨 き。

83 ／！ ／1

16 ．5 胴部下 半 に最 大径 をもち、 ロ頸部 剥 離が 激 し く調整 は不 明瞭 であ る 全 面煤 けて い

（18 ．8 ）

8 ．0

はわ 、かに　 頃し立 ち上が る。口緑部 が、　 面にへ ラ　 きが　 され て い る。 S T l 上
は小 さ く外 反 し、端部 は面 をなす。 た もの と考 え られる。 層 包含層 よ り

出土。

84 ／／ ／／
（7 ．9 ）

6 ．5

頸胴部 間 に沈線 。そ の下に 2 条一
対 の縦方 向の沈 線。底 部は 断面台

形状 を呈す 。

へ ラ状 工具 で施文 してい る。

85 ／／ ／／
（8 ．3 ）

10 ．8

5 ．0

胴 部 中央 に 3 条の下 弦の重弧文（へ

ラ描 き） を施 し、 その上 に 3 条 の
横 方向 のへ ラ描 沈線 （1 条 目の 沈
線に は、それ に直交 す るよ うに刻

目 を施 す）。

外面へ ラ磨 き。 底部か ら下胴
部にか けて 、
黒斑有 り。

86 17 ／／
（12 ．1 ）

7 ．5

や や上 げ底気 味の底 部。 休部 及 び底部 外面へ ラ磨 き。

87 ／／ ／／
（5 ．9 ）

9 ．4

／／ 内外面 と もに器 表の荒 れが 激 し く、

調整 観察不 能。

88 ／／ ／／
（3 ．9 ）

8 ．1

上 げ底気 味の底 部。 外面へ ラ磨 き。

89 ／／ ／／
（3 ．2）

8 ．4

上 げ底状 の底部 。

90 ！／ ／／
（5 ．7 ）

7 ．0

や や小 さな平底 。 内 外面 と もに器 表の荒 れが ひ ど く
調整 観察不 能 。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径

法 量　 器高
（cm ）　 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

91 第 Ⅴ層 士璽E

（5 ．3 ）

8 ．0

やや上 げ底 気味 の底部 。 外面 横方 向ゐベ ラ磨 き。

9 2 ／／ ／／
（3 ．0 ）

8 ．4

／！ 休 部 及び底部 外面へ ラ磨 き。

9 3 ／！ ／／
（3 ．2 ）

6 ．0

／／ 円板貼 付底か 。擬 口緑 を観察 で き

る。

底 部か ら下胴
部 にか けて黒

斑 を有す 。

94 ／1 ／／
（5 ．0 ）

10 ．4

上 げ底 状の厚 い底部 。 円板 貼付 底 ではな い。外面 横方 向

のへ ラ磨 き。 内面ナ デ調 整。

9 5 ／／ ／／
（3 ．9 ）

9 ．0

や や上 げ底 気味 の底部。 内外面 ともへ ラ磨 き （外面の磨 き

は 目が 細か い）。

9 6 ／／ ／／
（3 ．6 ）

8 ．3

／／ 底 部外 面へ ラ磨 き。胴部 下端 横方

向のナ デ調 整。

97 ／／ ／1
（6 ．8 ）

6 ．2

／／ 内面へ ラ磨 き。外 面不明 。

98 ／／ ／／
（5 ．6 ）

10 ．2

上 げ底状 の底部。 円板貼 付底 ではな い。 外面縦方 向

のパ ケの下地 の上 をへ ラ磨 き。内
面は剥 離の為 、不 明。

9 9 1／ 1／
（6 ．3 ）

8 ．7

／1

100 1／ ！／
（4 ．7 ）

8 ．4

しっか りと した平 底。

10 1 ／／ ／／
（5 ．6 ）

11 ．2

や や上 げ底気 味の底 部。 外面 パ ケ調 整 。 内面 ナデ調 整。

10 2 ／／ 11
（ 6 ．5 ）

9 ．8

／／ 円板 貼付 底。 内外面 ともへ ラ磨 き。

10 3 ／／ 無

10 ．3 や や 内湾気味 に立 ち上が り、上 胴 突帯 下 に強 い庄 痕が並 ぶ 。外面 ハ

（5 ．2 ） 部 で直 立す る。 口綾 部 を横 方 向に

拡 張す る ように水平 に突 出す る刻
目突帯 を有す 。

ケ調 整 をかす かに認 め る。

104 ／／ ／！

24 ．0

（ 4 ．7 ）

突帯 は口縁端 部 よ り下垂 す るよ う

に付 き、断面 は三角 形 を呈 す。

口緑部 内外面横 方向 のナ デ調整 。

105 ／／ ／／

28 ．4 緩やかに外反するロ緑部。刻 目突帯 口緑端部 の突 帯は 貼付か 、つ まみ

（6 ．7 ） （刻 目は細 かい ）。 出 しか は不 明。突帯下 に圧 痕が か
す かに 認め られ る。

1

1

1

1



挿図 番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ）　 胴径
底径

形　 態　　　 文 ．様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

10 6 第 Ⅴ層 聾

30 ．0 口緑端 部 を外方 に強 くつ まみ 出 し 刻 目はパ ケ状 原体 に よる。 口緑端 胴 部に大 きな

（17 ．5 ） 刻 目 を配す 。 部 横方 向の 強いナ デ調整 。 黒 斑有 り。

107 ／／ ／／

14 ．0 胴部上 位 に最大径 を有 し、 口綾部 突帯上 下及 び 口綾部 内面 、横 方向 胴 部外面 中位

（12 ．6 ）

15 ．6

に刻 目突帯 B を配 し、突帯下 及び のナデ 調整 。外面 木理 の粗 いパケ に黒斑有 り。

内面 に庄痕 。 調 整 （胴部 屈曲部 で方 向が変わる）。

10 8 ／1 ／1

15 ．9 胴部 が大 き く張 り出 し、 口緑 部は 突帯下 横 方向のナ デ調 整。 内傾 接 下 胴部 が煤け

（1・2 ．0 ） 折 り曲げ 、端部 に右上 が りの しっ

か りした刻 目を配 す。

合の痕 が認 め られる。 てい る。

10 9 ／／ ／／

14 ．8 口 縁 端 部 を外 方に拡 張 させ て突 内外 面 とも調整不 明。但 し、口唇

（6 ．2 ） 帯 状 を呈 す。 その上 に刻 目 を有
す 。

部は ナデ調 整。

1 10 ／！ ！／

20 ．2 旧線端部に接する形で断 面三角 形の 刻 目はパ ケ状原体 に よる。 口唇部

（7 ．4 ） 突帯 を貼付 し、しっか りした刻 目 及び 突　 下 ナデ調 整。胴 部 外面縦
を配 す。 方向 のパ ケ調整。

1 11 ／／ ／／

19 ．3 口緑 端部 に接 して、細 い突帯 を貼 口唇部 を強 く横方 向にナ デ る。外

（8 ．7 ） 付 し、刻 日を配す 。 面右下 が りのパ ケ調 整。

112 1／ ／／

29 ．0 口唇部 下端 をつ まみ 出 し、刻 日。l上 口唇部横方向の強いナデ調整。．外面 段

（7 ．3 ） 端 もつ まみ上 げ 、細 い刻 目を配す。 部 付近 は横方 向のパ ケ調 整。他 は
頸部 に段 を有す。 縦 方向 のパ ケ調整 。

113 ／／ ／／

21 ．9 口緑端 部 を上 下 に拡 張 させ 、下 端 口唇部 及び 突帯直下 に横 方向 の強

（4 ．6 ） に刻 目を配 す。 いナデ調 整 。

1 14 ／／ 1／

18 ．2 口緑端 部 にパケ状 原体 に よる刻 目 口唇部 及 び突帯下 に横方 向の ナデ 胴部 外面 は煤

（9 ．2 ） せ 配 す。 調整 。胴部 外面右 下が りのパ ケ調

整 。

けて いる。

115 ／1 ／／
（2 ．3）

6 ．9

しゃ くれ た底部 。

116 ／／ ／／
（3 ．6）

7 ．9

しっか りとした平 底。 粘 土帯 接合 部で破 損。擬 口緑 を観

察で き る良 好 な資料。

117 11 1／
（4 ．2 ）

7 ．9 ）

／／ 器表が 荒れ てお り、調整 不明 。 下 胴部か ら底
部 外面 にかけ

て、煤 けてい
る。

118 ／／ ／／
（5 ．5）

9 ．6

／／ 外面パ ケ調 整。

／／

1 19 ／／ 1／
（7 ．6 ）

8 ．1

上 げ底気味 の底部 。 ／／

120 ／／ 11
（ 5 ．5 ）

9 ．2

しっか りと した平 底。 ／J

l

I

I

l

I



挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径

法 量　 器高
（cm ）　 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

121 第 Ⅴ層 無
（6 ．1）

8 ．0

しっか りと した平 底。 外面パ ケ調 整。 内底 よ り上が

煤 けて いる。

12 2 11 ！／
（9 ．7 ）

8 ．6

上げ底 気味 の底部 。 ！／

123 ／／ ／／
（10 ．6 ）

8 ．0

や や厚 手。 円板貼付 底 ではな い。外 面縦方 向

のパケ調 整。

124 ／／ ／1
（4 ．5 ）

7 ．8

しっか りとした平底 。

125 ／1 ／／

－
や や上 げ底気 味の底部 。底 部外面 外 面縦方 向のパ ケ調 整。 内底部 外 胴部 か ら底 部

（7 ．4 ）

8 ．6

に平行庄痕 有 り。 緑 は胴部 との接 合 の際の指 頭圧痕
をナデ消 して い る。

外面 にか けて
煤 けて い る。

胴部 は火 を受
け て変色 。

126 ／／ ／／
（12 ．4 ）

8 ．5

しっか りとした平底 。 外 面木理 の粗 いパ ケ調整 。内面 底

部 と休部 との接 合部 に指頭 庄痕 が
多い。

胴部 下端 に黒
斑 を有す 。

127 ／／ ／／
（5 ．0 ）

9 ．0

／／ 全面へ ラ磨 きが あ った と考 え られ

るが 、器表 の荒 れが ひ どい。

128 ／／ ／／
（7 ．4 ）

8 ．4

底 部が 異常に厚 い。

129 1／ ／／
（8 ．1）

9 ．1

やや 上 げ底気 味の底 部。 円板 貼付底 ではな い。外面 パケ調
整 。

13 0 ／／ ／／
（3 ．6）

7 ．0

1／ 外面 パケ調 整。擬 口緑 を観察 で き

る。

胴部下端 の一
部 に黒 斑有 り。

131 ／／ ／！
（3 ．6 ）

8 ．0

上 げ底状 の底部 。 底 部 内面煤 け

る。下 胴部 火
を受 けて変 色。

13 2 ／／ ／／
（4 ．5 ）

7 ．9

やや 上げ底 気味 の底部 。 外面パ ケ調整 。

13 3 ／／ 1／
（5 ．9 ）

8 ．0

平底 であ r上 やや しゃ くれ を もつ。 ／／

134 ／／ ／／
（5 ．4 ）

8 ．2

比較 的厚 い底 部。 底部 外面に木 葉

の庄痕 が残 る。

下 胴部 火 を受

けて変 色。

135 ／／ ！／
（6 ．1 ）

7 ．7

や や上 げ底気 味の 底部 。 外面パ ケ調整 。
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挿 図 番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ）　 胴 径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備 ・考

136 第 Ⅴ層 喪
（．6 ．3 ）

9 ．2

底 部が 異常 に厚 い聾 。上 げ底状 を

呈 す。

137 ／／ 高杯
（4 ．2 ）

6 ．4

杯 部底 と脚君田二端、杯部と脚部の接合

部 に 断面三角 形の 貼付 突帯、 その
上 に刻 目。

外面 及び杯部 内底 へ ラ磨 き。

138 ／／ 鉢

3 5 ．6 上 胴部 で 「く」 の字状 に屈曲 し、 口唇部横方向の強いナデ調整。内外面

（10 ．0 ） 再 び　 反 して 口綾 部に至 る。 口唇 へ ラ　 きが あ った もの と考 え られ
部 は 外傾 す る面 をなす 。 るが 、内面 しか 観察 で きな い。

139 1／ 11

21 ．7 内湾 気味 に立 ち上 が る口緑部 。端 内外 面へ ラ磨 き と考 え られ るが 、

（5 ．8 ） 部 は水平。 器表 の磨耗 が激 しい。

140 ／／ ／／

22 ．5

（ 7 ．5 ）

直線 的に 外方に立 ち上 が る。 調整 観察 不能。

14 1 ／／ ／／

52 ．2 口頸 間に段部 を有 す る大型 の鉢形 粘土 帯接合 に よって段 を生 ず る。 S T l 上層 包

（26 ．0 ） 土器 。半球状 の休 部。 外面横 方 向のパ ケ調 整後、横 方 向

のへ ラ磨 き。 内面に もへ ラ磨 きが
認め られ る。

含層 よ り出土。

14 2 ／／ ミニチュア
（2 ．05 ）

2 ．1

上 げ底気味 の厚 い底部 。 内底 に 3 つ の爪 の圧痕 を残す 。 蓋か 。

14 3 ／1 ／／

－
しっか りした上 げ底 の底部 を有す 胴部 と脚部 の接 合部 に擬 口緑が確 下端部 に黒 斑

（6 ．9 ）

5 ．9

る鉢 。胴部 は直 線的 に外方 に延 び 認 で きる。パ ケ調整 後に粘 土 を摸 を有 す。

る。 合 して いる。 内面ナ デ調整 。外面

パ ケ調整 の後 ナデ調 整。

144 ／／ 紡錘 車

直径 （5 ．5）

厚 さ　 1 ．5

重量（g）37 ．0

約 半分が 欠損す る。 最初 か ら紡錘車 を意 図 して作 った

もので 、転用 では ない。

第40表　包含層出土石器観察表

挿 図番号

ノ

層　　 位 琴　 種

最 大長 ‘
計測値　 最 大幅

（cm ，g ）貴 大厚
重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

145 第 III層 石斧

14 ．4

6 ．8

4 ．1

70 5 ．0

緑泥片岩

最 大幅 は中位 に あ り、基部 よ りも刃部 幅が
狭 い。両 主面 刃部 の一部 にのみ研 磨痕 が見

られ る。他 は全面 に調整 の潰痕 が残 って い
る。

146 第Ⅳ層 ！／

（ 5 ．4 ）

2 ．2

0 ．8

16 ．0

頁　　 岩

磨 製石斧 の刃部 が縦 に破損 した ものか 。扁

平 長楕 円形の 自然礫 を研磨 して整 形 した も

の。残 存部 よ り、刃部 は両 刃で あった もの と
考 え られ る。

14 7 ／／ ／／

6 ．1

3 ．1

1 ．0

43 ．0

子尼　　 岩

全 面滑 らか に研磨 され てい る‾、 肩平 片刃石

斧で ある。最 大厚 は基端部 に あ り、刃部 に
近 づ くにつれ て 、厚 み を滅ず る。

148 ／／ 石鉄

（ 4 ．4 ）

0 ．7

0 ．4

1 ．8

粘 板 岩

磨 製石鉄 の基 部 を欠損 した もの。研磨 に よ

って断 面六角 形 の鋭 利 な先端部 を作 り出 し
てい る。全面 に擦痕 が残 る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

最大 長
計 測値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

149 第Ⅳ層 石鉄

6 ．1

0 ．9

0 ．3

2 ．6

粘 板 岩

有茎磨 製石鉄 。基端 部 を 2 か 所穿 って いる。

関は対 称で はな い。全面 に擦痕 が顕 著 であ

る。

150 第 III層 砥 石

14 ．3

5 ．2

7 ．5

800 ．0

砂　 岩

2 両 の使用面 が確 認で きる。使 用面 は中央
部が 若干蒲鉾 状 に盛 り上 が ってい る。

152 第Ⅴ層 未 製品

1 1 ．2

1 ．7

0 ．7

19 ．4

粘 板 岩

磨 製石鉄 の未 製 品か。全 面に斜 方向 の擦痕

が著 しい。

151 ／／ 砥 石

（17 ．4 ）

17 ．0

4 ．3

12 90 ．0

砂　 岩

扇 平 な大型 の砥石 で、主 として 2 面 を使用
して いるが 、側辺部 に も使用痕 が残 る。

153 1／ 未製 品

14 ．3

5 ．8

2 ．0

170 ．0

サヌカイト

石 槍 の類の末 製 品で ある可能性 が あ る。

154 ／／ 石 鉄

2 ．4

1 ．5

0 ．3

0 ．8

／／

凹基式 の打製 石鉄 で ある。両 面か らの押 庄

剥 離 によ って整形 され てい る。

155 71 1／

3 ．7

1 ．7

0 ．5

0 ．4

／／

有茎 の打製石鉄 で、一方 の基部 を欠損 して

い る。 側辺部 は両 面か ら押圧剥 離 に よって
整形 されて い る。
側辺部 下方 に も挟 r）が 見 られ る。

第41表　遺構出土土器観察表

挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ）　 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

156 S T l 士璽E

15 ．0

（ 3 ．8 ）

口綾部 は強 く外方 に屈 曲 し、端 部

は丸 くお さめ る。

内外面 へ ラ磨 き。

157 ／／ ／／

14 ．8 ロ綾部 は大 き く外 反。 口唇部 は外 口緑部 上端 をつ まみ上 げ るよ うに

（ 4 ．9 ） 傾 す る面 をなす。 頸部 に 2 条 の貼
付刻 目突帯 を有す 。

して、横 方向 に強 くナデ る。

158 ／／ 喪

2 0 ．4 擬 口緑 で剥離 欠損 。頸部 に粘土 帯 口緑部 内外面 横方 向 のナ デ 調整 。

（ 5 ．3 ） 接 合 の際生 じた段 を有す 。 口綾部 突帯 はナ デ調整 後貼 付。頸 部 に縦
外面 に突帯 を貼付 、下端 に刻 目。 方向 のパ ケ調 整 。

159 1／ 11

25 ．2 口緑部 に突帯 B を配 し、左方 向か 外面パ ケ調整 の痕有 り。 ロ緑部 内

（ 5 ．5 ） ら刻旧 。 面 は端部 をつ まみ 出す よ・月こして
横 方向 にナデ る。

160 ！／ ／／

25 ．2 口綾部 に突帯 B 。刻 目はパケ状 原 口綾部 内外面 及び突帯 上下 を横 方

（ 8 ．3 ） 体 に よって左 方向 か ら施 す。突 帯 向に強 くナデ る。外 面磨耗 （パ ケ

下に 圧 痕が 明瞭 。 調整 の痕有 り）。

161 ／／ ・＝ヒ・ヨ互

（ 2 ．3 ）

6 ．4

しっか りとした平底 。 底部 外面 に指頭 庄痕 が強 く残 る。
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挿 図番 号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ）　 胴 径
底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

162 S T l 士ヨE
（5 ．1 ）

8 ．2

断面 台形状 の しっか りした底 部。 外底 に黒斑 有

り。下 胴部 火
を受 けて変 色。

163 ／／ 蛮
つ 4 ．4 ）

8 ．2

しっか りと した底 部。 調整観 察不 能。 下胴部 火 を受
けて変 色。

164 ／／ ／／
（7 ．7 ）

4 ．2

底部 に穿孔痕 有 り（焼成 後）、貫通

せず 。

外面縦 及 び右下 が りのパケ調 整 。

165 ／1 鉢

31 ．2

（ 6 ．1 ）

ロ緑部 外 反。端部 は丸 味 を持 つ。 内外 面横 方向 のへ ラ磨 き。

16 6 ／／ ／／

17 ．0 半球 形の休 部 を有 し、口緑部 は如 内外 面へ ラ磨 きを施す が、磨 耗が

（7 ．3 ） 意形 に外反 。 激 し く単 位 はつか めな い。

16 7 S B 2 蛮
（3 ．9 ）

8 ．7

わず かに上 げ底気 味の底 部。 外面 パケ 調整。

168 S K l ／／

－ 断面 台形 を呈す る しっか りした底 木理 の粗 い原体 に よるパケ調 整後 、 外底 に粗痕 有

（8 ．4 ）

8 ．0

部。 木理 の細か い原体 に よるパ ケ調整
を施 して いる。

り。

16 9 ！／ 鉢
（7 ．7 ）

7 ．2

断面 台形状．の厚 い底部 。 内面横 方 向のへ ラ磨 き。外面 は器
表が 荒れ てい る（へ ラ磨 きか ）。

170 S K 2 士璽E
（8 ．1 ）

7 ．0

しっか りと した平 底。 器面調 整観 察不 能。

171

l

S K 4 ／／

28 ．8

（ 9 ．0 ）

大型 壷。 頸部 に段 を有 す。 口唇部

は丸 くお さめ る。

内面横 方 向のへ ラ磨 きが顕 著。 大型 鉢の可 能

性有 り。

172 ／／ ／／

15 ．2

（ 8 ．8 ）

口縁 部 は滑 らかに外 反 し、端部 は

外傾 した面 をなす。 口頸 間に段 を
有す 。

口頸 部 内外面へ ラ磨 き。

173 ／／ ／／

20 ．7

（ 5 ．2）

口綾 部 は強 く外方に屈 曲 し、端部

は丸 くお さめ る。

外面 全面横 方 向のへ ラ磨 き。

174 ／／ 喪

32 ．8 内湾 気味 に立 ち上が り、 口緑部 は ．口綾 部 内外面横 方向 のへ ラ磨 き。 大型鉢 の可 能

イ10 ．8 ） 滑 らか に外反 。端部 は丸 くお さめ 外面段 部 以下 、右下 が りのへ ラ磨 一性有 り。
る。 頸部 に段部 有 り。 き。

175 ／／ 1／
（8 ＿・8 ）

8 ．4

しっか りとした平底 。 外面 パ ケ調整 。

176 1／ ／／
（11 ．4 ）

7 ．4

／／ 外面 縦方 向のパ ケ調 整後 、 斜 方
向 のパ ケ調 整 。底部 内面ヰこは指頭

庄痕が顕著であるが、‘ナデ消 して い
る。 外底へ ラ削 り。

胴部 外面 は火
を受 けて変 色

し、 また煤 け

て いる。



挿 図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ）　 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考 ・

177 S K 6 ・＝ヒ・冨E

15 ．4 口頸 間に しっか りした段 を有す （粘 内外 面 と もに器表 の荒 れが ひ ど く、

（7 ．2 ） 土帯接 合に よ って生 じた もの ）。ロ 調整観 察不 能 であるが、へラ磨 きが
縁端部 は外傾 す る面 をなす。 あ った ようで ある。

178 ／／ ／／

14 ．5

（ 3 ．2 ）

口頸 間に しっか りした段 を有す 。 内 面 横 方 向のへ ラ磨 き。 外面縦

方向 のパケ調 整 の後 、横 方 向のへ

ラ磨 き。

179 ！／ 1／

9 ．0 頸 部 はわずか に外 反気味 に立 ち上 頸 部 内面下位 に指 頭庄痕 。全 面へ 砂 粒 を多 く含

（6 ．0 ） が り、口緑部 は短 く外方 に屈 曲。
端 部 は丸 くおさめ るが 、や や肥 厚

気 味。

ラ磨 きが あった ものか 。 む。

180 ／／ ／／

37 ．6

（6 ．5）

口頸 間に段部 を有 し、 ロ綾部 は大
き く外 反。端部 は 外傾す る面 をな

す 。

内面パ ケ調 整。外 面観察 不能 。 口頸部 内面、
丹 塗 り。

181 ！／ 喪

18 ．6 口緑端部 に断 面三角 形 の突帯 、右 突帯 上下 及 び内面 に横方 向の ナデ 外面は煤 け て

（8 ．9） 方 向か ら刻 目。 調 整。 いる。

182 ／／ ／！

24 ．6 口唇部 直下 に刻 目突帯 （刻 目は右 突 帯 をつ まむ ように して、上下 を

（4 ．6） 方 向か らへ ラ状 工具 に よる）。 横 方向 にナデ る。 ロ綾部 外面横 方

向 、胴 部 外面縦 方向 のパケ調 整。

183 ／／ ！／

18 ．0 口綾部 を外反 させ 、 口唇部 直下 に 突帯 をつ まむ ように して上下 を横 外面は煤 け て

（8 ．7 ） 断面三角 形の 貼付 突帯 。その上 に 方 向に ナデ る。外 面縦方 向の ナデ いる。
右 方向 か らの刻 目を配す 。 を右回 りに施 す。 口緑部 横方 向の

パ ケ調 整。

184 ／／ ／／

38 ．4 口緑部 は滑 らかに 外反。 口唇部 は 突 帯貼付 後横 方向 のナデ 調整 。外 2 条突帯 。

（4 ．4） 外傾 す る面 をな し、下端 に細 い刻 面縦 方 向のパ ケ 調 整 （荒パ ケの後 黒 土 B II 系。
目。 口緑 下に 断面三 角形 の突帯 を 細パ ケ）。内面 上位 は横 方 向、下 位

貼 付 し、右上 が りの刻 目を配 す。 は右下 が りの パケ調 整。

18 5 1／ －＝ヒ・冨E

（3 ．1）

7 ．2

断 面台形 状の底 部。や や上 げ底状 。

18 6 ／／ ．嚢
（5 ．1）

10 ．0

しっか りとした平底 。 内面右下 が りのパケ調 整。 底部 と
胴部 の接合 部 に指 頭庄痕 有 り。 外
面パ ケ調 整。

底部 外面 に粗
圧痕 有 り。

187 1／ ／！
（7 ．7 ）

8 ．2

／／

188 ／J ＝土ゴ・冨E

（6 ．2 ）

9 ．2

わず かに上 げ底気 味 の底部 。 内底部 一定 方向 の指ナ デを施 す。

189 ／／ 婆

－ しっか りと した平 底 であ り、焼 成 底部 内面胴 部 との接 合部 に指 頭庄 外面 は火 を受

（7 ．0 ）

7 ．0

後 中央部 に穿孔す る。 痕 、後 に横 方向 に強 くナデ る。 けて 変色剥 離。

黒斑 有 り。

190 ／／ ／！
（8 ．4 ）

8 ．2

上 げ底 状 の底部 。 外面 は火 を受

けて 変色。胴
部下端 に黒斑
有 り。

19 1 ！！ ／／
（6 ．0 ）

8 ．4

J／ 外面 は縦方 向のパ ケ調 整か わ ずか

に観 察で きる。
〃
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ）　 胴 径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

192 S K 6 鉢

3 2 ．3 内湾気 味に立ち上が り、口緑部 は緩 口縁部 内外面 横方 向の 強いナ デ瀾 内外面丹 塗 り。

（4 ．7 ） く外反 。端部 は丸 くお さめ る。 芸濃 幣 甥 謂 誌 讐 外

193 ／／ ・＝ヒ璽E

12 ．8

（ 4 ．2 ）

口頸間 に しっか りした段 部 を有 す。

端 部は 丸 くおさめ るが 、やや 肥厚。

内外面へ ラ磨 き。

194 S K 7 ／1

2 6 ．6 口、緑部 は滑 らかに 外反。 頸部が わ 口緑部 内面横 方向 のへ ラ磨 き。外

（7 ．1 ） ずかに 肥厚 （粘 土 帯接合 部 と考 え

られ る）。

面 縦方 向のへ ラ磨 き。

195 ／／ ／／

23 ．0 頸 部は 外反気 味に 立 ち上 が り、 口 口綾部 内外面 横方 向のへ ラ磨 き。

（12 ．1 ） 綾 部は 外方 に屈曲 、端部 はやや 外

傾 す る面 をなす。頸 部上 端が 肥厚
（粘 土 帯接合 部）。

頸 部外 面縦方 向のへ ラ磨 き。

196 ／／ ／／

33 ．3

（ 3 ．4 ）

ロ頸間 に しっか り した段部 。 口綾

部 外面 に指頭庄 痕有 り。端 部 は外
傾 す る面 をなす。

段 は粘土 帯 の貼付 に よって生 じる。 段 直下 に擬 口
緑 を認め る。

197 ／／ ／／

37 ．8 粘土 帯接 合部 に断面三 角形 の突 帯。 突 帯 をつ まむ よ うに して横 に 強 く 擬 口縁 を観察

（3 ．7 ） 突 帯に刻 目。 口緑端部 は 丸 くお さ

め る。

ナ デ る。 内外 面へ ラ磨 き。 で き る。

198 ／／ ／／

38 ．4 口綾部 は直線 的に外 反。端 部は 丸 内面 横方 向のへ ラ磨 き。 外面横 方

（5 ．5 ） くお さめる。 口頸間 に肥厚 帯が 巡
り、 その上下 にへ ラ描沈線 が各 1
条 巡 る。肥厚 帯に は刻 目。

向 の強 いナ デ調 整。

199 ／／ ／／
（3 ．2）

9 ．0

断面 台形状 を呈 す る底部。 底部 外面 に粗
痕有 り。

2 00 ／／ ／1
（3 ．5）

9 ．5

11 底部 外面 及 び胴 部外 面へ ラ磨 き。

201 ／／ ／／
（4 ．3 ）

8 ．4

しっか りとした平底 。 外面 へ ラ磨 き。 下胴 部内 外面
及 び底部 外面

に黒 斑有 り。

20 2 ／／ 蛮

19 ．8 口綾 部 は滑 らかに外 反。端 部は 外 刻 目はへ ラ状工 具 によ る。調整 不 2 条 突帯 の土

（3 ．9） 傾 す る面 をなし、下端 に刻 目。 口

緑下 に刻 目突帯 A 。刻 目は右上 が
り。

明 。 器。

20 3 ／／ ／／

22 ．4 口緑 直下 に断面 三角形 の貼 付突帯 。 突帯 をつ まむ よ うに して 、上下 を 上胴部 に黒 斑

（4 ．3 ） 右方 向か らの刻 目。 横方 向に ナデ る。 口緑 部 内面横 方

向 のナデ調 整。

有 り。

204 ／／ ／／
（4 ．7 ）

7 ．1

断面 台形状 の底 部。

205 ／／ ／／
（3 ．0 ）

8 ．0

しっか りとした平底。

20 6 ／1 ／！
（6 ．3 ）

8 ．0

上 げ底気 味の底 部。 内外面 とも器表 の荒れ がひ ど く、

調整観 察不 能。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　 吏

207 S K 7 蛮
（7 ．6 ）

8 ．0

やや 上げ底 気味 の底部 。 底 部 外面の一
部 が煤 けて い

る。

2 08 ／！ ！／
（3 ．8 ）

7 ．3

！／ 底 部の一 部 と
下 胴部 に黒斑
有 り。

209 ！／ ／／
（6 ．9 ）

9 ．0

上 げ底状 の底部 。 内面ナデ 調整 。外面パ ケ調 整。

l

210 ／！ ／／
（4 ．8 ）

8 ．8

しっか り とした平 底。 底 部 外面の一
部 が煤 け てい

る。

2 11 ／！ 鉢

18 ．0

13 ．7

18 ．7

7 ．0

胴部 中位で大 き く内湾 し、頸部 に

至 る。 口綾部 は 直線的 に外反 し、
端 部 は丸 くお さめ る。

外面上 胴部パ ケ調 整 、下 胴部横 方

向のへ ラ磨 き。 口綾部 内外面横 方
向 の強 いナデ 調 整。

下 胴部 と上胴
部 に黒斑 有 り。

2 12 S K 8 士竺E
（1 ．9 ）

5 ．4

平 底の底 部。 調 整観察 不能 。 擬 口緑 を残す 。

黒斑 有 り。

213 ／／ ／1
（1 ．8 ）

7 ．6

／／ ／／

214 ／／ 11
（ 3 ．1 ）

8 ．0

やや 上げ底 気味 の底部 。 擬 口緑 を観 察

で きる。

2 15 ！／ ！1
（4 ．4 ）

6 ．0

しっか りと した平 底。 調 整観 察不能 。

216 ／／ 11
（ 2 ．3 ）

7 ．1

11 底部 内面 ナデ調 整。

217 ／／ ／／
（4 ．2 ）

8 ．4

断面 台形状 の底部 。上 げ底状 を呈

す。

218 ／／ 蛮

20 ．2 底 部か ら内湾 気味 に立 ち上 が り、 口緑端部 を横 につ まみ 出す ように 突 帯下 に横方
（22 ．5 ） ロ緑部 は短 く外反 。端部 はやや 尖

J　　　　　　　　　　　‘‘‘‘‾　　　　　ノ．
して、 内外面 を強 く横に ナデ る。 向 のナ デな し。

2 1．0 る。 ロ緑下断 面二二角 形の 突帯 、左
上 が りの刻 目。

外 面パ ケ調整 。接合部 は 内傾 と外
傾 とが併 存。

搬 入 晶。

2 19 S K ll ／／

22 ．0

22 ．2

7 ．2

口綾部 に刻 目突帯。 突帯 上下横 方 向のナ デ 調 整。外面

縦 方 向のパ ケ調整 。

220 ／！ ／／
（3 ．6 ）

7 ．3

やや 上げ底 気味 の底部 。

221 ／／ ／／
（2 ．8 ）

8 ．2

しっか りと した平 底。



l

挿 図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ）　 胴径

畢径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

222 S K l l 高杯
（5 ．7 ）

6 ．8

杯部下 端 に断面三 角形 の刻 目突帯 。 杯 部 内底へ ラ磨 き。 脚部 に擬 口緑
を観察 で きる。

22 3 ／／ 小型土器

5 ．2

3 ．4

4 ．5

3．8

手捜 土器 。

224 S K 12 ・＝ヒ・ヨ互

18 ．9 口頸間 に しっか りした段部 を有 す。 沈 線は棒 状工具 に よる。 内外両横 外面 丹塗 り
＿ヽ．＿1．ヱ・．

（4 ．5） ロ綾部 は端部近 くで更に 外反。 口
唇 部は 外傾 す る面 をな し、 1 条 の

沈 線が巡 る。

方 向のへ フ磨 き。 （焼成 別か ）。

225 ／／ ／／

18 ．3

（ 3 ．9 ）

口頸間 に しっか りした段部 （粘 土

帯 貼付 に よる）。ロ緑 部 は滑 らか に
外反 し、端部 は丸 くお さめ る。

内外面横 方 向のへ ラ磨 き。

226 ／／ ／／

14 ．9

（ 7 ．9 ）

ロ頸 間に しっか りした段 を有す 。 ロ緑部 内外 面横方 向のへ ラ磨 き。
頸部外 面縦 方向 のパケ調 整の 後 、

横 方向 のへ ラ磨 き。

227 ／／ ／／

16 ．9 口頸 間にへ ラ描沈 線 1 条。 ロ綾部 ロ頸部 内外 面全面 横方 向のへ ラ磨 内外面 各所 に

（10 ．6 ） は滑 らかに 外反 し、端部 は丸 くお

さめ るが 、部 分 的に下 方に肥 厚。
き。頸 部 内面に指 頭圧痕 。 丹塗 り痕 有 り

（焼成 後か ）。

228 ／／ ／／

29 ．5 ロ頸 間に しっか りした段 部 （粘 土 口頸部 内面 及 び口緑部 外面横 方 向 頸部 内外面 に

（20 ．5 ）－ 接合 に よる 。頸胴 間に も段 部有 のへ ラ　 き。頸部 外面縦 方 向のへ 黒 斑有 り。
り。 ラ 磨 き（擬 口緑 にパ ケ調 整 を施 し

た後 に接合 したことが観察できる）。

229 ／／ ／1

9 ．4 ロ緑部 は 外反せ ず、 直立気 味に終 口頸 部 内面に指 頭圧痕 。外 面へ ラ ロ綾部 か ら胴

（6 ．3） わ り、端部 は丸 くお さめ る。 磨 きが残 るが単 位不 明。 部 にかけ て、
大 きな黒斑 有

り。

230 ／／ ／／
（3 ．7 ）

8 ．4

しっか りとした平底 。 内面は剥 離 してお り不 明 。外面 へ

ラ磨 き。

23 1 ／／ ／／
（3 ．9 ）

12 ．6

／／

23 2 ／／ 蛮

19 ．6 ロ緑端 部 は刻 目突帯状 。刻 目は右 口緑端 部 をつ まんで上 下 を横 方向 外面 は煤け て

（6 ．0 ） 方 向 か ら　 口綾 部 は貼付 に よる に強 くナ デる。 口綾部 内面 も横方 い る。

もの かつ まみ 出 しか は不 明）。 向の ナデ調 整。 胴部 は概 ね縦方 向

のパ ケ調 整。

2 33 ／／ ／／

17 ．2

（ 5 ．9）

口緑 部 に刻 目突 帯 B 。突帯下 に指

頭圧痕 が顕 著。

突帯 をつ まん で横 方 向に強 くナデ

る。 胴部 外面パ ケ調整 （継 目が横
lに並ぶ ）。内面 ナデ調 整 。

234 ／／ ／／

19 ．2 口緑 端部 に貼付 突帯 B 。棒 状工具 突帯 をつ まん で横方 向に強 くナ デ、
′l

（8 ．1） に よ る刻 目。 その後 に刻 目。胴部縦 方 向のパ ケ

調整 （継 目は横 に並 ばな い）。

235 ／／ ／／

18 ．6 口綾部 に突帯 B （断面三角 形でや ロ縁 部 内外面 及び突 帯上下 、横方

′

内傾 接合。

（13 ．8）

20 ．0

や　 ロきに 、く 。刻　 はへ ラ状工 ロの弓　いナデ調 整。　　 縦　 口の
具 で強 く施す 。 パ ケ調整 。

236 ／1 ／1

2 0 ．0 口唇部 は水平 に近 い面 をな し、端 ロ綾部 内外面 及び 口唇部横 方 向の

（12 ．7 ） 部　　　 につ まみ　 ‾し、突　 状 を 強いナ デ調 整。　　 ロ緑下 に
呈 す。端 部 にパ ケ原体 によ る右 方 向の パケ 調整 1 帯 、 それ以下 はナ

－

向か らの刻 目。 デ 調整 。外面縦 方向 のパ ケ調 整。

－314－



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

2 3 7 S K 1 2 袈

2 0 ．0 口 唇 部 は 水 平 に 近 い 面 を な し 、 端 口 綾 部 内 外 面 及 び 口唇 部 横 方 向 の 2 3 6 と同 一個 体

（1 8 ．0 ） 部 を 外 方 に つ まみ 出 し 、 突 帯 状 を

呈 す 。 端 部 に パ ケ 原 体 に よ る右 方

向 か ら の 刻 目。

強 い ナ デ 調 整 。 内 面 口縁 下 に 横 方

向 の パ ケ 調 整 1 帯 、そ れ 以 下 は ナ

デ 調 整 。外 面 縦 方 向 の パ ケ調 整 。

か 。

2 3 8 ／／ ／／

（ 3 ．2 ）

6 ．2

上 げ 底 気 味 の 底 部 。 下 胴 部 外 面 火

を 受 け て 変 色 。

2 3 9 ／／ ／／
（ 4 ．4 ）

7 ．2

／／ 外 面 パ ケ 調 整 。 胴 部 外 面 は 煤

け て い る 。

2 4 0 ／！ ／／

（ 4 ．0 ）

8 ．0

／／ ！／

2 4 1 1／ ！／
（ 5 ．2 ）

8 ．4

上 げ 底 気 味 の 底 部 で あ り、 焼 成 後

中 央 に 穿 孔 す る。
下 胴 部 外 面 は

火 を受 け て 変

色 。

2 4 2 1／ ／1
（ 3 ．9 ）

8 ．8

上 げ 底 気 味 の 底 部 。 外 面 パ ケ 調 整 。 底 部 内 面 ナ デ 調 整 。

2 4 3 1／ ！／

（ 3 ．9 ）

7 ．5

し っ か り と し た 平 底 。

2 4 4 ／！ ／／
（ 5 ．4 ）

9 ．0

／／ 外 面 パ ケ調 整 。

2 4 5 ／／ ／／
（ 5 ．1）

8 ．4

〝

2 4 6 ／／ ／／

（ 6 ．5 ）

9 ．7

上 げ 底 状 の 底 部 。 円板 貼 付 底 で は な い 。 下 胴 部 及 び 底

部 外 面 に 黒 斑

有 り。

2 4 7 ／／ ／／

（ 8 ．2）

9 ．4

や や 上 げ 底 気 味 の 底 部 。 外 面 全 面 火 を

受 け て 変 色 剥

離 。

2 4 8 11 ／／

（1 0 ．4 ）

8 ．3

し っ か り と し た 平 底 。 胴 部 外 面 火 を

受 け て 変 色 剥

離 。

2 4 9 S K 1 6 1／

（ 3 ．8 ）

8 ．4

／／ 底 部 外 面 火 を

受 け て 変 色 。

2 5 0 ／／ ／／
（ 4 ．3 ）

7 ．2

し っ か り と した 平 底 で あり、焼 成 後

内 外 面 よ り穿 孔 す る 。

2 5 1 ／／ 鉢
（ 3 ．1 ）

6 ．6

強 く外 に ふ ん ば っ た 脚 状 の 底 部 。 外 面 左 下 が り の へ ラ磨 き。

ー315－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ）　 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

252 S K 16 鉢

19 ．3 半球 形状 の胴部 。 ロ綾部 は強 く外 ．内面は指 頭庄 痕が顕 著。 内面右 下 ・

（8 ．7 ）
し、　　 は　 と　 る　　 な 。 が　 のへ フ　 き。　　　　　 にへ

端 部 は丸 くおさめ る。 ラ磨 きがあ った と思 われ る。

253 S K 17 士冨E

15 ．8 ロ頸 間に しっか りした段 部 （接合 口緑部 内外 面に指頭 圧痕 。器 面調

（10 ．4 ） ， の際生 じたもの 。口縁部 は直 線的 整は 、明で　 るが、頸部　 面に　　 向
に立 ち上が り、端部 近 くで強 く外

方に屈 曲。 頸胴間 にへ ラ描沈 線。

のへ ラ磨 きを観察 で きる。

254 ／／ 無
（3 ．5）

8 ．0

や や上 げ底 気味の 底部 。 擬 口縁 を観察

で きる。

2 55 S K 20 ／／
（4 ．0 ）

7 ．2

断面 台形状 の厚 い底部 。 外面 に指頭 圧痕 多 し。

2 56 S K 2 2 士
宣E

13 ．2 球形 の胴部 。 内傾 す る頸部 か ら口 ロ縁 部外 面ナデ 調整 。頸部 外面細 胴部 外面 に黒

（15 ．6） 綾部 は緩 く　 反 。端部 は　 くお き いへ ラ　 き。胴 部　　 及 び口頸部 斑有 り。
め る　 ロ頸聞及 び頸胴 間 に段 部 内面 は太 いへ ラ　 き。胴部 内面 に

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ヽ
り。

は板 状工具 に よ る擦痕 有 り。

2 57 ／／ 喪

21 ．4 直線 的 に立ち上 が り、 口緑端 部 は 突帯 下 に庄 痕 。 口緑部 内 外面埴 方

（6 ．7 ） くお さめ る。 口緑下 にパ ケ原体 向 の強 いナデ 調整 。　 面 縦　 向の
に よ る刻 目突帯 B 。 パ ケ調 整。 内面横 方向 のパケ調 整。

258 ／／ ／1
（3 ．1）

7 ．0

断 面台形 状の しっか りした底部 。

259 ／／ 紡 錘車

直径 （3 ．4 ）

厚さ　 0．8

重量（g）10．0

転 用紡錘 車。 外面 にパ ケ調 整が観 察 で きる。

260 S K 23 ・土質

（5 ．7 ）

7 ．3

や や上 げ底気 味 の底部 。 外面右 下が りのへ ラ磨 き。底部 内

面ナデ 調整 ム胴部 との接 合部 に指
頭庄痕 。

底 部内面 及 び

下 胴部 内面 に
黒斑有 り。

26 1 ／1 要
（6 ．0 ）

7 ．0

中央 部が わずか に上 げ底状 であ る。 器面調 整不 明。 外面火 を受 け

て変色 。

2 62 ／／ ／／
（5 ．4 ）

7 ．4

しっか りとした平底 。 底部 外面 に黒

斑有 り。

263 ／／ ／！
（3 ．9 ）

9 ．8

厚 くし っか りした底部 。 底部 外面 火 を

受 けて変色 。

264 ／1 1／
（6 ．9 ）

8 ．8

しっか りとした平底 であ り、焼 成

後 中央部 に穿 孔す る。

外面 火 を受 け

て変 色。

265 ／／ ／／

（3 ．7 ）

7 ．0

しっか りとした平底 。

266 S K 24 鉢

2 1 ．2

（ 9 ．5 ）

口縁部 は小 さ く外 反 し、緩やか な－

波状 を呈す 。

縦 方向 お よび斜め のパ ケ調 整 。

－316－
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ）　 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

267 S K 26 鉢
（6 ．0 ）

6 ．0

外方 に しっか りふ んば った上 げ底

の底部 。

器 面調 整不 明。 高杯 となる可
能性 有 り。

268 S K 28 喪
（2 ．2）

8 ．2

〝

2 69 ／／ 紡錘 車

直径 （3 ．5 ）

厚さ　 0．9

重量（g）10．2

転 用紡錘 車。 両 面か ら穿孔 して いる。

27 0 S K 3 0 要
（4 ．5）

7 ．8

しっか りとした平底 。

27 1 ・ S K 3 1 士璽E
（5 ．4 ）

9 ．0

しっか りとした平底 か ら大 きく開

く。

内 外面剥 離の ため 、調整観 察不 能。

2 72 ／／ 喪

21 ．5 口緑端部 は外傾 す る面 をな し、端 口唇 部 及び ロ綾部 内外面横 方向 の 外面 煤け てお

（15 ．7）

22 ．4

部 に刻 目。 口綾 部 内面は 外反 し、 ナ デ調整 。胴部 外面 パケ調 整。端 り、胴部 中位
弱 い稜 をなす 。 部つ まみ 出 しか、貼 付突帯 か は不

明 。
に は黒斑 有 り。

27 3 ／J 1／

25 ．0 口綾部 はわず かに 外反。 口唇部 は 口綾 部 内外面 横方 向の 強いナ デ

（5 ．1） 外傾 す る面 をな し、外端部 に刻 目 調整、外端 を強 くつ まみ出 してナ
を配す 。 デ調整 。外面左 下 が りのパケ調整。

2 74 ／1 ／／
（3 ．3）

7 ．4

上 げ底気 味の底 部。 内面 板状 工具 に よるナデ調 整。 外
面パ ケ調 整。

下胴 部か ら底
部 外面 にかけ

て煤 けて い る。

27 5 ／／ ／／
（17 ．0 ）

8 ．0

底部 に穿 孔有 り。 焼成 後穿 孔。 外面縦 方向 のパ ケ 目。
内面 板状工 具 に よる横 方 向の擦痕

が わずか に見 られ る。

27 6 S D 2 士冨E
（8 ．7 ）

8 ．2

やや 上 げ底気味 の底部 。 外面 縦方 向のへ ラ磨 き。 下胴 部か ら底

部 外面にか け

て黒 斑有 り。

277 S D 4 ／／

12 ．6

（ 5 ．・3 ）

ロ頸 間に段 部 を有す 。 口緑部 は滑

’らか に外 反 し、端 部 は丸 くお さめ
る。

内 外面横方 向 の強 いナデ調 整。 S D 4 T S 。

278 ／J ／／

16 ．0 口頸 間 にしっか りした段 部有 り。 段 部 は粘土 帯接合 時 に生 じた もの 。 S D 4 － S 。

（4 ．6 ） 段 部 は突帯 状 を呈 す。 口緑部 は強

く外反。

内外 面横方 向のへ ラ磨 き。

279 ／／ ／／

19 ．4 口頸 間に しっか りした段 部有 り。 段 部 は粘 土 帯貼付 と接合 時 との両

（4 ．5 ） 口緑 部は 外反 し、 口唇部 は丸 くお
さめ る。

伍 で生 じる。口綾部 外面横 方向 の強

－いナデ調整。内面は横方向のへ ラ磨 き。
頸部 内面右下 が りのへ ラ磨 き。頸

部 内面 及び 口緑部 外面に指 頭圧 痕。

280 1／ ／／

14 ．8 口頸 間に 突帯状 の しっか りした段 外面横方 向 のへ ラ磨 き。 口綾部 の S D 4 － S 。

（12 ．8 ） 部有 り。 口緑部 は強 く外反 し、端

部 は丸 くおさめ る。

接 合痕 明瞭。

28 1 ／／ ／／
（2 ．6 ）

6 ．6

しっか りと した平 底。 底 部内面 に拇 頭圧痕 。外 面へ ラ磨

き。
S D 4 － W 。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ）　 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

282 S D 4 －＝土コrヨ互

（5 ．5 ）

7 ．0

上 げ底気 味の底 部 。 外面 へ ラ磨 き。 円板 貼付底 か。

283 ／／ ／／
（4 ．0 ）

7 ．3

／／ 器 表の荒 れが 激 しいが、 内外面へ

ラ磨 きが あ った もの と思 われ る。

S D 4 － W 。

284 ／／ ／／
（5 ．1 ）

9 ．0

／／ 器 面調整 観察不 能 。 S D 4 － S 。

285 ／／ ／／
（4 ．8 ）

10 ．4

／／ 外面へ ラ磨 き。下地 に縦 方向 のパ

ケ調整 。

28 6 ／／ ／／
（9 ．4 ）

8 ．8

／／ 円板貼 付底 では ない。 下 胴部 に黒斑
有 り。

S D 4 － S 。

28 7 ／／ 喪

17 ．4 内湾 気味 に立 ち上 が り、断面三 角 突帯上 下、 口緑部 内外面横 方 向の

（3 ．9 ） 形 の刻 目突 帯 B （へ ラ状工具 に よ

る）。

ナ デ調整 。内面 に指頭 圧痕 多 し。

28 8 ／／ ／／

18 ．2 内 湾気味 に立 ち上 が る口緑端 部は 、 外面右 下カミり及 び＿横 方＿向 のパ ケ 外 面が煤 けて

（3 ．7 ） 突帯 とともに外傾 す る画 をなす。

突帯 に刻 目。

調整 が わずか に見 られ る。 いる。

2 89 ／／ ／／

16 ．8 口緑 部か ら下垂 す るよ うな刻 目突 ロ緑部 内外 面横方 向璽 負いナ デ 調 S D 4 － S 。

（4 ．0 ） 帯 C 。 盤 。外面横 方 向のパ ケ調整 。

290 ／／ ／／

22 ．6 ロ緑部 に貼付刻 目突帯 。へ ラ状工 突帯 をつ まむ よ う・に上下 を輝 方向 内外面調 整不

（6 ．9 ） 具 に よる右上 が りの刻 目。 に強 くナ デ る。内面 も口緑端部を内

側 につ まみ出す よ うに横方 向にナ
デ る。

明（ナナか ）。

S D 4 － W 。

29 1 ／／ ！／

18 ．6

（ 9 ．2 ）

18 ．0

口綾部 に刻 目突帯 B 。 突帯 の上下 及 び口緑部 内外 面 を横

方 向に強 くナ デ る。 外面観察 不能 。

外面煤 けて い

る。
S D 4 － S 。

292 ／／ ／／

27 ．2 口綾部 に刻 目突帯 B 。刻 目はパ ケ 突 帯 をつ まん で、上 下 を横 方向 に S D 4 － W 。

（7 ．7 ） 状 原　 で　　 ロか ら。突帯下 に 旨頭 強 くナデ る。 ロ綾部 内面 も ハ　 向
圧 痕が 顕著 。 の 強いナ デ 調整 。外面 縦方 向のパ

ケ調整 。

293 ／／ 1／

18 ．4 口緑部 に刻 目突帯 A 。 口緑端部 は 外 面縦方 向の パケ調 整。 ロ緑部 内 外面 が煤 けて

（18 ．2 ）

20 ．0

丸 くお さめ る。 外 面及 び胴部 内面 中位 に指頭 庄痕 。 い る。

S D 4 － S 。

294 ／1 ／／

27 ．2 ・ 内湾気 味に立 ち上 が り、口緑端部 外面哩 方向のパ ケ調整。突帯下 に庄 外面煤 け てい

（11 ．7 ）

28 ．3

は丸 くお さめ る。 口綾部 に刻 目突
帯 B 。刻 目はノ？ケ状 原体 に よる。

痕 を認 め る。 る。

S D 4 － S 。

295 ／／ ／／

32 ．8 頸部 に しっか りした段 を有 し、口 口唇部及 び 口綾 部 内外面 、横方 向 外面煤 け てい

（8 ．6 ）

30 ．8

綾部 は滑 らかに　 反。端部 は　 頃 の強いナ デ 講整。　 縦　 口のナ る。
す る面 をな し、下端 に刻 目。 デ調 整。頸部 内面 に指頭 圧痕 。 S D 4 － W 。

296 ／／ ／／
（2 ．9 ）

5 ．6

断面 台形状 の底部 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

・2 97 S D 4 婆
（3 ．7 ）

7 ．5

上 げ底気味 の底部 。 外面へ ラ磨 き。 外面火 を受 け

て変色 。

298 ／／ ！／
（2 ．8 ）

7 ．4

しっか りと した平 底。 S D 4 － W 。

299 ／／ 1／
（3 ．6 ）

9 ．2

／／ S D 4 － S 。

300 ／／ ／／
（3 ．4 ）

8 ．6

厚 い底部 。 S D 4 －W 。

30 1 1／ ／1
（7 ．3 ）

6 ．8

断面台 形状の しっか りした底部 。

l

外 面右下 が りのパ ケ調整 。 S D 4 － S 。

302 ／！ ／／
（2 ．9 ）

9 ．0

し っか りとした平底 。 下胴 部か ら底
部 外面に かけ

て黒 斑有 り。

303 ／／ ／／
（4 ．7 ）

8 ．8

／！ 調整 観察不 能。 S D 4 － S 。

304 ／／ ／／
（7 ．2 ）

7 ．2

！／ 内面 に左下 が りのパ ケ調整 が わず
か に見 られ る。外面 の調整 観察不
能 。

S D 4 － S 。

305 1／ ／／
（4 ．4 ）

7 ．0

／／ 内 外面 と も剥離 が激 しく、調整観

察不 能。

306 ／／ ／1
（9 ．7）

7 ．6

上 げ底状 の底部 。 外面パ ケ調 整。 S D 4 － S 。

307 ／／ ／／
（9 ．9）

10 ．4

しっか りとした底部 。 外面縦 方向 のパ ケ調整 。

308 ／／ 鉢

26 ．0 口縁端 部 を外方 につ まみ 出して 、 刻 目の上下 に横方 向の 強い ナデ。 S D 4 － W 。

（4 ．5） 刻 目 を配 し、突帯 状 を呈 してい る。 調整 。内面 横方 向のパ ケ調 整。外

面縦方 向 のパケ調 整が わずか に見
られ る。

309 ／／ 蓋

28 ．8

（ 7 ．2 ）

笠部 は端部 にお いてやや 外 反気味 。
端部 は丸 くお さめ る。

S D 4 － S 。

3 10 ／／ 鉢

16 ．2 やや 内湾気 味に立 ち上 が り、端 部 外面全 面右上 が りのへ ラ磨 き。内 上 胴部 か ら口

13 ．1

7 ．0

は丸 くお さめ る。 面左上 が りのへ ラ磨 き。 綾 部 にかけ て

黒 斑有 り。
S D 4 － W 。

3 11 1／ ／／

6 ．4

（4 ．6 ）

やや 波状 を呈す る 口緑 部。 内面横 方向 に動か したパ ケ状工 具

の停止 線が圧 痕状 に残 る。
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挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ）　 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

312 S D 4 小型土器
（5 ．8 ）

3 ．7

口縁部 を強 く内湾 させ る。
手捜 土 器。

313 P l 士苫E

12 ．2 口綾部は外反 し、端部 は丸 くお さめ 外 面横方向 の ナデ 調整 。内面横方

（2 ．8 ） る。 向の パ ケ調整 がわ ずかに観 察 で き

る。

314 ／／ ／／
（3 ．1 ）

6 ．8

しっか りとした平底 。 外 面へ ラ磨 き。 底部 外面 及び

下胴 部に 黒斑
有 り。

315 P 2 喪
（4 ．7 ）

8 ．0

／／ 外 面木理 の粗 いパ ケ調整 を上か ら
下 へ右 回 りに施す。

胴部 内面 に黒
斑有 り。

3 16 P 3 士璽E
（3 ．3 ）

7 ．8

上 げ底 状の底 部。 内外面へ ラ磨 き。

317 ／／ 喪
（10 ．3 ）

9 ．0

しっか りと した平 底。

318 P 4 ・＝ヒ・ヨ互

（10 ．3 ）

9 ．3

／／ 外 面縦方 向の パケ調 整後 、横及 び
右下 が りのへ ラ磨 き。

下胴 部外面 に
黒斑 有 り。

319 ／／ ／／
（4 ．6 ）

15 ．6

／！ 外面パ ケ調整 。擬 口緑 を観 察 で き

る。

第42表　遺構出土石器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最大 長
計測値　 最 大 幅

（cm ，．g ） 最大 厚
重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

3 20 S K 7 砥石

（ 5 ．1）

3 ．3

1 ．5

4 2 ．5

砂　　 岩

4 面 を使 用 してお り、使用 面 は凹状 を呈気

3 21 S K 12 未 製品

7 ．6

1 ．3

0 ．7

10 ．0

頁　　 岩

磨 製石鉄 の未 製品。 部分 的に研磨 が見 られ 、

一 部に稜 も残 して いる。

32 2 ／／ ／／

5 ．8

0 ．9

0 ．3

4 ．0

／／

磨 製石鉄 が縦 に割れ た ものか。破 損面 を研

磨 して 、再 利用 して い る。

3 23 S K 26 石斧

11 ．5

5 ．0

（ 1 ．5 ）

135 ．0

泥　　 岩

磨 製石斧 の基部 で、大 半 を欠損 した もので
ある。

3 24 ／！ ！／

（ 4 ．2 ）

6 ．6

（ 1 ．1 ）

35 ．0

緑 色片岩

大 型蛤刃石 斧 の刃部破 片 と考 えられ る。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

最 大長
計 測値　 最 大幅
（cm ，g ）貴 大厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

3．25 S D 3 石 包丁

（7 ．8）

5 ．6

0 ．4

27 ．6

流紋 岩質岩

半 月型外 湾刃両 刃石 包丁 であ る。半分 以上
を欠損 してい るが 、 1 個 の 円孔 を確認 で き

る。 双孔 を有す るもの と考 えられ、 両側 よ り
穿孔 して いる。

326 S K 31 未 製品

9 ．2

1 ．5

0 ．7
頁　　 岩

磨製石 鉄 の未製 品か。片面には明瞭な稜が 見

られ るが 、他面 の稜は 弱い。 剥牡面 が 各所
に見 られ る。研磨 され てい る部位 には擦痕

が残 る。

3 27 S D 4 ／／

6 ．7

2 ．8

0 ．8

11 ．5

粘 板 岩

荒割 りの段 階で廃棄 した もの か。

328 11 ／／

4 ．5

1 ．5

0 ．6

7 ．0

頁　　 岩

／／

329 S K 23 石 鉄

3 ．7

2 ．0

0 ．5

2 ．5

サ ヌ カイ ト

凹基式 の打製石 鉄 であ り、基部 の一 端 を欠

く。両 面押庄剥 離 に よって整 形 され て いる。

330 S K 3 1 ／／

2 ．4

1 ．7

0 ．3

0 ．9

／／

11

33 1 S T l ／／

5 ．7

1 ．2

0 ．3

2 ．2

粘 板 岩

比 較的長 い形 状の有 茎磨 製石鉄 で ある。表

面 中央部 に は明確 な稜 を確 認 で きるが、裏
面 は先端 部以 外は剥 離が 著 しい。研磨 に よ

る擦痕 が残 る。

33 2 S K 7 ／／

4 ．8

1 ．7

0 ．5

4 ．4

泥　　 岩

有 茎磨 製石鉄 。先端 部 を一 部 欠損 して いる

が 、 よ く研磨 され てい る。中 央部 に稜 を有
し、断 面 菱 形 を 呈 す 。長 い 茎部 と鉾先状

の先端部 を有 し、銅銭 を模 した石鉄 と考 え
られ る。

333 S K ll 管 玉

1 ．2

5 ．5

5 ．5

0 ．7

碧　　 玉

丁 寧に仕 上 げ られ た管玉 であ り、穿 孔 も精
巧 であ る。両端 部の ほぼ 同位置 が若干 凹状

に磨耗 して いる。

334 S K 31 未製 品

5 ．3

0 ．7

0 ．3

1 ．6

粘 板 岩

表裏 両面 に明 瞭な稜 が見 られ 、断面菱 形 を

呈 す 。 全面 よ く研磨 され てお り、斜 方向

の擦痕 が著 しい。鋭 利な先端 部 を作 り出 し
てお り、石 鉄 の範噂 に入 る もの か もしれな

い。

335 ／／ ／／

6 ．3

1．3

0 ．6

9 ．0

頁　　 岩

石鉄 の未製 品か 。研磨 面は ない 。

336 S D 4 ／／

2 ．9

1 ．7

0 ．3

2 ．5

／／

剥片 に リタ ッチ を加 えて、刃 部 を作 り出す
もの と考 え られ る。
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5．Loc．18



Loc．18

I．位置と調査経過

Loc．18は、田村遺跡群のほぼ中央部に位置し、字名をスエン坊と称す。調査区はその北半

部であり、発掘前は標高約7．20mを測る水田であった。

調査は、中世以降の遺構の調査が終了してから実施した。その段階で、弥生の住居址とみら

れる遺構はすでに確認していたし、弥生期の包含層が南部に向けて広く展開している可能性が

強かったため、試掘トレンチを格子目状に設定し、遺構の確認につとめた。試掘トレンチは、

幅1mで、グリッドラインに沿って設けた。それはA～Pトレンチの16本であった。しかし、

試掘トレンチ内からは新たな遺構を確認することはできなかった。

調査期間は、昭和56年8月から9月にかけての約1か月間であり、最終的な調査面積は1，304m2

であった。

2．調査概要

Loc．18の調査によって検出された遺構は、弥生前期の竪穴住居址2棟、土砿1基、ピット

8個であった。出土遺物は総数約2，000点であるが、復元可能なものは約100点であった。この

内、住居址より出土したものが約60％を占める。

この2棟の住居址はLoc．17で検出された遺構と密接な関連があるとみられる。

3．層序と出土遺物

調査区において認められた基本層序は以下のとおりである。

第I層　耕作土

第II層　黄色粘質土層

第III層　茶褐色粘質土層

第Ⅳ層　黒褐色粘質土層

第Ⅴ層　灰褐色粘質土層

この内、中世の遺構が検出されたのは第III・‘Ⅴ層上面で、弥生の遺構が検出されたのは第Ⅴ

層上面であった。ただし、北部では、堆積層がかなり削平されたとみられ、弥生及び中世の遺

構も第I層を堀r）下た段階で検出した。これは南部に向うにしたがい地形が下降しているこ

とを示している。このことは試堀トレンチのセクションでも確認され、北端と南端では第Ⅳ層

黒褐色粘質土層の検出面の標高差が約50cmもあった。この傾斜度は中世より弥生の方が大きい。

以上の堆積層の中で遣物包含層は、第I～Ⅳ層であり、特に第III・Ⅳ層が弥生遺物包含層で

ある。実測し得た遺物は、第III層出土のものに限られ、その総数31点であり、土器30点、石器

1点となる。土器は、壷13点、婆14点（内1点は甑である。）高杯1点、鉢1点、紡錘車1点、
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第171図　試掘トレンチ設定図
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そして、石斧1点である。これらはすべて弥生時代前期前半に属するものである。

第Ⅳ層は、腐植土層であり、この層中のどこかに生活面があるとみられるが、平面的に検出

することは不可能であった。出土遺物は土器片が少量あったに過ぎない。

以上の基本層序以外に試掘トレンチにおいていくつかの砂質土層が認められた。これらの層

は、洪水等によって堆積したとみられるもので、ほとんど出土遺物は存しなかった。基本層序

の第III・Ⅳ層が試掘トレンチセクションの第III・Ⅳ層に対応する。

4．遺構と遺物

竪穴住居址

S TI

STlは、調査区北端に位置し、第I層を堀r）下た段階で検出した。検出面は中世の遺構

と同一面であったため、多数の中世のピットに掘り込まれていた。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径約6．50mを測る。遣存状況は良好で、壁高約0．35mを測り、

床面の標高は6・484～6・538mである。壁はほぼ平坦な床面から急角度で上がっている。埋土は、

レンズ状に堆積しておr上上層が砂質土、下層が黒褐色粘質土であった。このことは住居址が

洪水等によって埋没したことを示唆していると考えられる。

付属施設としては、大小23個のピットと2基の炉跡を確認した。まず、主柱穴とみられる

ものはP2－5で、それらの規模は、それぞれ直径35cm、28cm、30cm、50cm、深さ22cm、41cm、

30cm、74cmを測る。柱間距離はP2－　3間3．30m、　P3～4間2．38m、P4～5間2．00

m、P5～2間3．27mである。P2～3間とP5－2間をやや長く、P3～4間、P

4～5間を短くし、菱形状に柱穴を配置したことがうかがえる。Plは、中央ピットで、中

期後半から後期の住居址では炉跡となっていることが多いが、この場合は、基底面から自然石

を利用した大型の砥石（99）が出土していることから、作業用のピットと考えられる。また、

ピット外縁には対象的に配置された小ピット（P6・7）が存する。P8・9は炉跡とみられ、

壁は火を受け赤く変色し、埋土中より赤く変化した石錘（106）が出土した。PlO・11からは

炭化物と焼土が検出された。壁直下には、直径45～60cm、深さ5～10cmを測る浅いピット9個

（P12－20）が確認され、それらのピットに混ってフラスコ状に掘り込まれたP21が検出され

た。P21は貯蔵穴と考えられるが、P12－20の性格は不明である。これら以外の付属施設は確

認できなかった。

遺物は多量に出土し、32～74、89－96、98～106、108の59点が図示できた。この内の16点が

石器である。付属遺構から出土したものは先に記したものだけで、他はすべて埋土中、特に、

第Ⅳ層茶褐色粘質土と第Ⅴ層黒褐色粘質土からの出土が目だった。これらの遺物はすべて前期

Iのものとみられ、住居址もその時期に存続したと考えられる。なお、重複関係や建替えは認
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められなかった。

S T2

ST2は、調査区南部、STlより南西に約22mの地点に位置し、第Ⅳ層を掘り下た段階で

検出した。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径約3．00mを測る。遺存状況は良好で、壁高0．25～0．28mを

測り、床面の標高は6．310－6．475mである。壁は、いく分起伏した床面より急角度で上がる部

分と、途中に稜をもってやや緩やかな傾斜で上がる部分がみられる。埋土は、主に黒褐色粘質

土であるが、上層に砂質土の混入が認められた。

付属施設とみられるものは、遺構内からは確認できなかったが、周辺部2－3m内外に柱穴

とみられるピットが存在する。また、ST2は規模的に小さなものであることから、住居地と

考えるより工房址と考えた方が妥当である。

遺物のほとんどは床面に散在した状能で出土したが、その大半は細片であり、図示できたも

のは（75－88、97、100）の16点であった。これらの遺物はすべて前期工のものと考えられ、

遺構もその時期に存続したものと考えられる。なお、重複関係や建替えは認められなかった。

土塊

S KI

SKlは、調査区南部、ST2の南西約3mに位置し、第Ⅳ層を掘り下た段階で倹出した。

平面形は、隅丸方形を呈し、長径1．46m、短径1．34m、深さ0．12mを測る。長軸方向はN－50－

Eである。断面形はほぼ逆台形をなし、壁はほぼ平坦な底面より急角度で上がっている。埋土は

黒褐色粘質土であった。付属遺構としては、3個のピットを検出した。出土遺物は皆無であった。

5．　まとめ

Loc・18からは前期Iに属する1棟の住居址と1棟の工房址とみられるものを検出すること

ができた。しかし、この地区ではこれ以外のこれらに付随する住居址等はほとんど確認できな

かった。とするなら、STlだけが住居の形態を備えているにもかかわらず、集落から離れた

位置に存在することになる。このLoc．18以南の地区では、ほぼ同時期の掘立柱建物址や堅穴

住居址が集落の形態をとって検出されていることから考えると、この地区の住居址（STl）

のあり方に不自然さを感ずる。このSTlには、炉跡、貯蔵穴、工房跡的要素のある中央ピッ

トなど一応の施設を備えている。この時期の他の住居址には、住居内にこのような施設、特に

炉跡や貯蔵穴を備えている例は少なく、STlは特異な例と考えることもできよう。この特異

性を持つSTlの集落内での役割については、広く同時期の田村遺跡群内の諸遺構を検討する

ことによって解明されるのではなかろうか。これについては今後の検討に待ちたい。
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第43表　竪穴住居址計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形 規　　 模

（m ）

主軸方向 柱　　 穴 面　 積

（mz）

施　　　　　　 設 備　　 考

第173図 S T l 円形 6．5 － 主柱穴4個 33．2 中央ピット・カマド・貯蔵穴

第174図 S T 2 ／／ 3．0 － － 7．0

第44表　土砿計測表

挿図番号 遺構番号 平　面 形

規　　 模 （m ）

長軸方向 断　面 形 備　　　　　　　　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第174図 S K l 隅丸方形 1．46 1．34

l

0 ．12 N － 5 0－E 逆　 台 形 3個の小 ピットが掘 りこまれる。

第45表　包含層出土土器観察表

挿 図番 号 層　　 位 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

1 第 III層 ・＝ヒ互E

17 ．6 大 き く外反す る口綾部。 頸部 は緩 内面 は器壁が剥 離 して いるが 、 口

（3 ．7 ） lや か に下 る とみ られ る。 口緑 部

には段 を形 成。

綾 部 、内外面 に ヨコナデ 。

2 ／1 1／

15 ．0 なめ らかに 外反す る 口緑 部に は、 器 面は磨 耗 してい るが 、口緑部 内

（9 ．3 ） 貼 りつ けに よっ て段 を形 成す る。
上 胴部 に‘緩や か に下 る。

外面 と外面 にへ ラ磨 きを施す。

3 ／／ 1／

30 ．0 なめ‾らかに 外反す る 口緑部 。貼 り 口綾部 、内 外面にへ ラ磨 き。他 は

（5 ．8 ） つ け によ り、段 を形 成す る。 ナ デ調 整。

4 ／／ ／／

3 8 ．0

（ 6 ．1 ）

大 型の壷 で 、口緑部 はなめ らか に
外反す る。端部 は丸 く仕上 げ る。
有段 部 は、へ ラ磨 きに よって作 出

す 。

全 面、丁 寧 なへ ラ磨 きを施 す。

5 J／ ／／

－
緩や か に下 る上 胴部 。成形 時に段 外面 はへ ラ磨 きが残存 。 内面はナ 上 胴部の破片。

（5 ．0 ） を形成 し、へ ラ状原体 で刻 目を施

す 。
デ 。

6 ／／ ／／
（6 ．2 ）

緩や か に下 る上 胴部 。 2 条 のへ ラ
描 沈線文 、刻 目、 3 条のへ ラ描沈
線文 、重孤 文。

内 外面 と もナデ調 整 を施す 。 ／／

7 ／／ ／！

－
丸味 の ある胴部 。 2 条のへ ラ描沈 外面 は磨耗 。内 面は剥 離 していて 胴部 の破 片。

（5 ．0 ） 線文 、 山形文 、へ ラ描 洗練文 。 ヽ調整 不明 。

8 ／！ ／／

－
緩や か に下 る胴 部。 1 条 と 2 条の 外面 はナ デ調整 のあ と　 へラ磨 き ／／

（10 ．0 ） へ ラ描沈 線文 によ り、段 を形成す

る。 重孤文 。・

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　0内面 はナ デ調整 。

9 ／／ ／／
（ 5 ．8）

7 ．8

あ げ底気 味の底部 。 外面 には タテパ ケ。 内面は不 明。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

10 第 III層 ・土
璽E

（4 ．6 ）

7 ．6

あ げ底気 味の底 部。 外面 はナデ調 整。 内面 は不明 。

1 1 ！／ ／／
（6 ．4 ）

11 ．2

あ げ底気 味の底 部。胴 部へ は緩や

か に上が る。

外面 はへ ラ磨 き。内面 はナ デ調整。

12 ／1 ／／

－
大 型の底 部 で、あ げ底 気味 。胴部 外面 はや や磨耗 してい るが 、ナ デ

（7 ．0 ）

17 ．0

へ 緩や かに上 が る。 が施 されて いた とみ られ る。 内面

はナデ調 整。

13 ／／ ／／

－
大 型の壷 の底部 で 、平底 であ る。 内面不 明。 外面ナデ 調整 とパ ケ調

（6 ．0 ）

11 ．6

底部 は約 2 cm ほ ど立 ち上 が り、胴
部 は大 き く開 いて のび る。

整 。

14 ！／ 婆

18 ．2 上 外方へ 、 ほぼ真 直 ぐの び る口緑 口唇部 、内 外面 ヨコナデ 。他 はナ

（4 ．4 ） 部 。拡 張 された 口唇 部 に、へ ラ状

原体 で刻 目を施 す 。

デ調整 。

15 ／／ ／／

23 ．0 ほぼ真上 に のび る胴 部か ら、 口緑 ロ綾部 、内 外面 ヨコナデ 。他 はナ

（5 ．1） 部 は外傾 し、端 部下 端に刻 目を施

す 。

デ調整 。

16 ／／ ／／

16 ．0 や や丸 味の ある上胴 部か ら、 口緑 白線部 、内 外面 ヨコナデ 。他 はナ 器 面は 、か な

（4 ．6 ） 部 は短 く外傾 す る。端部 下端 にへ

ラ状原体 に よる刻 目。

デ調整 。 r）磨 耗 して い

る。
灰 白色 。

17 ／／ ／／

18 ．2 ほぼ真 上に のび る上 胴部 か ら、、口 口綾部 、 内外面 ヨコナデ 。他 はナ

（4 ．4 ） 綾部 は短 く　 頃し、　 く土上 げ ら デ調整 。胴部　　 には 、やや 呂ム
れた端 部 には刻 目を施す 。 の斜め 方向 のパ ケ 目。

18 11 ／／

22 ．0 丸味 のあ る胴部か ら、口緑部 は短 口綾部 、 内外面 ヨ コナ デ。胴 部外

（15 ．4 ） く　 傾 し、　 く仕 上 げ られ た端 部 面に は斜め　 ロのパ ケ 目、　 面に
に は、へ ラ状原体 に よる刻 目。 はナ デ調整 。

19 ／／ ／／

24 ．0 丸味 の ある胴部 か ら、 口緑部 は短 ロ緑 部 、内外面 ヨコナ デ。胴 部牡 口緑 か ら胴 部

（13 ．1 ） く　 傾 し、端部 両端 にへ ラ状原体 面 には 、パケ 目、内面 に はナデ調 にか けて 黒斑
に よ る刻 目。 整 。 が残 存。

2 0 ／／ ！／
（9 ．8 ）

上 外方へ 上が る胴部 か ら、ロ緑部

はなめ らかに 外反す る。端 部は丸
く仕上 げ られ 、刻 目が施 され る。

器 面は磨 耗が著 し く、調整不明瞭。 成形 時に段 を

形成 す る。

2 1 ／／ ／／

24 ．8 上 外方へ 上が る胴部 か ら、 口綾部 口綾部 、内外面 ヨコナデ 。他はナ ／／

（19 ．5 ） は短 く外反 し、丸 く仕上 げ られ た

端 部 には、へ ラ状 原体に よる刻 目。

デ 。部分 的にパ ケ 目が残存 。

22 ／／ ／／
（5 ．7 ）

7 ．6

平 底の底 部。 内面ナデ 調整。 外面 は磨耗 して い

る。

灰 白色。

23 11 ／／
（3 ．7 ）

8 ．8

〃 内外面 と もナ デ調整 。部分 的に指
頭庄 痕が 残 る。

！／

24 ／／ ／／
（7 ．1）

9 ．2

あげ底 気味 の底部 。 外面は 磨耗 してい るが 、部 分的 に

パ ケ 目が残存 。内面 ナデ 。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高

1（cm ） 胴径
底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

2 5 第 III層 聾
（4 ．4 ）

8 ．0

平 底の底 部。 器 面は磨 耗が 著 しいが 、外面 には

パ ケ 目が残存 。

2 6 ！／ ／／
（10 ．6 ）

9 ．0

あげ底 の底部 。胴部 へは 、や や 丸
味 を持 って上 が る。

内外面 ともナ デ調 整。

27 ／1 甑
（15 ．0 ）

7 ．2

平 底の底 部の 中央部 、やや 外寄 り

に内外面 か ら円孔 を穿 つ。 胴部 は
丸 味 を持 って上 が る。

外 面は タテパ ケ。 内面は ナデ調整。 聾 を転用 した

もの とみ られ

る。

28 ／／ 高　 杯
（10 ．7 ）

8 ．3

中実の直 立す る柱状部 か ら、内湾

気 味に上 が る杯 部 と下方 へ 下 る
裾部 、杯 部 との境 に貼付突 帯。

器面 は磨 耗 してい て、調 整不明 。

29 ／／ 鉢

18 ．8 あげ底気 味の底 部か ら、上 外方へ 外面 はナ デの あ とへ ラ磨 き を部 分 底 部か ら胴部

12 ．7

7 ．0

上 が り、口綾部 で直 立す る。端部

は平 面 をなす 。

的 に施す 。内面 はナ デ調 整。 にかけ て黒斑

が 残存 。

30 ／／ 紡錘 車

直径　 4 ．9

厚 さ　 1 ．5

重 量（g ）2 3 ．9

ほぼ円形 を呈 し、 中央部 には円 孔

を穿 ってい る。

l

表面 に は指 頭圧 痕が 残 る。 約 ％が残 存。

成 形か ら紡錘
車 としてつ く

られ た もの。

第46表　包含層出土石器観察表

挿図番号 層　　 位 器　 種

最大長
計測値　 貴大幅
（cm、g ）霊大豊 材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

31 第 III層 石斧

10．9

5．6

3．4

27 1．0

千枚岩

刃部が一部欠損しているが、ほぼ完形の両刃
石斧である。断面は楕円形を呈す。刃部は外
湾し、ほぼ全面が研磨されている。

第47表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

32 S T l 士璽E
（ 2．8 ）

大 き く外 反す る 口緑部 。‘ 器面 は磨耗 していて 、調整不 明。 ロ綾 部の破片。

33 ／／ 1／
（ 2 ．4 ）

口綾 部 はなめ らか に外反 し、端 部
を丸 く仕 上げ る。

内 外面 と もヨコナデ 。

34 1／ 11

16 ．0 内傾 してのび る頸部 か ら、ロ緑部 ロ綾 部、 内外面 ヨコナデ。 内面 は

（ 6 ．4 ） は 、なめ らか に外反 し、端部 は丸
く仕 上 げる。

磨耗 して い る。

35 ／／ ／／

16．6 やや 内傾 して のび る頸部か ら、 口 ロ綾 部 、内外面 ヨコナデ。 他は ナ

（ 6．0－） 緑部 は 、なめ らか に外反。 貼 りつ
け によ り、段 を形成 す る。

デ 。内面 には 、パ ケ 目が残 存。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 億　　 考

36 S T l 士：弓互

18 ．0 内傾 して のび る頸部か ら、 ロ綾部 口綾部 、 内外面 ヨ コナ デ。他 はナ 粘土紐 接合 時

（11 ．6） は 、なめ らかに 外反。 成形 時に段

を形 成す る。

デ。 内面 には 、パ ケ 目が残存 。 に生 じた高低

を段 として 残 ‘
す。

37 ／／ ／！

17 ．6 なめ らか に外反す る 口綾 部。端 部 内縁部 、 内外面 ヨ コナ デ。や や 内

（3 ．0 ） は丸 く仕上 げ る。貼 りつけ に より
段 を形成す る。

面磨耗 。

38 ！／ ／J

22 ．8

（ 6 ．7）

大型 の壷の 口綾部 。真上 に立 ち上

が る頸部か ら、口綾部 は外傾す る。
貼 りつ け によ り段 を形 成 し、刻 目
とへ ラ描沈 線 を施 す。

内外 面 とも、へ ラ磨 きを施す 。

39 ／／ ！／
（15 ．4 ）

44 ．2

大型 の壷 の胴部 で丸 い。上胴 部 に

へ ラ描 沈線 に よ り有段部 をつ くる。

内面 ナデ調 整。 外面へ ラ磨 き。

40 ／／ ／／
（3 ．4 ）

6 ．6

小型 の壷 の底部 で平底 であ る。 内外面 とも、ナ デ調整 。 内面灰 白色 。

41 ／／ ／／
（3 ．5）

9 ．0

上げ底 気味 の底部 。 外面 ナデ。 内面不 明。 ／／

42 ／／ ／／

－
上げ底 気味 の底部 か ら、胴部 は緩 内外面 ともナデ。 底部 外面 に、ハ 下 胴部 か ら底

（3 ．2）

6 ．3

やか に上が る。 ケ 目が 残存 。 部 にか けて 黒
斑 が残 存。

43 ／／ ／／

－
上げ底 気味 の底部 か ら、胴部 は上 内外面 とも磨 耗 、かつ器 壁が剥 離

（7 ．1）

8 ．8

外方へ 緩や かに上 が る。 して い る。

44 ／／ ／／

－
上げ底 気味 の底部 か ら、胴部 は緩 底部 外面 にへ ラ磨 きが残 存。 他は

（6 ．占）

8 ．2

やか に上が る。 不明 。

45 ／／ ／／

－
平底 の底部 か ら、胴部 は上 外方へ 内面 ナデ 。外面 はへ ラ磨 きが 部分 下胴部 に黒斑

（8 ．4 ）

8 ．6

の びる。下 胴部 外面 にへ ラ指 の文
様が 残存 。

的 に残存 。 が残存 。

46 ／／ 要

19 ．6 上 外方へ 立上が る胴部 か ら、 口緑 寒帯 周辺 のみ ヨコナデ 。他 はナデ

（7 ．9 ） 部 は短 く直立す る。 口唇部 、外面
直下 に刻 目突帯 を貼付 す る。

調整 。

47 ／1 ／／

－
短 く外傾す る口綾部。端 部下 端 に 口緑部 ヨコナデ 。外面 にパ ケ 目残

（3 ．9 ） へ ラ状原体 に よる刻 目。段 は成形

時 に形成す る。

存。

48 ／／ ／／

－
外傾す る口緑部 。端部下 端 にへ ラ 口唇部 をヨ コナ デで、や や拡 張す

（4 ．4 ） 状原体 に よる刻 目。 る。 外面 には 、パ ケ 目残 存。 内面
はナ デ。

49 ／／ ／／

19 ．4 真上 にの びる胴部 か ら、 口緑 部は 口緑部 、 内外面 ヨ コナ デ。他 は 磨

（6 ．7） 短 く外傾す る。や や凹 面 をなす端

部に は、 その下端 に刻 目を施 す。

耗 してい る。

50 ／／ ／／

19 ．6 上外方 へ のび る胴 部か ら、‘口緑部 口唇部 両端 をつ まみ 出す 。 ロ緑部

（4 ．5） は 、その ま ま終 わ る。拡 張 した 口 内外面 ヨコナデ 。内面 ナデ調 整。
唇部両 端 にへ ラ状 原体 に よる刻 目。 外面 には 、パケ 目が残 存。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

5 1 S T l 袈

－
真 上 にのび る胴部 か ら、口綾部 は 口緑部 、内 外面 ヨコナデ 。内面 ナ

．（6 ．5 ） 外傾 し、端部 両端 に刻 目。成形 時
に段 を形成す る。

デ。 外面に はパケ 目が残 存。

5 2 ／1 ／／

－ やや 外傾 す る口綾部 。端部 両端 に 口唇部 を ヨコナデ で拡張 す る。外

（5 ．0 ） へ ラ状 原体 によ る刻 目。 面 はパ ケ調整 の あ とナデ 。内面 は

磨 耗 してい る。

53 ／／ ／／

－
やや 内傾 して のび る胴部か ら、口 口唇 部 ヨ コナ デ。外 面ナ デ。 内面

（2 ．3 ） 緑部 は大 き く外反 し、端部 にへ ラ

状 原体 によ る刻 目。
は 磨耗 して いる。

54 ／／ ／／

－ 直立 す る胴部か ら、 口綾部 は大 き 口綾 部　 内外面 ヨコナデ　 他は ナ

（3 ．6 ） く外反 し、丸 く仕上 げ られ た端部

に は刻 目を施す 。

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○デ調 整 を施 す。

55 ／／ ／／
（3 ．5 ） ／／ 11

外面 口綾部 と

胴部 の境 にへ
ラ描 沈線 を施
す 。

56 1／ ／／

－ やや 外傾 して のび る胴 部か ら、 口 ロ綾 部 ヨ コナ デ。外 面ナ デ。 内面

（6 ．8） 綾部 は短 く外傾 す る。端 部下 端 に

刻 目。段 は成形 時に形 成す る。
は不 明。

57 ／／ ／1

－
やや 外反す る短 い 口綾 部。端 部下 口唇 部 ヨコナデ 。外面 ナデ 。内 面

（4 ．3） 端 にへ ラ状 原体 に よる刻 目。 は不 明。

58 1／ ／／
（3 ．0 ）

外傾 す る短 い 口縁部。 丸 く仕 上げ
られ た端部 下端 にへ ラ状 原体 に よ

る刻 目。

器面調 整不 明。

59 ／／ ／！
（5 ．3 ）

外傾す る短 い 口綾 部。丸 く仕上 げ

られ た端 部 下端 にへ ラ状 原体 に よ
る刻 目。

口唇部 ヨコナデ 。他 はナデ 。

60 ／／ 1／

－
内湾気 味に のび る胴部か ら、短 く 口唇部 ヨコナデ。 外面ナ デ。 内面

（6 ．7 ） 外傾す る 口綾 部。 平 らな端 部下 端

にはへ ラ状 原体 によ る刻 目。

は不 明。

6 1 r／！ ／／

－
外傾 す る 口緑部 。端 部下端 に はへ 口綾部 ヨ コナ デ。 外面ナ デ。 内面

（3 ．7 ） ラ状原体 に よる刻 目。 は不明 。

6 2 ／J 1／
（7 ．1 ）

ほぼ真上 にの び る胴 部か ら、 口緑
部 は短 く外傾 す る。端 部下端 にへ

ラ状 原体 に よる刻 目。

口緑部 ヨ コナ デ。他 はナ デ調整 。

63 ／／ ／J

－
真上 に のび る胴 部か ら、 口綾部 は 口緑部 ヨ コナ デ。他 はパ ケ調整 の

（5 ．5 ） 短 く外傾 し、端 部 を丸 く仕上げる。
端部 に は刻 目。

あ と、ナ デ を施 す。

64 ／1 ／／

17 ．6 内 湾気味 に上が る胴部 か ら、 口縁 口綾 部 ヨコナ デ。他 はナデ 調整 。

（4 ．8 ） 部 は短 く外傾 し、端部 を丸 く仕上

げ る。

部分 的に指 頭圧痕 が 残 る。

65 ！／ ／／
（4 ．4 ）

6 ．0

平底 の底部 で 、胴部 との境 いか ら

張 り出す 。
器面 ナデ調 整。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

66 S T l 無
（4 ．7 ）

7 ．4

平底 の底 部。胴 部 は上 外方 への び

る。

外 面ナ デ。 内面 不 明。

67 ／／ ！／
（3 ．9 ）

6 ．4

平底 の底 部。胴 部 は、そ のま ま上

外方 へ のび る。
器 面ナ デ調整 。底部 外面へ ラナテ： 下 胴部か ら底

部 にか けて、

黒斑 残存 。

68 ／／ ／／
（5 ．3 ）

8 ．0

あげ 底気 味の底 部。 内面ナ デ調整 。他 は不 明 。

69 ／！ ／／
（4 ．7 ）

7 ．0

11 内面 ナ デ。外面 はパ ケ調 整の あ と

ナ デ。

70 ／／ ！／
（4 ．0 ）

9 ．4

／！ 内 面ナデ 。外面 パ ケ調 整 。

71 ／／ 紡錘 車

直径　 6 ．0

厚 さ　 1．8

重量（g）29 ．5

ほぼ 円形 を呈 し、中央 部 に直径 、
約0 ．5cm の円孔 を穿つ 。

指頭 圧痕 とへ ラ磨 きが残存 。

72 ／／ ／／

直径　　 5 ．4

厚 さ　 1 ．4

重 量（g）43 ．2

ほぼ 円形 を呈 し、中央 部に 直径 、 ナデ 調整 。部分 的に指 頭庄痕 が残 完形 品。

約0 ．4 cm の円孔 を穿つ 。 る。

73 ／／ ／／

直径　 2 ．3

厚 さ　 0 ．7

重量（g）3 ．3

ほぼ 円形 を呈 し、中央 部に裏 側か

ら、直径約 0 ．3cm の 円孔 を穿つ。
周辺部 に 削 り痕 が残存 。 土器 か らの転

用。

74 ／／ ／／

直径　 3 ．6

厚 さ　　 0 ．6

重 量（g）10 ．8

ほぼ 円形 を呈 し、中央 部 に直径約

0 ．6 cm の円孔 を穿つ 。
／／ ／／

75 S T 2 ・＝ヒ璽E
（3 ．9 ）

胴部 の破 片。刻 目をは さんで、上

にへ ラ描 沈線。下 に幅 広 のへ ラ描
沈線 と3 条のへ ラ描沈 線。

調 整不 明。

76 ／／ ／／
（6 ．0 ）

胴部 の破 片。刻 目をは さんで、上

にへ ラ描 沈線。下 に幅 広のへ ラ描
沈線 と 2 条のへ ラ描沈 線。

内面 ナデ 。外面 不明 。 75 と同一個 体

の可 能性あり。

77 ／／ ／／
（4 ．3 ）

6 ．4

あ げ底気 味の底部 。 器面 ナデ 調整。 外面 灰 白色。

下胴 部か ら底
部 にかけ て黒
斑 あ り。

78 ！／ ！／
（4 ．8 ）

7 ．4

．平底 の底部 。胴部 は 、や や 内湾気

味 に上が る。
／／

79 ／／ 喪

－ 上外 方 を向 く口緑 部。拡 張 され た 口唇 部下端 をつ まみ 出 したあ と、

（2 ．5 ） ．口唇部 下端 にへ ラ状原体 に よる刻

目。

ヨコナデ 。他は ナデ。

80 ／／ ／／

－
やや 外傾す る 口綾 部。 平 らな端部 口唇 部 を折 り曲 げて外側 に拡 張。

し2 ．5） 下端 にはへ ラ状 原体 に よる刻 目。 口綾 部 ヨコナデ 。外面 にはパ ケ 目
残存 。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

81 S T 2 無

－
やや 外傾す る口緑部 。拡張 した端 口唇 部 を上 方 と外方 につ まみ出す。

（2 ．5） ．部下端 にへ ラ状 原体 によ る刻 目。 口緑 部 ヨコナデ 。

82 ／／ ／／
（8 ．0）

ほぼ 真上 にのび る胴部 か ら、 口綾

部 はや や外傾 す る。端 部真下 に突
帯 を貼付す る。

口緑 部 ヨコナデ 。他 は不明 。

83 1／ ／／
（7 ．0 ）

ほぼ真 上 にのび る胴部 か ら、口縁
部 は短 く外傾 し、端 部 に刻 目を施
す。段 は成 形時 に形成す る。

／／ 粘 土紐 接合 時

に生 じた高低
を段 として残

す。

8 4 ／／ ／／
（2 ．9 ）

5 ．4

あげ底 気味 の底部 。 器 面ナ デ調 整。 下胴部 か ら底
部に かけて 黒
斑 あ り。

8 5 ／／ 1／
（3 ．9 ）

6 ．4

平 底の 底部。 器 面ナ デ調整 。外 面にパケ 目残存。

8 6 ／／ 1／
（3 ．7 ）

7 ．4

あ げ底 気味 の底部 。 内面指 ナデ 。外面 には 、パ ケ 目残
存 。

8 7 ／／ ／／
（5 ．6 ）

7 ．1

平 底の 底部。 内面ナ デ。外 面に は、パ ケ 目が部

分 的に 残存。

88 ／／ ／／
（3 ．0 ）

9 ．4

あげ底 気味の 底部 。 外面ナ デ。 内面不 明。

第48表　遺構出土石器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最大 長
計 測値　 最 大幅

（cm 、g ）最 大厚
重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

89 S T l 石 斧

8 ．6

4 ．7

1 ．6

90 ．0

頁　 岩

両 刃石斧 であ るが 、片面 は刃部 のみ研磨 。一
方 は全面 が研磨 され てい る。刃部 は一 方が摩
りへ って い る。

90 ／／ ／／

4 ．7

1 ．7

0 ．6

6 ．8

／／

小型 め石 斧で両 刃 であ る。 かな rH 吏用 され た

とみ られ 、刃部 は 、い く分 磨滅 して いる。

91 ／／ ／／

7 ．0

1 ．3

0 ．9

11 ．9

／／

小型 石斧 の末製 品 とみ られ る。研 磨 された痕

跡 は残 ってい ない。

92 ／！ 叩石

10 ．1

9 ．9

2 ．5

245 ．0

砂　 岩

所謂 扁平 叩石 で、周辺 部 に打痕が 残 る。表面

は 、 自然石 の ま ま残 る。

93 ！／ ／／

10 ．2

8 ．1

2 ．7

308 ．0

／／

扁平 叩石 で、一部 欠損 して いる。側 面 には剥

離痕 が残 る。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

最 大長

計測値　 最 大幅
（cm 、g ）霊 大豊

材　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

94 S T l 叩石

10 ．3

3 ．5

2 ．0

102 ．0

砂　　　 岩

棒 状 を呈 し、先端 部 に打痕が 残 る。ほ とん ど

自然石 の まま使用 され た とみ られ 、打痕 以外

に調 整痕 はな い。

95 ／／ 砥 石

（9 ．0 ）

5 ．0

5 ．0

180 ．0

／／

．1 両 のみ を使用 して いて 、中 央 部 が や や凹
ん でい る。一部 欠損。

96 ！／ ／／

5 ．1

5 ．6

1．9

93 ．0

／／

2 面 を使 用 してい るが、使 用痕 は少 ない。一
部 欠損。

97 S T 2 ／／

9 ．3

7 ．0

3 ．1

327 ．0

！／

／／

98 ／／ 11

7 ．5

9 ．9

5 ．4

475 ．0

／／

4 面 を使 用 してい る。か な り使 用 した とみ ら
れ 、凹 んでい る。約％ が 欠損 してい る。

99 S T l ／／

24 ．3

／／

自然石 を利用 して お り、 3 面 を使 用 して いる。 中央 ピッ ト基

13 ．5

6 ．5

2600 ．0

使用 度が 激 し く、か な り凹んで い る。 底面 よ り出土。

100 S T 2 石 包丁

（3 ．8 ）

4 ．6

0 ．6

9 ．6

サ ヌカ イ ト

打製 の石 包丁 で、約％ が 欠損。長 方形 の扇平

な形 態 を呈 し、刃部 には細 か い剥 離 を加 える。
側面 に挟 r）を作 る。

10 1 S T l 石鉄

6 ．4

1．2

0 ．3

4 ．1

頁　　　 岩

磨 製の石 鉄で 、完形 で ある。先端 部 は縦方 向、

中央部 は斜方 向に研磨 されて いる。 茎部は 、

か な り鋭 利に つ くられ てい る。

102 ／／ ／／

（4 ．7 ）

0 ．9

0 ．4

1 ．8

／／

磨 製石鉄 で 、基部 が欠損 して いる。 片面 は斜
方 向 に研 磨 されて い るが 、一方 は未調 整 であ

る。

103 ／／ ／／

5 ．4

0 ．8

0 ．5

2 ．5．

／1

未製 品で 、研 磨 されて い る部分 は わ ず か で

あ る。

104 ／／ ！／

8 ．5

1 ．3

0 ．7

7 ．4

／／

未製 品で ある。 4 回 の大剥離 を行 っ た だ け

で 、細か な加 工 は行 われ てい ない。

105 ／1 ／／

10 ．3

1 ．9

9 ．0

17 ．6

／／

未製 品で あ るが 、大型 で あるの で石 槍 の可能
性 もあ る。 3 回の大剥 離 を 行 い、 一部 に調

整利 敵 を加 え ただけ であ る。

106 ／／ 石 錘

3 ．5

細 粒 砂 岩

約％ が欠損 して い る。 全面 に調整 を加 えて、 炉跡 よ り出土

4 ．1

1 ．2

23 ．8

両端 に挟 りを作 った とみ られ る。 した ため、表

面は赤 く変色
して いる。
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第I層　黄色砂質土
第Il層　灰黄色砂質土
第III層　灰茶褐色砂質土
第Ⅳ層　茶褐色粘質土
第Ⅴ層　黒褐色粘質土
第Ⅵ層　灰褐色砂質土
第Ⅶ層　灰茶色砂質土
第Ⅷ層　黄黒色粘質土
第Ⅸ層　黄褐色粘質土（中世ピット）
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第173図　ST1
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第I層　茶褐色砂質土

第II層　黄褐色砂質土

第III層　黒褐色粘質土
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第I層　黒褐色粘質土
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第174図　ST2、S K1
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第175図　第III層出土遺物
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Loc．12

l．位置と調査経過

Loc．12は、田村遺跡群の中央南部に位置し、小字名を東松木と呼ばれている水田の東北部に

あたる調査区である。西には、弥生時代前期前半の集落址が検出されたLoc．16、北には同じく

集落の一部であるLoc．17が隣接している。また、南には中世の遺構群が検出されたLoc．13

が位置している。

調査は、4×4mのグリッドによる試堀が行われた。まず、E4－10－9、E4－15－14の

試堀を行ったところ、弥生前期土器が多量に出土した。この結果、Loc．12を全面発堀するこ

ととし、遺物の出土状況を知るために、E4－20－12・22、E4－25－4、E5－6－15・18・

21・25、E5－7－17、E5－11－13、E5－16－5・15・21・23・25、E5－17－7、E5

－22－2の試堀を行った。これらの試堀グリッドの中で、E4－20－12・22、E5－11－13、

E与－16－5・15・23・25からは、弥生前期の土器片が多量に出土したので、この範囲をLoc．

12の調査区として、昭和55年10月から昭和56年3月までの6か月間、調査を行った。調査面積

は1，湘4mZである。

2．調査概要

Loc．12からの出土遺物は、弥生前期前半一前期Iが中心であり、調査区の北西部に集中し

て出土した。しかしながら、第Ⅶ層黒褐色粘質土層まで堀り下げたが、同時期の遺構は検出され

なかった。

また、調査区のほぼ中央部を北東から南西へ延びる近世の溝を境として、東側には、近世の

柱穴群、土砿23基、溝状遺構8条が検出され、さらに、古墳時代の隅丸方形を呈する竪穴住居

址が1棟検出された。上層部では、弥生土器及び土師器もほとんど出土せず、近世の遺物も非

常に少なかった。近世の溝の西側では、弥生時代前期Iの土器片が多量に集中出土しており、

第Ⅷ層黄褐色砂質土層上面まで堀り下げたが、遺構は検出されなかった。

本編では、包含層出土の弥生時代前期Iの遺物について述べ、次に古墳時代の竪穴住居址に

ついて触れることとする。中～近世の遺構、遺物については、中～近世編の分冊において詳述

する。

3．層序と出土遺物

本調査区における基本的な層序は次の通りである。

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　灰色粘質土層
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第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

第Ⅴ層　撹乱層

第Ⅵ層　茶褐色粘質土層

第Ⅶ層　黒褐色粘質土層

第Ⅷ層　黄褐色粘質土層

近世の遺構が検出された層は、第Ⅳ層上面であり、遺構の埋土は、第III層の灰色粘質土層であ

る。古墳時代の竪穴住居址は、近世の遺構が検出された面と同一∴面で検出されたが、埋土は暗

灰褐色粘質土と灰黄褐色粘質土である。なお、弥生時代の遺構は検出されなかった。

第II層は、第I層耕作土に伴う床土であり、東端及び南端部に若干認められる。第III層は、

中～近世の遺物包含層であり、南端部に一部認められるのみである。第Ⅳ層は、近世の溝を境

として、東側にのみ存在する層であり、上面から近世の遺構を検出することができた。第Ⅴ層

は、灰色と黄褐色粘質土の混在する撹乱層であり、近世の遺物が若干出土した。第Ⅵ層は、弥

生時代前期前半の遺物包含層である。北西部のレベルは、南東部に比べ高いので、第Ⅵ層は北

部で厚く、南へ向かうに従い徐々に薄くなり、南端部ではみられなくなる。また、東へ向かっ

ても薄くなり、やはり東端部ではみられない。第Ⅶ層も弥生時代前期前半の遺物包含層であり、

北端部で帯状に出現し、中央部では厚くなっている。第Ⅵ層に比べ、遺物の出土量は少ない。

第Ⅷ層は、基盤の層であり、無遺物層である。下部には、自然の河原石が多くみられた。

以上のことから、弥生時代には、南から北へやや傾斜をなし、近世以降には平坦になったも

のと考えられる。

遺物は、第Ⅵ・Ⅶ層中から、弥生時代前期Iの土器片が多量に出土しておr上量的には少量

ではあるが前期II及び前期IIIの土器片も出土している。形態で土器を大別すると、口頸間に段

を有する壷（1～42、63、65）、口頸間に箆による沈線を有する壷（43－45）、口頸間に段を有

きない壷（46－62）、壷底部（68－114）、口緑部外面に一条の刻目突帯を有する婆（115～126、

128－161）、如意形口緑の婆（127、162－269、273、277、354）、蛮底部（278～353）、高杯（355

－357）、鉢（66、67、358－360、362～384）、蓋（385－389）がみられる。窪の中で（341、

349、354）の3点は、底部に穿孔がみられ、甑である。また、土製品としては、紡錘車（390、

391）、石器としては、石包丁（392）、石鉄（393、394）、刃器（395－397）が出土している。

4．遺構と遺物

竪穴住居址

S TI

STlは、調査区の中央部東端に位置する。規模は、4．00×4．20mを測り、平面形は隅丸方

形である。壁高は約0．30mを測るが、出入口と考えられる西壁は0．15mと低く、東へ向かうに従

ー387－



い、徐々に高くなり、最高部は0・35mを測る。壁は垂直に近く立ち上がる。STlの堀り込み

面は第Ⅳ層上面であり、埋土は3層に分層される。第I層は暗灰黄褐色粘質土、第II層は灰黄

茶褐色粘質土（ブロック状の茶褐色粘質土を含む）、第III層は茶褐色粘質土（黒褐色粘質土と灰
°

黄褐色粘質土をブロック状に含む）。床面は、黒褐色粘質土であり、ほぼ平坦である。

柱穴は、4個検出されており、各々四隅のコーナーから約1m内側に位置している。規模は、直

径30cm前後、深さ45～55cmを測り、平面形は、円形または楕円形を呈している。埋土は、黄褐

色粘質土であり、黄色が強いが、下部は灰色を帯び、粘性も強くなる。また、炉址と考えられ

る焼土が中央部にみられる。焼土の範囲は、35×50cmの楕円形であり、厚さは2～4cmと非常

に薄い。

焼土を中心として、4個の柱穴に固まれた範囲の中では、床面上とやや上面から、多量の土

器片と炭化材が面をなし検出された。炭化材は、10×20cmほどの小片がほとんどであったが、最

大のものは20×90cmの板状であり、土器片の上に被さるような状況で出土した。

出土遺物は、全面に叩目のみられる壷（398～401、404、405）、二重口緑をもつ壷（402、403）、

全面に叩目のみられる婆（406－435）、小型の鉢（436～443）、球形の紡錘車（444）がみられ、

投げ込まれた状態で検出された。

遺構検出面より上部では、土師器はまったくみられず、これは後世の削平によるためと考え

られる。

5．　まとめ

Loc．12において検出されたのは、弥生時代前期前半の包含層と古墳時代の竪穴住居址1棟

である。包含層からは、E4－10－1・2、E4－15－1を中心として前期Iの土器が集中的

に出土した。遺構を伴わないことから、一括して集中廃棄されたものと考えられる。また、こ

れらの土器は、後述するように前期Iの段階でも古い様相を示すものであり、これらの点から、

Loc．16・17・25を中心とする前期Iの集落の展開を考える上で、極めて野末深い資料である。

古式土師器の段階の住居址は、田村遺跡群では唯一の存在であり、包含層さえもみられない。

住居址の中央部からの一括出土土器は、婆が圧到的に多く、かつ煤の付着などの使用した痕跡

もほとんど認められない点は、出土状況とともに注目される。この時期に1棟単独で検出され

た事実と、遺物の出土状態、遺物の内容について、どのような関係にあるのか、田村遺跡群を

考える上で今後の重要な課題である。

第49表　竪穴住居址計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形 規　　 模

（m ）

主軸方向 柱 穴 面　 積

（鯉）

施　 設 備　 考

第 186 図 S T　 l 隅丸方 形 4 ×4 ．2 N － 19と一E 4 1 6．8

－388－



第50表　包含層出土土器観察表

挿 図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

1 第Ⅵ・Ⅶ層 ・＝ヒ冨E

14 ．3 口頸 間に段 部 を有 す。 口 綾 部 は 外面 、横方 向 のへ ラ磨 き。

（2 ．5 ） 一旦 は直 線的 に立 ち上 が り、途 中 内 外面 と も指頭庄 痕 あ り。
で 強 く外方 に屈 曲す る。 段部 は粘土 帯接合 の 際に生 じた も

の 。

2 ／／ 11

19 ．0 口頸 間に段 部 を有 し、 口 縁 部 は 外 面、横 方向 のへ ラ磨 き。

（3 ．6 ） ゆ るや か に外反 す る。 口唇部 は面
をなす。

内面 、指頭 庄痕 あ り。

3 ／／ ／／

20 ．0 口頸 間に段 部 を有 し、 口 綾 部 は 内面 、口綾 部は 横方 向のへ ラ磨 き。

（6 ．4 ） 一 旦 直線的 に立 ち上が った後 に強

く外方 に屈 曲す る。
頸部 は縦方 向 のへ ラ磨 き。

4 ／／ ／／

21 ．4

（ 2 ．5 ）

！／ 外面 、横方 向の ナデ調 整。

5 ／／ ／／

13 ．2 口頸 間に段部 を有 し、口 縁 部 は 内外面 ともへ ラ磨 き。

（7 ．3 ） 一 旦直 線的 に立 ち上が った後 に、 段 部 は、粘 土　 接 合 の際に生 じた
ゆ るや かに 外反す る。 口唇部 は丸

くお さめ る。
もの。

6 ／／ ／／

21 ．4 口 頸 間 に しっか りした段 部 を有 内外面 とも横 方向 のへ ラ磨 き 。

（7 ．3 ） し、口 縁 部 は 一 旦直線 的に立 ち 段 部 は、粘 土帯接 合 の際に生 じた
上 が った後 、ゆ るや か に外反する。

口唇部 は丸 くお さめ る。

もの。

7 ／／ ／／

25 ．0

（ 4 ．5）

口 頸 間 に あ ま り強 くない段部 を

有 す 。 口緑 部は 直線 的に伸 び、
端 部近 くで 外反度 を強め る。 口唇

部 は丸 くお さめ る。

内外面 とも横 方 向のへ ラ磨 き。

8 ／1 ／／

2 9 ．6

（ 4 ．7 ）

口頸間 に段部 を有 し、 口綾部 は直
線 的に伸 び 、端 部近 くで外反度 を

強 め る。

／／

9 ／／ ／1

16 ．4

（ 2 ．7 ）

口頸間 に段部 を有 し、段部 上 に刻

目を施 し、 2 条の沈 線 を配す。

口唇部 は丸 く＿お さめ る。

外 面 、へ ラ磨 き。

10 ／！ ／／

17 ．2

（ 3 ．0）

口頸 間 に段 部 を有 し、 口‘緑 部は ゆ

るや か に外反す る。段 部上 に刻 目
を施 し、 1 条 の沈線 を配 す。

内 面、へ ラ磨 き。

11 ／／ ／／

14 ．6 口 頸 間 に しっが ）した段邸 を有 内面 、指 頭圧痕 あ り。

（1 1．6 ）
し、段 部上 に刻 目を　 。 屑部 に 面、へ ラ　 き。
2 条 の沈潜　 その 日に刻　　 己 段部 は 占土　　 合の 祭に　 じた

2 5 ．0 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0肩部 か ら胴 部に かけ て格子文 を配

す。
の 。

12 ／／ ／／

22 ．4 ロ 頸 間 に しっか りした段部 を有 内面 、へ ラ磨 き。

（4 ．8 ） し、 ロ綾部 は、 ゆ るや かに 外反す 口 綾 部 外 面 、 横 方向 のナ デ調整 。
る。 口唇部 は丸 くお さめ る。

l

段 部 は粘土 帯接合 の際 に生 じた も

の。

13 ／／ ／／

24 ．1

（ 4 ．5）

口 頸 間 に しっか りした段部 を有

し、口 縁 部 は ほぼ直線 に近 い感
じで 、ゆ るや か に外反す る。

内面 、横方 向のへ ラ磨 き。

14 ／／ ／J

26 ．0 口頸 間に段部 を有 し、 ロ 綾 部 は 内面 、横方 向のへ ラ磨 き。

（3 ．5） ゆ るや かに 外反す る。 口唇部 は外
傾 す る面 をな し、へ ラに よる沈線

が 入 る。

外面 、指頭圧 痕 残 る。

15 ／／ ／／

2 7 ．2

（ 3 ．6）

口 頸 部 にしっか りした段 部 を有
し、 口綾 部が段 部か ら直 線的 に立

ち上 が った後 、大 き く外 方に屈 曲
してい る。

内外面 とも 指頭庄痕 残 る。
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挿図 番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 第Ⅵ ・Ⅶ層 ・土璽E

28 ．0 口 頸 間 に しっか りした段部 を有 内外面 ともへ ラ磨 き。

（4 ．0 ） し、ロ 綾 部 は ゆるや かに 外反す 段部 は粘土　 をロ綾部外面に貼付し
る。 口唇部 は丸 くお さめ る。 た際 に生 じた もの。

17 ／／ ／／

27 ．4 口頸 恥 こしっか りした段 部 を有す。 内面 、月 の粗いパ ケ によ る横 方向

（8 ．4 ） 口唇部 は　 くお さめ 、へ ラによ る のナ デ調整 の後 、へ ラ磨 き。
沈線 が入 る。 外面 、縦方 向のパ ケ調 整の後 、横

方向 のへ ラ磨 き。

18 ／／ ／／

27 ．6 口頸 間に段部 を有 し、 ロ 縁 部 は 内面 、眉 の粗 いパ ケ によ る横 方 向

（3 ．6 ） ゆ るや かに　 反　 る。 口唇部 は 、 のナ デ調整 。
らな面 をなす。 外面 、縦方 向の パケ調 整。

19 ／／ ／／

28 ．8

（ 4 ．4 ）

口頸 間に しっか りした段 部 を有 し、

口 綾 部 はゆ るや か に外反す る。

20 ／／ ／／

19 ．0 口頸 間に弱 い段部 を有 し、口綾部 内外 面 と も指頭 庄痕 あ り。

（8 ．1 ） はな め ら か に　 反　 る。 口唇部 、へ ラ　 き。
は 丸 くお さめ る。 段部 は粘 土帯接 合の際 生 じた もの。

21 ／／ ／／

31 ．5

（ 7 ．0 ）

口頸 間に段‘部 を有 し、口 綾 部 は

ゆ るや か に外反 す る。 口唇部 は外
傾 す る面 をなす 。

22 ／／ ／／

25 ．0 口頸 間に しっか りした段 部 を有 し、 内外 面 と も横方 向のへ ラ磨 き。

（3 ．4 ） ロ 縁 部 は ゆ るや か に　 反　 る。 面 、指頭 庄痕 あ り。
口 唇 部 は ほぼ 面 をな し、へ ラに

よ る沈 線が 入 る。

段部 は粘 土帯接 合の 際生 じたもの。

23 ／／ ／1

31 ．8 口頸 間に弱 い殴部 を有 し、口緑部 内面 、横 方向 のパケ 調 整 の 後 へ

（5 ．9 ） は な め ら か に 外反　 る。 口唇部 ラ　 き。
は平 らな面 を形 成す る。 外面 、へ ラ磨 き。

24 ／／ ／／

23 ．6

（ 3 ．5 ）

口頸 間に段 部 を有す 。口 縁 部 は

なめ らか に外 反す る。 口唇 部は丸
くお さめ る。

内 外面 と もへ ラ磨 き。

2 5 ／／ ／／

32 ．4 口 頸 間 にしっか りした段 部 を有 内外面 とも へ ラ磨 き。

（4 ．5 ） す 。 口緑 部は ゆ る や か に外反 し、 段 部は粘 土帯 接合 の際に 生 じた も
口唇 部 は丸 くお さめ る。 のら

2 6 11 ／！

20 ．8 口頸 間 に段 部 を有 し、 ロ縁部 は直 内外面 とも横 方向 に丁寧 なへ ラ磨

（2 ．7） 線 的に立 ち上 が る。 口唇部 は 外傾

す る面 をなす 。

き。

27 1／ ／／

3 0 ．6

（ 3 ．9 ）

ロ 頸 乳 に．しっか りした段 部 を有

し、 口 縁 部 はIゆ るやか に外反 す

る。 口唇 部 は外傾す る面 をなす 。

内外面 ともへ ラ磨 き。

28 ／！ ／／

19 ．6

（ 5 ．0 ）

口 縁 間 に しっか りした段 部 を有
し、 口 縁＿部 は ゆ るやか に外 反す

る。 口唇 部 は丸 くお さめ る。

／／

29 ／／ ／！

　 3 5 ．0

（4 ．1 ）

口頸間 に弱 い段 部 を有 し、 口綾 部

は ゆ るや か に 外反 す る。 口唇 部
は 面 をなす。

内外面 とも横 方向 のへ ラ磨 き。

30 1／ ／／

15 ．0 口頸間 に段部 を有 し、 口 綾 部 は 内外面 とも丁 寧 なへ ラ磨 き。

（3 ．4 ） ゆ るやか に　 反　 る。 口唇 部 は面 段 部 は粘 土　 を口綾部 ＿面に貼 寸し
をなす 。 た際に生 じた もの 。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

3 1 第 Ⅵ・Ⅶ 層 士竺E

35 ．6

（ 4 ．4 ）

口頸 間に段部 を有 し、 口綾部 はゆ

るやか に外 反す る。 口唇部 は丸 く

お さめ る。

外面 、パケ調 整 の後 へ ラ磨 き。

32 ／／ ／／

16 ．6

（ 2 ．6 ）
／／ 内外面 ともへ ラ磨 き。

33 ／／ ／／

3 5 ．0

（ 5 ．3 ）．

口頸間 に段部 を有 し、 口 縁 融 は

ゆるやか に外 反す る。 口 唇 部 は
平 らな面 をなす。

34 ／／ ／／

16．2

（ 4 ．8）

口頸間 に弱い段 部 を有 し、口緑部
は ゆ る や か に外反す る。 口唇部

は丸 くお さめ る。

内外面 ともへ ラ磨 き。

35 ／／ ／／

37 ．2 ロ 頸 間 に しっか りした段部 を有 内 外面 と も横 方向 のへ ラ磨 き。

（3 ．5 ） し、口 綾 部 は なめ らかに 外反す 口唇 部 に も横 方向 のへ ラ磨 き。
る。 段部 は 粘土 帯接合 の際 に生 じたも

の。

36 ／／ ／／

15 ．8‾

（3 ．5 ）

口頸 間に しっか りした段 部を有 し、

口 綾 部 は ゆ るや か に外反す る。
口唇 部は丸 くお さめ る。

37 ／／ 1／

38 ．0

（ 5 ．8 ）

口頸 間に 弱い段部 を有 し、 口綾部

はな め ら か に外反す る。 口唇部
は面 をなす 。

3 8 ／／ ／／

15 ．6

（ 2 ．5）

口頸 間に段 部 を有 し、 ・口 縁 部 は

ゆ るや か に外反す る。 口唇部 は丸
くお さめ る。

内 外面 と もへ ラ磨 き。

39 ／／ ／／

24 ．0

（ 4 ．3 ）

口頸 間に段部 を有 し、口綾部 は比
較 的 直線に 立 ち上 が る。 口唇部 は
外傾す る面 をなす 。

内外 面 とも丁寧 なへ ラ磨 き。

40 ／／ 11

22 ．0 口頸間 に しっか りした段 部 を有し、 内外面 とも横 方 向の丁 寧なへ ラ磨

（3 ．5 ） 口緑部 は直線 的に 立 ち上 が る。 口 き。段 部は粘 土帯 接合 の際に生 じ
唇 部は 外傾す る面 をなす 。 た もの。

41 1／ ／／

20 ．8 口頸間 に段部 を有 し、 ロ綾部は 直 内外面 とも横 方向 の丁寧 なへ ラ磨

（5 ．4 ） 線 的に立 ち上 が る。 口唇部 は外傾 き。段部 は粘 土帯 を口縁部外面に貼
す る面 をなす 。 付 した 際に生 じた もの。

42 ／1 ／／

14 ．8

（ 5 ．5 ）

口頸 間 に弱い段 部 を有 し、口綾部

は なめ らかに 外反す る。

段部 よ り下 に縦方 向のパ ケ調整 。

43 ！／ ／／

19 ．0

（ 3 ．9 ）

口頸 間に 弱い段部 を有 し、段 部 の

下 にへ ラに よる 2 条 の沈線が入る。

口綾 部 に指 頭圧痕 あ り。

44 ／／ ／／

9 ．4

（5 ．3）

頸部 に 2 条の沈 線 が 入 る。 口緑
部 は ゆ るやか に外反 し、 口唇部

は丸 くお さめ る。

外面 、へ ラ磨 き。

4 5 ／／ ／！

12 ．8 ロ頸 間に 3 条のへ ラ描 沈 線 が 入、 頸部 外面 、縦方 向のへ ラ磨 き。

（5 ．2） る。 口緑部 は直線 的に 立 ち上が り、

口唇部 は丸 くお さめ る。

内面 、横方 向のへ ラ磨 き。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

．　▼
法量　 器高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 6 第 Ⅵ・Ⅶ 層 ・＝ヒ璽E

15 ．6

（ 3 ．5 ）

ロ 綾 部 は ゆるやか に外 反す る。

口唇 部 はわず かに丸 み をおび た面
をなす。

内面、へ ラ磨 き。

47 ／／ ／1

13 ．9

（ 2 ．8 ）

ロ 綾 部 は ゆるやか に外 反 し、口

唇部 は丸 くお さめ る。

内外面 ともへ ラ磨 き。

48 1／ 1／

16 ．8

（ 3 ．5 ）

〝

49 ／／ ／／

12 ．4

（ 6 ．0 ）

ロ 縁 部 は ゆるい カーブ を もって、

ほ ぼ真上 に立 ち上が る。 口唇部 は
丸 くお さめ る。

50 ／／ ／／

16 ．0 ロ 綾 部 は ゆ るやか に外 反す る。 口 縁 部 内 外面 と も横方 向のへ ラ

（5 ．2 ） 口唇 部 は丸 くお さめ る。 磨 き。
外面 、縦 方 向のへ ラ磨 き。

51 ／／ ／／

2 1 ．0

（ 4 ．0 ）

口 綾 部 は ゆ るやか に外 反す る。

口唇 部 は外傾す る面 をなす。

52 ／／ ／／

17 ．6 口 綾 部 は 尊め らか に外 反す る。 頸部 外面 、丁 寧を縦 方向 のへ ラ磨

（8 ．1 ） 口唇 部 はわず かに丸 み をおび た面
をなす。

き。

53 ／／ ／／

2 1 ．4 口 綾 部 は なめ らか に外 反す る。 内面 、横 方 向のパ ケ調整 、指頭 圧

（7 ．4 ） 口唇 部 は　 傾 す る面 をな し、 断面 痕 あ り。
三角 形状 の工具 に よる刻 目を配す。 外面 、縦方 向のパ ケ調整 の後 、横

方 向の ナデ調 整。

54 ／／ ／／

18 ．4

（ 6 ．4 ）

ロ 綾 部 は ほぼ真 上に 、ゆ るいカ

ー ブで立 ち あが る。 口唇部 は丸 く
お さめ る。

内外面 ともへ ラ磨 き。

5 5 ／／ ／／

26 ．0

（ 7 ．3 ）

口綾部 と頸部 の接合 部が 、やや 肥
厚 す る。 口 唇 部 外傾す る面 をな
す 。

内面 、横方 向のへ ラ磨 き。

5 6 ／／ ／／

20 ．0

（9 ．8 ）

ロ 綾 部 は ゆるや かに 外反す る。

口唇部 は丸 くお さめ る。

．内面 、へ ラ磨 き。

57 ／／ ／／

27 ．8 口綾部 は直 線的 に立 ち上 が る。 口 内外面 とも指 頭圧痕 重 り。

（3 ．4 ） 唇 部 は外傾 す る面 をなす 。 l口 綾 部 外 面 匿 パ ケ調 整。

58 ／／ ／／

27 ．0

（ 4 ．1 ）

ロ 綾 部 は ゆ るや かに 外反す る。

口唇部 は丸 くお さめ る。

外面 、指頭圧 痕 あ り。

59 ／／ ／／

35 ．8

（4 ．4 ）

口綾部 は直 線的 に立 ち上 が る。 口

唇 部 は外傾 す る面 をなす 。

60 ／J 11

15 ．6

（ 6 ．0 ）

口綾部 は直 線的 に立 ち上 が る。 口
唇 部 は丸 くお さめ る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

6 1 第 Ⅵ・Ⅶ層 ・＝土ご冨E

26 ．0

（ 5 ．0 ）

口綾部 は直線 的に立 ち上 がる。 口

唇 部 は丸 くおさめ る。
外面 、へ ラ磨 き。

62 ／／ ／／

2 6 ．4

（ 5 ．5）

ロ 縁 部 は なめ らか に外反 す る。

口唇 部 は外傾す る面 をなす 。

外 面、横 方 向のへ ラ磨 き。

63 ／／ ／／

22 ．8

（ 9 ．6）

口頸 間に段 部 を有 し、 口 綾 部 は

ゆ るやか に外反 す る。口唇部 は丸
くお さめ る。

64 ／／ ／／

12 ．0

（ 6 ．6 ）

ロ頸 間に弱 い段部 を有 し、 ロ綾 部

は ゆ る く外 反す る。 口唇部 は丸
くお さめ る。

6 5 ／／ ／1

10 ．9

（ 3 ．8 ）

口頸間 に弱 い段 部 を有 し、 ロ綾 部

は、 ゆるやか に外 反す る。 口唇 部
は丸 くお さめ る。

66 ／／ ／！

2 9 ．0 口綾部 は比較 的直線 に立 ち上がる。 内外面 とも指 頭庄痕 あ り。

（‾3 ．3 ） 口唇部 は外傾 す る面 をな し、内面

口緑端部 付近 に 1 条の沈 線が入 る。

内 外面 ともへ ラ磨 き。

67 ／／ ／／

3 2 ．0

（ 2 ．3 ）

口唇 部 は丸 くお さめ 、内面 口緑端
部付 近 に 2 条 の沈線 が 入る。

外面 、指 頭庄痕 あ り。

68 ／／ ／／
（1 ．9 ）

5 ．0

上 げ底気味 を呈す 。 外面 、へ ラ磨 き。

6 9 1／ ／1
（1 ．6 ）

4 ．6

平 底 を呈 し、下胴 部 に2 条のへ ラ

描 沈線 が 入 る。
／／

70 ／！ 1／
（1 1．0 ）

12 ．0

5 ．0

平 底 を呈 し、肩部 に段 部 を有 す。 内面、指 頭庄痕 あ り。

71 ／／ ／／
（2 ．5 ）

1 1．5

平底 を呈 す。一 旦、 1 cm 程 真 上

に立 ち上 が り、 ぐっ と外反す る。
下 胴 部 外面 、 指頭圧 痕 あ り。

72 ／1 ／／
（4 ．8 ）

11 ．0

平底 を呈す 。 内外面 とも指 頭庄 痕 あ り。

7 3 ／／ ／／

－
平 底 を呈 す。 一旦 、ゆ るや か に立 外面　 横 方 向のへ ラ磨 き

（4 ．7 ）

10 ．9

ち上が l上 1 ．5cm の と こ ろ か ら ぐ

っ と外 反す る。

　ヽ　　′ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0内面 、ナデ調 整。

74 ／／ ／／
（3 ．6 ）

16．0

平 底 を呈 す。 外面 、指 頭圧痕 あ l主

75 ／／ ／！
（4 ．0 ）

13 ．8

／／ 外 面、縦方 向 のパケ調 整。
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挿 図 番 号 層　　 位 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

7 6 第 Ⅵ ・Ⅶ 層 士璽E

（ 5 ．6 ）

1 0 ．8

平 底 を 呈 す 。 磨 耗 が 激 しい。

7 7 ／／ ／／

（ 2 ．4 ）

8 ．8

平 底 を 呈 し 、 下 胴 部 端 部 に 粘 土 の

堪 り上 が りが み ら れ る 。

外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

7 8 ／／ ／／

（ 3 ．1 ）

．9 ．6

平 底 を 呈 す 。 外 面 、 な な め 方 向 の へ ラ磨 き。 底 面 に モ ミ痕 。

7 9 ／／ ／／

（1 0 ．2 ）

3 ．5

上 げ 底 気 味 。 外 面 、 指 頭 圧 痕 あ り。

外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

8 0 ／／ 1／

（ 3 ．5 ）

10 ．4

平 底 を呈 す 。 外 面 、 丁 寧 な 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

8 1 ／／ 1／

（ 2 ．7 ）

6 ．8

上 げ 底 を 呈 す 。

8 2 ／／ ／／

（ 3 ．4 ）

8 ．0

上 げ 底 気 味 を 呈 す 。 外 面 、板 状 原 体 に よ る庄 痕 が み ら

れ る。

8 3 ／／ ／1

（ 4 ．0 ）

6 ．2

平 底 を呈 す 。

8 4 ／／ ／／
（ 3 ．0 ）

8 ．0

／／ 外 面 、 下 胴 部 端 部 に 指 頭 庄 痕 あ り。

外 面 、、縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

8 5 ／／ ／／
（ 3 ．3 ）

8 ．2

1／ 内 面 、 指 頭 圧 痕 あ り。

外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

8 6 ／1 ／／
′′ （ 3 ．7 ）

7 ．4

／／ 内 面 、 指 頭 圧 痕 あ り。

8 7 ／1 ／／

（ 4 ．9 ）

8 ．0

平 底 を呈 す 。

ま っ す ぐに 立 ち あ が り、1 ．5 cm の と

こ ろ で 外 反 す る 。

8 8 ／／ ／／

（ 3 ．4）

8 ．4

平 底 を呈 す 。

8 9 1／ ／／

（ 3 ．6）

6 ．4

／／ 外 面 、 な な め 方 向 の へ ラ磨 き 。

9 0 ／／ 1／
（ 5 ．0 ）

8 ．2

／／ 内 面 、 指 頭 庄 痕 あ り。
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挿 図 番 号 層　　 位 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

9 1 第 Ⅵ ・Ⅶ 層 士
冨E

（ 5 ．3 ）

6 ．0

上 げ 底 気 味 の 底 を呈 し、 垂 直 に 立

ち 上 が り、 1 c m の とこ ろ で ゆ る

や か に 外 反 す る 。

外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

9 2 ／／ ／／
（ 6 ．8 ）

8 ．2

平 底 を呈 す 。 内 外 面 と も指 頭 圧 痕 あ り。

外 面 、パ ケ の 木 口 に よ る庄 痕 あ り。

9 3 ／／ ／／
（ 4 ．0 ）

9 ．0

／／ 内 面 、 指 頭 庄 痕 あ り。

9 4 ／／ ／／
（ 3 ．8 ）

7 ．4

わ ず か に 上 げ 底 状 を呈 す 。 外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 の 後 、 横

方 向 の 丁 寧 な へ ラ 磨 き を施 す 。

内 面 、 指 頭 圧 痕 あ り。

9 5 ！／ ／／
（ 6 ．0 ）

7 ．2

平 底 を 呈 す 。 内 面 、 ナ デ 調 整 。

9 6 1／ ／1

（ 4 ．9 ）

8 ．8

わ ず か に 上 げ 底 状 を呈 す 。

9 7 11 ／／
（ 4 ．0）

8 ．8

上 げ 底 を 呈 す 。 外 面 、指 頭 圧 痕 あ り。

9 8 ／／ ／！

（ 4 ．5）

8 ．6

平 底 を呈 し 、一 旦 、わ ず か に 内 側 に

入 り 、 1 cm の と こ ろ で 強 く外 反 す

る 。

内 面 、 指 頭 圧 痕 あ り。

9 9 ／／ ／／

（ 4 ．4 ）

7 ．0

わ ず か に 上 げ 底 状 を 呈 す ら

■

内 面 、 指 頭 庄 痕 あ り。

外 面 、 底 端 部 に 粘 土 の 盛 り上 が り

が 見 られ る 。

1 0 0 ／／ JJ
（ 3 ．8 ）

7 ．0

／／

1 0 1 ／！ ／／

（ 2 ．6）

8 ．8

上 げ 底 を呈 す 。

1 0 2 ／／ ／／
（ 3 ．2 ）

1 0 ．0

／／

10 3 ／／ ／／

（ 5 ．1）

7 ．6

平 底 を呈 す 。 内 面 、指 頭 圧 痕 あ り。

外 面 、へ ラ磨 き。

10 4 ／／ ！／
（ 5 ．4 ）

7 ．4

／／ 外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

1 0 5 ／／ ／／
（ 5 ．2 ）

7 ．8

上 げ 底 を呈 す 。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法　 ‾ 備　　 考

106 第 Ⅵ・Ⅶ 層 士ヨ互
（6 ．1）

8 ．8

平底 を呈 す。

107 ／／ ／／
（5 ．6 ）

12 ．4

／／
底 面に 2 粒 の

モ ミ痕 あ り。

108 JJ ／／
（5 ．0 ）

6 ．4

上 げ底 を呈す 。 内外面 と も指頭圧 痕 あ り。

外面 、縦 方 向のパ ケ調整 。

109 ／／ ／／
（7 ．5 ）

10 ．0

／／

110 ／／ ／／
（4 ．0 ）

13 ．0

平 底 を呈す 。

l

111 ／／

J

／／
（2 ．8）

11 ．8

／／

112 ／／ ／／
（3 ．5 ）

11 ．8

／／ 外面 、指頭 庄痕 あ り。

113 ／／ ！／
（9 ．3 ）

8 ．2

上げ底 を呈 す。 外面 、縦方 向 のパケ調 整。

内面 、指頭 庄痕 あ り。

114 ！／ ／／
（7 ．0 ）

7 ．4

平底 を呈す 。 内 外面 と も指頭 圧痕 あ り。

11ち ／／ 聾

20 ．4

（ 3 ．5 ）

口緑 部外 面に 1 条の刻 目突帯 を有

し、 口唇 部は 丸 くおさめ る。

内面、指 頭圧痕 あ り。

116 ／／ ！／

20 ．8 口綾部 外面 に 1 条 の刻 目突帯 を有 外面 、わずか に縦方 向 のパケ調整。

（3 ．7 ） 、 口唇 苦 は　　 お さめ る。 ロ　　 書　　　　 と　 典ノブ世の　 い
突 帯下 に圧痕 が残 る。 ナデ調 整。

117 ／／ ／／

‘23 ．0

（ 3 ．2 ）

内湾気 味に立 ち上 が り、ロ綾部 外

面 に 1 条の刻 H 突帯 を有 す。

口唇部 は丸 くお さめ る。

内面 、指頭庄 痕 あ り。

1 18 ／／ ／！

12 ．8 ロ緑部 外面 に 1 条 の刻 目突帯 を有 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

′（6 ．8 ） し、刻 目は断面三角 形状 の工具 に

よ る。
外面 、 目の粗 い縦 方向 のパケ調整。

119 ／／ ／！

23 ．8 口緑部 外面 に 1 条 の刻 目突帯 を有 内面 、指頭庄 痕 あ り。

（5 ．6） し、 口唇部 は丸 くお さめ る。 外面 、縦方 向のパ ケ調 整。

120 ／／ ／／

13 ．2

（ 6 ．0 ）

口緑端 部 は平坦面 をな し、 外方に

つ まみ出す 。

つ まみ出 した部分 に刻 目を配 す。

外面 、縦方 向のパ ケ調 整。
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挿図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

12 1 第Ⅵ ・Ⅶ層 聾

2 1．3 口緑部外面に 1 条の刻 目突帯 を有 し、 外面 、縦 方向 のパ ケ調整 。

（6 ．3 ） 口唇 部 は丸 くお さめ る。 口 綾 部 内 面 に横方 向のパケ調整。

122 ／／ ／1

23 ．8 口綾部外面に 1 条の刻 目突帯 を有す。 外面 、突 帯の下 に横 方向 のナデ 調

（11 ．0） 口唇 部は尖 ってい る。 整 。
頸部 か ら胴部 、縦方 向のパ ケ調整。

123 ／／ ／／

26 ．4 直線 的に立 ち上 が り、ロ緑部外面に 突帯 面及 び ロ 綾 部 内外面 、横 方

（5 ．2） 1 条 の刻 目突帯 を有す 。 口唇 部 は 向 のナデ調 整 。突帯下 は板 状工具
丸 くお さめ る。 に よる横 方向 のナデ調 整。

124 ／／ ／／

20 ．4 口綾部外面に 1 条の刻 目突帯 を有し、 内 外面 と も指頭 庄痕 あ り。

（6 ．5 ） 口唇部 は尖 って い る。 外面 、縦 方向 のパ ケ調 整。

125 ／／ ／／

19 ．6

（ 6 ．0）

口緑端 部 に接す る 1 条の刻 目突帯

を有 し、 口唇部 は尖 って いる。

内 外面 と も指頭 庄痕 あ り。 輪づ み の痕 が
外 面に 見 られ

る。

126 ／／ ／／

20 ．8 直線 的に立 ち上 が り、口緑端 部 に 内面 、指頭 圧痕 あ り。 口綾 部内面 付

（7 ．4 ） 接す る刻 目突帯 を有す 。 外面 、縦方 向 のパケ調 整。 近 にモ ミ痕 が

1 粒 みられ る。

127 ／／ ／／

19 ．2 内湾 気味 に立 ち上 が り、 口緑 部は 内面 、指頭 圧痕 あ り。

（8 ．7 ） 如意 形に 外反す る。 口緑部 内面 、横方 向 のパケ調 整。
突帯上 面 、横 方 向のナ デ調整 。

128 ／／ ／／

24 ．2 ロ緑端 部 に接す る刻 目突帯を有 し、 胴 部 外 面右 下 が りのパ ケ調整 。

（3 ．8 ） 口唇部 は丸 くお さめ る。 突帯 上面 、横方 向の ナデ調 整。

129 ／／ ／／

23 ．4 口緑端 部に接 す る刻 目突帯 を有 し、 突帯上 下、 横方 向の ナデ調 整。

（4 ．5） 口唇部 は尖 って い る。刻 目は断面

円形状 原体 に よる。

胴部 、縦方 向のパ ケ調 整。

130 ／！ ／／

25 ．2 口縁端 部に接 す る刻 目突帯を有 し、 ロ綾 部 内外面 と も　ナ デ調整 。

（8 ．4 ） 口唇部 は断 面三角 形状 にお さめ る。 外面 、縦方 向のパ ケ調 整。

131 ／／ 1／

23 ．8 直線的 に立 ち上が り、 口縁端部 に 内外面 とも指 頭圧痕 あ り。

（6 ．1 ） 接 す る刻 目突帯 を有す 。 ロ・唇部 は
断面三角 形状 にお さめ る。

外面 、縦方 向のパ ケ調 整。

132 1／ ／1

24 ．4

（ 4 ．0 ）

直 ロして立 ち上が り、 口縁端部 に

接 す る刻 目突 帯 を有す 。口唇部 は
尖 って い る。

突帯上 面、 ナデ調 整。

133 ／／ ／／

24 ．6 口緑端部 に接 す る刻 目突 帯 を有し、 内外面 とも指 頭圧痕 あ り。

（5 ．5 ） 口唇部 は尖 って いる。 内外面 とも横 方向 のナ デ調整 。

134 ／／ JJ

2 6 ．0 口縁端部 に接 す る刻 目突 帯を有 し、 内面 、横 方向 のパ ケ調整 。

（3 ．2 ） 口唇部 は尖 って いる。刻 目は 断面

三角 形状 の原体 に よ る。

外面 、突帯下 に横方 向 のナデ調整。

13 5 ／／ ／／

2 5 ．0

（ 5 ．8 ）

直 口 して立 ち上 が r上　 口縁端部 に

接 す る刻 目突帯 を有 し、口唇部 は
丸 くお さめ る。

突 帯上面 、ナ デ調整 。
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挿 図番号 層　　 位 器‘種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

13 6 第Ⅵ・Ⅶ層 蛮

30 ．4

（ 6 ．1）

直 ロ して立 ち上 が り、 口緑端 部 に
接す る刻 目突帯 を有す 。

内 外面 と も調整不 明。

137 ／／ ／／

28 ．9 直 口 して立 ち上 が り、 口縁端 部 に 口緑 部四 面及 び突帯 は横方 向の 強

（3 ．8 ） る刻 目突帯 を　 。 い ナデ調 整、 その後 に刻 目 を配 。
口唇 部はや や尖 る。 胴部 外面 、1横方 向の パケ調 整。 突

帯下 、強 い圧痕 あ り。

13 8 ／／ ／／

17 ．6 ロ縁端 部 に接す る刻 目突帯 を有 し、 口綾部内外面 とも’横方 向の ナデ調 整。

ノ
（5 ．0 ） 口唇 部は尖 る。 外 面ナ デ調整後 に刻 目を配す。

口綾 部 内面 、指 頭庄痕 あ り。

13 9 1／ ／／

17 ．8 口緑 端部 よ　り わ ず かに下 に位 置 口綾部 内外面 及び 突 帯 の上下 に

（3 ．0 ） した ところに刻 目突 帯 を　 し、口 ハ　 向 のナデ調 整。
辰書 は　　 お さめ る　 玄I　 は ′、ハ　 ロのパ ケ謡 整　 そのの ち

－

口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0　クく状工 具 によ る。 0横 方向 のナデ調 整 に よってナデ 消
す 。突帯下 、指 頭圧痕 あ り。

14 0 1／ ／／

25 ．7 口縁 端部 よ り‘わ ず か に下 に位 置 ロ緑部 内車及 び突帯 の上下 に横 方

（13 ．7） した ところに亥l 突 帯　　 し、 口 口のナ デ調整 。
唇部 は丸 くお さめ る。 輪づ み の接合 部に指 頭圧痕 あ り。

14 1 ／／ ／／

2 1．2 直 口 して立 ち上 が り、 ロ緑 端部 に 外面突帯 下 よ り縦 方 向 の パ ケ

（6 ．0 ） 接す る刻 目突帯 を有 し、口唇部 は

丸 くお さめ る。

調 整。 突帯上 面、ナ デ調整 。

14 2 ／／ ／／

18 ．4

（ 5 ：7）

直 口 して立 ち上 が り、 口緑端部 に

接す る刻 目突帯 を有 す。

口唇 部 はやや 尖 る。

内面 、ななめ 方向 のパ ケ調整。

14 3 ／／ ／／

2 7 ．0 直 線的 に立 ち上が r上　 口緑端部 よ 外面、縦方向 のパケ調 整 の後、突 帯

（4 ．0 ） r）lわ ず か に 下に位 置 した ところ

に 、は っ き りした刻 目突 帯を有 し、

口唇 部 は丸 くお さめ る。

下 に横 方向 のナデ調 整。
内外面 とも指 頭圧痕 あ り。

144 ／J 11

2 2 ．0 直 線的 に立 ち上が r上　 口緑端部 よ 突帯上 下に横 方 向のナ デ調整 。

（4 ．2 ） r）わ ず か に 下 に位 置 した ところ

に刻 目突帯 を有す 。 口唇 部は尖 る。

内面 、指頭圧 痕 あ り。

145 ／／ ／1

21 ．4

（3 ．9）

／／ 口綾 部 内面、．横方 向の ナデ調 整。

146 ／／ ／／

28 ．4 口縁端 部 に接す る刻 目突帯 を有 し、 内面 、輪づ み接合 部 に指頭庄痕 あ

（7 ．2） 刻 目は断面 三　 形 状 の 反状工具 に り。 胴部　 面 、左下 りのナデ調整
よ る。 口唇 部は尖 り気 味、施 文具

の圧痕 が上 胴部 に残 る。

（板 状工具 に よる）。

14 7 ／／ ／1

17 ．2 口綾部 は 外反 し、端部 は鋭 く尖る。 口綾 部内 外面 、刻 目突帯上下 は横

（5 ．2 ） 口縁端 苦　 り わ　 か に　 に 立置 口の弓　い　 デ ＝ロ整 。 口緑 、
した ところに刻 目突帯 を有す 。 下が りのパ ケ調 整。胴 部 中位 は縦

方 向のパ ケ調整 。

14 8 ／／ ／／

17 ．4 口縁部 は 外反 し、端部 は丸 くお き 胴部 外面 、縦方 向の丁 寧 なパ ケ調

（5 ．9 ） め る。 口縁 端部 に接す る刻 目突帯

を有 す。

整。

149 ／J ／／

20 ．6 口綾部 は 外反 し、端部 は尖 る。 口 突帯 の上下 、 口綾部 内外面 、横方

・．・一　ヽ‾（6 ．2） 縁 端 書　 よ　 わ 、か に　 に 立置 口の弓　いナデ覇 整。　　　　 苦 に
た とこ ろに刻 目突帯 を有す 。 指頭 庄痕 あ り。

150 ／J ／／

26 ．0

（ 6 ．3）

口綾 部は 外反 し、端部 は尖 る。 ロ
緑端 部に接 す る刻 目突帯 を有す。

口綾部内外面 、横 方向 のナデ 調整 。
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l

挿 図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

151 第Ⅵ・lⅦ層 蛮

18 ．8 口綾部 は 強 く外 反 し、口唇部 は丸 口縁部 外面 、 突帯部 にナ デ調整 。

（7 ．2 ） くお さめ る。 口緑端部 に接す るし 上胴 部縦 方向 のパケ調 整 。
っか りした下垂 気味 の刻 目突帯 を
有す 。

胴部 中位 に横方 向のパ ケ調 整。

152 ／／ ／1

27 ．8

（ 5 ．0 ）

口綾部 は 外反 し、 口唇部 は尖 り、

口緑端 部 に接す る刻 目突帯 を有 し、
下向 きにつ く。

153 ／／ 11

18 ．4 口綾部 は外 反 し、口唇部 は尖 り気 l口縁部 外面 、突 帯 を横 方向 のナ デ

（2 ．7） 味、 口緑端部 よ り　わ ず か 下 に位 調整 。上胴 部外 面、縦方 向のパ ケ調
置 した ところに刻 目突帯 を有 す。
刻 目はへ ラに よる。

整。

154 ／／ ／J

23 ．7 口緑端部 よ り わ ず か 下 に位 置 し 口緑部 外面 、突帯 に横 方向 のナデ

（10 ．8 ） た ところに刻 目突 帯 を有 し、口唇 調整 。刻 目は上下 ともパケ調 整後
書　 端 に　 亥I　　　　　 ロ辰 吾は にパ ケ　　 に　 る　　　　　 ∠、　 び

－

O　　　　　　にコ平坦面 をな す。 　ヽ　　　　　　　　　 0　　　　　　 　ヽJl
右下 が りの パケ調 整。

155 ／J 1／

23 ．6

（13 ．2 ）

／／ ロ緑部 外面 、突帯 に横 方向 の強 い
ナデ調 整。 外面 、縦方 向及 び右下

が りのパ ケ調整 。

156 ／／ 1／

22 ．0

（4 ．3 ）

口 唇 部 上下端 に刻 目、下 端 は突

帯 で な く、つ まみ 出 した もの 。
口緑部内外面 とも横 方向 のナデ調整。

157 ／／ ／J

28 ．0 口 緑 端 部 に 接 す る 刻 目 突 帯 を 胴 部 外面 、右 下が りのパ ケ調 整。

（4 ．5 ） 有す。 口唇部 は水 平な面 を もち、
刻 目を施 す 。

突帯上 、横方 向 のナデ調 整。

15 8 ／／ ／／

30 ．0 口緑部 はなめ らか に外反 し、端 部 口緑部 内外 面I及 び 突 帯 上下 に横

（5．7 ） にへ ラに よる細 い刻 目を配す。 口

緑 端部 よ りlわ ず か に 下 に位置 し
た ところに 、断面三 角の刻 目突帯

を有す 。

方向 のナデ 調整 。

15 9 1／ ／／

2 8 ．8 口緑部 はなめ らか に外反 し、端 部 口綾部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（5 ．0 ） に刻 目を配す 。 口緑 端部 よ　 り　わ
ず かに下 に位 置 した ところに断 面

三 角の刻 目突帯 を有 す。

外面 、縦 方 向のパ ケ調整 。

160 ／／ ／／

30 ．4 口緑 部 はなめ らか に外反 し、端部 口緑 部 内 外 面 及 び突帯上 下 、横

（6 ．0 ） 下面 にへ ラに よ る刻 目 を配 す。 口

緑端 部 よ りIわ ず か に 下 に位置 し
た とこ ろに刻 目突帯 を有す 。

方 向の強 いナ デ調整 。

16 1 ／／ ／／

36 ．0 口緑 端部 よ り わ ず か に下 に位置 口緑 部I内 外 面 及び 突帯上 下、横 擬 口緑が み ら

（4 ．5） した ところに断 面三角 の刻 目突帯
を有 す。 口綾部 は短lく外反 し、 内

面 に弱い稜 が で きる。 口唇部 は平
坦面 をな し、外端 に刻 目を配 す。

方 向のナ デ調整 。 れ る。

162 ／／ ／1

18 ．8

（3 ．8 ）

l口 縁 部 は 如意 形にやや 外 反 し、

口唇部 下端 に刻 目。

口綾部内 外面 とも横方向のナデ調整。

163 ／／ ／／

18 ．4 口緑部 は如 意形 に外 反す る。 口唇 内 外面 とも指頭圧痕 あ り。

（4 ．．0 ） 部は 面 をな し、下 端 に刻 目を配す。 口緑部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

口綾部 外面 、横方 向の ナデ調 整。

164 ／／ ／／

20 ．2

（ 8 ．4 ）

口綾部 は如 意形 に外 反す る。 口唇 1
部 は 外傾す る面 をな し、下端 にへ

ラに よる刻 目を配 す。

胴部 に縦方 向のパ ケ調整 。

、165 ／／ ／／

22 ．6 口緑部 は如意 形 に外反す る。 口唇 口緑部 外面 、横 方 向のナ デ調 整。

（8 ．4 ） 部 は 外傾 す る面 をな し、下端 に刻

目 を配 す。

胴 部外 面、右下 が りのパ ケ調 整。
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166 第Ⅵ・Ⅶ 層 婆

23 ．7 ロ綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口綾部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（8 ．3 ） 部 は． 頃　 る面 をな し、下端 に刻 内面 、指頭圧 痕 あ り。 胴部　 面、
目 を配す 。 ．縦 方 向及 び右下 が りのパ ケ調整 。

167 ／／ ／／

24 ．2 口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口綾部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（7 ．7 ） 部 は　 傾　 る面 をな し、下 端 にへ 内面 、指頭庄 痕 あ り。 胴部　 面 、
ラに よる刻 目 を配す 。 右下が りのパケ調 整。

168 ／／ ／！

25 ．6 口綾部 は如意 形に 外反 し、 内面に ロ緑部内外面 とも横方向の ±デ調整。

（21 ．0 ）

26 ．8

先が で きる。口唇部 は　 頃　 る △づ みの 占土　 合 書 に 旨頭庄 痕
をな し、下端 に刻 目を配 す。 リ。l胴部 外面 、横方 向及 び右下 が り

のパ ケ調整 。

169 ／／ ／／

24 ．9 口緑部 は如 意形 に外反 し、 口唇部 口綾部 内面 、横 方向 のパ ケ調 整。

（11 ．0 ） は　 頃　 る面 をな し、下 端 にへ ラ 胴部　 、右下が り及び 縦　 ロのハ
に よる刻 目を配す 。 ケ調 整。

170 ／／ ／／

27 ．0 口綾部 は如 意形 に外反 し、 口唇部 ロ縁部 外面 、・指頭 庄痕 あ り。外面

（11 ．5 ） は外傾 す る面 をな し、下端 に刻 目

を配 す。

胴部 、 目の粗 いパ ケ調 整。

171 ／／ ／／

22 ．2 口緑部 は如 意形 に外反 し、 口唇部 口縁 部外 面、横 方向 のナデ 調整。

（8 ．3 ） は　 頃　 る　　 な し、　 端 にパ ケ 胴部　 、縦　 口及び　 下が りのハ
に よる刻 目を配す 。 ケ調 整。

172 ！／ ／／

27 ．6 口綾部 は如 意形 に外 反 し、口唇部 口緑 部 内面、横 方向 のパ ケ調整 。

（10 ．5） は外傾 す る面 をな し、下端 に刻 目
を配す 。

内面 、指 頭圧痕 あ り。

17 3 ／／ ／／

23 ．0 ロ縁 部は如 意形 に外 反 し、口唇部 ロ 緑部 内 外 面 とも横 方 向のパ ケ

（8 ．3 ）

22 ．4

は外傾 す る面 をな し、下端 にへ ラ 調 整。胴 部外 面、右 下が りのパ ケ
に よる刻 目を配 す。 調 整。

174 ／／ ／J

26 ．8 口緑 部 は如意形 に外 反 し、内面 に 旦 緑 部 内外 面 と も横方 向のナ デ

（3 ．9 ） 稜が で きる。 口唇部 は外傾 す る面

をな し、下端 にへ ラに よる刻 目 を

配す 。

調 整。 内面 、指頭庄 痕 あ り。

175 ／／ ／／

2 7 ．0 直 線的 に立 ち 上 が る 胴 部か ら、 口綾部内面、横 方 向のパ ケ調整 。内

（15 ．0 ）

25 ．4

口綾部 は ロ意形に　 反　 る。 口唇 部 面、 △づみ の　 合 部に指 頭庄痕 あ
は外傾す る面 をな し、下 端にへ ラ r）。胴部 外面 、右下 が りのパ ケ調

に よる刻 目を配す 。 整。

176 ／／ ／／

28 ．8 口綾部 は如意 形 にや や 強 く外反 し、 口縁部 外面 、横 方向 のナぞ 調 整 。

（1 1．3） 口唇部 は　 頃　 る　 をな し、下 端 胴部 、　 下が りのパ ケ調整 。
にへ ラに よる刻 目 を配す 。 中胴部 、横 方向 のパ ケ調整。

177 ／／ ／／

31 ．0 ロ緑部 は如 意形 に外反 し、 口唇 部 口縁部 外面 、横 方向 のナデ調 整。

（10 ．4 ）
は　　　 る　　 な 、　 端 にへ ラ 胴 吾　　 、′諸、　 ロ及び　　 が りのハ
に よる刻 目 を配す 。 ケ調 整。

178 ／／ ！／

17 ．6 口緑部 は如 意形 に外反 し、 口唇部 上 胴部 外面 、縦方 向 のパケ調 整。

（7 ．6 ） は外傾 す る面 をな し、全面 に刻 目

を配 す。

ロ綾 部外 面、 ナデ調 整。

179 ／／ ／／

15 ．0 ロ綾部 は如 意形 に外反 し、 口唇部 ロ緑部内面、横ナ デ調整 に よ り稜が

（8 ．0 ）

13 ．2

は　 頃　 る　 をな し、　　 にへ ラ で きる。ロ　 郡　 、 ハ　 ロのナデ
に よる刻 目を配す 。 調整 。胴部 外面 、縦方 向のパ ケ調

整。

180 ／／ ／／

16 ．4 口綾 部は如 意形 に外 反 し、 口唇部 内 外面 と も指頭庄 痕 あ り。胴 部外 胴部 外面 、煤

（9 ．0 ） は外傾 す る面 をな し、全面 に刻 目
を配 す。

面 、右下 が りのパケ調 整。 状炭 化物付 着。
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．181 第Ⅵ・Ⅶ 層 聾

19 ．0 口緑部 は如意 形に 外反す る。 ロ縁 部 内面、 横方 向のパ ケ調 整。

（4 ．2 ）
口唇部 は外傾 す る面 をな し、へ ラ

に・よる刻 目を全面 に配す 。

外面 、縦方 向のパ ケ調 整。

182 ！／ ／／

19 ．8

（ 3 ．0 ）

／／ 内外面 とも指 頭圧痕 あ り。 口綾部
外面 、横 方 向のナ デ調 整。

183 ／／ ‘／／

2 1 ．0

（ 5 ．0 ）‘

口緑部 は如意 形に 外反す る。

口唇部 は丸 くお さめ 、へ ラに よる
刻 目を全 面 に配 す。

口綾部 内面 、横方 向のナ デ調 整。 外面 、磨 耗 が

激 しい。

18 4 ／／ ／J

20 ．2 ロ綾部 は如意形 に外 反す る。 口綾部 内面 、横方 向のパ ケ調整 。

（4 ．0 ） 口唇 部 は外傾す る面 をな し、パ ケ

によ る刻 目を全 面 に配す 。

胴部 外 面、縦 方向 のパ ケ調整 。

18 5 ／！ ！／

17 ．4 ロ綾 部 は如意形 に 外反す る。 内外面 とも指頭 圧痕 あ り。

（5 ．5 ） 口唇 部 は丸 くお さめ 、 棒 に＿よ る

刻 目を全 面に配 す。

胴 部外 面、右 下が りのパ ケ調整 。

18 6 ／／ ／！

2 0 ．8 口緑部 は如意 形に 外反す る。 内外面 とも指頭 圧痕 あ り。

（3 ．9 ） 口唇部 は外傾す る面 をな し、全面
にへ ラに よる刻 目を配す 。

口綾部内外面 とも横 方向 のナデ調整。

18 7 ／／ ／／

2 6 ．2 直 線的 に立 ち上 が る胴部か ら、 口 口緑部 内外面 とも横 方向 のナデ 調

（15 ．5 ） 緑部 は如 意形 に外反 す る。口唇部 整 。胴部外面、縦方向及び右下が りの
は 外傾す る面 をな し、パ ケに よる

刻 目を全 面に配 す。
パ ケ調整 。

18 8 ／／ ／／

2 1 ．4 口緑 部 は如意形 に外 反す る。 内面、指 頭庄痕 あ り。

（13 ．1 ） 口唇 部 は外傾す る面 をな し、部分

的 に外方 に大 き く下垂 してい る。
下端 部 にへ ラに よる刻 目を配す 。・

胴 部外 面、縦 方向 のパ ケ調 整。

18 9 ／1 ／／

2 5 ．4 直線 的 に立ち上 が る胴部か ら、 口 口緑部 内外面 とも横 方向 のナデ調

（13 ．3 ） 綾部 は如 意形 に外反す る。 口唇部 整。 胴部 外面 、右下 が りのパケ調
は 外傾 す る面 をな し、下半 に刻 目

を配 す。

整。

190 ／／ ／／

29 ．0 やや 内湾気 味に立 ち上 が る胴 部か 口綾部 内面 、横 方向 のパ ケ調整 。

（22 ．1）

29 ．4

ら、口綾部 は如意 形 に外反す る。 胴部 は指頭 圧痕 あ り。
口唇部 は 外傾す る面 をな し、全面 外面 、 ロ頸 部か ら胴部 に右 下が り
にへ ラに よる刻 目 を配 す。 のパ ケ調整 を丁 寧に施 す。

19 1 ／／ ／／

2 1．0

（ 3 ．6 ）

ロ 緑 部 は やや 外反 し、 口唇 部は

外傾 す る面 をな し、全面 にパ ケに
よる刻 目を配す。

口 綾 部 外 面 、 横 方 向のナデ調整。

192 ／／ ／1

25 ．6 口綾部 は如 意形 に外反す る。 口綾部 外面 、横方 向の ナデ調 整。

（5 ．4 ） 口唇部 は 外傾 す る面 をな し、全面

にパ ケに よる刻 目せ 配す 。

胴部 に縦方 向のパ ケ調 整。

193 ／／ ／／

18 ．4 直線 的に立 ち上が る胴部 か ら、 口 ロ 緑 部 内 面 に稜 がで き る。

（8 ．6 ） 緑 部 は如意 形に外 反す る。 口唇 部 口 綾 部 外 面 に横 方向 のナデ調整。
は外傾 す る面 をな し、下 半にへ ラ

に よる刻 目を配す 。

胴 部 外 面 に右 下 が りのパケ調整。

194 ／／ ／／

21 ．4 直線 的に立 ち上が る胴部 か ら、 口 ロ緑部 外面 、横方 向の ナデ調 整。

（6 ．2 ） 縁 部 は短 く外反する。口唇 部 は丸 く ロ緑部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。
お さめ 、下端 に刻 目を配 す。 胴部 外面 、右下が りのパ ケ調 整。

195 ／／ ／／

23 ．6

（13 ．0 ）

22 ．8

口綾部 は如意 形に 外反 し、 口唇 部
は外傾 す る面 をなす。下 半 に棒 に

よ り刻 目を配 す。

胴 部 内 面 、指頭庄 痕 あ り。 外面 、磨耗 が

激 しい。
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196 第Ⅵ ・Ⅶ層 聾

26 ．0 口綾部 は如 意形 に外反 す る。 口 縁 部　 内外面 とも横 方向 のナ デ

（4 ．8 ） 口唇部 は 外傾 す る面 をな し、下半 調整 。 口緑部 内面、横 方向 のパ ケ
にへ ラに よ る刻 目を配 す。 調整 。 内外面 と も指頭 圧痕 あ り。

197 ／／ ／／

21 ．6 口緑部 は如 意形 に外反 す る。 口綾部 内外面 とも横方向のナデ調整。

（4 ．2 ） 口唇部 は丸 くお さめ 、全面 にへ ラ

に よる刻 目 を配す 。

胴部 外面 、 縦方向 のパ ケ調整 。

198 ／！ ／／

27 ．0 や や 内湾気 味に立 ち上 が る胴 部か 口綾部 外面 、横 方向 のナデ調 整。

（18 ．3）

25 ．0

ら、口縁部 は如 意形 に外 反す る。口

唇 部 は丸 くお さめ、全面 にパ ケに
よ る刻 目を配す 。

胴部外 面、縦方 向のパ ケ調整 。

199 ／／ ／／

22 ．0

（．13 ．3 ）

／／ 胴 部 外 面 、 縦 方向の パケ調 整。

200 ／！ ／／

26 ．6 直線 的に立 ち上 がる胴部か ら、口緑 口 縁 部 内 面 に稜 が で きる。

（8 ．3 ） 部 は如 意形 に外 反す る。 口唇部 は
水平 な面 をな し、下端 にパ ケに よ

る刻 目 を配 す。

胴部 外面 、右下 が りの パケ調 整。

201 ／／ ／／

26 ．4 やや内湾気味に立ち上がる胴部から、 ロ綾部 内面、 横方 向のパ ケ調 整。

（20 ．0 ）

25 ．4

口綾部 は如 意形 に外反す る。口唇 部 胴部 は指頭圧 痕 あ り。
は外傾 す る面 をな し、下端 にへ ラ

に よる刻 目を配す 。

胴部 外面 、縦方 向のパ ケ調整 。

202 ／／ ／／

25 ．7 口綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口縁部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（‾4 ．5 ） 部 は丸 くお さめ 、下 端 に刻 目を配
す 。

胴部 、右下 が りのパケ調 整。

203 ／／ ／／

26 ．6 ロ綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口 縁 部 内 外面 と も横方 向の ナデ

（7 ．4 ）． 部 は や や 凹状 を呈 し、下 端 に刻 調 整。胴 部外 面、 縦方 向のパ ケ調
日 を配す 。 整。

204 ／1 ／！

17 ．0

（ 4 ．4 ）

／／

205 ／／ ／！

19 ．6 口縁部 はわ ずか に外反 し、 口唇 部 口綾部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（4 ．5 ） は凹状 を呈 す。下端 に刻 目を配す。 ロ綾部 外面 、横方 向の ナデ調 整。
胴部 外面 、縦方 向のパ ケ調整 。

206 ／／ ／／

21 ．2

（ 8 ．0 ）

口緑部 はなめ らか に外反 す る。 口
唇 部 は凹状 を呈 し、下端 に刻 目を

．配 す。

／／

207 ／／ ／／

23 ．4 直線的 屋立 ち上が る胴部 か ら、 口 口綾部内外面とも横 方向 のナヂ調整。

（6 ．2 ） 綾部 は短 く外反す る。 口 唇 部 は 内面 には稜 線が で きる。
や や 凹状 を呈 し、下端 にへ ラに よ

る刻 目を配す 。

胴 部外面 、右 下が りのパ ケ調 整。

208 ／／ ／！

31 ．0 口綾部 は如意 形 に外反す る。 口唇 口綾部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（9 ．0 ） 部 はやや 凹状 を呈 し、下端 にへ ラ 口綾部 外面 、横方 向のナ デ調整 。
によ る刻 目を配す 。 口頸部 外面 、指頭圧 痕 あ り。

胴 部外 面、縦 方向 のパ ケ調 整 。

209 ／／ ／／

19 ．0 直 線的 に立 ち上 が る胴苦防 らゝ、ロ緑 ロ綾部 外面 、横方 向のナ デ調整 。

（10 ．1 ） 部 は急 に外反 す る。口唇部 は丸 く 胴 部外 面、横 方向 のパ ケ調 整。

お さめ 、下半 にへ ラに よる刻 目 を
配 す。

内面 、指 頭圧痕 あ り。

210 ／／ ／！

23 ．6 口綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口綾部 外面 、横方 向のナ デ調整 。

（9 ．7 ） 部 は水平 な面 をな し、上端 ・下 端 口緑部 内面 、横方 向のパ ケ調整 。
に刻 目を配す 。 胴 部 内面、右下 が りのパ ケ調整 。

胴 部外 面、縦 方向及び右下が りのパ

ケ調整 。

l

l

l

l
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2 11 第 Ⅵ・Ⅶ 層 無

19 ．4 口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口緑部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（3 ．5 ） 部 は凹状 を呈 し、下 端 にパケ によ

る刻 目を配す 。

胴 部外 面、縦 方向 のパ ケ調整 。

2 12 ／！ ／／

24 ．0

（ 3 ．5 ）

口綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇

部 は外 傾 した面 をな し、 下 端 が
やや 下垂 し、その部 分 に刻 目を配
す 。

胴 部外 面、縦 方向 のパ ケ調整 。

2 13 ／／ ／／

2 9 ．6 口緑部 は如意形 に 外反す る。 口唇 口緑部 内面 、横方 向のパ ケ調整 。

（7 ．3 ） 部 は凹状 を呈 し、下端 は下垂する。 口緑部 外面 、横方 向のナ デ調整 。

口唇 部上端 と下 端 に力強 い刻 目を
配す 。

胴部 外面 、縦 方向 のパ ケ調整。

2 14 ／1 ！／

2 5 ．6 直 線的 に立 ち上 が る胴部か ら、 口 口頸部 外面、横 方 向のナ デ調整 。

（5 ．9 ） 緑部 は如 意形 に外反 す る。口唇部

は 凹状 を呈 し、下半 に強 いパケ に
よる刻 目を配す 。

胴部 外面 、右 下が りのパ ケ調整 。

2 15 ／1 ／／

15 ．2

（8 ．3 ）

口緑 部 は如意形 に外 反す る。 口唇

部 は丸 くお さめ 、下端 に刻 目を配
す 。

胴部 外面 、右下 が りのパ ケ調整 。

2 16 ／／ ／／

18 ．2 口緑 部 は強 く外反す る。 口唇部 は 際 部 外面 に指頭 押圧 の後 、横方 向

（4 ．0 ） 水平 な面 をな し、下 半にへ ラに よ の ナデ調 整 を施 す。
る刻 目を配す 。 胴部 に は縦方 向のパ ケ調 整。

2 17 ／／ ！／

27 ．4 口緑 部 は如意形 に 外反す る。 口唇 ロ緑部 内面こ　横 方 向のナ デ調整 。

（10 ．6 ） 部 は凹状 を呈 し、下 半にパ ケに よ
る刻 目を配す 。

胴部 外面 、右下 が りのパ ケ調整 。

2 18 ／／ ／／

22 ．6

（ 7 ．8 ）

口緑 部 は如 意形 に外 反す る。 口唇

部 は水平 な面 を呈 し、全面 にへ ラ

に よる刻 目を配 す。

219 ／／ ／／

28 ．6 口緑 部は如 意形 に外 反す る。 口唇 ロ緑 部内 面、横方 向 のナデ調 整。

（5 ．6 ） 部 は丸 くお さめ 、全面 にパ ケに よ

る刻 目を配 す。 口緑部 内面 に稜 が

で きる。

胴部 外面 、縦方 向のパ ケ調 整。

220 ／／ ／／

27 ．4 ロ緑部 は如 意形 に外 反す る。 口唇 口緑部 内面 、横方 向 のナデ調 整。

（10 ．0 ） 部は 丸 くおさめ 、下半 にへ ラに よ

る刻 目を配 す。

胴部 外面 、右下が りのパ ケ調 整。

221 ／／ ／／

23 ．0 直線 的に立 ち上が る胴部 か ら、 口 胴部 内面 、指頭庄 痕 あ り。

（14 ．2 ）

22 ．1

緑部 は や や 外 反す る。 口唇 部は
丸 くお さめ 、下端 にへ ラに よる刻

目を配 す。

口綾部内外面 とも横 方 向のナデ調整。

222 ／！ ／／

27 ．2 口縁部 は如 意形 に外反す る。 口唇 口縁部 内面 、横方 向の パケ調 整。

（6 ．2 ） 部 は丸 くお さめ 、下 端 に刻 目を配

す。

胴部 外面 、縦方 向のパ ケ調整 。

223 ／／ ／／

21 ．5 口綾部 はわ ずかに 外反す る。 口唇 口縁部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（3 ．7） 部 は丸 くお さめ、 全面 にパ ケに よ 口緑部 外面 、横方 向のナ デ調 整。
る刻 目を配す 。 胴 部 外面 、縦 方向 のパ ケ調整 。

224 ／／ ／／

27 ．8 口緑部 はわ ずかに 外反す る。 口唇 口緑部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（3 ．0 ） 部 は 外傾 す る面 をな し、下端 に刻

目を配 す。

口綾部 外面 、横方 向のナ デ調 整。

225 ／／ ／！

24 ．2 ロ綾部 は ゆ る や か に わず かに 外 口緑部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（4 ．7 ） 反す る。 口唇 部は丸 くお さめ る。

全 面に刻 目を配す 。

胴 部外 面、縦 方向 のパ ケ調整 。

－403－



挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

2 26 第 Ⅵ・Ⅶ層 蛮

18 ．0 口綾 部 は如意形 に外 反す る。 口唇 口綾部 内外面 とも横 方向 のナデ調

（4 ．0 ） 部 は丸 くお さめ 、全 面にパ ケに よ

る刻 目を配す 。

整 。

22 7 ／1 ／／

17 ．0 口 縁 部 は わず か に外反す る。 口 口緑部 内外面 とも横 方向 のナデ調
整 。

頸部外 面にパ ケの木 口に よる庄痕
が み られる。

（3 ．5 ） 唇部 は丸 くお さめ 、全面 にパケ に
よる刻 目を配す 。

228 ／／ ／1

15 ．4

（ 2 ．6 ）

ロ綾 部 は如意形 に外 反す る。 口唇
部 は丸 くお さめ 、 全 面 に 力 強 い

へ ラに よる刻 目 を配 す。

22 9 ／／ ！／

17 ．6 口綾 部は如 意形 に外 反す る。 口唇 ロ綾 部 内外面 とも横 方向 のナデ調

（2 ．5 ） 部 は丸 くお さめ 、全 面にパ ケに よ

る刻 目を配す。

整 。

230 ／！ ／／

20 ．0 ロ綾 部 は如 意形 に外 反す る。 口唇 口綾部 内面、横 方向 のパ ケ調整 。

（3 ．0 ） 部 は丸 くお さめ 、全 面に 力強 く棒 口緑 部 外面、横 方向 のナ デ調整 。
に よ る刻 目を配 す。 胴部 外面 、右下 が りのパ ケ調整 。

23 1 ／／ ／／

18 ．0

（7 ．2 ）

直線 的 に立 ち上 が る胴部か ら、 ロ

綾部 は わずか に外反 す る。 口唇部
は丸 くお さめ 、全面 にへ ラに よる
刻 目 を配 す。

23 2 ！／ ／／

20 ．8

（ 3 ．3 ）

口綾 部は如 意形 に外 反す る。 口唇

部 は丸 くお さめ 、全面 にパ ケに よ

る刻 目を配 す。

23 3 ！／ 1／

20 ．4

（7 ．2 ）

直線 的に立 ち上 が る胴 部か ら、 口
綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇部

は丸 くお さめ 、全面 にパ ケに よる
刻 目 を配す 。

外面 、右下 が りのパ ケ調整 。 内面 、肌荒 れ

が激 しい。

23 4 ／／ ／！

25 ．0

（ 4 ．0 ）

口緑 部は如 意形 に外 反す る。 口唇

部 は丸 くお さめ 、全面 にパ ケに よ
る刻 目を配す。

23 5 1／ ／1

2 1 ．8 直線 的 に立 ち上 が る胴部か ら、 口 口縁部 外面 、横 方向 のナデ 調整。

（6 ．0） 綾部 は なめ らか に外 反す る。 口唇
部 は丸 くお さめ 、全 面にパ ケに よ

る刻 目を配す 。

胴部 外面 、縦方 向のパ ケ調 整。

2 36 ／／ ／／

24 ．0 口綾 部 は如意形 に外 反す る。 口唇 ロ頸部 外面 にパ ケの 木 口によ る圧

（6 ．5 ） 部 は　 くお さめ 、全 面にへ ラに よ 痕 がみ られ る。胴部 、右下 が りの
る刻 目を配す。 パ ケ調整 。

23 7 ／／ ／／

2 5 ．9

（ 4 ．・5 ）

口綾 部 はわずか に外 反す る。 口唇

部 は丸 くお さめ 、全 面にパ ケに よ
る刻 目を配す。

外 面、右下 が りのパ ケ調整 。 内面 、磨 耗 が

激 しい。

23 8 ／／ ／／

2 2 ．8 口綾 部は わずか に外 反す る。 口唇 ロ 縁 部　 内外面 とも横 方 向のナデ

（4 ．5） 部 は丸 くお さめ 、全面 にへ ラに よ

る力強 い刻 目を配す 。

調整 。

239 ／／ ／／

28 ．2

（ 5 ．1 ）

口綾 部 は如 意形 に外 反す る。 口唇
部 は丸 くお さめ 、全面 に断 面三角

形 のへ ラに よる刻 目を配す 。

口緑 部 内面、横 方向 のナデ調整。

240 ／／ ／／

26 ．8 直線 的 に立 ち上 が る胴 部か ら、 口 口縁 部 内面、廟 方向 のパ ケ調 整。

（7 ．8 ） 緑部 は如 意形 に外反す る。 口唇部

は丸 くお さめ 、全面 に棒 によ る刻
目を配す 。

胴部 外面 、縦方 向のパ ケ調 整。

－404－
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

241 第Ⅵ ・Ⅶ 層 聾

18 ．1 直線 的に立 ち上が る爛 部 か ら、 口 口綾部 外面 、横方 向の ナデ調 整。

（14 ．0） 綾 部 はわず かに外 反す る。 口唇 部 胴部 、縦方 向のパ ケ調 整。 内外面

は丸 くお さめ、全 面にへ ラに よる

刻 目を配す 。

とも指 頭庄痕 あ り。

24 2 ／！ ／／

28 ．0

（ 4 ．0 ）

口・綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇

部 は丸 くお さめ、全 面に 断面三角
形 のへ ラに よる刻 目 を配す 。

胴部 外面 、 左下が りのパ ケ調 整。

24 3 ／／ ／／

28 ．0

（ 5 ．6）

口緑 部 は如意 形に外 反す る。 口唇
部 は外傾 す る面 をな し、全 面にパ

ケ に よる刻 目を配す 。

口綾 部 外面 、横 方 向のナ デ調整 。

244 ／1 ／／

27 ．9 口綾 部は なめ らかに 外反す る。 口 口綾 部内 面、横 方向 のパ ケ調整 。

（5 ．6） 唇部 は丸 くお さめ、全 面 に刻 目を 日録 部外 面、横 方向 のナ デ調整 。
配す 。 胴部 外面 、縦方 向のパ ケ調 整。

245 ／／ ！／

18 ．6 平底 を呈 し、下胴部か ら中胴部 にか 口唇部 は丸 くお さめ 、全面 に刻 目 内面 、指頭 圧

25 ．0

19 ．5

7 ．9

けて ほぼ 直線的 に立 ち上 が り、上

一立　　　　 ’　と　　　　　　　　　　　　 J

を配 す。 口綾部 外面 、横方 向の ナ

一や一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′
痕が 全体 に残

ロロ で　 愕気　 にな I 、 口′、苦 丁誹 政。 司書　　 、耐、　 ロのパ ケ る。
わず かに 外反す る。 調整 。

246 ／／ ／1

31 ．2 口緑部 は如 意形 に外反 す る。 口唇 口 綾 部　 内外面 とも横 方向 のナ デ

（5 ，・6 ） 部は 丸 くおさめ 、全面 に棒 に よる 調整 。
刻 目を配す 。 胴部 外面 、右下 が りの パケ調 整。

247 1／ ／／

23 ．1 口緑部 は如 意形 に外反す る。 口唇 口縁部 内外面 とも横方 向のナ デ調 ‾

（2 ．6） 部は丸 くお さめ 、全面 にへ ラに よ

る刻 目 を配 す。

整。

248 ／1 ／／

17 ．8

（ 2 ．1 ）

口緑部 は強 く外 反す る。 口唇部 は
丸 くお さめ 、下半 にパ ケに よる刻
目 を配 す。

口緑部 内面 、横方 向の ナデ調 整。

24 9 ／／ ／／

26 ．4 内湾 して立 ち上が る胴部か ら、口 口緑部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（18 ．3 ） 緑 部は ゆ るや かに 外反す る。 口唇 胴 部内面 、指頭 庄痕 が全体 に残る。
部 は　　　　　　　 、にへ ラに 百立 に亥l　　　　 奴に つい たへ

ヽる刻 目を配す 。 ロ　、－クく　　　　　　　　　　 打て、－
ラの圧痕 がみ られ る。

250 ／／ 1／

19 ．8

（ 3 ．0）

口縁 部 は如意 形に 外反す る。 口唇

部 は丸 くお さめ 、下 半にへ ラに よ
る刻 昌を配す。

25 1 ／／ ／1

2 1．2 口綾 部は 、ほぼ 直 口して終 わる。 口緑 部内 外面 と も横方 向の ナデ調

（3 ．4 ） 口唇 部は丸 くお さめ 、下端 に刻 目

を配 す。
整。 胴部 外面 、縦 方 向のパケ調整。

252 ／／ ／／

21 ．6

（ 3 ．7 ）

ヽ

口緑部 は如 悪形 に外反す る。 口．唇

部 は 丸 くお さめ 、下半 に刻 目を配
す。

253 ／／ ／／

30 ．6

（ 6 ．3）

直線 的に立 ち上が る胴部 か ら、 口
緑 部 は強 く外反す る。 口唇部 は丸
くお さめ、下 半に刻 目を配す。

口緑部 内面 、横方 向の パケ調整。

254 ／／ ／／

24 ．4

（ 9 ．2 ）

口緑部 は直 口 して終 わ り、 口緑端

部 を や や 外 方につ まみ 出す。 口
唇 部は丸 くお さめ 、下半 に刻 目を
配 す。

内外面 ともパ ケ調整 を乱雑 に施す。

25 5 1／ ！／

2 1 ．13 口綾 部 は如意形 に 外反す る。 口唇 ロ綾部 内面、横 方 向のパ ケ調整 。

（11 ．0 ）

20 ．4

部 は外傾 す る面 をな し、 全体に刻
目を配す 。

胴部外 面、縦 方向 のパ ケ調 整。



挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

256 第Ⅵ・Ⅶ層 婆

28 ．6 直線的 に立 ち上が った胴 部か ら、 口綾部内外面 とも横 方向 のナデ軍整。

（8 ．8 ） 口縁部 はゆ るや かに外反す る。口唇 上 胴 部 外 面 、 縦 方向 のパケ調整。
部 は丸 くお さめ 、下半 にへ ラに よ

る刻 目を配す 。

胴部 、横方 向のパ ケ調整 。

257 ／／ ／／

18 ．8 口綾部 は直 ロ して終わ り、 口唇 部 目 線 部 内外面 と も横方 向の ナデ

（4 ．0 ） は丸 くお さめ 、上 半に刻 目を配 す。 調整。

、上 胴 部 内 面 、横 方向 のパ ケ調整 。
外面 、縦方 向のパ ケ調整 。

258 ／／ ／／

26 ．4

（12 ．8 ）

25 ．0

口綾部 は如 意形 に外反す る。 口唇

部 は丸 くお さめ 、上下端 にへ ラに

よ る刻 目を配 す 。

259 ／／ ／／

30 ．0

（ 5 ．0 ）

口綾部 は如 意形 に外反す る。 口唇
部 は丸 くお さめ 、上下端 に刻 目を

配す。

I胴部 外面 、縦方 向のパ ケ調整 。

260 ／／ ！／

19 ．0

25 ．5

19 ：8

8 ．0

平 底 を呈す 。ゆ るやか に立 ち上が

る胴部 か ら、やや 内方 にか たむ き、

ロ緑部 は わずか に外反す る。 口唇
部 は丸 くお さめ る。

261 ／／ ／／

30 ．4

（ 2 ．5 ）

口綾部 は如 意形 に外反す る。 口唇
部 は丸 くお さめ 、上半 に棒 に よる

刻 目を配す 。

262 ／／ 1／

22 ．7 直線 的に立 ち上 がっ た胴部か ら、 胴部 内面 、指頭庄 痕 あ り。

（15 ．0 ）

22 ．0

口綾部 は如 意形 に外反 す る。 口唇 下胴部 、パ ケ調 整。
部は 丸 くお さめ る。 口緑部 内面 、横 方向 のパ ケ調 整。

26 3 ／／ ／／

18 ．0

（ 5 ．9）

ロ縁部 は如 意形 に外反 す る。上胴

部に 比較 的長 い段 部 を 有 す 。 口
唇部 は丸 くお さめ、下端 にパ ケ に

よる刻 目を配す 。

外面 、左下 が りのパ ケ調整 。 内面 、肌荒 れ

が 激 しい。

26 4 ／1 ／／

23 ．8

（8 ．8 ）

口綾部 は如 意形 に外 反す る。上胴

部 に比較 的長 い段 部 を 有 す 。 口

唇部 は丸 くお さめ、下 半 に刻 目を
配す 。

口綾 部外 面、横 方向 のナデ 調整 。

26 5 J／ ／／

2 8 ．0

（ 9 ．6 ）

口綾 部 は如意 形に外 反 し、上胴部

に比較 的長 い段 部 を有 す 。 口唇
部 は丸 くお さめ、下端 にパ ケ によ

る刻 目を配す 。

2 66 ／／ ／／

18 ．6 口綾部 は如意 形に 外反 し、上胴 部 胴 部外 面、横 方向 及び 右 下 が り 内面 、磨耗が

五2 ．5）

18 ．9

に比較 的長 い段 部 を 有 す 。 口唇

部 は外傾 す る面 をな し、下端 に刻

目 を配 す。

のパ ケ調 整 。． 激 しい。

2 67 ／／ ！／

28 ．8

（ 5 ．2 ）

口綾部 は如 意形に 外反す る。上 胴
部 に比較 的短 い段部 を有 し、刻 目

を配す 。 口唇 部は 外傾す る面 をな
し、全 面にパ ケに よ る刻 目を配す。

内面 、指 頭圧 痕 あ り。

26 8 ／／ ／／

22 ．4 口緑部 は如意 形に 外反 し、上胴 部 口縁部外面か ら段部に 横方 向の ナデ

（9 ．7 ） に比較 的短 い段部 を有す 。 口唇 部

は丸 くお さめ、全面 にパ ケに よる
刻 目を配す 。

調 整。

269 ／！ ／／

15 ．2 平 底 を呈 す。底か ら直線 的に立 ち 口緑部 内外面 と も横 方 向のナ デ調

11 ．9

13 ．8

5 ．1

上 が り、 口綾 部は 、やや 外反する。

口唇部 は丸 くお さめ る。

整 。

270 ／／ ／／

28 ．8 口 綾 部 は や や外 反 して、直 線的 ロ緑部 内面 、横方 向のパ ケ調 整。

（7 ．8） に終 わる。 口唇部 は凹状 をな し、 内面 、指頭庄 痕 あ り。　 面 、縦 方
下 端 に刻 目を配す 。 向のパ ケ調 整。



挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

■

27 1 第Ⅵ ・Ⅶ 層 無

18 ．4 口綾部 はわず かに外 反 し、直 ロ し 口 綾 部　 内外 面 と も横方 向の ナデ

（5 ．5 ） て 終わ る。 口唇 部 は外傾す る面 を 調 整。胴 部 外面、縦 方向 のパ ケ調
な し、下端 に刻 目を配す 。 整 。

27 2 ／／ ／／

3 1．0

（6 ．5 ）

口緑 部 は、なめ らか に外反 す る。

口唇 部 は丸 くお さめ 、全面 にパ ケ
に よる刻 目を配 す。

273 ／／ 1／

2 1．8

（15 ．6 ）

20 ．8

内湾 気味 に立 ち上 が る胴部 か ら、

口綾部 は逆 L 字 形に 外反す る。 口
唇部 は水平 な面 をな し、全面 に刻
目を配 す。

274 ／／ ／／

24 ．0 口緑部 は如 意形 に外反 す る。 口唇 口 綾 部 外 面 か ら5 cm 程 、縦方 向

（8 ．6 ） 部は 丸 くおさめ 、下端 に刻 目 を配 のナ デ調整 。 それ よ り下 に横 方 向
す。 のパ ケ調 整。

275 ／1 1／

22 ．8

（ 7 ．0 ）

／／ 〝

276 ／！ ／／
（19 ．7 ）

7 ．6

平底 を呈す 。 胴部 外面 、パ ケ調整 。下胴 部外 面

及 び内面 全体 に指頭庄 痕 あ り。

277 ／／ ／／

33 ．6

（ 7 ．8 ）

口頸部 に しっか りした段 部を有す 。

口綾部 は直 線的 に立 ち上 が l上 端
部 近 くで強 く外 反す る。 口唇部 は
水 平な面 をな し、下 半に刻 目を配

す 。段部 上部 に刻 目を配 す 。

口緑部 内面 、横 方向 のパ ケ調整 。

278 ／／ ／／
（3 ．8 ）

7 ．0

平 底 を呈 し、直線 的に立 ち上がる。 外面 、縦方 向のパ ケ調 整。
内面 、指頭圧 痕 あ り。

279 ／1 ／！
（3 ．9 ）

5 ．6

平 底 を呈 す。 外面 、丁寧 なパ ケ調整 。

2 80 ／／ ／／
（2 ．6 ）

6 ．0

／！ 下 胴 部 外 面 端 部 に指頭圧痕あ り。

28 1 ／／ ／／
（3 ．5 ）

7 ．0

平底 を呈 す。
底部 が厚 くつ くられ る。

内外面 と も指頭 庄痕 あ I）。

28 2 ／／ ／／
（4 ．3 ）

3 ．8

平底 を呈 す。下 胴部端 部は、指 で
内 外面か ら しめ つけ 、力強 くふん

ば る。

283 11 ／／

－
平底 を呈す 。 内面 、指頭 庄痕 あ り。

（3 ．5）

6 ．4

直線 的に立 ち上 が る。 外面 、縦方 向の パケ調 整。

284 ／／ 11
（ 4 ．4 ）

6 ．0

／／ 外面 、縦方 向の パケ調 整。

285 ・／／ ／！
（4 ．3 ）

7 ．8

平底 を呈す 。 内 外面 とも指頭庄 痕 あ り。

ー407－



挿 図 番 号 層　　 位 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

2 8 6 第 Ⅵ ・・Ⅶ 層 喪
（ 5 ．1 ）

6 ．4

平 底 を呈 し 、下 胴 部 外 面 に ・指 頭

押 圧 に よ り 力 強 い底 部 を つ く る 。

2 8 7 ／／ ／／
（ 3 ．8 ）

7 ．4

平 底 を呈 し 、 直 線 的 に 立 ち上 が る。 外 面 、 丁 寧 な パ ケ 調 整 。

内 面 、 ナ デ 調 整 。

2 8 8 ／／ ／／
（ 4 ．1）

8 ．4

平 底 を 呈 す 。 外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

2 8 9 ／／ ／／
（ 3 ．7 ）

7 ．4

／／ 外 面 及 び 底 面 、 縦 方 向 の パ ケ調 整。

2 9 0 ／／ ！／
（ 4 ．5 ）

7 ．4

1／ 下 胴 部 外 面 、 指 頭 圧 痕 あ り 。

2 9 1 ／／ ／／
（ 4 ．0 ）

6 ．6

平 底 を呈 し 、 直 線 的 に 立 ち上が る。 底 面 に モ ミ痕

あ り。

2 9 2 ！／ ／1
（ 4 ．0 ）

8 ．0

平 底 を呈 す 。 外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

内 面 、 指 頭 圧 痕 あ り。

2 9 3 ！／ ／／
（ 5 ．1 ）

7 ．8

／／ 外 面 、 右 下 が りの パ ケ 調 整 。

内 面 、 指 頭 圧 痕 あ り。

2 9 4 ／1 ／／
（ 4 ．3）

7 ．4

平 底 を呈 し 、下 胴 部 外 面 に 指 頭

押 圧 に よ り 力 強 い 底 部 をつ く る 。

2 9 5 11 ／／
（ 3 ．8 ）

1 0 ．4

上 げ 底 気 味 の 底 を呈 し 、 直 線 的 に

立 ち上 が る 。

外 面 、癖 方 向 の パ ケ 調 整 。

2 9 6 ／／ ／／
（ 4 ．4 ）

8 ．2

平 底 を 呈 す 。 ／！

2 9 7 ／7 ／／
（ 5 ．4 ）

6 ．0

平 底 を 呈 し 、や や 外 反 し な が ら 直

線 的 に 立 ち上 が る 。

外 面 、縦 方 向 に 目 の粗 い パ ケ調 整。

2 9 8 ／／ ／／
（ 3 ．8）

6 ．8

平 底 を呈 し 、 下 胴 部 端 部 に 粘 土 の

盛 り上 が りが 見 ら れ る 。

外 面 、丁 寧 な 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

2 9 9 ／／ ／／
（ 4 ．2）

7 ．8

平 底 を呈 し 、 直 線 的 に 立 ち上が る。 外 面 、 縦 方 向 の パ ケ調 整 。

3 0 0 ／／ ！／
（ 4 ．7 ）

8 ．0

平 底 を呈 す 。 外 面 、 縦 方 向 の パ ケ調 整 。

内 面 、 粗 い パ ケ で 部 分 的 に押 さ え

つ け る よ う に施 す 。

ー408－
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挿 図 番 号 層　　 位 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

3 0 1 第 Ⅵ ・Ⅶ 層 喪
（ 4 ．9）

8 ．6

上 げ 底 を 呈 す 。 内 外 面 と も指 頭 庄 痕 あ り。

3 0 2 ／／ ／／

（ 3 ．7）

7 ．8

平 底 を 呈 す 。 内 面 、 指 頭 圧 痕 あ り。

3 0 3 ／／ ！／
（ 4 ．1）

7 ．2

平 底 を 呈 し 、 直 線 的 に 立 ち上 が る。 内 面 、 日の 細 い パ ケ に よ っ て ナ デ

調 整 。内 外 面 と も 指 頭 圧 痕 あ り。

外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

3 0 4 ／／ ／／
（ 4 ．8 ）

8 ．0

平 底 を呈 し 、や や 外 反 し な が ら 直

線 的 に 立 ち 上 が る。

内 外 面 と も指 頭 圧 痕 あ り。

3 0 5 ／／ ／／
（ 4 ．7）

8 ．8

平 底 を呈 す 。 内 面 、 指 頭 庄 痕 あ り。

外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

3 0 6 ／／ ／／
（ 4 ．8 ）

8 ．6

平 底 を 呈 し 、 直 線 的 に 立 ち上 が る。
／／

3 0 7 ／／ ／／
（ 5 ．4）

7 ．8

／／ 外 面 、 丁 寧 な 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

3 0 8 ／／ 1／
（ 6 ．0 ）

8 ．5

平 底 を呈 す 。 外 面 、 目 の 粗 い 縦 方 向 の パ ケ調 整。

内 面 、 ナ デ 調 整 。

3 0 9 ／／ ／／
（ 7 ．2 ）

7 ．6

上 げ 底 気 味 の 底 を 呈 す 。 外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

3 1 0 ／／ ／／

（ 5 ．3 ）

8 ．0

直 線 的 に 立 ち 上 が る 下 胴 部 。 外 面 、 縦 方 向 の ナ デ 調 整 。

3 1 1 ／／ ／！

（ 7 ．7 ）

7 ．0

平 底 を 呈 す 。 外 面 、 縦 方 向 の パ ケ調 整 。

3 1 2 ／／ ／／

（ 7 ．0）

8 ．2

／／ 内 面 、 炭 化 物

付 着 。

3 1 3 ／／ ／／
（ 9 ．0 ）

7 ．3

平 底 を呈 し 、下 胴部 は ゆ るや か に 外

反 し、 立 ち 上 が る。
外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

3 14 ／／ ／／
（ 9 ．1）

8 ．6

平 底 を呈 し、 ほ ぼ 直 線 的 に 立 ち 上

が る 。

下 胴 部 内 外 面 と も指 頭 圧 痕 あ り。

3 1 5 ！／ ／1

（ 8 ．3 ）

9 ．2

・平 底 を 呈 す 。 外 面 、 縦 方 向 の ナ デ 調 整 及 び パ ケ

調 整 。

内 面 、指 頭 圧 痕 あ り。



挿 図 番 号 層　　 位 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

3 1 6 第 Ⅵ ・Ⅶ 層 喪
（ 2 ．4 ）

6 ．5 ．

平 底 を呈 す 。 下 胴 部 外 面 端 部 に 指 頭 庄 痕 あ り。

外 面 、 縦 方 向 の パ ケ調 整 。

3 1 7 ／1 ／1

（ 3 ．3 ）

6 ．6

平 底 を呈 し 、 直 線 的 に 立 ち上が る。 内 外 面 と も指 頭 庄 痕 あ り 。

3 1 8 ／／ ／／

（ 3 ．5）

7 ．6

平 底 を 呈 す 。 外 面 、 左 下 が りの パ ケ 調 整 。

内 面 、指 頭 圧 痕 あ り。

3 1 9 ／／ J／

（ 5 ．0 ）

9 ．2

／／ 外 面 、 丁 寧 な 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

3 2 0 1／ ／／

（ 3 ．2 ）

8 ．8

平 底 を 呈 し 、 直 線 的 に 立 ち 上が る。 外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

3 2 1 ／／ 1／

（ 4 ．5 ）

8 ．0

平 底 を 呈 す 。 外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

内 外 面 と も指 頭 庄 痕 あ り。

3 2 2 ／1 ／／

（ 4 ・7 ）

9 ．1

／／ 〝

3 2 3 1／ ／／

（ 4 ．2 ）

9 ．0

／／ 外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

3 2 4 ／J ／1

（ 4 ．3 ）

7 ．0

平 底 を呈 し 、 や や 内 湾 気 味 に 立 ち

上 が る 。

内 面 、指 頭 圧 痕 あ り。

3 2 5 ／／ ／／
（ 4 ．2 ）

8 ．0

平 底 を 呈 し 、 ほ ぼ 直 線 的 に 立 ち 上

が る 。

外 面 、 丁 寧 な 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

3 2 6 ／／ 11
（ 6 ．9 ）

8 ．3

平 底 を呈 す 。 外 面 、 縦 方 向 の ナ デ 調 整 。

3 2 7 ／／ ／／
（ 2 ．6 ）

6 ．6

上 げ 底 気 味 の 底 を呈 す 。 内 外 面 と も指 頭 圧 痕 あ り。

3 2 8 ！／ ／／
（ 2 ．3 ）

7 ．6

／／

3 2 9 ／／ 11

（ 3 ．4 ）

6 ．6

／／ 外 面 、 丁 寧 な 縦 方 向 の ノ‾＼ケ 調 整 。

3 3 0 ／／ ／／
（ 4 ．4 ）

7 ．4

若 干 、 あ げ 底 を呈 し 、 直 線 的 に 立

ち 上 が る 。

外 面 、 縦 方 向 の パ ケ 調 整 。

－410－



挿図番 号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

331 第Ⅵ・Ⅶ層 無
（4 ．7 ）

7 ．9

上 げ底 気味 の底 を呈す 。 外面 、磨 ・耗 す

る。

332 ． ／／ ／／
（3 ．5 ）

7 ．6

ほぼ平 底 を呈す。 外面 、縦方 向のパ ケ調 整。

3 33 ／1 ／1
（ 3 ．5）

7 ．2

若干 、上 げ底 を呈す 。 外 面 、縦方 向のパ ケ調整 。
内面 、指 頭圧 痕 あ り。

334 ／／ ／／
（3 ．1 ）

8 ．0

若干 、上 げ底 を呈 し、直 線的 に立

ち上が る。
内 外面 ともパ ケ調整 。

335 ／／ 11

l 若干 、上 げ底 を呈 し、直線 的に立 内面 、ナ デ調 整。

（3 ．8 ）

8 ．4

ち上 が る。下胴 部端部 に粘 土の盛

り上 が りが み られ る。
外面 、縦方 向の パケ調 整。

336 ！／ ／／

－
若干 、上 げ底 を呈 し、直線 的に立 内面 、ナ デ調整 。

（5 ．0 ）

8 ．2

ち上 が る。 パケ の木 口に よる圧痕 がみられる。
下 胴 部 外 面、 指頭 押圧 に よ り、

若干張 り出 して いる。

337 ／1 ／／
（2 ．5 ）

9 ．8

上げ底 気味 の底 を呈す。

338 11 ／／
（3 ．7）

9 ．1

若 干 、上 げ底 を呈 す。 外面、縦 方 向のパ ケ調整 。

33 9 ／！ ／／

－
若干 、上 げ底 を呈 し、直線 的に立 外 面、縦 方向 のパ ケ調整 。

（4 ．9 ）

6 ．6

ち上 が る。下胴 部端部 に は、粘土

の盛 り上 が l）が み られ る。

内面、指 頭圧痕あ り。

340 ／／ 11
（ 4 ．0）

8 ．4

平底 を呈す 。 外面 、右下 が りのパ ケ調整 。

下胴 部端部 に指頭 庄痕 あ り。

341 ／／ 1／

－
平底 を呈す 。ほぼ 中央部 に楕 円形 外面 、縦方 向のパ ケ調 整。 甑 であ る。

（7 ．2 ）

7 ．6

の穿孔 あ り。 下 胴 部 外 面 端 部 に 指 頭圧痕 あ

り。
内面 、指 頭庄痕 あ り。

342 1／ ／1
（3 ．8 ）

9 ．0

上 げ底 を呈す 。 内外面 とも磨
耗 す る。

34 3 ／J ／／
（4 ．2 ）

7 ．6

／／ 下 胴 部 外 面 端 部に指 頭圧痕 あり。

344 ！／ ／1
（4 ．1）

7 ．6

上 げ底気 味の底部 を呈 し、 1 cm程 、

まっす ぐに立 ち上 が り外反する。
〃

345 1／ ！／
（5 ．0 ）

8 ．0

嘩 ぎ平 底 を呈す。 磨 鹿 が激 しい。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

346 第Ⅵ ・Ⅶ層 無
（4 ．2 ）

8 ．2

上 げ底 気味 の底 を呈す 。 外面 、縦方 向のパ ケ調整 。

内面 、指頭圧 痕 あ り。

347 ！／ ／／
（4 ．9 ）

8 ．6

上げ底 気味 の底 を呈 し、直線 的に

立 ち上 が る。
！／

348 ／／ ／1
（4 ．6）

8 ．4

上げ底 を呈 す。

349 ／／ ／／
（’5 ．9 ）

12 ．0

上げ底 気味 の底 を呈す 。ほ ぼ中央

部に 円形 の穿孔 あ り。

外面 、縦方 向 のパ ケ調 整。 甑 であ る。

350 ／／ ！／
（7 ．4 ）

7 ．0

上げ 底気味 の底 を呈 し、 力 強 く

ふん ば った底部 か ら、内湾気 味 に
立 ち上が る。

外面 、丁 寧な縦 方向 のパ ケ調 整 。

35 1 1／ ／／
（6 ．3 ）

7 ．9

上 げ底気 味め底 を呈 し、直 線的 に

立 ち上が る。

外面 、縦 方向 のパケ調 整。

35 2 ／／ ／／
（6 ．4 ）

7 ．8

若干 、上 げ底 を呈す 。 内面 、指頭 圧痕 あ り。 外面 、磨耗 。

353 ／／ ／！
（6 ．2 ）

9 ．2

1／ 外面 、縦 方向 のパ ケ調 整 。

354 1／ ／／

20 ．1 平 底 を呈 し、口緑部 は如 意形 に外 胴 部 、縦 方 向のパ ケ調整 。

ー・．・－　ヽ一一

甑 で ある。

2 3 ．6

20 ．2

7 ．4

る。 口唇 書は　 と　 る　　 な 口　 苦　　 、 ハナデ調 撃。
し、下端 に刻 目を配 す。 底部 中央

部 に穿 孔あ り。

内面 、指 頭庄 痕 あ り。

355 1／ 高杯

－
脚 部 は 柱状 部か ら直線 的に開き、 外面 、砂粒 が 多 く露出 して いる。

（16 ．3 ）

15 ．0

裾 部 で強 く外反す る。裾 端部 は丸

くお さめ る。

指 頭圧痕 あ り。

356 ／／ ／1

－
脚部 、杯部 ともに大 き く直線 的に 杯部 外面 、へ ラ磨 き。 丹 塗 り。

（7 ．3 ）

5 ．5

開 く。 脚 部内 外面 と も指頭 圧痕 あ り。

357 ／／ ／／

－
脚部 は柱状 部か ら直線 的に 開 き、 柱 状 部 外 面、指 頭圧痕 あ り。

（9 ．1 ）

5 ．3

12 ．2

裾部 でやや 外反す る。裾 端部 は丸
くお さめ る。

脚 部 内 面 、 指頭 圧痕 あ り。

358 ／／ 鉢
（5 ．3 ）

6 ．4

高 台状の上 げ底 を呈す 。 外面 、縦方 向の丁 寧 なパケ調 整。
内面 、へ ラ磨 き。

359 ／／ ／／
（4 ．6 ）

8 ．0

しっか りした 上 げ底 を呈す。 ／／

3 60 ／／ ／／

－
上 げ底 を呈 し、強 く外反 して立 ち 外面 、縦 方向 のパケ調 整。

（4 ．3）

5 ．2

上 が る。 内面 、指頭 圧痕 あ り。
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挿図番 号 層　　 位 器　 種

口径

法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

36 1 第Ⅵ ・Ⅶ層 蛮
（9 ．4 ）

やや 内湾気 味 に立ち上 が る。 外面 、縦方 向 のパケ調 整。
内面 、ナ デ調整 。

底部 に指頭 庄痕 あ り。

底面 、破 損。

362 ／／ 鉢

25 ．0

（ 7 ．0 ）

大型 の鉢形 土器 で、 口縁部 がなめ

らか に外 反す る。 口唇部 は丸 くお
さめ る。

口 綾 部 内 面、横 方 向のへ ラ磨 き。

363 ！／ ／／

25 ．0

（ 6 ．2 ）

大型 の鉢形 土器 で、 口 縁 部 が な

め らかに外反す る。口唇部 は外傾 す
る面 をなす 。

磨耗 が激 しい。

364 ／／ ／／

33 ．4 胴部が 大 き く張 り出 し、 口緑部 は 口 綾 部 内外面 と もへ ラ磨 き。

27 ．2

33 ．4

9 ．4

なめ らかに 外反す る。 口唇部 は外 胴部 外面、へ ラ磨 き。内面 、指 頭庄
傾 す る面 をなす。 平底 を呈す 。 痕 あ り。

365 ／／ ／／

16 ．2

（11 ．6）

17 ．4

口綾部 が内 湾 して終わ り、 口唇 部

は水平 な面 をなす 。
°

内面、へ ラ磨 き。 外面 、磨 耗 が
激 しい。

366 ／／ ／／

17 ．4

（ 4 ．4 ）

口緑部 が、や や 内湾 して終 わ り、

口唇部 は水平 な面 をなす 。

内外面 ともへ ラ磨 き。

367 1／ ／／

17 ．2 口緑部 が直 口 して 終わ l上　 口唇 部 内外面 ともパ ケ調 整。

（3 ．0 ） は丸 くお さめ る。 口唇部 、横方 向の ナデ調 整。

3 68 ／／ ／／

21 ．8 ロ綾部 が直 口 して 終わ り、 口唇部 内外面 ともへ ラ磨 き。

（4 ．8 ） は丸 くお さめ る。 内面、指 頭庄痕 あ り。

36 9 ／／ 浅鉢

2 2 ．1

（ 7 ．8）

2 2 ．0

胴部 で強 く屈 曲 し、内傾 して 口緑
部 は大 き く外 反す る。屈 曲部外 面

上下 に 2 条ずつ のへ ラ描沈 線 、屈
曲部 に弱 い刻 日あ り。

口唇部 は面 をなす 。

・外 面、へ ラ磨 き。

37 0 1／ 鉢

28 ．4

（ 6 ．2 ）

上胴 部で 、 まっす ぐに立 ち上が り、

ロ緑 部は 、やや 外反す る。 口唇部
は 外傾す る面 をなす 。

37 1 ／／ JJ

30 ．4

（ 5 ．0 ）

／／ 内 外面 と も丁寧 なへ ラ磨 き。

372 ／／ 11

13 ．6

（ 3 ．0）

口緑部 が直 口 して終 わ l上　 口唇部

は外傾 す る面 をなす。
／／

373 ／／ ／／

10 ．6

（ 2 ．9）

口緑部 が直 口 して終 わ り、 口唇部

は丸 くお さめ る。

374 ／／ ／／

17 ．2

（ 3 ．2 ）

口緑部 は直 線的 に外方 に立 ち上 が

る。・小型のもので、口唇部 は外傾 す
る面 をなす 。

口 綾 部 内 面、横 方 向のナ デ調整 。

375 ／1 ／／

20 ．0

（4 ．1 ）

底 部か ら直 線的 に外方 に立 ち上 が

る。小 型 の も の で 、 口唇部 は丸
くお さめ る。

内面 、横方 向のナ デ調 整。 外面 、磨耗 が
激 しい。



挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

376 第Ⅵ ・‘Ⅶ層 鉢

17 ．4

（ 5 ．0 ）

口綾部 が直 ロ して 終わ り、口唇部はl
外傾 す る画 をなす 。

377 ／／ ／／

24 ．2

（ 7 ．8 ）

／／ 磨 耗が激 しい。

378 ／／ ／／

25 ．1 口緑部 が直 口 して終わ り、 口唇部 内外面 とも指 頭圧痕 あ り。

（5 ．3 ） は丸 くお さめ る。 口 縁 部 内外面 と も横方 向の ナデ
調 整 。

379 ／／ ／／

18 ．8

（ 4 ．2 ）

ロ緑部 は直 口 して終わ り、 口唇部

は 内傾 す る面 をなす 。

内外 面 とも横方 向のナ デ調整 。

380 ／／ ／／

17 ．0

（ 5 ・0 ）

胴部 か ら内方に 、や や そ りなが ら

立 ち上 が る。 口唇 部 は外傾す る面
をな し、下端 に刻 目を配す 。

口綾部 内面 、横方 向の パケ調 整。

381 ／J ！／

24 ．0

（ 5 ．8 ）

／／ 外面 、縦方 向のパ ケ調 整。

口綾部 内面 、横方 向の パケ調 整。

38 2 ！／ ／／

26 ．0

（ 4 ．1）
／／

3 83 1／ ／／

19 ．8 口緑 部は如 意形 に外 反 し、口唇部 ロ綾 部 内面、横方 向 のナデ調 整に

（4 ．5 ） は丸 くお さめ る。 よ り、稜 がで きる。

内 外面 と もへ ラ磨 き。

384 ／／ ！／

28 ．8

（ 3 ．5 ）

／／ ／／

385 ！／ 蓋

－
天 井部 は粘土 を持 ち上げ 、つ まみ 外 面 、パ ケ調 整。

（6 ．0 ）

5 ．2

をつ くり、上 げ底風 にす る。 内面、指 頭庄痕 あ り。

386 ／／ ／／

2 0 ．8

（3 ．0 ）

口緑部 はなめ らか に外反 し、 口唇

部 は丸 くお さめ る。

387 ／／ ／／

21 ．6

（ 4 ．0 ）

ロ緑部 は直線 的に 外方か ら立 ち上

が る。 口唇部 は外傾 す る面 をなす。

388 ／／ ／／

13 ．0

（ 4 ．8）

ロ 縁 部 は なめ らかに 外反 し、 口

唇 部は 丸 くお さめ る。

外面 、へ ラ磨 き。

389 ／！ ／／

23 ．4

（ 2 ．8 ）

口綾部 は直線 的に 外方か ら立 ち上

が る。 口唇部 は丸 くお さめ る。

外面 、パケ調 整。

39 0 ／／ 紡錘車

直径 （5 ．0 ）

厚 さ　0 ．7

重量（g）19 ．0

土器 の破片 を利用 す る。
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挿図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

391 第Ⅵ・Ⅶ層 紡錘車

直径　 5．3

厚さ　 0．6

重量（g）18．6

土器の破片を利用する。

第51表　包含層出土石器観察表

挿 図番号 層　　 位 器　 種

最 大長

琵豊 ）堅 塁 材　　　 質 特　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

392 第Ⅵ・Ⅶ層 石 包丁

（ 8 ．4）

4 ．0

0 ．9

40 ．0

千　 枚　 岩

刃部 の形態 は不 明。 2 個の 円孔 。孔の 周辺 を

両面 か ら敲 打 し、そ の後、両 側か ら穿孔 。

393 ／1 石鉄

2 ．0

1 ．9

0 ．3

0 ．5

サ ヌ カイ ト

凹基式 の打製 石鉄 で ある。 ほぼ正三 角形 を呈
し、基 部が両 方 に張 り出す。 一端 は欠損 、両

面 とも剥 離画 を残 す。

3 94 ／／ ／／

（ 3 ．0 ）

（ 2 ．4 ）

0 ．3

1 ．6

／／

凹基式 の打製 石鉄 であ る。
片方が 先端部 か ら基部 にかけ て欠損 。

39 5 ／／ 刃器

5 ．7

4 ．5

1 ．0

2 5 ．7

1／

打 製 の刃器 。

両 面 と も剥離 面 を残す 。

39 6 ／／ ／／

10 ．7

7 ．5

1 ．7

170 ．0

／／

両 面 とも剥離 面 を残 す。

397 ／／ ／1

9 ．8

4 ．0

1．0

40 ．0

1／

打製 の刃 器。

両面 とも剥 離画 を残 し、 片側 を刃部 と して使
用 。

第52表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径

法量　 器高

（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

398 S T l 士互E

11 ．8 口 縁 部 はやや 外 反 し、 直線的 に 口頸部 外面 に右下 が りのパ ケ調整。

31 ．6

24 ．2

4 ．4

立 ち上が る。 口唇部 は丸 くお さめ 胴部 全体 に叩 目痕 あ り。下 胴部 に
る。底 は平底 を呈す 。 縦方 向 のパ ケ調 整。 内面 に指頭圧

痕 残 り、底にパ ケ調 整。

3 99 ／／ ／／

14 ．9 頸部 曲折部 が 「く」 の字形 を呈し、 口頸部 外面 に右下 が りのパケ調整。

2 7 ．5

2 1 ．8

4 ．0

口唇部 をつ まみ 、厚 くして い る。 胴部 全体 に叩 目痕 あ り。下 胴部 に
内面に稜 を形成 し、胴部は 強 く張 縦方 向のパ ケ調 整。 口縁部 内面 、
リ出す。 横方 向のパ ケ調 整。下 胴部 、縦方

向 のナデ調 整。

40 0 ／／ ！／

12．4 頸部 曲折部 が 「く」 の字形 を呈 し、 口綾部 内外面 とも右 下 が りのパ ケ

32 ．8

24 ．5

4 ．0

口唇 部は 外傾す る面 をなす 。内面 調整 。内面 、 中胴部か ら底 、縦方
に稜 を形 成す る。胴部 は強 く張 り 向 のパケ調 整。 外面 、胴部 全体 に
出す 。底 はやや 丸底 。 叩 目痕 あ り。下 胴部 に若干 、パ ケ

調整 。

40 1 ／／ ／／

13 ．0 頸部 曲折部 が 「く」 の字形 を呈 し、 口 綾 部 外 面 、 縦方 向のパケ調整。

33 ．1

24 ．0

4 ．7

強 く外反 して いる。 口唇部 は外傾 胴部 全体 に叩 日痕 。下 胴部 に縦方
す る面 をなす。底 はやや 丸底 。 向 のパケ調 整。口 頸 部 内 面 にパ

ケ調 整 と指 頭圧痕 あ り。胴部 全体

にへ ラ削 り。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

40 2 S T l ・コヒr
：弓互

16 ．8

（ 4 ．5 ）

二重 口l緑 の壷 であ る。

一度 外反 した ロ緑部は、内傾せずそ
の ま ま直 立す る。

内 外面 と も麿 ；

耗す る。

4 03 ／／ ／／

19 ．3

（ 2 ．6 ）

／／ ／／

40 4 ／／ ／／

11 ．8 口綾部 はやや 外反 し、直線 的に立 口緑部 内外 面 とも右下 が り竺パケ調

33 ．1

24 ．3

4 ．5

ち　 が る。 口唇 苦 は　 と　 る 整。　　　 に縦　 ロのパケ調整。
な し、若 干下垂 してい る。底は 丸 面底、下胴部に指頭庄痕残る。外面胴

底 を呈 し、胴部 は強 く張 り出す 。 部全体に仰旧痕あ り。下胴部、縦方向

のパケ調整により、叩目を消す。

40 5 ／／ ／／

－ ロ綾部 は直線 的に立 ち上 が り、口 口頸部 外面 、縦 方向 のパ ケ調整 。

（30 ．5 ）

28 ．2

5 ．3

唇部 は 欠損 してい る。胴部 は球 形 ・胴部 外面 全体 に叩 目痕 。‘そのの ち
を呈 し、底は平 底 であ る。 全体 にパ ケ調 整。 内面上胴 部 、指

頭圧 痕 。下胴部 パ ケ調整 。

40 6 ！／ 無

9 ．9 頸部 の屈 折は ゆ るや かで あ り、口 外面、胴部に叩 目痕。 下胴部 、磨耗

24 ．0

15 ．5

3 ．9

唇吾 は紺　　 お さめ る。胴 吾は 弓 が 激 し　 、明 。　 司書に パケ許監
く張 り出す。底 部 は丸底 を呈す 。 内面、上 胴部 にパ ケ調整 。内面 胴

部 全体 に指頭圧 痕 及びナ デ調整 。

40 7 ／／ ／／

12 ．5 頸部 の屈 折は ゆ るや かで あ り、口 外面、口綾部も含み 、全体 に叩 H 痕

2 1 ．4

14 ．9

2 ．7

唇苦 は　 と　 る　　 な 。 司書 は l）。　 のの 、 口緑吾 と　 司書
やや 張 り出 し、底部 はほ ぼ丸底 を にパケ調 整 を施 す。 内面 、 中胴部
呈 す。 か ら下 胴部 にへ ラ削 り。上 胴部 には．

指頭圧痕が残る。

40 8 ／／ ／／

12 ．0 頸部 の屈 折は ゆ るや か であ り、口 外面全体に叩目痕あ り。 ロ綾部はナデ

2 3 ．6

15 ．6

2 ．8

唇書 は　 と　 る　　 な 。 司書 は 調整に　 り、ロ　 が消える。 胴吾から
やや 張 り出 し、底部 は．平底 を呈す。 底 までは縦方向のパケ調整。内面、胴部

はへラ削りののちパケ調整。上胴部 に
は指頭庄痕が残り、口縁部はパケ調整。

40 9 ／1 ／／

14 ．0 頸部 曲折 部 は 「く」 の字 形 を呈 す 外面全体 に 叩 目痕 あ り。 口緑部 は

24 ．1

16 ．4

3 ．2

が 、やや ゆ るや か で　 る。 口唇 苦 が l）のパ ケ調整 に よ l上　 叩
は凹状 をなす 。胴部 はやや 張 り出 が ほ とん ど消 され 、下胴 部に も縦
し、底 は丸底 を呈す 。 方 向 のパケ調 整 を施 す。 内面 、口

緑 部 及び 上胴 部 にパ ケ調 整。

410 ／／ ／／

13 ．0 頸部 の屈折 は 「く」 の字 形 を呈 す 外面全体 に 叩 目痕 あ り。 口綾部 は

25 ．3

17 ．2

2 ．8

るが、ややゆる やか で　 る。 口唇 苦 下が りのパ ケ調 整。　 胴吾 には
は外傾 す る面 をなす。胴 部は 張 り 縦 方 向のパ ケ調整 。内面 口緑部 に
出 し、底は平 底 を呈す 。 パ ケ調 整。上 胴部 に指頭 庄痕残 る。

411 ／／ ／／
（9 ．9）

2 ．9

平底 を呈す 。 外面全 体に 叩 目を施 したの ち、下
胴部 に縦方 向のパ ケ調 整。

412 ／／ ／／

13 ．6 頸部 の屈折 は 「く」の字 形 を呈す 外面 全体 I．こ叩 目痕 。 ロ頸 部 、パケ

26 ．2 ・

17 ．9

2 ．5

るが、ゆるやか で　 る。 口唇苦 は ＝口整 。　 、 口緑 吾 及び　 胴吾 に
傾 す る面 をなす 。胴部 は張 り出 し、
底は平 底 を呈す 。

パ ケ調整 。胴部 にへ ラ削 り。

413 ／！ ／！

15 ．0 頸部 の屈折 は 「く」の 字形。 内面 外面、口綾部を含 め全体 に叩 目痕 あ

26 ．7

20 ．8

3 ．5

に 麦を形瀾　 る。 司書 は　　　 り リ。 口糸吾 にパ ケ＝間欠。　 司書 に
出 し、底 は丸底 を呈す 。 口唇 部 は 縦方 向のパ ケ調 整。 口縁 部 内面 、
凹状 をなす 。 パ ケ調整。 胴部 ところど ころにパ

ケ調 整残 る。内面 胴部へ ラ削 り。

4 14 1／ ／！

16 ．0 頸部 の屈折 は 「く」 の字形。 内面 胴部 外面 に叩 目痕 あ り。下胴 部、 外面胴 部に煤
LIJ

28 ．2

22 ．2

3 ．2

に 菱を形牒　 る。 司書 は ．、‘、　 ロのパ ケ講 吹。司書　 、へ フ 状灰化物付 着。
出 し、底 は丸底 を呈す 。 口唇 部は

外傾 す る面 をなす。

削 り。

4 15 ／／ ／／

24 ．4 頸部 の屈折 は ゆるやか であ る。 口 外面、口綾部も含 め全体 に叩 目痕 あ

（25 ．5） 唇部 は　 傾　 る　 をな し、　　 に r）。下 胴部 、ほ とん どパケ調 整に
先　 ク 、　　　　 百立　 は l ロ　 l艮Y　　　　　　　 にパケ

25 ．8 ／　　　　　　　 0　　　　　 ロ
らない。

0調整 。

416 ／／ 1／

1 1．0 口 頸 部 は ゆ るや か に外反 し、 口 外面 、ロ綾 部 も含 め全体 に ロ堕 痕

（19 ．7 ）

15 ．0

唇部 は外傾 す る面 をな し、端 部 を あ り。 口唇 部 ・口綾部 にパケ調整。

つ まみ厚 くす る。 胴 部 は や や張 頸部 ．・下胴 部 に縦方 向のパケ調整。

り出す。 上胴 部 内面 に指頭 圧痕 残 り、 ロ綾

部 ・下 胴部 にパケ調 整。

ー416－
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

4 17 S T l 無

13 ．6 頸部 の屈 折 は 「く」 の字形 。 内面 外面、口綾部 も含 め 全 体に 叩 目痕 あ 胴 部外 面に煤

27 ．1

18 ．4

3 ．0

に 久を形 成 し、 口唇 部は　 傾　 る r）。頸部 ・下胴 部 にパケ調 整。 口 状 炭化物付着 。
面 をなす 。胴部 は張 り出 し、底 は 綾 部内面 にパ ケ調整 。口綾部 ・上 胴
平 底 を呈 す。 部 に指頭圧 痕残 る。

4 18 ／！ ／／

13 ．9 頸部 の屈 折は 「く」 の字形 。内 面 外 面全体 に 叩目痕 あ り。下 胴部 に

（18 ．8 ）

19 ．2

に稜 を形 成す る。 口唇 部 をつ まみ パ ケ調整 。 口縁部 内面、右 下が り
厚 くし、外傾す る面 をなす 。 のパ ケ調 整。．胴部 、ところ どこ ろに

パ ケ調整 。指頭圧 痕残 る。

4 19 ／／ ／1

16 ．8 頸部 の屈折 は 、 しっか りした「く」 胴 部外面 に 叩目痕 あ り。 ロ頸部 ・ 胴部 外面 に煤

28 ．7

20 ．9

3 ．1

の字 形 を呈 し、内面 に もしっか り 下胴 部にパ ケ調 整。 内面全体 に指 状炭 化物 付着 。
した稜 が形 成 され る。 口唇部 は水
平 な面 をな し、胴部 は強 く張 り出
す。 底は平 底。

頭圧 痕残 る。

420 ！／ ／／
（11 ．5 ）

15 ．5

2 ．6

平底 を呈す 。 下胴 部に のみ 、叩 目のの ち、パ ケ
調整 が残 る。

全体 に磨耗 が
激 しい。

42 1 ／／ ／／

13 ．5 頸部 の屈折 は 「く」 の字形 を呈す 外面 全体 に叩 目痕 。 内面全体 にハ

27 ．0

18 ．0

3 ．0

るが、ゆるやか であ る。 口唇部 をつ ケ調 整。口縁部 外面 、若干 のパ ケ調
まみ厚 くし、外傾 す る面 をなす。

胴部 はやや 張 り出 し、底 は平 底 を
呈す 。

整。

42 2 ／／ ／1

14 ．7 頸部 の屈折 は 「く」の字 形 を呈 し、 外面 仁 叩 目痕。 口＿綾部 内外 面 とも

（16 ．1 ）

22 ．0

口縁部 はゆ るやか に外 反す る。 口

唇部 は外傾す る面 をなす 。

パケ調 整。

423 ／／ ／／

15 ．4 口緑 部は ゆるやか に 外反 し、口唇 外面 に叩 目痕 。口綾部 か ら上 胴部 、

（13 ．7 ）

20 ．8

部 は外傾す る面 をなす 。胴部 は張 パケ調 整。 口綾部 内面 に横方 向の
l）出す。 パ ケ調 整。 胴部 にへ ラ削 り。 上胴

部 、指 頭圧痕 残 る。

424 ／／ ！／
（15．0 ）

20 ．8

3 ．4

平底 を呈す 。 外面 に叩 目痕 。下 胴部 に縦方 向の

パケ調 整。 内面 、粘土 の接合 部 に
指 頭庄 痕残 る。

425 ／／ ／／
（8 ．3 ）

3 ．4

／！ 磨 耗が激 しい。

426 ／／ ／／

15 ．0 頸 部 の屈折 はゆ るや か であ I上　 口 外面にI叩 目痕 あ り。 口頸 部にパ ケ

（14 ．0 ）

19 ．7

唇 部 は外傾す る面 をなす 。 調 整 を施 し、ほ とん ど叩 目を消 し

てい る。内面 、口綾部 ・上胴 部 にパ

ケ調 整 。

4 27 ／／ ／／
（13 ．5 ）

21 ．7

2 ．0

丸 底 を呈 す。 外 面に 叩 目痕 あ り。下 胴部 、パ ケ調

整 。内面 、指頭 庄痕 残 る。

4 28． ／／ ／／
（14 ．0 ）

19 ．2

4 ．4

平 底 を呈 す。 胴部 、縦 方向 のパ ケ調 整 によ l上
ほ とん ど叩 目が 消 され る。

4 29 ／1 ／／

14 ．6 頸部 の屈 折は 、ゆ るや か な 「く」 外面 、 叩 目痕 あ り。 口綾部 は右下

（8 ．3 ） の字 形 を呈 し、 口唇部 は 外傾 す る が リのパ ケ調整 に よ り、叩 目を消
面 をなす 。 す。 ロ綾部 内面 、横方 向のパ ケ調

整。 内面 、指頭圧 痕残 る。

4 30 ／／ 11

14 ．2

（ 6 ．5 ）

頸部 の屈 折は 「く」 の字形 を呈す。

口唇 部 は外傾す る面 をなす 。
磨耗 が激しい。

43 1 ／／ ／／
（2 5 ．0 ）

24 ．7

4 ．5

平底 を呈 す。 外面 全体 に叩 昌痕 あ り。下 胴部 、
縦方 向にパ ケ調 整。内面 、へ ラ削 り。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径 ・

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 ． 備　　 考

432 S T l 聾

－ ほぼ 平底 を呈 し　 胴 部 は や や張 外面 全体 に叩 目痕 あ り　 中胴 部か

（23 ．0）

18 ．4

3 ．0

ヽr）出す。 0ら底 まで縦 方 向のパ ケ調整 。胴 部

内面 に丁寧 なパ ケ調整 。

433 ／1 11
（ 6 ．9 ）

3 ．0

平底 を呈す 。 外面 、 叩 目の のち 、縦 方向 のパ ケ

調整 。内面 、指 頭庄痕 残 る。

434 ／／ ／／

（12 ・1 ）

16 ．4

2．7

／／ 外面 、 叩・目の のち 、縦 方向 のパ ケ
調 整。 内面、縦 方向 のパ ケ調 整 。
指頭 圧痕残 る。

43 5 ／／ ／／
（17 ．0 ）

17 ．5

3 ．1

ほ ぼ平底 を呈す 。 語票 六㌍晶 墓 鶴 、謂 曹 rま聖書

削 l上　 底 には指 頭圧痕 残 る。

43 6 ／／ 鉢

14 ．4

6 ．2

2 ．0

丸底 に近 い小 さな平底 を呈す 。

口唇 部は 凹状 をなす 。

内面 、指頭 圧痕 残 る。

437 ／／ ／／

9 ．2 平底 を呈す 。 外面 、下胴 部 にパケ調 整。

4 ．7

1．8

口唇 部は 外傾す る面 をなす 。 内面 、へ ラ削 り。

438 ／／ ／／

15 ．0

6 ．3

5 ．0

丸底 を呈す 。

口唇 部は 外傾 す る面 をなす 。

内面 、右下 が りのパ ケ調整 。 内面 にモ ミ痕
あ り。

4 39 1／ ／／

14 ．0 小 さな平底 を呈 す。 外面 、 叩 昌痕 あ り。下 胴部 にパ ケ

6 ．1

1．4

口唇 部 をつ まみ　 して、　 傾　 る 調整 。内 面、放 、窮状 に細 いパ ケ
面 をなす 。 原体 に よるパ ケ調整 。

4 40 1／ ／／

15 ．9 平底 を呈 す。 内面 、放射 埠状 にパ ケ調整 。

6 ．2

3 ．0

口唇 部は 外傾す る面 をなす 。 底 に指頭庄 痕残 る。

4 41 ／／ ！／

15 ．2 丸底 を呈 す。 外面 、全 体 に叩 目のの ち、ナ デ調 整。

8．．4 口唇 部 は水平 な面 をなす。 内面、右 下が りのパ ケ調整 。

4 42 ／J ／／

17 ．8 丸 底 を呈 す。 内面、指 頭庄痕 壁強 く残 る。

6 ．6 口唇部 は外傾 す る面 をなす 。 右 下が りのパ ケ調整 。

4 43 ／／ ／／

19 ．6

6 ．4

4 ．0

平 底 を呈 す。

口唇部 は外傾 す る面 をなす 。

内面、放 射線状 にパ ケ調整 。

4 44 ／！ 紡錘 車

直径 （6 ．8 ）

重 量（g ）3 2 ．0

球 形 をな し、中央 に棒 を刺 し込 む

穴 を形成 。
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執　筆　分　担

1．Loc．16　　　森田

2．Loc．25　　　出原

3．Loc．15　　　森田

4．Loc．17　　　下村

5．Loc．18　　　庸田

6．Loc．12　　　島崎富規（調査補助員）

下村

高知空港拡張整備事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書

田村遺跡群　第2分冊
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